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扉・スケッチ 野菜売りの婦人（中国の昆明にて）

杉本雄三・画く元・関西電力病院長＞
人口と開発ノ目次

画
中
国
の
医
療
の
現
状
ｌ
都
市
と
農
村
Ｉ

囹
東
・
東
南
ア
ジ
ア
の
国
際
労
働
移
動

圏
少
子
・
高
齢
化
１
，
世
紀
の
展
望
Ｉ

囹
激
動
す
る
ア
ジ
ア
経
済
と
農
村
・
農
民
の
対
応

ｌ
タ
イ
の
事
例
を
中
心
に
Ｉ

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
４
千
人
突
破
／
Ｈ
Ｉ
Ｖ
増
殖

阻
止
た
ん
ぱ
く
／
異
常
気
象
で
食
糧
不
足
予

測
／
輸
入
米
問
題
で
米
に
反
論
／
失
業
者

増
、
賃
金
据
え
置
き
／
母
乳
中
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
６
倍
／
４
つ
子
５
つ
子
出
産
急
減
／
食
糧

難
最
悪
の
恐
れ
／
Ｅ
Ｕ
と
米
、
農
業
で
摩

擦
／
欧
州
統
合
へ
の
最
難
題
／
通
貨
危
機
で

優
遇
策
見
直
し
／
皿
世
紀
の
中
国
の
人
口
／

若
年
層
で
エ
イ
ズ
感
染
急
増
／
中
国
の
水
不

巻
頭
一
一
一
一
ｐ
／
農
業
協
力
、
ま
ず
現
地
経
済
の
循
環
を
知
れ

・
苦
境
の
ア
ジ
ア
に
積
極
的
援
助
ｌ
小
渕
外
相
が
義
明
Ｉ

・
高
齢
化
対
策
を
急
げ
’
『
２
０
５
０
』
講
演
会
Ｉ

に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
－
ら
む

足
で
穀
物
高
騰
／
コ
メ
援
助
機
関
公
益
法
人

に
／
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
米
的
万
ｔ
／
少
子
化

対
策
に
千
二
百
億
円
／
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生

の
恐
れ
／
減
税
財
源
を
少
子
化
対
策
に
／
子

供
、
最
低
の
九
一
八
万
人
／
二
○
二
五
年
に

平
均
寿
命
ね
／
米
４
千
少
給
食
用
に
無
料

で
／
麦
作
も
所
得
補
償
制
度
に
／
進
む
独
身

・
晩
婚
Ⅱ
少
子
化
／
８
割
が
少
子
化
心
配
／

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
日
本
財
団
等
表
彰
…
…
…
…
…
等

川
野
重
任

林
謙
治
拠

高
橋
重
郷
皿

渡
辺
真
知
子
別

山
田
三
郎
４
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Ｔ
Ｉ
Ｉ
語ＴＥＡ
（
農
業
経
済
理
論
研
究
会
）
の
一

九
九
七
年
秋
期
特
別
講
演
会
の
連
記
録
が

「
開
発
経
済
学
の
新
方
向
」
と
し
て
届
け
ら

れ
て
き
た
。
速
水
祐
次
郎
、
石
川
滋
両
教

授
の
講
演
を
中
心
と
し
た
も
の
だ
が
、
大

変
に
刺
激
的
な
問
題
提
起
と
し
て
活
気
を

呼
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
要
は
経
済
開
発
援

助
と
い
う
場
合
、
ど
こ
か
ら
、
ど
う
手
を

付
け
た
ら
よ
い
か
、
特
に
農
業
開
発
の
場

合
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
主
題
だ
っ
た
と

思
う
が
、
私
は
読
み
な
が
ら
二
つ
の
こ
と

を
思
い
出
し
た
。

一
つ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
イ
ン
ド
の
場
合
で
あ

る
。
前
者
は
米
の
増
産
推
進
に
つ
い
て
、

政
府
が
金
を
与
え
た
の
で
は
農
家
が
肥

料
、
農
薬
を
買
う
と
は
限
ら
な
い
の
で
現

物
を
提
供
し
、
米
の
増
産
結
果
も
現
物

（
米
）
と
し
て
返
し
て
貰
う
計
画
で
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
農
家
は
野
菜
生
産
に
肥
料
、

巻
頭
言

か
ら
一
式
、
種
子
、
農
具
、
機
械
な
ど
を

持
ち
込
ん
で
「
展
示
農
場
」
を
作
っ
た
が

日
本
か
ら
の
援
助
終
了
と
と
も
に
、
跡
か

た
も
な
く
消
え
て
な
く
な
っ
た
と
い
う
話

農
薬
を
廻
し
、
米
は
そ
の
収
入
で
他
か
ら

買
い
求
め
、
全
体
と
し
て
の
米
の
増
産
に

は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
例
が
あ
っ
た
と
い

う
話
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
場
合
は
、
日
本

農某協〃､ます現地絲併の

循環を知れ

′厭翰、

で
あ
る
。

両
者
は
あ
る
い
は
極
端
な
例
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
教
訓
は
援
助
は
決

し
て
白
紙
に
字
を
書
く
よ
う
な
も
の
で
は

な
い
。
被
援
助
国
に
は
被
援
助
国
と
し
て

の
固
有
の
生
き
た
経
済
循
環
が
あ
る
。
そ

の
経
済
循
環
の
中
に
割
り
込
み
、
そ
の
軌

道
修
正
の
上
に
全
体
と
し
て
の
経
済
水
準

を
高
め
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
そ
の
援
助
の
も

つ
積
極
的
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
イ
ン
ド
の
場
合
は
援
助
が
全
く
そ
の

経
済
循
環
と
無
縁
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う

例
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
は
軌

道
修
正
の
計
画
が
既
存
の
経
済
循
環
の
論

理
に
呑
み
込
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

マ
フ
Ｏそ
の
意
味
で
は
、
援
助
実
施
の
前
提
と

し
て
の
現
地
調
査
に
つ
い
て
も
、
最
も
重

要
な
こ
と
は
こ
の
経
済
循
環
の
構
造
を
ま

ず
巨
細
に
わ
た
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

だ
と
思
う
。
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鑑･（鰯痩

東北タイ・コンケンでのプリミティブ

な脱穀

近
年
の
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
経
済
発
展
の
歴
史
で
こ

れ
ま
で
何
処
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
大
き
な
経
済

の
激
動
を
短
期
間
の
う
ち
に
経
験
し
た
。
本
稿
は
、

激
動
す
る
経
済
変
化
に
対
し
、
依
然
、
全
雇
用
に
対

し
て
高
比
率
の
人
ロ
を
抱
え
る
ア
ジ
ア
農
村
が
、
異

な
っ
た
地
域
条
件
下
で
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
き

た
か
を
、
タ
イ
の
事
例
を
中
心
に
し
て
論
じ
る
も
の

で
あ
る
（
注
１
）
。

ﾖIKf雰辮

j雲V動する

ｱｼﾞｱ鱈盾 iニヨI;ii:Miij1liiillliiii蕊ア と

●タイの事例を中心に

一
九
九
七
年
前
半
期
ま
で
の
十
数
年
間
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
成
長
は
実
に
目
覚
ま
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
八
五
年
か
ら
一
九

九
五
年
に
至
る
十
年
間
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ

Ｐ
成
長
率
は
、
世
界
平
均
が
○
・
八
％
、
う

ち
途
上
国
は
○
・
四
％
、
先
進
国
は
一
・
九
％

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
は
五
～
八
％
も
の
驚
異
的
な
成
長
を
実

現
し
た
。
比
較
的
成
長
が
低
か
っ
た
南
ア
ジ

ア
の
国
で
も
二
～
三
％
の
成
長
率
を
記
録
し

た
（
注
２
）
。
こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
諸
国
の
勢

い
は
今
後
も
続
く
と
考
え
ら
れ
、
一
二
十
一

世
紀
は
ア
ジ
ア
の
世
紀
」
と
ま
で
言
わ
れ
て

き
た
。

そ
う
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
、
同
期
間

に
最
高
の
成
長
率
八
・
四
％
を
記
録
し
た
の

が
タ
イ
で
あ
っ
た
。
タ
イ
は
か
つ
て
ア
ジ
ア

の
中
で
も
典
型
的
な
農
業
国
と
言
わ
れ
て
き

た
が
、
近
年
の
工
業
化
は
実
に
著
し
い
も
の

列
、
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
Ｖ
刊
几
４
，
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
Ｖ
Ｔ

激
動
の
ア
ジ
ア
経
済
卵

高
度
経
済
成
長
と

通
貨
危
機



激動するアジア経済と農村・農民の対応

が
あ
り
年
平
均
一
○
％
の
成
長
を
維
持
し
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
工
業

比
率
は
、
一
九
八
○
年
の
二
九
％
か
ら
一
九

九
五
年
に
は
四
○
％
に
拡
大
し
た
。
経
済
水

準
は
日
本
に
続
い
て
先
行
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
諸

国
に
は
及
ば
な
い
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
で

も
マ
レ
ー
シ
ア
と
と
も
に
優
等
生
と
言
わ

れ
、
そ
の
勢
い
は
今
後
も
当
分
続
く
か
に
見

え
た
。

し
か
し
、
一
九
九
七
年
七
月
二
日
、
タ
イ

政
府
が
従
来
の
通
貨
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
（
対

ド
ル
実
質
固
定
）
為
替
制
度
か
ら
、
市
場
実

勢
を
反
映
す
る
管
理
変
動
相
場
制
へ
移
行
し

た
の
を
転
機
に
、
永
年
ド
ル
当
た
り
二
五

バ
ー
ツ
水
準
を
維
持
し
て
き
た
タ
イ
通
貨
は

下
落
を
続
け
、
一
九
九
八
年
一
月
に
は
遂
に

苑
の
成
長
を
維
持
し
て
一
ド
ル
五
七
バ
ー
ツ
に
ま
で
暴
落
、
バ
ー
ツ

し
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
工
業
の
国
際
価
値
は
半
減
し
た
の
で
あ
っ
た
。

年
の
二
九
％
か
ら
一
九

バ
ー
ツ
の
切
下
げ
に
は
様
々
な
要
因
が
作

Ｌ
拡
大
し
た
。
経
済
水
用
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
基
本
的
に
は
、
曰
本

元
行
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
譜
と
共
通
す
る
「
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
」
が

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
で
あ
っ
た
。
’
九
九
五
年
ま
で
続
い
て
き
た
国

も
に
優
等
生
と
言
わ
内
の
好
景
気
に
加
え
、
高
金
利
下
で
資
本
を

灰
も
当
分
続
く
か
に
見
自
由
化
し
た
結
果
、
巨
大
な
海
外
資
本
が
流

入
し
て
顕
著
な
過
剰
流
動
性
が
発
生
し
て
い

で
年
七
月
二
日
、
タ
イ
た
。
そ
し
て
、
高
度
経
済
成
長
の
中
で
賃
金

ハ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
（
対
が
高
騰
し
、
し
か
も
中
国
元
の
切
下
げ
も

盲
制
度
か
ら
、
市
場
実
あ
っ
て
、
国
際
的
に
も
タ
イ
の
国
際
競
争
力

薬
動
相
場
制
へ
移
行
し
は
大
幅
に
低
下
し
て
輸
出
不
振
と
な
り
、
一

年
ド
ル
当
た
り
二
五
九
九
六
年
に
は
史
上
最
高
の
貿
易
赤
字
を
記

し
て
き
た
タ
イ
通
貨
は
録
、
経
常
収
支
も
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
八
％
に
及
ぶ

Ｌ
八
年
一
月
に
は
遂
に
大
幅
な
赤
字
と
な
っ
て
い
た
。
加
え
て
、
そ

れ
ま
で
は
常
に
大
幅
の
民
間
資
本

，
所
学
誉
済
所
壯
共
引
京

収
支
に
よ
っ
て
総
合
収
支
は
黒
字

毒
究
科
名
経
究
鵬
汕
旧
東

ぶ
研
源
学
の
研
ｐ
ｅ
Ｓ
ｊ

で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
九
六
年
第

さ
・
化
資
大
。
村
化
ｂ
・
Ⅳ
罷
究

》鐸》》》》綿》』》杣》
一
一
一
四
半
期
か
ら
は
資
本
収
支
の
民

間
借
入
れ
が
急
速
に
減
少
し
始

郎
札
隷
酵
辮
檸
雛
譲
叩
岬
汀
霊
鍵
め
、
総
合
収
支
も
マ
イ
ナ
ス
に
転

峠》一一》一一》州》》）》琲凪詐碍作鐇》枠》｛』》》
過
剰
流
動
性
が
発
生
し
た
中

ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
き
、
特
に
一
九
九
三
年

頃
か
ら
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
供
給
過
剰
傾
向

が
明
白
と
な
り
、
高
騰
し
続
け
て
き
た
不
動

産
価
格
は
一
転
急
落
し
、
不
良
債
権
は
一
兆

バ
ー
ツ
を
超
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
九

八
八
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
の
間
に
、
タ

イ
で
は
一
九
九
五
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
五
一
％
分

に
相
当
す
る
民
間
資
金
が
流
れ
込
ん
で
い
た

の
だ
が
、
主
に
証
券
投
資
の
形
を
と
っ
て
い

た
た
め
、
投
資
家
の
タ
イ
経
済
に
対
す
る
信

認
が
失
わ
れ
る
と
、
急
速
な
資
金
の
引
上
げ

が
起
き
、
そ
う
し
た
背
景
の
中
で
国
際
投
機

筋
の
暗
躍
も
あ
り
、
パ
ー
ツ
価
値
は
見
る
見

る
う
ち
に
下
落
し
た
の
で
あ
っ
た
。

他
の
ア
ジ
ア
諸
国
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
筆

頭
に
通
貨
が
短
期
間
の
う
ち
に
軒
並
に
大
幅

な
下
落
を
示
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
は
大

混
乱
に
陥
っ
て
、
前
代
未
聞
の
経
済
危
機
に

晒
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
各
国
の
経
済
成
長

は
当
然
停
滞
、
さ
ら
に
は
後
退
し
た
。
一
九

九
八
年
四
月
時
点
で
の
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
の

予
測
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
八
年
の
タ
イ
の
一

人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
三
・

九
％
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
マ
イ
ナ
ス

戸
、

四
・
六
％
よ
り
は
ま
し
に
し
て
も
、
以
前
に



は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
経
済
大
不
況
期
に
突

入
し
た
。
タ
イ
の
失
業
者
は
一
三
○
万
に
達

し
、
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
失
業
者

の
数
は
二
○
○
万
を
超
す
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
済
の
高
度
成
長
と
最
近
の

Ⅲ
地
域
間
格
差
の
拡
大

ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
成
長
の
担
い
手
と

な
っ
た
の
は
、
国
際
自
由
化
の
進
展
の
中
、

参
入
合
弁
企
業
の
拡
大
に
よ
る
諸
外
国
か
ら

の
資
本
・
技
術
・
経
営
能
力
の
移
転
を
伴
う

１
１

通
貨
危
機
が
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
個
別
企
業
や

地
域
経
済
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た

の
は
当
然
で
あ
る
。
通
貨
危
機
以
後
の
情
報

は
ま
だ
限
ら
れ
て
い
る
が
、
企
業
の
業
種
や

産
業
構
造
の
違
い
に
よ
っ
て
そ
の
影
響
は
地

域
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
っ
た
（
注
３
）
。
本
稿

で
は
、
そ
う
し
た
差
異
に
も
触
れ
な
が
ら
、

タ
イ
の
事
例
を
中
心
に
し
て
、
異
な
っ
た
地

域
の
農
村
・
農
民
の
対
応
を
考
察
し
、
最
後

に
、
同
じ
通
貨
危
機
に
直
面
し
な
が
ら
大
き

な
差
異
の
現
れ
た
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を

対
比
さ
せ
て
、
経
済
発
展
に
お
け
る
農
業
・

農
村
の
健
全
な
発
展
の
役
割
の
重
要
性
を
再

確
認
す
る
。

成
長
期
の
地
域
間
格
差
拡
大

と
農
村
の
対
応

製
造
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
経
済
活
動
は
、
い
ず
れ
の
国
で
も
、
市

場
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
情
報
・
イ
ン
フ
ラ
・
政

治
権
力
な
ど
す
べ
て
が
集
中
す
る
首
都
圏
に

集
中
し
た
。
タ
イ
の
場
合
も
バ
ン
コ
ク
首
都

圏
に
集
中
し
た
。
そ
し
て
、
バ
ン
コ
ク
か
ら

離
れ
た
地
域
の
経
済
開
発
は
ど
う
し
て
も
遅

れ
を
と
り
、
地
域
間
の
所
得
格
差
は
ほ
と
ん

ど
の
地
域
で
拡
大
し
て
い
っ
た
。

バ
ン
コ
ク
首
都
圏
を
一
○
○
と
し
た
場
合

の
一
人
当
た
り
所
得
は
、
一
九
八
六
年
か
ら

一
九
九
五
年
の
間
に
、
東
北
タ
イ
が
一
一
・

六
％
か
ら
一
○
・
四
％
へ
、
北
タ
イ
が
一
七
・

九
％
か
ら
一
四
・
五
％
へ
、
南
タ
イ
が
二
一
・

七
％
か
ら
二
○
・
｜
％
へ
、
西
タ
イ
が
二
七
・

○
％
か
ら
二
二
・
｜
％
へ
と
低
下
し
た
。
経

済
成
長
期
に
か
な
り
の
工
業
開
発
が
進
め
ら

れ
た
首
都
圏
に
近
い
中
央
タ
イ
と
東
タ
イ
は

前
者
が
一
一
四
・
四
％
か
ら
二
七
・
二
％
へ
増
加

し
、
後
者
は
四
五
・
七
％
で
変
わ
ら
な
か
っ

た
が
、
も
と
も
と
遅
れ
て
い
た
そ
の
他
の
農

村
地
域
の
相
対
所
得
格
差
は
さ
ら
に
拡
大
し

た
の
で
あ
っ
た
（
注
４
）
。

６
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側
の
対
応
と
し
て
は
、
労
働

流
出
と
農
村
開
発
振
興
の
二

通
り
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
諸
国

で
は
双
方
で
の
対
応
が
行
わ

れ
た
が
、
経
済
成
長
の
著
し

か
っ
た
東
・
東
南
ア
ジ
ア
と

比
較
的
緩
慢
で
あ
っ
た
南
ア

ジ
ア
の
場
合
で
は
、
主
な
対

応
方
法
の
あ
り
方
に
相
違
が

認
め
ら
れ
た
。

東
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

場
合
は
、
急
速
な
経
済
成
長

下
で
非
農
業
部
門
の
拡
大
が

進
み
、
労
働
力
に
対
す
る

「
プ
ル
要
因
」
が
強
く
作
用

し
て
大
都
市
で
の
就
業
機
会

が
拡
大
し
、
都
市
部
で
上
昇

し
た
労
働
賃
金
が
大
き
な
誘

引
と
な
っ
て
、
農
村
労
働
力

の
首
都
圏
へ
の
流
出
が
一
般

化
し
た
。
つ
ま
り
、
農
家
に

②
農
村
・
農
民
の
対
応
⑪
東
・
東

南
ア
ジ
ア
と
南
ア
ジ
ア
の
違
い

こ
の
よ
う
な
経
済
成
長
に
伴
う
所
得
格
差

拡
大
も
し
く
は
低
所
得
問
題
に
対
す
る
農
村

側
の
対
応
と
し
て
は
、
労
働
力
の
都
市
へ
の

と
っ
て
追
加
所
得
を
得
る
最
も
手
っ
と
り
早

い
方
法
は
、
若
手
労
働
力
が
村
を
離
れ
、
高

賃
金
で
の
雇
用
機
会
に
恵
ま
れ
た
首
都
圏
を

中
心
と
し
た
都
会
、
場
合
に
よ
っ
て
は
海
外

に
ま
で
、
｜
時
的
に
出
稼
ぎ
に
出
る
か
、
そ

バンコク近郊の野菜農家

の
ま
ま
離
農
し
て
都
市
に
移
住
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

経
済
成
長
が
比
較
的
緩
慢
で
あ
っ
た
南
ア

ジ
ア
の
場
合
で
も
、
も
ち
ろ
ん
若
年
労
働
力

の
農
村
か
ら
の
流
出
は
あ
っ
た
が
、
都
市
部

か
ら
の
「
プ
ル
要
因
」
が
十
分
で
な
い
た
め

農
村
内
で
貧
困
問
題
の
打
開
に
、
よ
り
打
ち

込
む
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
農
村
の
低
所
得

問
題
に
対
す
る
よ
り
中
長
期
の
本
格
的
対
応

と
し
て
農
村
開
発
事
業
の
振
興
が
図
ら
れ

た
。
農
村
開
発
事
業
は
、
農
村
の
経
済
水
準

を
高
め
る
べ
く
農
業
開
発
や
農
業
関
連
産
業

そ
の
他
産
業
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
学

校
・
病
院
・
水
道
・
電
気
な
ど
地
域
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
充
実
を
促
進
さ
せ
る
事
業
で
あ
る
。

前
者
が
い
わ
ば
農
家
の
個
別
的
対
応
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
地
域
全
体
と
し
て

の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
政
府
の

行
政
組
織
が
進
ん
で
い
て
財
政
力
も
あ
る
タ

イ
の
場
合
に
は
、
行
政
組
織
と
し
て
農
村
開

発
局
を
設
置
し
て
事
業
を
全
国
的
に
展
開
す

る
な
ど
、
政
府
主
導
型
で
の
農
村
開
発
事
業

が
進
行
し
て
い
る
（
注
５
）
。
し
か
し
、
国
の

財
政
力
に
乏
し
い
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
Ｎ

７

Ｇ
Ｏ
の
活
動
に
大
き
く
依
存
し
つ
つ
、
農
民



東北タイ

コンケンにて

自
身
の
開
発
意
欲
と
組
織
化
を
重
視
し
た
地

域
参
加
型
開
発
事
業
が
進
ん
で
い
る
。
例
え

ば
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
い
ろ
い
ろ
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
開
発
理
念
を
活
か
し
て
地
道

⑧
農
村
対
応
の
地
域
別
相
違
卯

タ
イ
の
事
例

同
じ
国
の
中
で
も
、
異
な
っ
た
発
展
条
件

に
あ
る
諸
地
域
の
農
村
経
済
社
会
の
対
応
に

は
か
な
り
の
違
い
が
あ
っ
た
。
タ
イ
の
場

合
、
最
も
遅
れ
た
最
貧
地
域
の
東
北
タ
イ

（
例
え
ば
コ
ン
ケ
ン
県
）
で
は
、
工
業
化
は

ほ
と
ん
ど
進
展
し
て
い
な
い
。
し
か
も
、
農

業
も
水
利
・
土
壌
が
悪
く
、
基
本
的
に
は
天

水
田
に
よ
る
年
一
度
の
稲
作
に
し
か
依
存
で

き
な
い
の
で
、
若
者
は
ほ
と
ん
ど
首
都
圏
へ

流
出
し
た
。
し
か
し
、
教
育
水
準
が
低
い
た

め
彼
ら
は
必
ず
し
も
安
定
し
た
職
業
に
は
着

い
て
は
い
な
い
（
注
７
）
。

稲
作
中
心
地
の
中
央
タ
イ
（
例
え
ば
ス
パ

ン
ブ
リ
県
）
の
場
合
は
、
グ
リ
ー
ン
レ
ボ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
恩
恵
を
フ
ル
に
受
け
て
稲

作
の
二
期
作
二
期
作
が
可
能
と
な
り
、
農
家

の
暮
し
は
東
北
タ
イ
よ
り
か
な
り
よ
く
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
首
都
圏
が
近
い
た
め
、
村

民
に
は
在
村
の
場
合
と
都
市
に
出
る
場
合
と

に
草
の
根
レ
ベ
ル
の
農
村
開
発
事
業
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
か
な
り
の
成
果
を
あ
げ
て
い

る
（
注
６
）
。

の
賃
金
格
差
が
歴
然
で
あ
っ
た
た
め
、
若
者

の
村
外
流
出
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
稲
作
条
件
が
有
利
な
の
で
地
元
で
労
働

力
を
吸
収
す
る
余
地
が
あ
り
、
人
口
・
世
帯

数
は
増
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
農
繁
期
に

お
け
る
労
働
力
不
足
は
近
年
ま
す
ま
す
深
刻

に
な
っ
て
お
り
、
か
つ
て
は
、
「
ゆ
い
」
に

よ
る
田
植
が
一
般
で
あ
っ
た
の
が
現
在
は
皆

無
と
な
り
、
す
べ
て
直
蒔
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
ま
た
、
以
前
は
収
穫
期
に
な
れ
ば
、
都

市
に
出
た
家
族
が
一
時
帰
郷
し
て
収
穫
を
手

伝
っ
た
も
の
だ
が
、
現
在
は
彼
ら
の
就
業
が

定
常
化
し
て
帰
省
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
結

果
、
他
県
か
ら
集
め
た
農
業
労
働
者
を
使
っ

た
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
収
穫
請
負
業
者
に
任

せ
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
注
８
）
。

他
方
、
工
業
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
る

東
タ
イ
（
例
え
ば
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
）
の
場

合
、
近
く
に
工
業
団
地
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の

新
設
が
著
し
く
、
地
元
農
家
に
と
っ
て
就
業

機
会
が
大
幅
に
増
え
、
在
村
の
ま
ま
で
所
帯

主
も
子
弟
も
賃
金
が
農
業
よ
り
も
高
い
非
農

業
に
就
業
で
き
る
よ
う
に
な
り
兼
業
化
が
急

速
に
進
行
し
た
。
中
に
は
農
地
が
非
農
業
用

地
と
し
て
高
価
格
で
売
れ
た
に
わ
か
成
金
も

８
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－
艫

Ⅲ
業
種
別
企
業
へ
の
影
響

昨
年
七
月
以
降
の
バ
ー
ツ
危
機
は
タ
イ
経

済
全
体
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
大
企
業
が

次
々
と
赤
字
転
落
、
金
融
業
界
再
編
で
ノ
ン

バ
ン
ク
五
六
社
が
閉
鎖
、
バ
ブ
ル
崩
壊
で
Ｉ

Ｍ
Ｆ
緊
急
融
資
を
受
け
入
れ
た
。
日
系
企
業

の
場
合
、
八
割
が
バ
ー
ツ
下
落
で
悪
影
響
を

受
け
た
（
注
四
・
実
は
、
タ
イ
の
国
内
経
済

少
な
く
な
く
、
彼
ら
は
ラ
イ
ト
バ
ン
を
購
入

す
る
な
ど
し
て
、
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
、
商
店
を
開
店
し
て
小
売
業
に
転

業
し
た
り
、
遠
地
の
安
い
土
地
を
購
入
し
て

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
と
機
械
化
を
図
っ
た

り
、
ま
た
、
収
穫
期
に
多
数
の
労
働
力
を
必

要
と
す
る
キ
ャ
ッ
サ
バ
や
砂
糖
黍
か
ら
比
較

的
に
労
働
力
を
分
散
で
き
る
果
樹
栽
培
に
シ

フ
ト
さ
せ
る
な
ど
、
農
業
を
近
代
化
さ
せ
る

動
き
も
他
方
で
進
行
し
た
。
地
域
経
済
に
お

通
貨
危
機
・
経
済
混
乱
と

一
雇
用
へ
の
影
響

ｌ
タ
イ
の
事
例
Ｉ

は
バ
ー
ツ
の
切
下
げ
以
前
か
ら
蔭
り
が
現
れ

て
お
り
、
売
上
げ
の
減
少
は
始
ま
っ
て
い
た

の
だ
が
、
バ
ー
ツ
切
下
げ
以
後
さ
ら
に
国
内

需
要
が
冷
え
込
ん
で
売
上
げ
が
大
幅
に
落
ち

込
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
輸
入

調
達
価
格
が
上
昇
し
、
さ
ら
に
外
貨
債
務
の

大
幅
な
為
替
差
損
が
発
生
し
た
の
で
収
益
が

悪
化
し
た
。
ま
た
、
大
量
の
外
資
の
引
上
げ

と
ノ
ン
バ
ン
ク
閉
鎖
に
よ
り
、
企
業
の
資
金

繰
り
は
日
々
厳
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
影
響
の
度
合
や
方
向
は
、

企
業
業
種
別
に
多
様
な
展
開
を
示
し
た
。
す

け
る
農
業
の
相
対
的
地
位
は
当
然
低
下
し
て

い
る
が
、
経
済
的
機
会
が
増
加
し
て
人
々
の

生
活
水
準
の
明
ら
か
な
向
上
が
認
め
ら
れ

た
。
し
か
し
、
道
路
沿
い
の
農
地
の
宅
地
化

や
工
業
用
地
化
も
進
行
し
て
、
村
を
縦
断
す

る
道
路
を
走
る
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
量
も
増

え
、
平
穏
な
環
境
の
中
で
村
民
が
互
い
に
助

け
合
い
維
持
し
て
き
た
か
つ
て
の
む
ら
社
会

の
純
農
村
的
風
土
は
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
窪
９
）
。

な
わ
ち
、
バ
ー
ツ
価
値
の
激
減
は
、
輸
出
比

率
の
高
い
業
種
の
場
合
む
し
ろ
一
般
に
有
利

と
な
っ
た
が
、
原
材
料
部
品
の
現
地
調
達
率

が
高
い
業
種
ほ
ど
悪
影
響
の
度
合
が
低
く
、

む
し
ろ
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
企
業
も
あ
っ
た
の

に
対
し
、
輸
出
産
業
で
も
原
材
料
部
品
の
輸

入
比
率
が
高
い
業
種
は
悪
影
響
の
度
合
が
高

か
っ
た
。
タ
イ
国
内
市
場
を
重
視
し
て
き
た

業
種
の
場
合
は
深
刻
で
、
個
人
の
購
買
力
も

大
幅
に
冷
え
込
ん
だ
国
内
経
済
の
中
で
、
企

業
も
事
業
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ

う
し
た
業
種
は
致
命
的
な
売
上
げ
の
減
少
に

見
舞
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
結
局
、
企
業
へ

の
影
響
は
、
Ⅲ
輸
出
志
向
産
業
か
国
内
市
場

向
け
産
業
か
、
②
原
材
料
が
現
地
調
達
か
輸
入

財
か
、
③
外
資
の
借
入
れ
が
大
き
い
か
少
な
い

か
の
如
何
に
よ
っ
て
、
極
端
に
異
な
っ
た
。

最
も
深
刻
な
影
響
を
受
け
た
産
業
の
典
型

は
、
多
額
の
輸
入
パ
ー
ツ
を
ア
セ
ン
ブ
リ
し

て
製
造
し
た
自
動
車
を
、
主
に
国
内
市
場
で

販
売
し
て
き
た
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
、
’
○

○
％
の
企
業
が
悪
影
響
と
回
答
し
た
。
冷
え

込
ん
だ
国
内
経
済
の
下
で
、
大
幅
な
生
産
と

雇
用
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ト
ヨ
タ
は

一
時
操
業
を
停
止
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
打
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②
雇
用
へ
の
影
響

労
働
社
会
福
祉
省
の
統
計
に
よ
る
一
九
九

七
年
の
失
業
者
は
一
三
九
万
人
で
全
労
働
者

の
四
・
二
％
に
当
た
る
。
さ
ら
に
一
九
九
八

年
の
失
業
者
は
一
一
三
五
万
人
、
全
労
働
人
口

の
七
％
に
達
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。
し
か

し
、
雇
用
へ
の
影
響
は
当
然
業
種
別
に
異

な
っ
た
。
日
系
企
業
に
限
り
、
し
か
も
一
九

開
策
と
し
て
販
路
を
国
内
か
ら
海
外
に
転
換

す
る
な
ど
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
他

方
、
か
え
っ
て
有
利
な
展
開
を
示
し
て
い
る

産
業
は
、
国
産
資
源
を
ベ
ー
ス
に
し
て
労
働

付
加
価
値
を
付
け
て
輸
出
す
る
産
業
で
、
繊

維
産
業
は
八
二
％
、
食
品
産
業
は
四
六
％
が

好
影
響
と
回
答
し
た
。

以
上
の
業
種
別
傾
向
は
、
日
系
企
業
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
タ
イ
の
企
業
全
般

に
も
当
て
は
ま
る
。
バ
ー
ツ
の
切
下
げ
で
輸

出
農
産
物
の
国
際
競
争
力
が
強
ま
っ
た
。
そ

の
典
型
例
と
し
て
は
、
現
在
、
マ
レ
ー
シ
ア

を
抜
い
て
世
界
第
一
位
の
生
産
・
輸
出
を
誇

る
ゴ
ム
産
業
が
あ
る
。
ま
た
、
一
方
的
に
外

貨
を
呼
び
込
む
観
光
産
業
も
脚
光
を
浴
び
る

こ
と
と
な
っ
た
。

③
地
域
経
済
へ
の
影
響

以
上
の
よ
う
な
個
別
産
業
へ
の
影
響
の
違

い
は
、
産
業
構
造
を
異
に
す
る
地
域
経
済
に

対
し
て
異
な
っ
た
影
響
を
与
え
た
。
今
回
の

通
貨
危
機
で
、
最
も
強
く
影
響
を
受
け
た
の

は
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
海
外
と
の
経
済
的
結
び

付
き
の
強
い
首
都
圏
の
経
済
で
あ
っ
た
。
失

業
者
は
既
に
一
三
○
万
、
い
ず
れ
二
○
○
万

九
七
年
九
月
二
十
二
日
現
在
と
、
ま
だ
バ
ー

ツ
切
下
げ
後
、
日
の
浅
い
時
点
で
の
調
査
で

あ
る
が
（
注
Ｕ
、
従
業
員
の
レ
イ
オ
フ
・
解

一
厘
の
実
施
比
率
は
、
回
答
四
○
一
社
（
回
収

率
は
四
○
％
）
の
う
ち
四
六
社
、
一
一
・
五
％

で
あ
っ
た
。
業
種
別
に
企
業
の
実
施
割
合
が

最
も
高
か
っ
た
の
は
自
動
車
・
自
動
車
関
連

で
三
四
・
五
％
に
達
し
た
。
そ
れ
に
続
く
の

が
建
設
の
一
八
・
二
％
、
金
属
・
機
械
の
一

三
・
五
％
で
あ
っ
た
。
他
方
、
実
施
割
合
の

小
さ
か
っ
た
業
種
は
、
貿
易
・
金
融
・
保
険

が
○
％
、
流
通
・
小
売
が
四
％
、
繊
維
・
衣

服
が
五
％
、
電
子
・
電
気
機
械
が
五
・
四
％
、

化
学
・
食
品
が
五
・
七
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、

「
同
年
十
二
月
ま
で
に
行
う
予
定
が
あ
る
」
と

答
え
た
企
業
は
二
四
社
、
七
・
一
％
あ
っ
た
。

を
超
す
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
多
く
は
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
で
発
生
し

た
。
不
動
産
の
供
給
過
剰
投
資
も
バ
ン
コ
ク

首
都
圏
に
集
中
し
て
い
た
の
で
、
建
設
途
中

の
ま
ま
の
ビ
ル
が
増
え
て
い
る
。
バ
ン
コ
ク

の
交
通
渋
滞
は
世
界
一
と
一
一
一
一
口
わ
れ
て
き
た

が
、
今
回
の
不
況
下
で
多
数
の
企
業
・
個
人

が
自
動
車
を
手
放
な
さ
ざ
る
を
え
な
く
な

り
、
渋
滞
が
大
い
に
改
善
さ
れ
た
と
も
言
わ

れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

逆
に
好
影
響
を
受
け
た
地
域
と
し
て
は
南

タ
イ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
実
は
、
前
述
の
ゴ
ム

産
業
や
観
光
を
重
要
な
地
域
産
業
と
し
て
い

る
の
が
南
タ
イ
だ
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ジ
ャ
イ

は
ゴ
ム
産
業
の
拠
点
で
あ
り
、
プ
ー
ケ
ッ
ト

は
リ
ゾ
ー
ト
観
光
の
中
心
で
あ
る
。
今
後
、

南
タ
イ
経
済
の
国
内
地
位
は
か
な
り
高
ま
る

こ
と
と
な
ろ
う
。
東
タ
イ
、
レ
ム
チ
ャ
バ
ン

エ
業
団
地
の
あ
る
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
の
場
合

も
、
同
団
地
は
輸
出
加
工
区
で
あ
り
、
労
働

付
加
価
値
を
付
け
て
輸
出
す
る
の
で
プ
ラ
ス

の
影
響
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
、
多

額
の
加
工
用
原
材
料
を
輸
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る
の
で
、
影
響
は

複
雑
で
あ
る
。
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）

こ
れ
ま
で
経
済
で
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
東

の
一
旦
懐
の
影
禦
屑
円
桁

⑭
幅
咳
△
ロ
鐸
匹
化
自

大
都
市
へ
の
出
稼
ぎ
は
タ
イ
だ
け
の
現
象

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
今
回
の
通
貨
危
機
の

後
、
三
二
年
続
い
た
ス
ハ
ル
ト
政
権
が
崩
壊

し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
、
西
ジ
ャ
ワ
の
水

田
地
帯
か
ら
多
数
の
農
民
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
に

出
稼
ぎ
に
来
て
主
に
建
設
業
に
従
事
し
て
い

た
。
人
口
過
剰
問
題
を
抱
え
る
ジ
ャ
ワ
農
村

か
ら
の
労
働
力
流
出
は
、
農
村
の
社
会
的
安

た
。
し
か
し
、
首
都
圏
な
ど
で
失
職
し
た
出

稼
ぎ
者
の
多
く
は
故
郷
に
戻
ら
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
の
で
、
地
元
に
お
け
る
新
た
な
就
業

機
会
創
出
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
プ
ミ

ポ
ン
国
王
は
失
業
対
策
と
し
て
農
業
分
野
の

重
視
を
提
一
一
一
一
口
し
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
も
農
村

雇
用
の
拡
大
を
目
指
し
た
開
発
事
業
に
三
○

○
万
ド
ル
の
融
資
を
決
定
、
労
働
社
会
福
祉

省
も
農
村
で
の
失
業
者
受
入
れ
の
促
進
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
。

経
済
危
機
に
果
た
す

農
村
の
役
割
の
再
認
識

ｌ
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
対
比
Ｉ

定
化
に
む
し
ろ
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
農
村

か
ら
の
男
子
労
働
力
の
流
出
は
、
在
村
女
子

の
就
農
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
｜
部
在

村
農
家
の
経
営
規
模
拡
大
を
も
た
ら
し
た
の

で
、
経
済
成
長
の
続
く
な
か
、
ジ
ャ
ワ
の
農

民
は
し
ぶ
と
く
経
済
機
会
を
活
か
し
た
対
応

で
自
分
達
の
所
得
を
向
上
さ
せ
て
き
た
の
で

あ
っ
た
（
注
担
）
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
経
済

危
機
で
大
量
の
失
業
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
発
生

し
、
多
数
の
出
稼
ぎ
者
が
出
身
農
村
に
帰
省

し
た
。
し
か
し
、
エ
ル
ニ
ー
ー
ー
ョ
の
影
響
も

あ
っ
て
米
不
足
の
た
め
大
量
の
米
輸
入
を
迫

ら
れ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
農
村
に
は
、

帰
省
し
た
彼
ら
を
受
け
入
れ
る
余
剰
食
料
が

な
く
、
ま
た
就
業
機
会
も
な
か
っ
た
た
め
、

多
く
の
者
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
舞
い
戻
ら
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
職
が
全
く
な
く
な
っ
た
彼

ら
が
暴
徒
と
化
し
て
も
決
し
て
不
思
議
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

農
業
が
経
済
発
展
に
果
た
す
第
一
の
役
割

は
、
人
口
増
加
・
所
得
増
に
伴
っ
て
需
要
が

拡
大
す
る
食
料
の
国
内
供
給
で
あ
る
が
、
今

回
の
経
済
危
機
で
改
め
て
再
確
認
さ
れ
た
の

が
、
こ
れ
ま
で
の
右
上
が
り
の
経
済
成
長
期

で
忘
れ
ら
れ
て
い
た
、
経
済
の
不
況
期
に
果

J１



都
市
で
も
農
村
で
も
全
く
聞
か
れ
な
い
。
タ

イ
は
米
の
輸
出
国
で
あ
り
、
豊
か
な
食
料
を

庶
民
は
都
市
で
も
安
く
入
手
で
き
る
。
農
村

不
況
期
に
失
職
し
た
場
合
、
帰

を
農
村
が
受
け
入
れ
ら
れ
れ

ば
、
社
会
的
緊
張
を
回
避
さ
せ

ら
れ
る
機
能
の
こ
と
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農
村
の
場
合
に

は
、
帰
省
者
を
迎
え
入
れ
る
経

済
的
ゆ
と
り
・
余
分
な
食
料
が

な
く
て
、
こ
の
緩
衝
機
能
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
長
期
ス
ハ
ル
ト
政
権

の
失
政
に
よ
る
政
治
的
要
因
も

大
き
い
に
せ
よ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
農
村
が
こ
の
緩
衝
機
能
を
果

た
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
各
地
で

の
暴
動
発
生
の
一
因
と
な
っ
た

と
言
っ
て
も
過
一
一
一
一
口
で
は
な
い
。

深
刻
な
不
況
の
中
で
バ
ン
コ

ク
首
都
圏
で
自
殺
者
が
倍
増
し

た
と
の
話
は
あ
る
が
、
庶
民
が

暴
動
化
し
た
話
は
、
タ
イ
で
は

た
す
農
業
・
農
村
の
緩
衝
機
能
で
あ
る
。
好

況
期
に
出
稼
ぎ
・
離
村
し
た
農
村
出
身
者
が

不
況
期
に
失
職
し
た
場
合
、
帰
省
し
た
彼
ら

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
農
業
の
役
割
は
、

農
産
物
輸
出
に
よ
る
外
貨
の
獲
得
で
あ
る
。

通
貨
の
暴
落
は
輸
出
農
産
物
の
国
際
競
争
力

で
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
失
職
し
た
彼
ら
も

郷
里
に
帰
れ
ば
何
と
か
食
べ
て
い
け
る
の
で

あ
る
。

な
工
業
化
・
経
済
発
展
を
実
現
す
る
上
で
、

農
業
・
農
村
の
健
全
な
発
展
の
重
要
性
が
改

め
て
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

を
強
め
る
こ
と
に
な
り
、

に
作
用
す
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
も
、

関
し
て
も
、
タ
イ
の
農
業
は
米

や
ゴ
ム
の
輸
出
に
よ
っ
て
タ
イ

経
済
に
貢
献
し
、
経
済
発
展
に

お
け
る
農
業
の
役
割
の
重
要
性

が
、
今
回
の
通
貨
危
機
に
際
し

て
の
両
国
の
対
比
に
よ
り
改
め

て
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。長
期
的
展
望
と
し
て
は
、
来

る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
向
け
て

ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
は
今
後
も

続
く
と
思
わ
れ
る
が
、
従
来
の

よ
う
な
一
方
的
な
右
上
が
り
の

成
長
は
無
理
で
、
国
際
・
国
内

経
済
の
変
動
に
常
に
直
面
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
し
た
経

済
変
動
の
中
で
、
ア
ジ
ア
諸
国

の
社
会
・
経
済
は
、
各
地
域
別

に
適
切
な
構
造
調
整
を
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
持
続
的

外
貨
取
得
に
有
利

１２



激動するアジア経済と農村・鶴民の対応

（
注
３
）
企
業
へ
の
影
響
に
関
し
て
は
、
タ
イ
日
系

企
業
に
限
り
、
バ
ン
コ
ク
日
本
人
商
工
会
議
所
経
済

調
査
会
が
１
９
９
７
年
ｎ
月
塑
曰
に
発
表
し
た

「
バ
ー
ツ
下
落
の
影
響
調
査
報
告
」
に
よ
る
。
調
査

票
発
送
数
１
１
４
５
社
に
対
し
て
回
答
企
業
数
は
３

０
１
社
で
回
収
率
は
邪
・
３
％
で
あ
り
、
全
日
系
企

業
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
現
時
点
で
の
極

め
て
貴
重
な
情
報
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
経
済
へ
の

影
響
は
、
主
に
筆
者
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
に
よ

る
。

（
注
４
）
Ｚ
Ｐ
←
』
。
□
巳
国
８
口
・
日
旨
Ｐ
且
、
Ｃ
ｓ
②
」

□
の
こ
の
』
８
日
目
一
国
○
四
ａ
（
ｚ
回
、
ロ
ロ
）
資
料
。

（
注
５
）
ぐ
旨
口
己
声
○
口
函
○
ず
ｏ
ｏ
８
ｐ
二
厘
』
Ｐ
□
』
吋
の
‐

Ｃ
一
○
吋
。
帛
、
○
・
日
』
・
回
８
口
・
目
】
。
、
且
固
ご
ａ
。
■
－

日
⑦
口
薗
」
□
目
、
】
・
Ｐ
○
○
日
目
目
」
ご
Ｃ
の
『
の
」
。
ご
「

（
注
１
）
本
稿
は
、
山
田
三
郎
「
タ
イ
の
通
貨
危
機

の
企
業
・
地
域
経
済
へ
の
影
響
」
、
『
ア
ジ
ア
の
ダ
イ

ナ
ム
ズ
ム
と
世
界
』
平
成
９
年
度
報
告
書
、
日
本
大

学
総
合
科
学
研
究
所
、
１
９
９
８
年
近
刊
、
を
ベ
ー

ス
に
し
て
、
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
注
２
）
１
９
８
５
１
妬
年
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ

成
長
率
は
、
タ
イ
８
．
４
％
、
中
国
８
．
３
％
、
韓
国

７
．
７
％
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
６
．
２
％
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
６
．
０
％
、
マ
レ
ー
シ
ア
５
．
７
％
、
香
港
４
．
８

％
、
イ
ン
ド
３
．
２
％
、
ス
リ
ラ
ン
カ
２
．
６
％
、
ネ

パ
ー
ル
２
．
４
％
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
２
．
１
％
・
日

本
は
２
．
９
％
、
す
べ
て
三
・
１
９
ｍ
目
Ｆ
Ｄ
の
‐

く
の
』
。
□
日
の
ロ
ー
鹿
の
『
］
◎
１
』
①
召
に
よ
る
。

こ
む
。
冨
○
・
色
》
、
因
昌
缶
勺
》
○
○
一
』
の
、
の
ｏ
豈
国
］
。
［
の
‐

ｍ
ｏ
Ｐ
Ｒ
の
、
。
】
の
口
Ｃ
の
Ｐ
ｚ
］
豈
Ｃ
ｐ
ｑ
巳
ご
自
巴
宮
・
』
巨
口
の

』
①
⑤
『
’

（
注
佃
）
以
下
の
考
察
は
す
べ
て
注
３
に
一
示
し
た
資

料
に
よ
る
。

〈
注
Ⅲ
）
バ
ン
コ
ク
日
本
人
商
工
会
議
所
労
務
委
員

会
、
「
タ
イ
国
日
系
企
業
の
雇
用
の
現
状
に
関
す
る

調
査
」
（
９
月
躯
曰
現
在
）
に
よ
る
。

日
の
ゴ
ー
□
の
ご
閏
目
〕
目
一
・
屡
弓
声
の
勺
○
ぐ
の
旦
昌
シ
ニ
の
‐

国
四
画
Ｏ
ｐ
ｍ
Ｈ
○
一
①
ロ
ー
】
自
己
宮
、
』
］
由
ロ
ロ
。
．
。
』
画
ロ
巨
弾
円
］

澤
垣
⑪
、
。

（
注
６
）
少
、
日
ロ
勺
８
已
自
←
弓
】
ご
○
可
函
色
ご
尉
色
‐

茸
◎
ロ
ゴ
宝
の
巨
崗
ロ
ロ
〕
四
門
望
。
閂
勺
同
Ｃ
Ｄ
の
①
』
』
ロ
、
⑪
叩
ご
Ｐ
Ｅ
Ｉ

戸
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
巨
目
序
冨
、
一
ロ
ユ
望
字
白
】
ぬ
四
○
曰
。
ｐ
弓
己
一
の
、
局
凹
一
の
ユ

田
○
○
回
』
○
○
目
日
冒
已
ご
Ｄ
の
ご
●
一
○
℃
目
の
ロ
ー
菖
亨
ご
ｌ
き

』
、
口
巨
口
牡
］
ご
垣
Ｐ
の
己
い
、
口
弄
、
ご
・

（
注
７
）
山
田
三
郎
「
タ
イ
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

と
農
村
社
会
の
対
応
輯
東
北
タ
イ
の
場
合
」
、
『
ア
ジ

ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
世
界
』
平
成
８
年
度
報
告

書
、
日
本
大
学
総
合
科
学
研
究
所
。

（
注
８
）
同
上
。

（
注
９
）
の
貝
〕
目
・
臣
胃
口
餌
』
Ｐ
目
・
ロ
館
８
一
○
ロ
ー

＆
】
胸
Ｐ
田
口
。
、
日
。
］
シ
巨
口
鴨
巨
日
巳
】
Ｐ
属
戸
口
己
：
一
ｍ

。
『
罰
の
四
○
戸
巳
Ｄ
Ｃ
ご
⑦
」
○
百
目
。
ロ
ー
旧
『
ｏ
］
の
ｏ
－
ｍ
Ｃ
皀

少
、
ロ
○
口
』
Ｅ
局
の
自
己
Ｑ
ｍ
Ｅ
司
口
」
ｏ
ｏ
Ｂ
Ｂ
Ｅ
ｐ
量
の
四

目
声
○
○
国
⑭
。
。
【
○
ケ
○
口
つ
巨
己
・
弓
斉
日
置
己
皀
葛
マ
国
洪
‐

。
青
い
ロ
、
⑦
、
の
己
。
■
罰
の
、
⑦
四
月
声
。
『
㎡
罰
の
己
。
『
←

（
注
旭
）
巨
巨
ご
届
ロ
Ｚ
こ
こ
四
コ
Ｐ
震
○
ｍ
巨
切
の
ｍ
ｍ
ｐ
ｇ

Ｃ
Ｃ
ｐ
ｍ
①
Ｐ
色
①
ロ
ロ
の
、
○
局
目
の
日
．
□
ｏ
門
四
門
］
。
Ｅ
←
ｌ
シ
臼
１

，
息
丘
・
ロ
旨
乏
の
⑪
←
』
巴
陣
憲
》
」
⑪
窟
．
（
日
本
大
学
博

士
論
文
）

mm
ll

"u－ｌ
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国立社会保障･人ロ問題研究所
人口動向研究部部長

高橋重銀Ｉ

.lliiiillillL

先
頃
、
’
九
九
七
年
の
人
口
動
態
統
計
が

厚
生
省
か
ら
公
表
さ
れ
、
一
人
の
女
性
が
一

生
の
間
に
産
む
子
供
の
数
（
合
計
特
殊
出
生

率
）
が
過
去
最
少
の
一
・
三
九
人
に
達
し
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
｜
方
、
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
は
一
九
九
七
年

の
六
月
に
実
施
し
た
「
出
生
動
向
基
本
調

査
，
｜
の
結
果
を
公
表
し
た
が
、
そ
れ
に
基
づ

け
ば
、
結
婚
か
ら
一
五
～
一
九
年
を
経
過
し

た
夫
婦
、
す
な
わ
ち
子
供
を
産
み
終
え
た
と

見
ら
れ
る
夫
婦
の
平
均
出
生
児
数
は
、
一
九

七
二
年
調
査
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
く
、

お
よ
そ
二
・
二
前
後
の
水
準
を
保
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
夫
婦
の
子
供
の
産
み
方

●高橋重郷くたかはししげさと＞
1951年島根県生まれ

現職：国立社会保障・人口問題研究所

人口動向研究部部長

最終学歴：米国ペンシルバニア大学大学

院人ロ学研究科修了

学位：人口学博士

職歴：厚生省人口問題研究所人ロ情報部

人ロ解析センター室長同所人ロ政策研

究部人ロ政策研究室室長平成４年４月

著書：ｒ地域人ロの分析の基礎」共著古

今瞥院、1997年、「日本の将来推計人ロ

（平成９年１月推計)』共著厚生統計橋

会、1997年、「人ロ変動と家族』共著大

明堂、1997隼『生命表研究』共著古今

書院、1995年、『高齢化と人ロ問題」共

著放送大学教育振興会、1994年、その他

は
じ
め
に

と
、
全
女
子
を
対
象
す
る
合
計
特
殊
出
生
率

の
趨
勢
と
の
間
に
は
明
ら
か
に
異
な
る
趨
勢

が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
八
○

年
代
の
半
ば
か
ら
結
婚
し
た
夫
婦
で
は
、
明

ら
か
に
子
供
を
持
た
な
い
夫
婦
の
割
合
が
増

加
し
て
き
て
お
り
、
若
い
世
代
の
夫
婦
の
出

生
動
向
に
も
徐
々
に
陰
り
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
異
な
る
特
徴

を
持
つ
近
年
の
少
子
化
に
つ
い
て
概
観
し
、

二
十
一
世
紀
の
日
本
の
人
口
に
つ
い
て
展
望

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

フ１
少
子
化
の
趨
勢

仁わ
が
国
の
出
生
数
は
、
一
九
七
一
一
一
年
の
年

間
二
○
九
万
人
を
記
録
し
た
後
、
近
年
に
続

く
長
期
的
な
出
生
数
減
少
が
始
ま
り
、
一
九

九
○
年
代
に
入
る
と
年
間
一
二
○
万
人
前
後

の
出
生
件
数
を
記
録
す
る
に
至
っ
た
園
１

参
照
）
。

こ
う
し
た
人
口
の
規
模
に
よ
る
影
響
を
除

去
し
、
実
際
の
人
口
が
も
っ
て
い
る
出
生
力

の
水
準
を
見
る
指
標
と
し
て
合
計
特
殊
出
生

率
が
あ
る
。
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
’
九
七

】‘



少子・高齢化

出生数及び合計特殊出生率の推移
(万人）

300
５

250

４

200

３

150

２

Ｉ
；100

5０

０

１９4５ ９５０ 1955 1９６０ 965 ９７０ 975 980 985 990 1995

資料：厚生省大臣官房統計情報部「人口動態統計」各年版

○
年
代
前
半

ま
で
二
・
○

を
超
え
る
水

準
を
維
持
し

て
い
た
が
、

一
九
七
三
年

以
降
低
下
を

続
け
、
一
九

八
二
～
’
九

八
四
年
に
一

旦
上
昇
の
気

配
を
示
し
た

も
の
の
再
び

低
下
し
た
。

そ
し
て
、
一

九
八
九
年
に

は
そ
れ
ま
で

人
口
動
態
統

計
史
上
最
低

で
あ
っ
た
、

ひ
の
え
う
ま

年
二
九
六

六
年
）
の
一

・
五
八
を
下

回
る
一
・
五

七
を
記
録
し
た
。
そ
の
後
も
多
少
の
変
動
を

示
し
な
が
ら
低
下
は
続
き
、
一
九
九
五
年
に

は
一
・
四
二
、
’
九
九
六
年
に
一
・
四
三
、
そ

し
て
一
九
九
七
年
に
一
・
三
九
と
低
迷
を
続

け
て
い
る
。

親
世
代
か
ら
子
世
代
へ
の
人
口
置
き
換
え

が
一
対
一
の
均
衡
水
準
を
維
持
す
る
に
は
、

合
計
特
殊
出
生
率
で
、
二
・
○
八
前
後
の
水

準
が
必
要
で
あ
る
。
わ
が
国
の
出
生
力
は
既

に
こ
の
水
準
を
割
り
込
ん
で
二
十
数
年
が
経

過
し
た
。
現
在
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
一
・

三
九
人
で
あ
る
か
ら
、
親
世
代
と
子
世
代
の

入
れ
替
わ
り
は
、
七
割
程
度
で
あ
る
こ
と
を

意
味
し
、
長
期
的
に
置
き
換
え
水
準
を
上
回

る
出
生
率
が
期
待
で
き
な
い
状
況
の
も
と
、

年
少
人
口
の
減
少
、
人
口
高
齢
化
の
加
速
、
そ
し

て
人
口
減
少
社
会
の
到
来
が
予
測
さ
れ
る
。

一
九
七
○
年
代
半
ば
以
降
の
出
生
率
低
下

は
、
主
と
し
て
若
い
世
代
に
お
け
る
晩
婚
化

（
結
婚
年
齢
の
上
昇
）
と
非
婚
化
（
未
婚
率

の
上
昇
）
の
同
時
進
行
に
よ
っ
て
、
出
産
の

担
い
手
で
あ
る
年
齢
層
の
有
配
偶
率
（
同
一

年
齢
層
で
結
婚
し
て
い
る
人
の
割
合
）
が
著

し
く
低
下
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
て
い

る
。

１５



女子の年次別年齢別未婚者割合図２

1００

9０

8０

7０

０
０

６
５

未
婚
者
割
合

’－，

逃4０

3０

2０

1０

０

1975 1980 1９８５ 1９９０ 19951960 1965 1９７０1950 1955

次年

資料：総務庁統計局『国勢調査」各年版

結
婚
の
変
化
に
つ
い
て
見
る
と
、
二
○
歳

代
後
半
の
女
性
の
未
婚
率
は
、
一
九
七
○
年

の
一
八
・
一
％
か
ら
一
九
九
五
年
の
四
八
・
○

％
へ
と
急
増
し
て
い
る
（
図
２
参
照
）
。
し
た

が
っ
て
、
未
婚
率
の
急
増
が
上
記
の
有
配
偶

率
の
低
下
を
も
た
ら
し
た
（
表
ｊ
参
照
）
。

合
計
特
殊
出
生
率
の
年
次
間
変
化
を
要
素

分
解
法
に
よ
っ
て
、
結
婚
し
て
い
る
割
合

（
有
配
偶
率
）
の
変
化
と
結
婚
し
て
い
る
女

性
の
出
生
率
（
有
配
偶
出
生
率
）
の
変
化
に

分
離
し
て
計
測
し
て
み
る
と
、
一
九
七
○
年

以
降
の
合
計
特
殊
出
生
率
低
下
は
、
有
配
偶

率
の
変
化
に
起
因
し
て
発
生
し
て
お
り
、
と

り
わ
け
、
’
九
八
○
年
以
降
で
、
そ
の
傾
向

が
特
に
顕
著
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
結
婚
後
一
五
～
’
九
年
を
経

過
し
た
夫
婦
が
実
際
に
産
ん
で
い
る
子
供
数

を
過
去
の
出
生
動
向
基
本
調
査
に
よ
っ
て
み

る
と
、
戦
後
の
低
下
期
を
経
て
、
一
九
七
二

年
の
二
・
二
○
人
に
達
し
た
の
ち
、
そ
の
後

ほ
ぼ
二
・
二
前
後
の
水
準
で
推
移
し
て
き
て

い
る
裏
２
参
照
）
。
し
た
が
っ
て
、
近
年
の

合
計
特
殊
出
生
率
の
低
下
の
主
た
る
部
分

は
、
夫
婦
が
一
生
の
間
に
産
み
育
て
る
子
供

の
数
が
少
な
く
な
っ
て
起
き
て
い
る
と
い
う
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少子・高齢化

表１合計特殊出生率変化の要素分解 970～95年
よ
り
も
、
も
っ
ぱ
ら
二
○
歳
代
の
若
者
が
結

婚
し
な
く
な
っ
た
、
あ
る
い
は
晩
婚
化
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
起
き
て
い
る
現
象
で
あ
る
こ

と
が
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
’
九
八
○
年
代
半
ば
以
降
に
結

婚
し
た
夫
婦
で
は
、
そ
の
出
生
行
動
に
明
ら

か
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
表
３
に
よ
っ
て
一

注：計算は、年齢５歳階級データに基づく

表２各回調査による夫婦の平均出生児数

（結婚持続期間15～19年）

九
八
○
年
代
半
ば
以
降
に
結
婚
し
た
人
々
の

出
生
行
動
を
見
る
と
、
結
婚
か
ら
○
～
四
年

の
夫
婦
の
平
均
出
生
児
数
は
、
第
９
回
調
査

の
○
・
九
一
か
ら
第
、
回
の
○
・
八
○
、
そ
し

て
第
ｎ
回
調
査
の
○
・
七
一
へ
と
低
下
し
て

い
る
。
同
様
に
結
婚
か
ら
五
～
九
年
を
経
過

し
た
夫
婦
で
は
、
第
９
回
の
一
・
九
六
か

ｒ
Ｌ

Ｆ１

L」

注：各回調査とも初婚同士の夫婦を対象とする。

資料：国立社会保障・人口問題研究所『第１１回出生動向基本調査：結婚と出産

に関する全国調査（夫婦調査の結果の概要)』、1998年６月 ら
、
第
ｎ
回
の
一
・
七
五
へ
と
低
下
し
て
い

る
。
結
婚
か
ら
一
○
～
一
四
年
の
夫
婦
も
同

様
な
傾
向
で
あ
る
。

表３結婚持続期間別、平均出生児数

資料：国立社会保障・人口問題研究所『第１１回出生動向基本調査：結婚と出産に関する全国
調査（夫婦調査の結果と海洋)』、1998年６月

１７

|｣蕊j■

年次 1970年～1980年～1990年～1995年

合計特殊出生率

年次間変化

年齢
１５～

２０～

２５～

３０～

３５歳

齢
一
へ
一
一
歳

年
娼
卯
溺
的
弱

計
歳
歳
歳
歳
上
計
歳
歳
歳
歳
上

台
凹
型
羽
弘
以
合
田
型
閉
弘
以

－０．

－０．

－０．

－０．

－０．

－０．

有配偶出生率の変化による影響
－０．１４ｑｌ６０．０３

0.ｏｌｑｏｏｏ､００

０．０１－０．０２－０．０２

－０．０５-0.01－０．０３

－０，０７０．１４０．０４

－０．０４０．０５０．０３

結婚持続期間
第８回
(1982年）

第９回
(1987年）

第10回
(1992年）

第11回
(1997年）年

年
年
年
年
上

４
９
ｕ
旧
叫
以

一
一
一
一
一
年

０
５
ｍ
嘔
加
妬

１
５
０
１
４
９

７
７
１
２
２
１

●
●
●
■
●
■

０
１
２
２
２
２

０
４
９
１
１
１

８
８
１
２
２
３

■
Ｏ
Ｂ
●
●
■

０
１
２
２
２
２

１
６
６
９
１
６

９
９
１
１
３
３

●
じ
じ
Ｂ
の
●

０
１
２
２
２
２

人０
５
６
３
４
２

８
９
１
２
２
３

０
１
２
２
２
２

調査年次 平均出生児数



図31980年出生世代の平均初婚年齢と生涯未婚率の関係
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初
婚
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齢
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生涯未婚率

二
十
一
世
紀
の
わ
が
国
の
人
口
状
況
は
、

安
定
的
に
微
増
し
て
い
く
寿
命
を
前
提
と
し

な
が
ら
、
今
後
の
出
生
率
の
動
向
に
よ
っ
て

大
き
く
影
響
さ
れ
る
。
特
に
、
将
来
の
出
生

率
は
、
現
在
の
若
い
世
代
の
今
後
の
結
婚
の

仕
方
と
将
来
結
婚
す
る
人
々
の
出
生
行
動
に

よ
っ
て
決
ま
る
。

平
成
九
年
一
月
に
公
表
し
た
「
日
本
の
将

来
推
計
人
口
（
平
成
九
年
一
月
推
計
）
」
に

お
い
て
、
結
婚
と
出
生
行
動
に
関
す
る
分
析

を
集
中
的
に
行
い
、
将
来
の
出
生
率
に
関
す

る
検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
、
今
後
の
結
婚
動
向
に
関
し

て
、
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
六
五
年
生
ま
れ

ま
で
の
各
出
生
世
代
別
に
平
均
初
婚
年
齢
と

生
涯
未
婚
率
の
関
係
を
検
討
し
た
が
（
生
涯

未
婚
率
は
年
齢
別
初
婚
率
を
年
齢
に
つ
い
て

五
○
歳
ま
で
累
積
し
た
値
）
、
図
３
の
×
印

で
示
し
た
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
四
六
年
生

ま
れ
ま
で
の
平
均
初
婚
年
齢
と
生
涯
未
婚
率

は
、
’
九
四
五
年
と
一
九
四
六
年
生
ま
れ
の

二
つ
の
出
生
世
代
を
除
き
、
平
均
初
婚
年
齢

フα
二
十
一
世
紀
の
人
ロ
状
況
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少子・高齢化

は
二
四
歳
前
半
、
生
涯
未
婚
率
は
四
％
前
半

と
早
婚
・
皆
婚
型
で
安
定
し
て
い
た
。
し
か

し
、
●
印
で
示
し
た
一
九
四
七
年
か
ら
一
九

六
○
年
の
出
生
世
代
は
、
’
九
六
○
年
代
後

半
か
ら
結
婚
行
動
に
入
り
始
め
た
が
、
こ
れ

ら
の
世
代
か
ら
徐
々
に
平
均
初
婚
年

齢
の
上
昇
と
生
涯
未
婚
率
の
増
加
を

見
せ
始
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
六
一
年
か
ら

六
五
年
出
生
世
代
に
つ
い
て
見
て
も

同
様
な
傾
向
が
推
定
さ
れ
、
結
婚
行

動
は
団
塊
の
世
代
以
降
、
初
婚
年
齢
位

の
上
昇
と
生
涯
未
婚
率
の
同
時
上
昇
低

を
続
け
て
い
く
趨
勢
に
あ
る
こ
と
が
鮒

明
ら
か
に
な
っ
た
。

位中
こ
の
よ
う
な
結
婚
変
動
の
実
態
を
：

前
提
と
し
て
、
平
成
九
年
一
月
の
将
搬

来
人
口
推
計
は
行
わ
れ
て
い
る
。
実
、

際
の
出
生
率
予
測
で
は
、
上
述
の
関
縄

係
を
数
値
モ
デ
ル
化
し
推
定
が
行
わ
４

れ
て
い
る
。
’
九
八
○
年
出
生
世
代
図

に
つ
い
て
推
定
さ
れ
た
平
均
初
婚
年

齢
は
二
七
・
四
歳
、
生
涯
未
婚
率
は

一
三
・
八
％
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
幻
千

条
件
の
も
と
で
期
待
さ
れ
る
世
代
の
Ｉ

（千人）

1400000

〈
ロ
計
特
殊
出
生
率
が
一
・
六
一
人
で
あ
る
。

な
お
、
平
均
初
婚
年
齢
や
生
涯
未
婚
率
の
動

向
に
つ
い
て
は
不
確
定
要
素
が
大
き
い
た
め

中
位
、
高
位
、
低
位
の
三
種
類
の
仮
定
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。

120,000

100,000

80,000

60000

4０１０００

200000

頭
低
迷
す
る
出
生
率
下

こ
の
将
来
人
口

低
迷
す
る
出
生
率
動
向
を
前
提
と
し
て
行

わ
れ
た
将
来
人
口
推
計
の
結
果
か
ら
、
二
十

一
世
紀
の
人
口
状
況
を
概

観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

0

1９５０ g６０１９７０１９８０１９９０２０００２０１０２０２０２０３０２０４０２０５０２０８０２０７０２０８０２０９０２１００

年次

資料：国立社会保障･人口問題研究所『日本の将来推計人口（平成９年１月推計)｣、
1997年４月

Ⅲ
人
口
減
少
時
代
の

到
来

一
九
九
五
年
の
日
本
の

総
人
口
は
、
国
勢
調
査
結

果
に
基
づ
け
ば
一
億
二
五

五
七
万
人
で
あ
っ
た
。
中

位
推
計
の
結
果
に
基
づ
け

ば
、
こ
の
総
人
口
は
今
後

も
緩
や
か
に
増
加
し
、
二

○
○
○
年
の
一
億
二
六
八

九
万
人
を
経
て
、
二
○
○

七
年
に
一
億
二
七
七
八
万

人
で
ピ
ー
ク
に
達
し
た

後
、
以
後
長
期
の
減
少
過

程
に
入
る
園
４
参
照
）
。

二
○
一
七
年
に
は
ほ
ぼ
現

在
の
人
口
規
模
に
戻
り
、

１９



図５年齢３区分別人ロの推移：中位推計
(千人）

900000

800000 二
○
五
○
年
に
は
一
億
五
○
万
人
に
な
る
も

の
と
見
込
ま
れ
る
。
さ
ら
に
参
考
推
計
で
あ

る
二
○
五
一
年
以
降
で
は
、
そ
の
後
も
人
口

減
少
が
続
き
、
二
一
○
○
年
に
六
七
三
七
万

人
の
人
口
規
模
に
な
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。

700000

600000

501000

400000

300000

200000

10,000

0 ②
少
子
化
の
進
展

出
生
数
は
一
九
七
三
年
の
二
○
九
万
人
か

ら
一
九
九
五
年
の
一
一
九
万
人
ま
で
減
少

し
、
少
な
く
と
も
今
後
数
年
は
低
迷
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
年
少
（
○
～
一
四
歳
）
人
口

は
一
九
八
○
年
代
初
め
の
二
七
○

○
万
人
規
模
か
ら
の
減
少
趨
勢
を

Ｄ

続
け
る
一
」
と
が
予
測
さ
れ
る
（
図

０２０９０２
５
参
照
）
。

０８０２
一
九
九
五
年
国
勢
調
査
に
基
づ

く
年
少
人
口
は
二
○
○
三
万
人
で

７ ０ｍ即
あ
っ
た
が
、
中
位
推
計
の
結
果
か

２ ００５０２

ら
見
る
と
一
九
九
九
年
に
一
八
○

０４０２

○
万
人
台
に
減
少
す
る
。
そ
の
後

０
は
一
一
○
’
四
年
ま
で
一
時
的
に
安

姻
次

唖
年
定
し
一
八
三
○
万
人
前
後
で
推
移

２

す
る
が
、
一
一
○
一
五
年
以
降
再
び

０２ ０

一
八
○
○
万
人
を
割
り
込
み
、
緩

帥釦

や
か
な
長
期
減
少
過
程
に
入
る
。

９９ ０

そ
し
て
推
計
の
最
終
年
次
の
一
一
○

８９ ０

五
○
年
に
は
年
少
人
口
が
お
よ
そ

卯
じ

１
同
一
三
○
○
万
人
台
前
半
の
規
模
と

叩
に

巫
輌
な
る
も
の
と
予
測
さ
れ
、
二
○
五

９
粋
一
年
以
降
の
参
考
推
計
に
お
い
て

資
も
長
期
減
少
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、

③
働
き
盛
り
人
口
の
減
少
と
高
齢
化

生
産
年
齢
人
口
二
五
～
六
四
歳
と
す

る
）
は
戦
後
一
貫
し
て
増
加
を
続
け
、
一
九

九
五
年
の
国
勢
調
査
で
は
八
七
二
六
万
人
に

達
し
た
。
中
位
推
計
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
生

産
年
齢
人
口
は
一
九
九
五
年
を
ピ
ー
ク
に
以

後
一
転
し
て
減
少
過
程
に
入
り
、
二
○
三
○

年
に
は
七
○
○
○
万
人
を
割
り
込
み
、
二
○

五
○
年
に
は
五
五
○
○
万
人
に
達
す
る
。
特

に
新
規
学
卒
労
働
力
を
含
む
二
○
～
二
四
歳

人
口
は
一
九
九
五
年
の
約
九
九
一
万
人
か
ら

今
後
急
激
に
減
少
し
、
二
○
二
五
年
に
は
六

一
六
万
人
と
な
る
。
二
○
五
○
年
以
降
に
な

る
と
、
生
産
年
齢
人
口
の
絶
対
数
は
低
出
生

率
の
も
と
、
新
規
人
口
が
減
少
す
る
た
め
一

二
○
五
九
年
に
は
一
二
○
○
万
人
を
割
り
込

み
、
二
○
九
○
年
代
に
は
一
○
○
○
万
人
以

下
と
な
る
。
お
よ
そ
一
世
紀
を
か
け
て
年
少

人
口
は
半
減
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
出
生
率
水
準
が
長
期
的
に

低
迷
し
、
日
本
社
会
が
今
後
も
厳
し
い
超
少

産
社
会
で
あ
り
続
け
る
と
す
れ
ば
、
少
子
化

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
人
口
減
少
社
会
が

進
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

2０

実績値
一

年少人ロ

推計値
一

(75歳以上）

二一



少子・高齢化

(粥

3５

貴
し
た
減
少
傾
向
が
続
く
。
参
考
推
計
最
終

年
次
の
一
一
一
○
○
年
に
は
三
八
○
九
万
人
と

な
り
現
在
の
半
分
以
下
の
規
模
に
な
る
。

高
位
な
ら
び
に
低
位
推
計
に
よ
っ
て
、
今

後
の
出
生
率
仮
定
の
違
い
に
よ
る
傾
向
を
見

３０

2５

2０

1５

０
５

ｄ旧鋼馴瀞紺訓尉紺甲伽眺「｜、「Ｊ○
年
に
は
二
七
七
六
万
人
へ
と
縮
小

す
る
。

こ
の
よ
う
に
将
来
の
出
生
率
の
趨
勢
に

よ
っ
て
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
の
程
度
と
速

度
に
は
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

後
も
低
出
生
率
が
持
続
す
る
も
の
と
見
込
ま

れ
る
現
状
の
も
と
で
、
生
産
年
齢
人
口
の
減

､５０１９８０１９７０１９８０１９９０２０００２０１０２０２０２０３０２０４０２０５０２０６０２０７０２０８０２０９０２１００
年次

Ｉ：前図に同じ

に測○年わは口る○六のそ人〈入がる

灘ｉｉ露蕊鱗
舞譲溌錘
、年子○産変に人す○の口。万遅齢率

仰
超
高
齢
化
社
会
の
到
来

中
位
推
計
結
果
に
よ
れ
ば
、
年
少
人
口
の

減
少
に
続
い
て
、
今
後
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
が
始
ま
る
一
方
で
、
老
年
（
六
五
歳
以

上
）
人
口
は
、
現
在
の
一
八
○
○
万
人
か
ら

二
○
二
五
年
の
一
一
一
一
一
一
○
○
万
人
ま
で
急
速
な

増
加
を
続
け
る
。
そ
の
た
め
老
年
人
口
の
割

合
は
現
在
の
一
四
・
六
％
か
ら
二
○
’
五
年

に
は
二
五
％
台
に
達
す
る
（
図
６
参
照
）
。
老

年
人
口
は
、
二
○
一
五
年
以
降
、
二
○
五
○

年
頃
ま
で
、
お
お
よ
そ
三
三
○
○
万
人
前
後

で
推
移
す
る
が
、
老
年
人
口
の
割
合
は
、
低

出
生
率
の
影
響
を
受
け
て
、
二
○
一
五
年
以

降
も
上
昇
を
続
け
、
二
○
五
○
年
に
は
一
一
一
二

％
台
に
達
す
る
。

二
○
五
○
年
以
降
の
趨
勢
に
つ
い
て
見
る

と
、
老
年
人
口
は
来
世
紀
半
ば
以
降
減
少
傾

向
に
向
か
う
。
長
期
に
出
生
率
低
下
が
持
続
型

す
る
た
め
、
高
齢
者
と
な
る
人
々
迄
別
の
世

少
傾
向
は
避
け
ら
れ
な
い
情
勢
に
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
生
産
年
齢
人
口

の
変
化
は
、
若
い
労
働
力
の
減
少
、
労
働
力

の
高
齢
化
、
総
労
働
力
の
減
少
を
も
た
ら
す

可
能
性
が
大
き
い
。

） 図６老年（65歳以上）人口割合の推移：中位･高位･低位

｢￣￣￣￣￣
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幻
子
供
を
生
み
育
て
る
こ
と

こ
に
や
さ
し
い
社
会
へ

「
結
婚
し
、
子
供
を
生
み
育
て
る
こ
と
」
に

変
化
が
現
れ
始
め
て
、
既
に
二
○
年
以
上
経

過
し
た
。
こ
う
し
た
結
婚
や
出
産
行
動
の
変

化
は
、
過
去
二
十
数
年
に
わ
た
る
社
会
経
済

的
な
諸
条
件
の
変
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
近
年
の
社
会
学
的
研
究
や

経
済
学
的
研
究
の
成
果
に
基
づ
け
ば
、
戦
後

の
高
度
経
済
期
に
確
立
さ
れ
た
年
功
序
列
型

賃
金
体
系
と
終
身
雇
用
制
に
特
徴
づ
け
ら
れ

る
企
業
社
会
は
、
そ
れ
に
呼
応
し
た
性
別
役

割
分
業
に
基
づ
く
夫
の
片
稼
ぎ
と
専
業
主
婦

に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
家
族
を
形
成
し
て
き
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
産
業
構
造
の
ソ
フ
ト
化
・
サ
ー

ビ
ス
化
の
過
程
で
、
女
性
の
就
業
機
会
が
拡

代
の
人
々
よ
り
も
減
少
す
る
。
し
た
が
っ
て

高
齢
者
人
口
も
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
た
め
、
老
年
人
口
の
割
合
は
二
○
五
○
年

の
三
一
一
％
水
準
か
ら
若
干
の
低
下
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
二
一
○
○
年
に
二
八
・
八

％
に
な
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

大
し
、
女
性
の
社
会
経
済
的
地
位
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
た
が
、
｜
方
で
、
企
業
社

会
風
土
や
家
族
関
係
は
、
日
本
的
な
伝
統
的

家
族
観
を
土
台
に
、
経
済
成
長
期
の
性
別
役

割
分
業
意
識
を
強
く
残
存
さ
せ
、
女
性
の
就

業
と
結
婚
、
な
ら
び
に
出
産
子
育
て
の
間
で

様
々
な
問
題
を
生
じ
て
き
て
い
る
。
そ
の
統

計
的
現
れ
が
、
未
婚
率
の
上
昇
で
あ
り
、
合

計
特
殊
出
生
率
の
低
迷
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
二
十
一
世
紀
の
日
本
の
人

口
を
展
望
し
た
時
、
「
結
婚
し
、
子
供
を
生

み
育
て
る
こ
と
」
が
容
易
な
社
会
へ
と
転
換

し
な
い
限
り
、
出
生
率
の
低
迷
は
避
け
ら
れ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
出
生
率
水
準
が
長
期
的

に
低
迷
し
、
日
本
社
会
が
今
後
も
厳
し
い
超

少
産
社
会
で
あ
り
続
け
る
と
す
れ
ば
、
人
口

減
少
社
会
が
一
層
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

今
後
出
生
率
の
あ
る
程
度
の
回
復
は
あ
る
と

し
て
も
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
機
構
や

制
度
を
少
子
化
・
人
口
減
少
社
会
が
及
ぼ
す

影
響
を
前
提
と
し
て
再
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

[参考文献］

●阿藤誠（1997）「日本の超少産化現象と価値観変動仮説」『人口問題研究』ＶＯＬ53-1,ｐｐ､３
２０．
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参
加
者
か
ら

界
’
一
九
九
九
年
の
国
際
高
齢
年
に
む
け
に
、
世
界
全
域
六
五
歳
以
上
の
年
齢
構
成
比
制
の
よ
う
に
）
あ
る
年
齢
に
達
し
た
若
者
の

て
ｌ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
月
例
講
演
会
を
率
の
増
加
（
一
九
九
五
年
六
・
五
％
か
ら
二
介
護
訓
練
を
強
制
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

行
っ
た
。

○
五
○
年
一
五
・
一
％
）
、
特
に
発
展
途
上
国
な
い
か
」
「
国
連
『
国
際
高
齢
者
年
』
で

世
界
人
口
は
や
や
増
加
の
勢
い
が
弱
ま
り
の
高
齢
化
に
焦
点
を
あ
て
た
。
発
展
途
上
国
は
、
マ
ス
コ
ミ
を
動
員
し
て
高
齢
化
を
め
ぐ

っ
っ
あ
る
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
年
間
約
の
多
く
は
、
い
ま
だ
近
代
的
な
社
会
福
祉
制
る
諸
問
題
を
大
き
く
取
り
上
げ
て
国
民
の
関

八
五
○
○
万
人
の
純
増
が
推
計
さ
れ
、
そ
の
度
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
上
、
都
市
化
心
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
大
切
だ
」
な
ど

中
で
人
口
の
高
齢
化
が
深
刻
な
問
題
と
し
て
に
よ
っ
て
農
村
部
の
人
口
が
大
都
市
へ
流
れ
参
加
者
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

国
際
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
国
連
は
農
村
部
に
お
け
る
伝
統
的
な
介
護
方
法
も
崩

麹
一
九
九
九
年
を
「
国
際
高
齢
者
年
巨
奇
円
‐
壊
し
つ
つ
あ
り
、
早
急
に
先
進
国
同
様
高
齢

ま
た
、
日
本
の
高
齢
化
は
社
会
変
化
（
未

「
若
者
の
介
護
訓
練
強
制
化
」

婚
人
口
の
増
加
、
女
性
の
社
会
進
出
等
）
が

主
な
要
因
で
、
今
後
単
身
者
や
女
性
の
高
齢

ｆｌＩＩｌｌの一脚凸、
者
人
口
の
増
加
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
２
０
５
０
」
（
代
表
・
北
谷
勝
ロ
Ｐ
：
ロ
四
］
曰
の
閂
。
届
。
］
：
門
勺
の
局
⑪
○
コ
」
中
で
、
平
均
寿
命
の
伸
長
等
に
伴
い
、
介
護

秀
）
は
五
月
十
一
日
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
と
指
定
し
、
今
年
十
月
一
日
「
国
際
高
齢
者
期
間
の
長
期
化
や
「
老
老
介
護
（
高
齢
者
が

ビ
ル
で
、
西
内
正
彦
・
共
同
通
信
編
集
・
論
の
日
巨
一
の
目
昌
。
：
｝
ロ
畠
ｏ
〔
○
丘
の
吋
高
齢
者
を
介
護
）
」
が
懸
念
さ
れ
、
資
料
を

玩
丞
台
貞
一
と
藷

四
℃
の
弓
的
ａ

｡｝

」
か
ら
正
式
に
動
き
出
す
。

も
と
に
、
介
護
制
度
／
保
険
の
整
備
、
介
護

内
氏
は
、
世
界
人
口
の
高
齢
化
に
ヘ
ル
パ
ー
の
育
成
な
ど
緊
急
課
題
が
山
積
み

さ
れ
て
い
る
現
状
を
説
明

し
た
。

『
ｎ
ｚ
０
５
０
』
講
演
会

講
演
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
「
要
介
護
高
齢
者
の

将
来
推
計
」
（
厚
生
省
）

国
連
の
世
界
人
口
推
計
を
参
考
の
デ
ー
タ
に
対
す
る
疑
問
や
、
「
（
昔
の
徴
兵

化
対
策
が
必
要
だ
と
述
べ
た
。
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の
は
じ
め
に

一
九
八
○
年
代
か
ら
一
九
九
○
年
代
前
半

に
か
け
て
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア
は
世
界
の
成

長
セ
ン
タ
ー
と
し
て
注
目
を
集
め
て
き
た
。

海
外
か
ら
の
直
接
投
資
を
挺
子
に
し
た
工
業

化
の
進
展
と
工
業
品
輸
出
の
拡
大
が
そ
の
推

進
力
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
各
国
と
も
域

画
厩●渡辺真知子<わたなぺ･まちこ＞

生年月日：1949年１月18日

出生地：東京

出身枝：慶應義塾大学大学院経済学研

究科修士課程修了

学位：博士（経済学）

職歴：明海大学経済学部教授（1998

年４月から）

㈱国際開発センター研究員

（1974年４月～1987年３月）

嘉悦女子短期大学教授（1987

年４月～1998年３月）

主な著書：『発展途上国の人ロ移動｣(共

著、アジア経済研究所､1991）

「地域経済と人ロ｣(日本評論

社、1994）

ｒ戦後日本経済の50年｣(共著、

日本評論社、1996）

『直接投資と経済成長に関す

る研究一東アジアの今後の課

題｣(共著､総合研究開発機構、

1996）

画
⑲
鰯

内
貿
易
・
直
接
投
資
へ
の
依
存
度
を
高
め
て

い
っ
た
。
相
互
依
存
関
係
を
深
め
な
が
ら
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
済
発
展
は
、
域
内
の
人

的
交
流
も
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。
東
・
東
南

ア
ジ
ア
の
外
国
人
労
働
者
数
は
一
九
八
○
年

代
初
め
に
は
一
○
○
万
人
程
度
で
あ
っ
た
の

が
、
’
九
九
○
年
に
は
三
○
○
万
人
、
一
九

九
七
年
半
ば
に
は
六
五
○
万
人
を
超
え
た
り
。

②i⑰

二
町

こ
れ
ま
で
も

東
・
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
か

ら
多
く
の
労

働
者
が
欧
米

や
中
東
産
油

国
へ
働
き
に

出
て
お
り
、

現
在
で
も
そ

の
数
は
無
視

2‘



東・東南アジアの国際労働移動

〔写真･右頁〕逮捕された

外国人不法労働者、マ
レーシア・クアラルン

プールで

表｜アジア主要送出国の年平均出稼ぎ労働者数

出稼ぎ先構成（％）実数
（人） 西アジアその他アジアアジア以外 で

き
な
い
。
例
え
ば
、
伝
統
的
な
移
民
受
入

国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
受
入
移
民
の
出
身
地
域
は
、
今
で

は
ア
ジ
ア
が
最
大
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
最
近
の
注
目
す
べ
き
動
き
は
ア
ジ
ア
内

部
の
労
働
移
動
の
急
増
で
あ
る
。

東アジア

中国 1975-79

1980-841al

l985-89

1990-941b）

37,600

61.100

73,850

80.1

48.2

３．７

6.0

18.6

37.6

14.0

33.3

58.6

韓国 1975-79に）

1980-84

1985-891.1

1990-94(b）

79,900

142,600

５２，１００

２０，２１８

97.3

90.0

81.7

50.4

１．７

8.5

12.2

37.7

1.0

１．５

6.0

１１．９

東南アジア

インドネシア 1975-79

1980-84

1985-89

1990-94ｌｂ）

１０，４００

２４，４００

63,500

118,000

73.7

64.9

78.0

40.6

8.5

20.5

13.1

55.5

１７．８

１４．６

ａ９

ａ９

フィリピン 1975-79

1980-84

1985-89

1990-94

42,400

274.000

353,900

498,000

67.4

84.8

71.8

61.0

17.7

11.2

22.5

30.7

1４．９

4.0

５．７

８３

「
労
働
一
を
目
的
と
し
て
自
ら
の
国
籍
と
は

異
な
る
国
に
移
動
し
て
い
る
労
働
者
に
関
す

る
統
計
は
ス
ト
ッ
ク
、
フ
ロ
ー
と
も
に
少
な

/≦~）1６．９

１３．１

１３．０

３．７

タイ 1９７５－７９

１９８０－８４

１９８５－８９

１９９０－９４

6,300

60,100

89,600

86,800

75.5

81.7

72.4

24.4

７．７

5.3

14.6

71.9 東
・
東
南
ア
ジ
ア
の

国
際
労
働
移
動
の
現
状

南アジア

ﾊﾞﾝｸﾗﾃﾞｼｭ 1975-791e）

1980-84

1985-89

1990-94

１７，３００

５３，０００

78,000

174,100

88.3

92.0

95.9

83,5

２
０
５
６

ｑ
Ｌ
ｕ
－
ｑ
１

1１．５

７．０

３６

０９

インド 1975-79

1980-84(a）

1985-89

1990-94(f）

67,000

223,500

139,800

297,225

92.4

95.8

96.0

６
２
０

■
■
■

７
４
４

パキスタン 1９７５－７９

１９８０－８４

１９８５－８９

１９９０－９４

90,600

124,500

76,800

143,000

87.3

97.2

99.9

99.6

７
０
０
２

●
●
●
●

２
０
０
０

10.0

２７

０１

０．２

スリランカ 1975-79

1980-84

1985-89(9)

1９９０－９４

く
、
こ
の
種
の
統
計
が
な
い
と
い
う
国
も
珍

し
く
は
な
い
。
統
計
の
得
ら
れ
る
範
囲
で
、

ア
ジ
ア
の
主
要
な
労
働
者
送
出
国
に
つ
い
て

見
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
国
も
一

九
八
○
年
代
に
入
り
海
外
へ
の
出
稼
ぎ
者
数

が
大
き
く
伸
び
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
○

31,300

18,900

52,300

94.5

95.4

4.3

3.3

２
３
■
５

１
１

出所：ＵＮ，mtemato〃αZMjg7atio〃Q7udDeueJQpme几Z,theConciseReport，
１９９７

注ｌ：(a)1982-84年平均、（b)1990-91年平均，（c)1977-79年平均、（｡)1985-88年平

均、（e11976-79年平均、（fU990-93年平均、(9)1986-89年平均。

２：フィリピンは海員を含まない。

３：インドの「アジア以外」は西アジア以外のアジアを含む。

か
っ
て
い
た

ぎ
者
の
七
～

場
合
一
九
八

年
代
に
入
ｑ

出
稼
ぎ
先
と

し
て
西
ア
ジ

ア
の
比
重
が

大
幅
に
低
下

し
、
域
内
移

動
が
大
き
く

伸
び
て
い
る

の
が
東
・
東

南
ア
ジ
ア
で

あ
る
。
例
え

ば
、
タ
イ
の

ジ
ア
に
向

八
割
が
西
ア

○
年
代
ま
で

は
海
外
出
稼

2５



の
が
、
一
九
九
○
年
代
に
は
二
割
強
に
ま
で

低
下
し
た
り
。

同
表
か
ら
指
摘
で
き
る
今
一
つ
の
点
は
、

韓
国
の
送
出
国
か
ら
の
「
卒
業
」
で
あ
る
。

韓
国
は
一
九
八
○
年
代
半
ば
ま
で
ア
ジ
ア
の

中
の
主
要
な
労
働
者
送
出
国
で
あ
っ
た
。
’

九
六
三
年
以
来
現
在
ま
で
約
一
一
○
○
万
人
の

労
働
者
が
海
外
に
働
き
に
出
て
い
る
が
、
年

間
の
出
稼
ぎ
者
数
は
一
九
八
二
年
の
一
九
万

六
八
五
五
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
一
九
九

○
年
代
前
半
に
は
平
均
二
万
人
程
度
に
減
っ

た
。
経
済
高
度
成
長
に
よ
っ
て
一
九
八
○
年

代
中
頃
か
ら
国
内
で
完
全
雇
用
状
態
と
な
っ

た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
（
失
業
率
は
一

九
八
○
年
の
五
・
二
％
か
ら
一
九
八
五
年
に

は
四
・
○
％
へ
、
一
九
九
○
年
に
は
二
・
四
％

へ
低
下
）
。

デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
範
囲
の
各
国
の
最
新

状
況
を
ま
と
め
よ
う
。
中
国
の
（
正
規
）
海

外
出
稼
ぎ
者
数
は
一
三
～
二
○
万
人
（
一
九

九
三
年
）
で
、
香
港
、
台
湾
、
韓
国
、
日

本
、
ア
メ
リ
カ
、
旧
ソ
連
が
多
い
。
こ
の
他

に
約
二
○
万
人
の
不
法
就
労
者
が
い
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
世
界
の
中
で
も
出
稼
ぎ
者

の
多
い
国
で
、
五
六
・
五
万
人
（
一

九
九
五
年
、
海
員
を
除
く
）
を
数
え

る
。
ア
ジ
ア
の
中
で
最
も
多
い
。
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
二
一
・
五
万
人
を

含
む
中
東
が
半
数
を
占
め
る
。
東
・

東
南
ア
ジ
ア
へ
の
出
稼
ぎ
者
は
、
香

港
六
・
二
万
人
、
日
本
五
・
五
万
人
、

台
湾
三
・
四
万
人
な
ど
で
合
わ
せ
て

三
割
強
を
占
め
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
海
外
出
稼
ぎ
者

数
は
一
七
・
六
万
人
二
九
九
五

年
）
で
、
中
東
六
割
弱
、
マ
レ
ー
シ

ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
三
割
、
そ
の
他

一
割
と
な
っ
て
い
る
。

タ
イ
の
出
稼
ぎ
者
数
は
二
○
万
人

二
九
九
五
年
）
で
、
ア
ジ
ア
が
九

割
を
占
め
（
台
湾
だ
け
で
六
割
）
、

か
つ
て
多
か
っ
た
中
東
は
今
で
は
一

割
弱
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
四
カ
国

の
中
で
タ
イ
を
除
く
三
カ
国
が
「
労

働
力
輸
出
」
を
国
家
政
策
の
中
に
位

置
付
け
て
い
る
。
タ
イ
も
一
九
八
○

年
代
中
頃
ま
で
は
三
カ
国
と
同
様
に

「
労
働
力
輸
出
」
を
公
的
に
奨
励
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
中
立
的
な
政
策

表２主要受入国の推定外国人労働者 (1,000人）

出身国別労働者数（括弧内は不法出稼ぎ者の推計数）外国人労働者
総数 インドネシアフィリピンタイ中国その他アジア

79＋(33）755＋(1,000）

ｎ.ａ、

１００

ｎ．ａ、

５０

９

１５

100＋(400）

５

６０

８４＋(43）

１２０

８４

２３－(15）

マレーシア

タイ

シンガポール

日本

香港

台湾

韓国

３０５

９４４

ｎ.ａ、

680＋(88）

３９

ｎ.ａ、

５６＋(20）

2,500

1,260

４５０

１，３５４

，．ａ、

２９７

２１０

、.ａ、

６０

46

234＋(38）

、．ａ、

２１

２８＋(49）

６０

１８＋(39）

１８

１３８

９＋(6)

出所：ＩＬＯ.(themaintechnicalpaperforthelLO，sHigh-LevelTripartiteMeetingonSocialResponsesto
theFmancialCrisisinEastandSouth-EastCountriesheldinBangkokfrom22to24April1998．

注１）タイの「その他アジア」のほとんどはミャンマー。不法出稼ぎ者も含まれると思われる。

２）日本の「その他アジア」の約68万人は韓国人。
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東・東南アジアの国際労働移動

ス
タ
ン
ス
に
変
わ
っ
た
（
た
だ
し
後
述
す
る

よ
う
に
、
今
回
の
経
済
危
機
に
直
面
し
再
び

方
針
を
変
え
て
い
る
）
。

外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
ア
ジ

ア
の
主
要
国
は
、
日
本
、
台
湾
、
韓
国
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ

の
七
カ
国
で
あ
る
。
表
２
は
、
一
九
九
七
年

半
ば
前
後
の
各
国
の
受
入
状
況
を
示
し
て
い

る
⑩
。
こ
れ
ら
七
カ
国
の
受
入
数
は
、
’
九

八
○
年
代
初
め
の
一
○
○
万
人
強
か
ら
現
在

で
は
六
五
○
万
人
を
超
え
る
ま
で
に
拡
大
し

た
。
不
法
就
労
者
も
か
な
り
の
割
合
を
占
め

て
い
る
。

日
本
と
韓
国
が
最
も
厳
し
い
外
国
人
労
働

者
の
受
け
入
れ
政
策
を
と
り
、
非
熟
練
労
働

者
受
け
入
れ
を
禁
止
し
て
い
る
（
現
実
に
必

要
な
非
熟
練
労
働
は
研
修
制
度
を
通
じ
た
外

国
人
研
修
生
、
あ
る
い
は
外
国
人
学
生
・
不

法
労
働
者
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
）
。
政

府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
、
経
済
状
況
に
応

じ
て
柔
軟
に
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
て

い
る
の
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
あ
る
。
香
港
と

台
湾
は
、
外
国
人
労
働
者
の
必
要
性
を
認
め

て
い
る
も
の
の
、
政
府
の
対
応
は
企
業
側
や

労
働
組
合
側
の
そ
の
時
々
の
強
い
意
見
に
左

右
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
と
タ

イ
は
送
出
国
で
あ
り
か
つ
受
入
国
と
い
う
特

殊
な
立
場
に
あ
り
、
両
国
と
も
長
い
国
境
で

接
し
て
い
る
周
辺
の
相
対
的
に
貧
し
い
国
々

（
マ
レ
ー
シ
ア
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
タ
イ
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
カ
ン
ボ
ジ
ア

な
ど
）
か
ら
不
法
に
流
入
し
て
く
る
労
働
者

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
苦
慮
し
て
い
る
。
受
入

対
応
策
は
、
認
可
・
黙
認
・
取
り
締
ま
り
と

自
国
の
労
働
市
場
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て

い
る
。

外
国
人
労
働
者
の
実
態
を
見
る
と
、
日
本

は
現
在
一
三
五
万
人
と
推
計
さ
れ
、
最
も
多

い
の
が
長
期
滞
在
を
含
む
韓
国
人
で
、
中
国

人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
タ
イ
人
が
こ
れ
に
次

ぐ
（
ア
ジ
ア
以
外
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
多

い
）
。
多
く
は
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
製

造
業
に
従
事
し
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
四
五
万
人
、
同
国
の

労
働
者
総
数
の
約
四
分
の
一
の
外
国
人
労
働

者
が
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
が
多
い
。

中
国
返
還
後
の
香
港
の
外
国
人
労
働
者
数

に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
が
な
い
が
、
一
九
九
五

年
時
点
で
約
四
○
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
三
割
強
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が

占
め
る
。
多
く
は
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
に
従

事
し
て
い
る
。

台
湾
は
、
’
九
八
○
年
代
初
め
か
ら
通
貨

切
上
げ
も
あ
っ
て
周
辺
国
と
の
賃
金
格
差
が

開
き
、
周
辺
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
労
働
者
流

人
が
始
ま
っ
た
。
当
初
は
公
式
に
は
認
め
ら

れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
不
法
就
労
で
あ
っ

た
が
、
労
働
不
足
の
深
刻
化
に
対
処
す
る
た

め
、
’
九
八
九
年
十
月
に
海
外
契
約
労
働
者

の
導
入
に
正
式
に
踏
み
切
っ
た
。
現
在
で
は

一
四
万
人
の
タ
イ
人
を
は
じ
め
、
約
三
○
万

人
の
外
国
人
労
働
者
が
、
公
共
事
業
、
製
造

業
、
建
設
業
で
働
い
て
い
る
。
メ
イ
ド
の
数
も

多
い
。
ほ
と
ん
ど
が
合
法
労
働
者
で
あ
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
韓
国
は
、
一
九
八
○

年
代
半
ば
ま
で
は
ア
ジ
ア
の
中
で
も
有
数
の

労
働
力
送
出
国
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
受

入
国
に
転
じ
て
い
る
。
外
国
人
労
働
者
の
数

は
、
現
在
、
研
修
生
を
含
む
合
法
・
不
法
合

わ
せ
て
一
二
万
人
を
数
え
る
。
中
国
人
が
最

も
多
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
人
が
こ
れ
に
続
く
。
人
手
不
足
が
大
き

い
製
造
業
、
建
設
業
に
集
中
し
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
外
国
人
労
働
者
は
約
二
五
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海
外
か
ら
の
労
働
者
の
受
入
国
・
送
出
国

の
観
点
で
ア
ジ
ア
諸
国
を
分
類
し
、
各
国
の

経
済
・
人
口
指
標
を
表
３
に
ま
と
め
た
。
労

働
者
受
入
国
に
分
類
さ
れ
て
い
る
国
は
、
若

干
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
相
対
的
に
見
て
、

③
所
得
水
準
が
高
く
、
伽
長
期
に
わ
た
り
高

い
経
済
成
長
を
経
験
し
、
⑥
工
業
化
率
が
高

く
、
⑥
出
生
水
準
が
低
い
。

受
入
国
と
送
出
国
と
の
所
得
格
差
を
一
人

○
万
人
に
達
し
（
約
半
数
が
不
法
就
労

者
）
、
就
業
者
総
数
の
約
三
割
を
占
め
る
。

合
法
・
不
法
と
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
最
も

多
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
タ
イ
人
が
こ
れ
に

次
ぐ
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
建
設
業
に
集

中
し
て
い
る
。
メ
イ
ド
も
多
い
。

タ
イ
の
外
国
人
労
働
者
は
約
一
二
六
万
人

で
、
こ
の
う
ち
政
府
の
許
可
を
得
た
者
は
約

三
○
万
人
、
残
り
七
○
～
一
○
○
万
人
が
不

法
労
働
者
と
さ
れ
る
の
。
そ
の
大
半
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
か
ら
の
流
入
で
、
農
業
・
漁
業
、
建

設
業
、
製
造
業
で
働
い
て
い
る
。

/≦~）

東
・
東
南
ア
ジ
ア
の

経
済
発
展
と
労
働
移
動

当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
で
比
べ
て
み
る
と
、
最
も
高

い
日
本
と
最
も
低
い
ベ
ト
ナ
ム
や
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
の
問
に
は
一
六
五
倍
の
開
き
が
あ

る
。
為
替
レ
ー
ト
の
問
題
、
生
活
基
盤
や
物

価
水
準
、
渡
航
費
・
諸
経
費
な
ど
移
動
に
か

か
る
直
接
的
費
用
、
賃
金
不
払
い
・
解
雇
な

ど
の
リ
ス
ク
を
差
し
引
い
て
も
所
得
格
差
は

非
常
に
大
き
い
。
ア
ジ
ア
の
労
働
者
に
と
っ

て
所
得
格
差
が
国
際
間
移
動
の
強
い
プ
ル
要

因
と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
’
九
八
五
年
か
ら
九
五
年
ま
で
の
所
得

の
伸
び
率
を
み
る
と
、
日
本
と
中
国
を
例
外

と
し
て
、
受
入
国
が
大
き
く
、
送
出
国
が
小

工業化率人 ロ年平均人口 ＴＦＲ

(100万人）増加率(％）1995

(％） 1995 1990-95 1995

４
７
９
８
［
Ｉ

２
２
２
２

５
３
６
１
５

２
２
４

１ ３
０
６
０
９

■
■
６
□
●

０
２
１
１
０

Ｐ
へ
〉
杼
０
０
，
／
］
ｎ
ｘ
Ｕ
ｎ
ｘ
〕

●
●
●
■
■

凸
Ⅱ
上
ｄ
Ｉ
Ｌ
ｄ
Ｉ
Ｌ
勺
Ⅱ
▲
。
Ⅱ
１

3３

２９

2０

５８

2.4

0.9

ａ４

Ｌ８

さ
こ
と
か
ら
、
国
際
移
動
の
量
的
拡
大
の
一

因
は
こ
う
し
た
所
得
格
差
の
拡
大
に
あ
る
と

も
言
え
よ
う
。
大
き
な
所
得
格
差
は
、
技
術

・
技
能
を
有
し
、
自
国
で
職
に
就
い
て
い
る

労
働
者
に
対
し
て
も
海
外
へ
の
強
い
流
出
誘

因
と
な
る
。

恐
ら
く
所
得
格
差
以
上
に
重
要
な
点
は
、

現
在
の
受
入
国
の
所
得
向
上
を
も
た
ら
し
た

経
済
成
長
と
そ
れ
に
伴
う
労
働
市
場
の
変
化

で
あ
ろ
う
。
高
い
経
済
成
長
に
よ
っ
て
韓
国

と
台
湾
は
、
一
九
八
○
年
代
中
頃
に
労
働
過

剰
経
済
か
ら
労
働
不
足
経
済
へ
と
変
わ
り
、

外
国
人
労
働
者
へ
の
依
存
度
を
高
め
、
労
働

３
４
６
８

２
２
１
３

６９

１９３

１８

１．２００

2.2

1.6

1.3

1.1

寺
Ｉ
寺
０
０
ｎ
ｏ
（
ｕ
Ｕ

ｎ
『
叫
句
／
」
の
“
」
１
』

1７

１９

130

929

2.9

1.8

5.2

3.2

６
２
０
２
１

１０

７３

１２０

2.8

2.1

1.6

4.7

3.1

3.5

2８



東・東南アジアの国際労働移動

者
受
入
国
に
転
じ
た
。
同
様
に
、
’
九
八
○

年
代
後
半
に
一
○
％
を
超
え
る
高
度
経
済
成

長
を
遂
げ
た
タ
イ
で
も
、
八
○
年
代
末
に
な

る
と
建
設
業
や
漁
業
な
ど
労
働
条
件
の
悪
い

産
業
で
労
働
不
足
が
起
こ
り
、
そ
こ
に
周
辺

国
か
ら
合
法
・
不
法
労
働
者
が
流
入
し
て
い

る
。
現
在
で
は
、
タ
イ
は
送
出
国
か
ら
「
受

入
・
送
出
国
」
へ
と
立
場
を
変
え
て
い
る
。

大
量
に
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
い

る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
を
別
に
す

れ
ば
、
受
入
国
の
人
口
増
加
率
は
相
対
的
に

低
い
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
Ｔ
Ｆ
Ｒ
か
ら
見
れ

ば
、
自
然
増
加
率
は
小
さ
い
）
。
順
調
な
経

済
成
長
を
遂
げ
て
き
た
こ
れ
ら
の
国
で
は
、

増
加
す
る
労
働
需
要
に
対
し
、
労
働
供
給

力
、
特
に
若
年
労
働
供
給
力
が
小
さ
い
た

め
、
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
潜
在
力

は
大
き
い
（
各
国
と
も
労
働
生
産
性
を
高
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
不
足
に
対
処
す
る
方

針
で
は
あ
る
が
）
。
他
方
、
送
出
国
で
の
高

い
人
口
増
加
率
は
、
こ
れ
か
ら
の
経
済
発
展

が
順
調
に
進
ま
な
け
れ
ば
さ
ら
な
る
過
剰
労

働
力
を
生
み
、
海
外
へ
の
流
出
圧
力
と
な
る
。

所
得
格
差
や
経
済
成
長
率
格
差
に
よ
っ
て

域
内
の
労
働
移
動
が
増
大
し
て
き
た
が
、
東

表３ 経済発展と国際労働移動

年平均経済成長率 －人当りＧＮＰ

1965-801980-901990-95 増加率(％）

１９８５－９５

1980 1995

(％） (％）（％） (ドル） (ドル）

労働者受入国

日

シンガポ，

番

台

韓

本
ル
港
湾
国

６．４

１０．０

８６

９．３

９．９

０
４
９
７
４

０
●
●
■
●

４
６
６
７
９

０
［
Ｉ
６
６
２

０
■
■
■
０

１
８
５
６
７

9,890

4,430

4,240

2,305

1,520

100

４５

４３

２３

１５

39,640

26,730

22,990

12,422

９，７００

０
７
８
１
４

０
６
５
３
２

１ ９
２
８
７
７

●
●
●
■
●

２
６
４
６
７

労働者受入･送出国
マレーシア

タイ

7.4

7.3

5.2

7.6

8.7

8.4

1,62016.4

６７０６．８

3,890

2,740

9.8

6.9

5.7

8.4

労働者送出国

フィリピン

インドネシア

スリランカ

中国
パキスタン

インド

カンポジア

ベトナム

７
０
０
８
２
６

●
●
●
⑪
●
●

５
７
４
６
５
８

０
１
２
２
３
８

■
●
●
の
ｅ
●

１
６
４
０
６
５

１

３
６
８
８
６
６
４
３

●
０
０
■
①
印
の
●

２
７
４
２
４
４
６
８

１

690

430

270

290

300

240

０
３
７
９
０
４

巳
■
■
□
巴
０

７
４
２
２
３
２

１，０５０

９８０

７００

６２０

４６０

３４０

２７０

２４０

（
Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｒ
Ｕ
ｎ
Ｏ
。
］
ｑ
ｖ
再
Ｉ
か
、

●
■
■
●
ｐ
□
⑪
●

。
▲
ｎ
色
３
１
⑪
１
勺
１
〈
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ

５
０
β
８
２
２
ａ
ａ

１
６
２
８
１
３
ｍ
、

バングラデシュ 1.7 4.3４．１ 240０．６2.1

出所：WorldBank，Wo7JdDeDeZOpmemlRepoFt，1992及び1997．ＡＤＢ，K2yhDdZcqtoｱｓｑ/・DeUeZQpmg
AsjaJua几ｄＰｂｃ城cCbuJut（Cs,1996．

注１：「1965-80年」の台湾の成長率は1971-80年平均。
２：工業化率＝ＧＤＰに占める製造業付加価値額比率。
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(％）

1998予測 1999予測

IＭＦ ＥＩＵ ＵＢＳ ＥＩＵ ＵＢＳIＭＦ

０
［
Ｉ
２

●
●
■

３
２
１

０
０
０

●
■
■

３
５
２

５
２
６

２
５
４

1.0

0.0

4.4

・
東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
相
互
関
連
の
深
ま
り

自
体
が
、
労
働
者
に
対
す
る
労
働
条
件
な
ど

の
豊
富
な
情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
意
味

で
、
国
際
移
動
の
増
大
に
貢
献
し
て
い
る
点

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
形
成
さ
れ

た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
そ
れ
だ
け
で
国
際

労
働
移
動
の
増
大
に
一
つ
の
力
を
発
揮
す

る
。
こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
、
東
・
東
南

ア
ジ
ア
の
域
内
労
働
移
動
は
今
後
ま
す
ま
す

大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
送
出
国
の
経
済
成

長
率
が
高
ま
れ
ば
、
韓
国
や
夕
イ
の
よ
う
に

2.0

1.0 ４１

2.5

3.8

４
４
２
５
５

●
０
●
●
■

３
２
６
２
４

4.4

3.0

２
０
９
１
４

。
●
●
、
▲

５
４
６
４
４

5.0

3.2

4,0

3.0

5.7

3.0

6.6

4.3

０
３
■
■

５
３

7.5 8.0 8.1 8.5 8.0

0.3 2.1

労
働
者
受
入
国
に
転
じ
る
も
の
も
出
て
こ
よ

う
。
そ
れ
に
伴
い
域
内
労
働
移
動
の
流
れ
は

よ
り
複
雑
化
し
て
こ
よ
う
。

最
後
に
、
昨
年
来
の
景
気
後
退
に
見
舞
わ

れ
て
い
る
東
・
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
現
状
と

の
関
連
で
外
国
人
労
働
者
の
動
向
を
考
え
て

み
た
い
。
表
４
に
示
す
よ
う
に
、
通
貨
・
金

融
危
機
を
経
験
し
た
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
韓
国
の
経
済
成
長
率
の
落
ち
込
み
が
大

き
い
。
そ
の
他
の
国
も
一
九
九
○
年
代
前
半

と
比
べ
経
済
成
長
率
は
明
ら
か
に
低
下
し
て

い
る
。
景
気
後
退
に
よ
っ
て
労
働
需
要
が
落

ち
込
ん
だ
た
め
、
各
国
の
労
働
者
受
入
・
送

出
政
策
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
一

九
九
七
年
の
経
済
成
長
率
が
ゼ
ロ
と
な
っ
た

タ
イ
で
は
、
一
九
九
八
年
に
は
マ
イ
ナ
ス
成

長
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
現
在
既
に
二
○
○

万
人
を
超
え
る
失
業
者
が
出
て
い
る
。
失
業

問
題
が
緊
急
課
題
と
な
っ
た
た
め
、
タ
イ
政

府
は
海
外
出
稼
ぎ
を
再
び
奨
励
す
る
方
針
に

切
り
替
え
、
加
え
て
不
法
労
働
者
の
取
り
締

ま
り
の
強
化
に
乗
り
出
し
た
訂
。
ま
た
、
マ

レ
ー
シ
ア
で
も
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に
外
国

人
労
働
者
の
就
労
許
可
を
更
新
し
な
い
と
発

表
し
て
い
る
。
ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の

不
法
労
働
者
の
取
り
締
ま
り
を
厳
し
く
し
て

い
る
。

今
回
の
景
気
後
退
に
よ
る
受
入
国
で
の
労

働
需
要
の
減
少
（
特
に
、
外
国
人
労
働
者
が

集
中
し
て
い
る
建
設
業
で
は
、
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
凍
結
や
不
動
産
不
況
な
ど
で
大

量
の
失
業
が
出
て
い
る
）
は
、
外
国
人
労
働

者
の
大
量
の
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
事
実
、
ア
ジ
ア
最
大
の
労
働
者

送
出
国
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
既
に
韓

国
な
ど
か
ら
の
大
量
の
帰
国
者
が
出
て
い

る
。
各
国
の
労
働
吸
引
力
が
低
下
す
る
た

め
、
国
際
労
働
移
動
量
そ
の
も
の
も
減
る
可

能
性
が
あ
る
。
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど

の
よ
う
に
景
気
の
落
ち
込
み
が
大
き
い
国
で

は
、
海
外
に
雇
用
を
求
め
て
出
て
く
る
労
働

者
が
増
加
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
う
し
た

動
き
に
よ
っ
て
移
動
量
・
流
れ
が
変
わ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
一
時
的
な
現

象
で
あ
ろ
う
。
経
済
の
密
接
な
相
互
関
連
や

形
成
さ
れ
て
い
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存

在
を
考
え
れ
ば
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の

国
際
労
働
移
動
が
今
後
と
も
ま
す
ま
す
活
発

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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東・東南アジアの国際労働移動

表４アジア金融危機後の実質経済成長率

1990１９９１１９９２１９９３１９９４１９９５１９９６ 1997推計

IＭＦＥＩＵＵＢＳ

タイ

インドネシア

韓国

11.6

９．０

９．５

8.1

8.9

9.1

２
２
１

●
●
●

８
７
５

５
３
．
８

●
●
●

８
７
５

９
５
６

■
●
●

８
７
８

７
２
９

■
、
●

８
８
８

４
０
１

■
●
①

６
８
７

０
０
９

●
■
●

０
５
５

0.4

4.1

6.0

０
７
６

●
Ｂ
■

０
４
５

マレーシア

フィリピン

ベトナム

シンガポール

香港

６
０
９
０
４

Ｂ
■
■
●
●

９
３
４
９
３

６
６
０
３
１

●
■
巳
０
０

８
０
６
７
５

８
３
６
２
３

□
●
０
０
●

７
０
８
６
６

８．３

2.1

81

10.4

61

２
４
８
５
４

●
●
０
Ｂ
ａ

９
４
８
０
５

１

５
８
５
８
９

ロ
■
■
●
■

９
４
９
８
３

６
７
３
０
９

■
■
●
■
■

８
５
９
７
４

３
１
５
６
３

●
■
の
●
■

７
５
７
７
５

０
９
０
６
３

■
●
■
■
●

７
４
９
７
５

7.9

4.7

7.6

5.2

中
日 国３．８

本５．１

9.2

3.8

14.2

１．０

13.5

ｑ３

12.6

０．６

10.5

１．５

9.7

3.9

ａ８

１．１

9.3

0.9

8.8

出所：ＩＬＯ（themaintechnicalpaperforthelLO，sHigh-LevelTripartiteMeetingonSocial
ResponsestotheFinancialCrisisinEastandSouth-EastCountrieshelｄｉｎＢａｎｇｋｏｋ
ｆｒｏｍ２２ｔｏ２４Ａｐｒｉｌｌ９９８・

注：EIU-EcomomiclntelligenceUnit,ＵＢＳ＝UnionBankofSwitzerland．

Ⅲ
日
本
、
韓
国
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
ブ
ル
ネ
イ
の
七
カ
国
の
外
国

人
労
働
者
（
在
日
韓
国
人
、
マ
レ
ー
シ
ア
在
住
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
含
む
）
。
冨
自
・
］
・
目
・
少
房
「

］
一
四
一
負
少
巴
口
己
ほ
四
ヶ
。
巨
再
ご
肩
月
旦
】
。
。
－
勺
四
ｍ
←
》

勺
『
の
、
の
ゴ
ー
マ
ロ
ロ
ロ
句
巨
Ｅ
・
の
ｌ
ご
雪
』
、
閲
シ
ｚ
固
◎
。
‐

ロ
○
口
己
○
ｍ
巨
臣
の
ご
Ｐ
ｚ
Ｃ
く
の
ヨ
ケ
の
『
］
④
や
。
ご
目
ぼ
○
》

一
声
の
ロ
】
巳
ロ
←
の
◎
す
』
口
月
色
一
己
卸
己
の
『
「
。
『
夢
の
円
い
○
㎡

■
蒟
与
ｌ
］
の
息
］
弓
１
己
也
ユ
コ
ー
の
三
の
①
←
曰
、
○
己
の
。
‐

。
旨
」
罰
の
⑪
ｐ
Ｃ
ｐ
⑪
の
醜
一
○
←
ず
の
ヨ
ロ
四
口
○
鼠
」
○
国
、
厨

曰
固
凹
鴛
色
。
』
の
。
巨
房
－
国
、
⑪
←
シ
、
冒
口
○
○
戸
ロ
ー
‐

ロ
の
ｍ
・
ム
シ
ロ
且
］
】
＄
ｍ
に
よ
る
。

伯
タ
イ
労
働
者
の
海
外
出
稼
ぎ
先
は
、
一
九
八
九

年
ま
で
は
中
東
が
そ
の
他
ア
ジ
ア
を
上
回
っ
て
い

た
が
、
’
九
九
○
年
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
急
減

し
た
た
め
中
東
と
ア
ジ
ア
の
比
重
が
逆
転
し
た
。

そ
の
後
、
中
東
へ
の
出
稼
ぎ
者
の
数
は
低
迷
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
台
湾
や
周
辺
国
へ
の
出
稼
ぎ

数
は
伸
び
、
一
九
九
七
年
の
統
計
で
は
出
稼
ぎ
者

総
数
一
八
万
三
六
七
一
人
の
う
ち
、
中
東
は
わ
ず

か
一
割
に
も
満
た
ず
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア
が
九
割

を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

③
ブ
ル
ネ
イ
も
労
働
者
受
入
国
に
分
類
さ
れ
る
。

同
国
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
タ
イ
な
ど
か
ら
多
く
の
労
働
者
が
働
き

に
来
て
い
る
が
、
最
新
統
計
が
得
ら
れ
な
い
た

め
、
同
表
か
ら
除
い
て
あ
る
。
な
お
一
九
八
八
年

の
外
国
人
労
働
者
数
は
約
三
万
人
と
な
っ
て
い

ア（〕。

Ⅱ
タ
イ
労
働
社
会
福
祉
省
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
一

九
九
七
年
十
月
現
在
不
法
入
国
者
の
数
は
九
四
万

人
で
、
こ
の
う
ち
登
録
に
よ
り
就
労
許
可
を
得
て

い
る
者
が
二
七
万
人
、
非
登
録
者
が
六
七
万
人
で

あ
る
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か

ら
の
不
法
就
労
者
に
つ
い
て
、
職
種
、
地
域
を

限
っ
て
、
雇
用
局
に
一
九
九
六
年
九
月
か
ら
十
一

月
ま
で
に
登
録
し
た
者
に
最
大
二
年
間
の
就
労
許

可
を
与
え
る
制
度
を
閣
議
決
定
し
た
）
。

⑤
海
外
出
稼
ぎ
の
奨
励
は
、
雇
用
機
会
の
確
保
だ

け
で
な
く
、
外
貨
痩
得
源
と
し
て
の
意
味
も
あ

る
。
タ
イ
の
海
外
送
金
額
の
対
輸
出
総
額
の
割
合

は
、
一
九
八
五
年
の
一
二
・
四
％
を
ピ
ー
ク
に
、

そ
の
後
の
急
速
な
輸
出
増
大
に
よ
っ
て
一
九
九
六

年
に
は
二
・
五
％
ま
で
低
下
し
た
が
総
金
額
は
三

四
七
億
バ
ー
ツ
に
達
し
て
お
り
、
輸
出
品
上
位
一

○
品
目
に
匹
敵
す
る
外
貨
を
稼
ぎ
出
し
て
い
る
。

輸
出
の
大
幅
な
落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の

外
貨
獲
得
源
と
し
て
海
外
送
金
へ
の
期
待
も
大
き

い
。

3Ｊ
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列
銀
笛
字

アシ了

｣G二r21uIirf

主碧

￣

ﾂｱに
鍵
;.･:･瀞

--1

91.h.弓

為

く
１
く
く
く

〃
リ
ロ

昼

４．.鐸

桶 鞠！

■■

匡
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｜
ア
ジ
ア
軽
減
医
に
糟

と
健
康
ｌ
人
間
中
心
の
対
応
」
が
外
務

省
、
厚
生
省
、
国
際
協
力
事
業
団
、
海
外

径
斉
協
力
基
金
、
亘
漂
開
発
高
等
教
育
礫

た
。現
在
、
東
南
ア
ワ

金
融
危
機
対
策
と
Ｉ

や
経
済
構
造
調
整
術

る
が
、
こ
れ
ら
の
術

基
本
的
な
生
活
条
低

に
対
し
悪
影
響
を
乃

，
：
、
フ
声
，
１
１
つ

金
副
』
信
一
汕
職
の
晴
株
瞬
健
・
疾
一
｛
源
（
分
頚
ズ
α
影
響

の
実
態
把
握
と
課
題
の
分
析
、
及
び
八
○

年
代
の
中
南
米
の
経
済
危
機
や
サ
ブ
・
サ

ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
地
域
の
構
造
調
整
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
経
験
な
ど
か
ら
、
今
後
途
上
国

や
日
本
が
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
問
題
に

同
」
、

Ｌ
き
、
東
壷

曰
、
詞
｜
幽
汀
連
△
［

請
匡
で
は
通
省

．
嫌
々
な
緊
縮

メ
コ
ム
Ｌ
Ｌ

食
攪匡
串
門
外
び

の
通
に
貝
。

牢
圭
』
α

医
療

鵠
問
題

か
あ
り
、
緊
急
に
樫

会
場
の
参
加
者
に
託

ｖ
ハ
ム
皿
〈
Ｉ
Ｉ
Ｌ
｜
ノ
ー
１
Ｖ
〃
、
〆
。
］
Ｅ
，
７
ん
七
一
で
ｌ
い
）
．
Ⅱ
ｖ
｝
Ｉ
鮎
オ
ー
ニ
〆
〆
Ｕ

以
策
の
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
を
ｐ
Ｈ
一
的
に
開

か
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
小
渕
恵
三
外
相
が

「
第
二
次
大
戦
後
、
日
本
は
食
糧
難
の
窮
状

に
あ
っ
た
が
、
国
際
社
会
か
ら
多
大
な
援
助

芒
受
け
た
。
当
時
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
た
と

え
日
本
経
済
が
窮
地
に
あ
っ
て
も
他
国
の
成

鍾
、
貧
困
撲
滅
、
環
境
保
全
の
た
め
に
、
精

趣
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
」
と
日

本
が
苦
境
に
喘
ぐ
ア
ジ
ア
諸
国
を
援
助
し
て

い
く
方
針
を
表
明
。
今
回
の
経
済
危
機
は
失

朶
、
貧
困
の
増
大
、
物
価
の
高
騰
以
外
に

ら
、
〈
７
上
士
で
攻
符
》
が
辻
△
裏
町
こ
洞
小
立
場
）
』

Ｏ
と
連
携
し
て
実
態
の
正
確
な
把
握
と
桧

の
共
有
を
進
め
、
実
情
を
踏
ま
え
た
具
仕

な
援
助
ヨ
や
国
際
機
関
に
よ
る
支
援
の
宝

今
冨
ロ
オ
段
握

又
至
公
、
訂

巴
黒
夘
の
鱒
曄
鑑

〉
梶
一
一
一
一
口
の
喉

３２



第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
経
済
危
機
下
の
ア
ジ

ア
諸
国
の
保
健
医
療
等
社
会
セ
ク
タ
ー
に
お

け
る
現
状
」
で
は
、
ア
ジ
ア
経
済
危
機
下
の

東
南
ア
ジ
ア
の
国
で
何
が
起
き
て
い
る
か
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
及
び
タ
イ
の
代
表
者
か
ら
報

告
が
あ
っ
た
。

ト
リ
オ
ノ
・
ソ
エ
ン
ド
ロ
氏
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
家
開
発
企
画
庁
の
今
回
の
経
済
危

機
は
子
供
・
女
性
・
老
人
な
ど
社
会
的
に
弱

い
立
場
の
人
々
に
一
番
大
き
な
影
響
を
与

え
、
患
者
の
行
動
に
変
化
（
治
療
期
間
を
短

く
し
よ
う
と
し
た
り
、
助
産
婦
の
立
ち
会
い

の
な
い
出
産
な
ど
）
が
起
き
て
い
る
こ
と
を

報
告
し
た
。
ま
た
患
者
が
私
立
の
医
療
施
設

か
ら
公
立
施
設
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、

公
立
施
設
に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る

こ
と
に
も
触
れ
た
。

タ
イ
保
健
研
究
所
の
ジ
ョ
ン
ゴ
ル
・
レ
ル

テ
イ
エ
ン
ダ
ム
ロ
ン
氏
は
、
失
業
に
よ
る
自

殺
の
増
加
を
指
摘
し
、
経
済
危
機
の
精
神
衛

生
へ
の
影
響
を
発
表
、
同
国
の
自
殺
予
防

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
紹
介
し
た
。
最
後
に
、
今

回
の
危
機
を
政
策
・
教
育
・
保
健
政
策
改
革

の
チ
ャ
ン
ス
と
し
、
”
節
度
あ
る
生
活
“
と

・
衛
生
の
国
家
予
算
削
減
、
外
国
製
医
療
機

具
・
医
薬
品
の
価
格
高
騰
、
失
業
に
よ
り
社

会
保
障
を
受
け
ら
れ
な
い
人
口
の
増
加
な

ど
、
健
康
面
に
関
し
て
様
々
な
悪
影
響
を
与

え
た
。
今
後
ア
ジ
ア
諸
国
は
構
造
調
整
を
行

う
場
合
、
最
も
脆
弱
な
貧
困
層
な
ど
の
社
会

的
弱
者
を
保
護
す
る
よ
う
な
、
保
健
・
衛
生

面
を
重
視
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
よ

う
提
言
し
、
こ
れ
に
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ョ

リ
ー
・
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
特
別
顧
問
も
賛
同
し
た
。

第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
直
面

す
る
課
題
と
政
策
の
方
向
性
」
で
は
、
パ
ネ

”
自
立
“
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
社
会
を
目
指

す
よ
う
提
言
し
た
。

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
過
去
の
経
験
（
中
南

米
経
済
危
機
）
と
そ
の
教
訓
」
で
は
、
今
回

の
ア
ジ
ア
経
済
危
機
が
一
九
八
○
年
代
の
中

南
米
の
経
済
危
機
や
サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
・
ア
フ

リ
カ
の
構
造
調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
何
が
学

べ
る
か
が
討
論
さ
れ
た
。

マ
イ
ヶ
ル
・
ラ
イ
シ
ュ
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
公
衆
衛
生
大
学
院
教
授
は
一
九
八
○
年
代

の
中
南
米
の
構
造
調
整
下
で
実
施
さ
れ
た
マ

ク
ロ
的
国
家
安
定
策
や
構
造
改
革
は
、
保
健

ま
た
他
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
も
、
今
回
の

危
機
を
機
に
、
保
健
・
経
済
を
包
括
し
た
セ

ク
タ
ー
の
確
立
や
人
間
中
心
の
開
発
な
ど
政

策
見
直
し
を
提
言
さ
れ
、
市
民
組
織
・
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
協
力
し
た
活
動
、
人
材
育
成
や
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
投
資
な
ど
様
々
な
改
善
法

が
提
案
さ
れ
た
。

続
い
て
の
第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
総
括
討

議
」
で
全
討
議
の
総
括
及
び
今
後
の
対
応
策

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
会
場
の
参
加
者
と
の

質
疑
応
答
を
行
い
閉
会
し
た
。

ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
で
現
在
の
対

応
策
が
討
議
さ
れ
た
。

大
島
賢
三
・
外
務
省
経
済
協
力
局
長
に
よ

る
と
、
現
在
日
本
政
府
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
に

Ｉ
Ｍ
Ｆ
を
通
じ
て
三
七
○
億
ド
ル
を
超
え
る

金
融
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

な
ど
に
は
食
糧
援
助
を
は
じ
め
、
医
薬
品
の

原
材
料
や
医
療
機
具
を
送
っ
て
い
る
。
今
後

貧
困
問
題
へ
の
取
り
組
み
、
医
療
・
保
健
の

モ
ニ
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
や
社
会
保
障
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
設
立
な
ど
、
政
策
見
直
し
の
必
要

性
を
訴
え
た
。

ａ9
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蕊」̄一
九
九
六
年
現
在
の
中
国
の
平
均
寿
命
は

六
九
歳
で
あ
り
、
こ
の
数
字
は
先
進
工
業
国

&

了

中
国
の
健
康
水
準
が

人
ロ
政
策
に
与
え
た
影
響

ｔ･Q２

蝋

FIpt

の
平
均
七
七
歳
よ
り
低
い
が
、
開
発
途
上
国

の
平
均
六
二
歳
よ
り
高
く
、
い
わ
ば
中
進
国

の
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
国
別
で
言
え
ば
ほ
ぼ
タ

イ
、
ト
ル
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
同
じ
水
準
で

あ
る
。
｜
方
、
同
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は

中
国
に
つ
い
て
今
ま
で
強
い

関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、
そ

の
巨
大
人
ロ
で
あ
り
、
と
り
わ

け
出
生
率
の
変
動
が
注
目
を
浴

び
て
き
た
。
人
ロ
の
自
然
増
加

は
出
生
と
死
亡
の
差
で
あ
る

が
、
死
亡
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

よ
っ
て
人
ロ
政
策
を
立
案
す
る

こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
一
般

に
出
生
の
動
向
が
政
策
立
案
の

中
心
と
な
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
中
国
の
よ
う
に
世
界
に
類

の
な
い
強
力
な
人
ロ
政
策
が
打

ち
出
さ
れ
た
背
景
に
は
早
く
か

ら
比
較
的
低
い
死
亡
水
準
に
到

達
し
た
事
実
と
関
連
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

１
１

３‘



中国の医療の現状

Ｔ
八
で
あ
り
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
北
欧
諸
国
と
同
じ
水

準
に
あ
り
、
出
生
抑
制
が
き
わ
め
て
強
力
で

あ
っ
た
こ
と
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
。

’
九
四
九
年
に
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立

し
た
以
降
、
出
生
、
死
亡
の
変
動
は
人
口
転

換
の
セ
オ
リ
ー
ど
お
り
に
推
移
し
て
き
た
と

言
え
る
が
、
死
亡
率
の
急
速
な
低
下
は
既
に

一
九
五
○
年
代
の
初
頭
に
始
ま
り
、
そ
の
後

わ
ず
か
十
年
間
で
疾
病
転
換
を
成
し
遂
げ
て

い
る
。
’
九
七
○
年
代
の
死
亡
率
は
現
在
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
人
口
千
対
六
’
七
の

レ
ベ
ル
で
あ
る
。
ち
な
み
に
一
九
九
四
年
に

お
け
る
中
国
の
粗
死
亡
率
は
六
・
五
で
あ
る

の
に
対
し
、
同
年
の
日
本
の
数
字
は
七
・
一

と
む
し
ろ
日
本
の
ほ
う
が
高
い
の
は
意
外
に

●林謙治くはやし.けんじ＞
1945年長野県生まれ。医学博士。

千葉大学医学部卒業。エール大学留学、

松戸市立病院産婦人科勤務の後、現在、

国立公衆衛生院保健統計人ロ学部部長。

主な著誓は、「十代の妊娠」自由企画出

版1987年、「調査研究の考え方進め方」
医学書院1988年、他多数。

健
康
水
準
の
国
際
比
較
で
よ
く
引
合
い
に

出
さ
れ
る
の
は
そ
の
国
の
国
民
所
得
と
の
関

係
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
一
九
五
○

－
一
九
七
○
年
代
の
中
国
の
経
済
水
準
か
ら

す
る
と
死
亡
率
の
驚
異
的
な
改
善
は
不
思
議

に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
は
こ
の
よ
う

な
経
験
を
持
つ
の
は
中
国
の
み
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
キ
ュ
ー
バ
の
場
合
現
在
で
も
な
お

ユ承雌椛噸川附酷主義的

感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
日

本
で
は
高
齢
者
人
口
割
合
が
高
い
の
で
粗
死

亡
率
が
高
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
直
接

比
較
す
る
に
は
年
齢
調
整
死
亡
率
を
用
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
中
国
は

既
に
一
九
七
○
年
代
に
こ
の
水
準
に
達
し
て

い
る
の
は
ま
こ
と
に
驚
嘆
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
推
察
で
き
る
よ
う
に
早
く

か
ら
比
較
的
低
い
死
亡
水
準
を
維
持
し
て
い

る
た
め
人
口
の
自
然
増
を
抑
え
る
に
は
政
策

的
に
緋
余
曲
折
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
だ

け
強
力
な
出
生
政
策
の
遂
行
が
必
要
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

経
済
的
に
か
な
り
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、

健
康
水
準
に
お
い
て
は
多
く
の
よ
り
豊
か
な

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
比
べ
優
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
両
国
の
共
通
項
は
言
う
ま
で
も

な
く
社
会
主
義
国
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会

主
義
国
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
よ
う
な
経
験

が
同
じ
レ
ジ
ー
ム
の
も
と
に
あ
る
す
べ
て
の

国
に
起
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

筆
者
が
中
国
、
キ
ュ
ー
バ
の
保
健
医
療
事

情
を
直
接
観
察
し
た
経
験
か
ら
言
う
と
両
国

の
際
立
っ
た
特
徴
は
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス

ヶ
ア
の
充
実
で
あ
る
。
一
九
五
○
年
代
で
は

中
国
の
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
言
え
ば
ソ
連

で
あ
る
が
、
当
時
大
勢
の
医
療
顧
問
を
迎
え

入
れ
へ
ル
ス
マ
ン
パ
ワ
ー
の
大
量
養
成
を

図
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
両
側
諸
国

と
違
っ
て
正
規
の
医
師
よ
り
も
ソ
連
流
の

フ
ェ
ル
ド
シ
ャ
ー
す
な
わ
ち
中
級
の
ヘ
ル
ス

ワ
ー
カ
ー
の
養
成
に
む
し
ろ
力
点
を
置
い
た

の
で
あ
る
。
中
国
で
は
現
在
で
も
医
師
と
医

士
を
区
別
し
て
お
り
、
今
日
な
お
多
く
の
医

士
養
成
学
校
を
残
し
て
い
る
。
も
っ
と
も

フ
ェ
ル
ド
シ
ャ
ー
は
医
士
の
み
な
ら
ず
看
護

婦
、
助
産
婦
、
薬
の
配
達
者
を
も
含
む
総
称

で
あ
る
。
当
時
の
保
健
医
療
政
策
と
し
て
次

３５



の
四
本
柱
か
ら
な
る
方
針
が
国
務
院
衛
生
部

か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
⑪
医
療

従
事
者
は
労
働
者
、
農
民
、
兵
士
等
す
べ
て

の
国
民
に
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②

治
療
医
学
よ
り
も
予
防
医
学
に
重
点
を
置
く

こ
と
。
③
中
国
の
伝
統
医
学
と
西
洋
医
学
の

結
合
を
図
る
こ
と
。
側
す
べ
て
の
医
療
活
動

は
大
衆
活
動
の
一
環
と
し
て
行
う
こ
と
。
広

い
意
味
で
は
こ
う
し
た
方
針
は
中
国
の
現
在

の
医
療
事
情
に
な
お
影
響
を
与
え
て
い
る
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ヘ
の
努
力
が
低
い
経
済
水

準
に
も
か
か
わ
ら
ず
功
を
奏
し
、
社
会
主
義

的
な
色
彩
を
帯
び
な
が
ら
も
実
に
ア
ル
マ
・

ア
ダ
宣
伝
二
九
七
八
年
）
に
先
立
ち
開
発

途
上
国
の
保
健
医
療
の
あ
り
方
を
実
践
を

も
っ
て
そ
の
成
果
を
世
界
に
示
し
た
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
文
革
期
に
い
わ
ゆ

る
「
は
だ
し
の
医
者
」
を
出
現
さ
せ
、
現
在

で
は
郷
村
医
生
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
内
陸

部
に
お
い
て
農
業
を
営
み
な
が
ら
村
の
患
者

に
基
礎
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
形

で
今
日
な
お
残
っ
て
い
る
。
こ
の
間
の
変
化

に
つ
い
て
多
く
の
興
味
あ
る
で
き
ご
と
が
観

察
さ
れ
る
が
、
紙
面
の
関
係
上
詳
し
く
述
べ

近
年
市
場
経
済
の
導
入
以
来
、
沿
海
部
と

内
陸
部
あ
る
い
は
都
市
部
と
農
村
部
の
格
差

が
健
康
水
準
の
面
で
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
先
に
触
れ
た
粗
死
亡
率
で
あ
る
が
、
’

九
九
四
年
の
全
国
値
は
六
・
五
、
市
部
で
は

六
・
○
、
県
で
は
六
・
九
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
雲
南
、
貴
州
、
チ
ベ
ッ
ト
の
内

陸
部
で
は
八
を
超
え
て
い
る
。
乳
児
死
亡
率

劃繩摘川樺細地域格差

る
余
裕
が
な
い
の
で
別
の
機
会
に
譲
り
た

い
。表１ 127貧困県の乳児死亡率と妊産婦死

亡率

乳児死亡率

(出生千対）

妊産婦死亡率

(出生10万対）
省 県数

青
江

海
西

2３ 03.74 393.73

3１ 73.05 8．５０

内モンゴル 4２ 59.23 6１．８５

甘 粛 3１ 54.20 226.82

中国衛生部(1994）

に
つ
い
て
は
統
計
の
不
備
も
あ
っ
て
正
確
な

数
字
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
近
年

地
域
集
積
性
が
見
ら
れ
全
国
値
と
し
て
は
む

し
ろ
後
退
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

指
摘
が
国
連
か
ら
も
な
さ
れ
て
い
る
。
一
九

九
五
年
の
乳
児
死
亡
率
は
出
生
千
対
四
五
・

七
三
九
九
五
年
の
日
本
は
四
・
七
）
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
数
字
は
日
本
の
一
九

五
二
年
の
水
準
に
相
当
す
る
。
表
ｌ
に
示
し

た
よ
う
に
青
海
、
江
西
、
内
モ
ン
ゴ
ル
、
甘

粛
四
つ
の
省
の
一
二
七
貧
困
県
に
お
け
る
調

査
に
よ
れ
ば
青
海
で
は
一
○
○
以
上
を
記
録

し
、
そ
の
他
の
三
省
で
は
五
五
－
七
五
と

な
っ
て
い
る
。
筆
者
の
国
際
協
力
の
経
験
か

ら
す
る
と
青
海
省
の
貧
困
県
の
数
字
は
開
発

途
上
国
の
最
貧
困
地
域
、
例
え
ば
コ
ロ
ン
ビ

ア
と
パ
ナ
マ
の
国
境
ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
に
相

当
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
い
で
妊
産
婦
死
亡
に
つ
い
て
見
る
と
、

こ
れ
も
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
が
少
な
い
が
、

全
国
調
査
と
し
て
は
わ
ず
か
一
九
九
○
年
に

中
国
が
行
っ
た
調
査
の
数
字
が
あ
る
に
過
ぎ

な
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
全
国
値
と
し
て
は
出

生
一
○
万
対
八
二
で
あ
り
、
低
い
ほ
う
か
ら

言
え
ば
天
津
の
一
一
八
を
は
じ
め
と
す
る
沿
海
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部
大
都
市
が
低
く
、
高
い
ほ
う
で
は
チ
ベ
ッ

ト
の
三
四
四
を
は
じ
め
と
す
る
内
陸
部
に
集

中
し
て
い
る
。
先
に
示
し
た
表
ｌ
に
貧
困
県

の
妊
産
婦
死
亡
率
の
数
字
が
載
っ
て
い
る

が
、
青
海
の
貧
困
地
域
で
は
四
○
○
近
く
に

達
す
る
。
子
供
が
二
五
○
人
生
ま
れ
る
た
び

に
一
人
の
母
親
が
死
ぬ
勘
定
に
な
る
。
筆
者

は
こ
れ
と
別
途
に
女
性
の
死
亡
率
曲
線
か
ら

妊
産
婦
死
亡
の
推
計
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
全

国
レ
ベ
ル
で
は
中
国
の
調
査
値
よ
り
五
割
増

の
一
二
○
を
は
じ
き
出
し
た
。
各
省
別
に
も

推
計
し
た
が
中
国
側
の
調
査
値
と
ず
れ
が
大

き
い
省
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の

省
は
計
画
外
出
産
率
に
お
い
て
も
異
常
に
高

い
地
域
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
安
徽
省
の
あ
る

調
査
に
よ
れ
ば
計
画
外
出
産
し
た
妊
婦
は
、

産
前
の
検
診
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
な
た

め
死
亡
率
が
高
い
と
し
て
い
る
。
も
う
一
つ

考
え
ら
れ
る
の
は
、
計
画
外
出
産
は
人
に
知

ら
れ
る
こ
と
が
は
ば
か
れ
る
た
め
に
自
宅
分

娩
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
万
一
自

宅
で
死
亡
し
た
場
合
、
出
産
と
無
関
係
な
死

因
と
し
て
届
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

都
市
部
の
健
康
水
準
は
粗
死
亡
率
を
指
標

に
す
る
限
り
北
京
を
除
い
て
必
ず
し
も
低
い

と
は
言
え
な
い
。
例
え
ば
上
海
の
一
九
九
四

年
の
粗
死
亡
率
は
七
で
あ
り
、
寧
夏
省
の
六

よ
り
か
え
っ
て
高
い
。
し
か
し
上
海
市
の
死

因
に
つ
い
て
見
る
と
脳
血
管
疾
患
、
ガ
ン
、

呼
吸
器
疾
患
、
心
臓
病
の
順
に
多
く
、
四
つ

の
死
因
だ
け
で
全
死
因
の
七
六
％
を
占
め
て

い
る
。
つ
ま
り
、
上
海
は
日
本
と
同
じ
よ
う

に
既
に
高
齢
社
会
に
見
ら
れ
る
成
人
病
の
死

因
が
大
半
で
あ
り
、
高
齢
者
割
合
が
高
い
た

め
死
亡
率
が
上
昇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
内

陸
部
に
お
い
て
も
成
人
病
に
よ
る
死
亡
が
大

半
を
占
め
て
い
る
が
、
沿
海
部
に
比
べ
肺
炎

等
の
呼
吸
器
疾
患
や
外
傷
・
中
毒
に
よ
る
死

亡
が
目
立
つ
。
広
い
中
国
で
は
同
じ
都
市
部

で
も
死
因
パ
タ
ー
ン
が
か
な
り
異
な
る
。
北

京
と
上
海
を
例
に
と
れ
ば
、
北
京
で
は
心
疾

患
、
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死
亡
率
が
高
く

（
一
九
八
七
’
九
三
年
）
特
に
心
疾
患
に
よ

る
死
亡
は
上
海
の
二
倍
で
あ
る
。
反
対
に
上

海
で
は
悪
性
新
生
物
の
死
亡
率
が
高
く
、
北

京
の
一
・
三
倍
で
あ
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い

て
は
研
究
が
十
分
に
進
ん
で
お
ら
ず
、
推
測

の
域
を
脱
し
て
い
な
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
中
国
の
健
康
水
準
の

改
善
は
近
年
停
滞
し
て
お
り
、
乳
児
死
亡
率

の
よ
う
に
指
標
に
よ
っ
て
は
沿
海
部
と
内
陸

部
、
ま
た
は
内
陸
部
で
も
都
市
部
と
農
村
部

で
は
格
差
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う

し
た
地
域
格
差
の
問
題
を
医
療
経
済
の
視
点

か
ら
眺
め
て
み
た
い
。
市
場
経
済
導
入
以

来
、
中
国
の
経
済
成
長
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
る
が
、
医
療
費
の
伸
び
も
こ
れ
に
伴
い

増
加
し
て
き
て
い
る
。
一
九
九
三
年
の
国
民

所
得
は
イ
ン
フ
レ
率
で
調
整
し
て
も
一
九
七

八
年
の
四
倍
で
あ
り
、
一
方
総
医
療
費
の
伸

び
は
五
倍
程
度
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
国
民

所
得
に
占
め
る
国
民
医
療
費
の
割
合
は
よ
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
が
、

’
九
九
三
年
で
は
三
・
八
％
で
あ
り
、
わ
が

国
の
七
％
弱
よ
り
は
る
か
に
低
い
水
準
に
抑

制
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
試
算
に
よ
れ
ば
、

総
医
療
費
の
伸
び
に
対
す
る
人
口
増
加
の
寄

与
率
は
こ
の
間
五
・
七
％
に
過
ぎ
ず
、
大
半

は
一
人
当
た
り
の
医
療
費
の
伸
び
に
よ
る
。

そ
れ
な
ら
ば
健
康
水
準
の
向
上
が
期
待
で
き

△歴鰄繩郡川師齪た
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表２国民医療費(単位：百万元、1993年ベース）

資金源1978(％）1986(％）1993(％）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

４
６
２
２
６
叩
部
る
は
ず
だ
が
、
医
療
資
源

１
３
４

Ⅸ
肌
飢
孤
飢
０
生

、
汕
汕
型
叩
“
“
の
投
入
が
不
均
衡
な
た
め

１
４
５

唖
中
地
域
差
が
広
が
る
ば
か
り

』
１
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

く
く
く
く
く
１

３
３
２

２
３
６
５
４
０

０
で
あ
る
。
一
」
の
一
」
と
は

８
４
５
８
６
く

追
っ
て
解
説
し
て
い
き
た

２
２
１
９
９
２

７
８
４
２
１
‐

８
７
８
１
５
１

，
，
，
，
，
６

４５
い
。

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

く
く
く
く
く
１

２
３
２
２
０

８
０
０
０
２
０

国
民
医
療
費
の
内
訳
を

２
９
８
９
８
く

羽
閖
沁
扣
姐
朋
表
２
に
示
し
た
。
表
か
ら

７
７
５
５
，

，
‐
，
，
７

わ
か
る
よ
う
に
一
九
七
八

２ ５

業
年
か
ら
一
九
九
三
年
に
か

企
療

営
医

け
て
自
菅
（
医
療
が
著
し
く

算
国
険
療
作

予
、
保
医
合
他
計
伸
び
、
’
九
九
三
年
で
は

府
府
康
費
村
の

政
政
健
自
農
そ
合
医
療
響
（
の
四
二
％
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
府
・
国
営
企
業
の
健

康
保
険
は
、
こ
の
間
三
○
％
台
を
維
持
し
て

あ
ま
り
変
化
が
な
い
。
政
府
予
算
の
総
医
療

費
に
占
め
る
割
合
は
、
一
九
七
八
年
の
半
分

と
な
り
、
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
。
農
村

合
作
医
療
は
一
○
分
の
一
に
な
っ
た
。
自
費

医
療
の
増
大
は
、
所
得
の
あ
る
者
が
近
代
医

療
の
進
歩
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
政
府
系
健
康

保
険
支
出
水
準
の
平
行
推
移
は
、
公
務
員
や

国
営
企
業
従
業
者
が
計
画
的
に
保
護
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
政
府
予
算
と
農
村

合
作
医
療
の
落
ち
込
み
は
農
民
が
医
療
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
き
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

最
近
注
目
を
浴
び
て
い
る
国
営
企
業
の
問

題
か
ら
始
め
た
い
。
周
知
の
よ
う
に
国
営
企

業
の
構
造
調
整
は
、
今
や
中
国
の
市
場
経
済

が
成
功
す
る
か
ど
う
か
の
鍵
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
国
営
企
業
の
社
会
保
険
は
公
務
員
の

場
合
と
同
様
生
育
保
険
、
医
療
保
険
、
養
老

保
険
、
労
災
保
険
、
失
業
保
険
の
五
本
で
組

み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
中
国
で
は
社
会
保
障

が
最
も
行
き
届
い
て
い
る
集
団
で
あ
る
。
わ

が
国
で
は
退
職
後
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
中
国
国
営
企
業

の
医
療
保
険
は
退
職
後
も
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
医
療
を
含
む
す
べ
て
の
社

会
保
険
は
、
同
一
企
業
内
で
自
己
完
結
す
る

た
め
、
財
政
負
担
合
％
％
％
％
％
％

が
大
き
く
経
営
赤
醐
２
２
５
４
８
９ ４
２

字
を
抱
え
込
む
原
弘

因
の
一
つ
に
な
っ
加

療
者
医
入

て
い
る
と
指
摘
さ
雛
艫
鋒
鋒
蜂
誹
鈍

れ
て
い
る
・
最
繊
疏
鼈
麺
鑪
謝
辨

近
、
地
域
全
体
で
３
桴

支
え
る
リ
ス
ク
表
朏

プ
ー
リ
ン
グ
型
の
保
険
制
度
の
改
革
が
議
論

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
国
営
企
業
系
病
院
で

の
非
効
率
性
も
目
立
っ
て
お
り
、
他
の
政
府

系
病
院
と
比
べ
て
も
患
者
の
平
均
在
院
日
数

が
長
い
割
に
病
床
占
有
率
が
低
く
、
有
効
利

用
が
図
ら
れ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
限
ら
れ
た
一
部
の
長
期
入
院
患
者
が

存
在
す
る
一
方
、
空
床
が
目
立
つ
の
で
あ

る
。
企
業
に
よ
っ
て
は
最
近
一
般
の
国
民
に

も
開
放
し
て
増
収
を
図
っ
て
い
る
施
設
も
あ

る
が
、
大
半
は
旧
態
依
然
の
経
営
形
態
を

と
っ
て
い
る
施
設
が
多
い
。

農
村
合
作
医
療
の
衰
退
は
目
を
覆
う
ば
か

り
で
あ
る
。
農
村
合
作
医
療
と
は
市
場
経
済

導
入
以
前
、
人
民
公
社
に
よ
る
一
種
の
医
療

互
助
組
合
的
組
織
で
あ
り
、
一
部
政
府
に
よ

る
補
助
が
あ
っ
た
。
表
３
に
見
る
よ
う
に
、

％
％
％
％
％
訂
一
九
八
一
年
の
健

２
胆
７
叫
帽
謝
康
保
険
加
入
人
口

轤
稽
世
に
占
め
る
農
村
合

療
加
加

作
医
療
の
割
く
ロ
は

医
非
非

員
業
作
険
険

四
八
％
で
あ
っ
た

職
企
合
保
保

府
営
村
村
市

政
国
震
農
都

が
、
’
九
九
三
年

年
で
は
わ
ず
か
七
％

９９ ３

を
残
し
て
い
る
に
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中国の医療の現状

過
ぎ
な
い
。
代
替
的
組
織
が
形
成
さ
れ
な
い

ま
ま
農
村
に
お
け
る
保
険
非
加
入
者
は
一
九

九
三
年
の
時
点
で
全
人
口
の
六
四
％
ま
で
に

膨
ら
ん
で
し
ま
っ
た
。
政
府
医
療
支
出
の
う

ち
四
六
％
は
公
務
員
保
険
に
充
当
さ
れ
て
い

る
。
残
り
の
さ
ら
に
五
四
％
が
経
常
支
出
で

あ
り
、
そ
の
他
は
家
族
計
画
、
資
本
投
資

（
病
院
建
設
、
高
額
医
療
機
器
の
購
入
）
、

伝
統
医
薬
、
高
等
教
育
（
医
科
大
学
は
衛
生

部
と
教
育
部
の
共
管
）
等
を
賄
っ
て
い
る
。

経
常
支
出
の
三
八
％
は
国
が
管
理
す
る
病
院

の
運
営
費
で
あ
り
、
’
七
％
が
保
健
所
（
母

子
保
健
所
等
）
へ
の
補
助
金
で
あ
る
。
残
り

は
様
々
な
基
金
へ
の
拠
出
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
省
レ
ベ
ル
以
下
の
医
療
施
設
の
運

営
は
、
基
本
的
に
は
地
方
政
府
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
地
方
に
お
け
る
医
療

施
設
の
財
源
の
五
六
％
は
医
薬
品
に
よ
る
収

入
で
あ
り
、
政
府
補
助
金
は
一
○
％
程
度
で

あ
る
。

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
国
家
公
務

員
、
国
営
企
業
従
業
者
は
か
な
り
恵
ま
れ
た

医
療
環
境
に
あ
る
が
、
人
口
の
大
半
を
占
め

る
地
方
の
農
民
は
、
乏
し
い
収
入
の
中
か
ら

ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
貧
弱
な
医
療
サ
ー
ビ
ス

歴
史
的
に
見
る
と
、
建
国
か
ら
七
○
年
代

ま
で
社
会
主
義
的
色
彩
を
強
く
帯
び
た
プ
ラ

イ
マ
リ
ヶ
ア
の
重
視
に
よ
っ
て
保
健
医
療
の

コ
ス
ト
パ
ー
フ
ォ
マ
ン
ス
は
す
ば
ら
し
く
、

国
際
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
市
場

経
済
導
入
後
、
一
先
に
豊
か
に
な
れ
る
所
か

ユ
｜
結
語

を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た

状
況
に
つ
い
て
当
然
中
央
政
府
は
認
識
し
て

い
る
も
の
の
、
地
方
交
付
金
に
よ
っ
て
所
得

の
再
分
配
を
図
る
ほ
ど
税
制
が
弾
力
的
に

な
っ
て
い
な
い
。
中
国
は
現
在
「
分
税
制
」

を
と
っ
て
お
り
、
各
省
市
か
ら
一
旦
中
央
政

府
に
納
入
さ
れ
た
税
金
は
地
方
の
強
い
主
張

に
よ
り
納
入
の
割
合
に
応
じ
て
還
付
さ
れ
、

再
分
配
機
能
が
働
き
に
く
い
財
政
体
質
と

な
っ
て
い
る
。
あ
る
意
味
で
は
地
方
分
権
が

進
ん
で
い
る
と
も
言
え
る
が
、
そ
の
た
め
に

格
差
が
縮
小
し
に
く
い
状
況
に
陥
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
地
方
に
お
い
て
も
徴
税
技
術

が
成
熟
し
て
お
ら
ず
、
税
収
が
上
が
ら
な
い

こ
と
が
分
税
制
に
こ
だ
わ
る
大
き
な
理
由
と

な
っ
て
い
る
。

ら
豊
か
に
な
れ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に

経
済
成
長
を
最
優
先
課
題
と
し
、
目
覚
ま
し

い
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
そ
の
間
、
地
方
分

権
を
図
り
、
沿
海
部
と
り
わ
け
都
市
部
で
は

経
済
政
策
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
享
受
し
て
き

た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
と
引
き
替
え
に
近

年
、
負
の
側
面
も
顕
在
化
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
国
営
企
業
改
革
と
共
に
医
療
保
険
が
破

綻
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
新
た
な
制
度
が

模
索
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
部
と
農
村

部
と
の
経
済
格
差
が
広
が
る
と
と
も
に
農
村

合
作
医
療
に
代
わ
る
べ
く
制
度
が
打
ち
立
て

ら
れ
な
い
ま
ま
健
康
水
準
は
地
域
に
よ
っ
て
は

停
滞
も
し
く
は
逆
戻
り
現
象
さ
え
見
ら
れ
る
。

マ
ク
ロ
経
済
で
は
、
現
在
、
構
造
調
整
局

面
に
あ
り
、
保
健
医
療
体
制
に
そ
れ
に
伴
う

形
で
当
面
推
移
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
医

療
経
済
面
の
打
開
策
と
し
て
財
政
硬
直
を
緩

和
す
る
提
案
を
世
界
銀
行
が
し
て
お
り
、
具

体
的
に
は
間
接
税
で
あ
る
タ
バ
コ
税
等
の
増

税
で
歳
入
増
を
図
る
こ
と
が
中
国
の
実
情
に

合
う
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
こ
れ
と

合
わ
せ
て
、
今
後
健
康
保
険
制
度
の
技
術
面

の
交
流
も
国
際
協
力
の
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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【
ワ
シ
ン
ト
ン
別
日
瀬
川
至
朗
】
エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
の
共
同
発

見
者
と
し
て
知
ら
れ
る
米
ヒ
ト
ウ
イ
ル

者
破

Ⅲ
染
峡
感
好

皿
増
殖
阻
止
た
ん
ぱ
く

妊
婦
の
尿
に

に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

ス
学
研
究
所
の
ロ
バ
ー
ト
・
ギ
ャ
ロ
博

士
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
、
妊
娠
早
期
の
女

性
の
尿
中
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
増
殖
を
阻
止

す
る
新
し
い
た
ん
ぱ
く
質
が
あ
る
こ
と

を
突
き
止
め
た
。
成
果
は
米
医
学
誌

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
メ
デ
ィ
シ
ン
」
最
新
号

に
発
表
さ
れ
た
。

ギ
ャ
ロ
博
士
ら
は
１
９
９
５
年
、
オ

ス
と
一
緒
の
カ
ゴ
に
誤
っ
て
入
れ
た
た

め
妊
娠
し
た
メ
ス
の
マ
ウ
ス
が
、
エ
イ

ズ
患
者
に
発
症
し
や
す
い
カ
ポ
ジ
肉
腫

に
な
り
に
く
い
こ
と
を
発
見
。
妊
娠
早

期
の
マ
ウ
ス
の
体
内
に
重
要
な
手
が
か

り
物
質
が
あ
る
と
み
て
研
究
を
始
め

た
。そ
の
結
果
、
妊
娠
早
期
の
ヒ
ト
の
女

性
の
尿
中
に
出
現
す
る
未
知
の
た
ん
ぱ

く
質
が
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
細
胞
の
中
で
Ｈ

Ｉ
Ｖ
増
殖
を
防
ぐ
作
用
を
も
つ
こ
と
を

試
験
管
内
の
試
験
で
確
認
し
た
。
｜
方

で
、
患
者
の
免
疫
細
胞
を
増
や
す
働
き

や
、
骨
髄
細
胞
に
新
し
い
免
疫
細
胞
を

つ
く
ら
せ
る
作
用
が
あ
る
こ
と
も
分

か
っ
た
。

こ
の
新
た
ん
ぱ
く
質
は
ヒ
ト
絨
毛
性

ゴ
ナ
ド
ト
ロ
ピ
ン
関
連
因
子
（
Ｈ
Ａ

Ｆ
）
と
命
名
さ
れ
、
今
後
、
分
離
同
定

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
ギ
ャ
ロ
博
士

は
「
従
来
の
エ
イ
ズ
治
療
薬
と
異
な

り
、
Ｈ
Ａ
Ｆ
は
ヒ
ト
の
体
内
で
生
産
さ

れ
る
自
然
物
質
で
、
普
通
の
濃
度
で
は

無
害
だ
」
と
指
摘
。
抗
が
ん
作
用
も
あ

・
Ｈ
ｌ
ｖ
感
染
者
４
千
人
突
破
…
側

・
Ｈ
－
ｖ
増
殖
阻
止
た
ん
ぱ
く
…
加

・
異
常
気
象
で
食
糧
不
足
予
測
…
帆

・
輸
入
米
問
題
で
米
に
反
論
…
…
則

・
失
業
者
増
、
賃
金
据
え
置
き
…
伽

・
母
乳
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
６
倍
…
鞄

・
４
つ
子
５
つ
子
出
産
急
減
…
…
岨

・
食
糧
難
最
悪
の
恐
れ
…
…
…
…
妃

・
Ｅ
ｕ
と
米
、
農
業
で
摩
擦
…
…
“

・
欧
州
統
合
へ
の
最
難
題
…
…
…
“

・
通
貨
危
機
で
優
遇
策
見
直
し
…
妬

・
幻
世
紀
の
中
国
の
人
ロ
…
…
…
帽

・
若
年
層
で
エ
イ
ズ
感
染
急
増
…
鮨

・
中
国
の
水
不
足
で
穀
物
高
騰
…
化

●
コ
メ
援
助
機
関
公
益
法
人
に
…
灯

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
米
帥
方
ｔ
…
灯

・
少
子
化
対
策
に
千
二
百
億
円
…
灯

●
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
の
恐
れ
…
鯛

・
減
税
財
源
を
少
子
化
対
策
に
…
網

・
子
供
、
最
低
の
九
一
八
万
人
…
卯

・
二
○
’
一
五
年
に
平
均
寿
命
ね
…
印

・
米
４
千
ト
ン
給
食
用
に
無
料
で
…
団

・
麦
作
も
所
得
補
償
制
度
に
…
…
団

。
進
む
独
身
・
晩
婚
Ⅱ
少
子
化
…
皿

・
８
割
が
少
子
化
心
配
…
…
…
…
訂

叙じ
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こゅ－すふぉ－らむ

【
ジ
ャ
カ
ル
タ
２
日
Ⅱ
吉
村
文
成
】

国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
ジ
ャ
カ

ル
タ
事
務
所
は
一
日
、
来
年
初
め
ご
ろ

ま
で
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
約
百
五
十
万

家
族
（
約
七
百
五
十
万
人
）
が
食
糧
不

足
に
直
面
す
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
明
ら

か
に
し
た
。
エ
ル
ー
ー
ー
ニ
ョ
現
象
に
よ

る
異
常
気
象
と
経
済
危
機
に
伴
う
農
村

社
会
の
一
貧
困
化
」
が
原
因
だ
。

報
告
に
よ
る
と
、
今
年
の
コ
メ
生
産

量
は
著
し
く
低
下
し
そ
う
だ
。
す
で
に

約
八
百
万
家
族
が
一
日
二
食
以
下
し
か

食
べ
ら
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

昨
年
の
よ
う
な
干
ば
つ
が
続
け
ば
、
こ

の
う
ち
約
百
五
十
万
家
族
が
深
刻
な
食

糧
不
足
に
直
面
す
る
、
と
し
て
い
る
。

不
作
の
原
因
と
し
て
は
、
昨
年
か
ら

り
、
将
来
、
エ
イ
ズ
や
ガ
ン
の
有
力
な

治
療
薬
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
｜
）

圖圖
インドネシアも

エルニーニョ

750万人が

食糧不足に

【
ジ
ャ
カ
ル
タ
６
日
Ⅱ
鈴
木
亜
紀

子
】
経
済
危
機
が
深
刻
化
す
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
、
労
働
者
の
受
難
が
続
い
て

い
る
。
不
法
就
労
を
し
て
い
た
近
隣
国

米
通
商
代
表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
が

一
一
九
九
八
年
貿
易
障
壁
報
告
書
」
の

な
か
で
、
輸
入
米
が
備
蓄
に
回
さ
れ
、

の
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
に
よ
っ
て
今
年

の
雨
期
が
遅
れ
た
上
に
、
各
地
で
降
雨

が
不
規
則
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
農

家
が
物
価
の
高
騰
で
肥
料
が
十
分
に
使

え
な
い
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
三
）

歴邇 図

失
業
者
増
、
賃
金
据
え
置
き

輸入米問題で

米に反論イ
ン
ド
ネ
シ
ア
労
働
者
、
受
難

か
ら
の
帰
国
組
な
ど
も
加
わ
っ
て
失
業

者
が
増
え
る
一
方
で
、
四
月
か
ら
の
最

低
賃
金
も
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
月
十
七
万

二
千
五
百
ル
ピ
ア
（
約
三
千
円
）
の
ま

消
費
者
の
手
に
届
く
の
を
妨
げ
て
い
る

と
指
摘
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
高
橋
政

行
・
農
水
事
務
次
官
は
二
日
の
記
者
会

見
で
、
「
消
費
者
に
買
っ
て
も
ら
え
な

い
結
果
と
し
て
在
庫
が
た
ま
っ
て
い
る

の
が
実
情
だ
。
備
蓄
に
回
す
た
め
に
販

売
を
妨
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と

反
論
し
た
。

農
水
省
は
、
輸
入
米
な
ど
の
在
庫
を

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
食
糧
支
援
に
回
す

こ
と
を
検
討
中
で
、
「
国
内
で
消
費
を

せ
ず
援
助
に
振
り
向
け
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
米
国
の
反
発
も
予
想
さ
れ
る

が
、
高
橋
次
官
は
「
こ
れ
ま
で
の
食
糧

支
援
も
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の

規
約
に
沿
っ
て
い
る
。
問
題
は
な
い
」

と
述
べ
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
三
）

・
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
日
本
財
団
等
表
彰
…
団

●
森
叩
杯
破
壊
が
誘
因
で
水
不
足
…
訂

・
タ
イ
、
コ
メ
輸
出
を
停
止
…
…
銅

・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
南
北
に
溝
…
…
…
…
記

●
Ｗ
Ｔ
Ｏ
新
貿
易
交
渉
へ
道
筋
…
閃

・
高
齢
世
帯
数
が
子
供
上
回
る
…
閑

・
中
国
、
穀
物
自
給
に
展
望
…
…
帥

・
女
性
の
働
き
易
さ
Ⅱ
高
出
産
…
舵

・
食
料
輸
入
途
絶
え
た
ら
…
…
…
開

・
途
上
国
穀
物
３
億
少
不
足
も
…
閑

・
先
住
民
に
学
ぶ
森
林
保
全
…
…
“

・
人
ロ
動
態
で
離
婚
最
高
躯
万
…
閲

・
出
生
減
で
現
役
世
代
負
担
増
…
節

・
出
生
率
、
最
低
の
一
・
三
九
…
町

・
社
会
の
ゆ
み
が
少
子
化
へ
…
…
師

・
年
金
審
が
少
子
化
に
警
鐘
…
…
鯛

・
食
料
安
保
で
自
給
率
目
標
化
…
閑

・
子
育
て
が
楽
し
い
社
会
に
…
…
わ

・
人
類
百
億
人
時
代
に
備
え
て
…
別

・
食
料
自
給
率
目
標
化
し
な
い
…
ね

・
少
子
化
７
つ
目
の
改
革
に
…
…
ね

●
Ｏ
Ｄ
Ａ
円
安
で
○
・
九
％
減
…
ね

・
一
人
っ
子
政
策
避
難
密
入
国
…
刊

●
環
境
貧
困
へ
重
点
的
に
援
助
…
科

・
ダ
イ
オ
母
乳
中
の
濃
度
調
査
…
布

・
北
鮮
・
食
料
鋒
鰹
畜
２
カ
月
分
…
布

・
’
千
万
人
が
食
料
不
足
…
…
…
布

・
少
子
化
対
策
会
議
、
来
月
に
…
布

・
ア
ジ
ア
向
け
コ
メ
支
援
体
制
…
布

`】



ま
据
え
置
か
れ
、
職
を
持
つ
労
働
者
も

物
価
上
昇
は
倹
約
で
し
の
ぐ
ほ
か
は
な

さ
そ
う
だ
。

最
低
賃
金
は
、
労
働
者
の
生
活
を
守

る
た
め
に
政
府
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、

雇
用
主
は
そ
の
額
以
上
の
給
料
を
労
働

者
に
支
払
う
こ
と
を
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。
金
額
は
地
域
に
よ
っ
て

異
な
り
、
最
高
は
バ
タ
ム
島
の
二
十
三

万
五
千
ル
ピ
ア
、
最
低
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ

カ
ル
タ
の
十
万
六
千
五
百
ル
ピ
ア
。

最
低
賃
金
の
改
定
は
毎
年
四
月
に
行

わ
れ
、
例
年
は
物
価
の
上
昇
に
応
じ
て

引
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
昨
年
は
前
年

比
で
一
○
％
上
昇
し
た
。
し
か
し
、
今

回
は
先
月
末
に
労
働
組
合
の
代
表
者
ら

と
会
合
し
た
サ
ン
ブ
ア
ガ
労
働
相
が
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
断
念
を
発
表
。
会

合
に
参
加
し
た
労
働
組
合
幹
部
も

「
月
々
の
最
低
賃
金
よ
り
も
ビ
ジ
ネ
ス

自
体
が
生
き
残
る
方
が
重
要
」
と
し
、

労
働
者
側
に
忍
耐
を
求
め
る
意
向
だ
。

労
働
者
の
多
く
は
、
定
め
ら
れ
た
最

低
賃
金
以
上
の
収
入
を
得
て
い
る
。
し

か
し
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
東
部
の
公
営
バ
ス

の
運
転
手
ら
が
「
給
料
が
最
低
賃
金
に

も
満
た
な
い
」
と
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を

行
う
な
ど
、
零
細
な
地
元
企
業
や
政
府

系
機
関
で
は
最
低
賃
金
が
重
要
な
目

廃
棄
物
処
理
施
設
か
ら
の
距
離
と
、

母
乳
中
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

濃
度
と
の
関
係
を
全
国
規
模
で
調
査
し

て
い
る
厚
生
省
は
７
日
、
中
間
結
果
を

公
表
し
た
。
検
査
対
象
者
の
母
乳
す
べ

て
か
ら
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
検
出
さ

れ
、
濃
度
の
平
均
値
は
厚
生
省
が
定
め

て
い
る
１
日
の
摂
取
許
容
量
を
約
６
倍

も
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
同
省
は

「
乳
児
へ
の
健
康
被
害
に
つ
い
て
現
段

階
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
処
理
場

か
ら
の
距
離
の
問
題
は
、
施
設
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
排
出
量
の
デ
ー
タ
も
な
く
、

現
時
点
で
は
統
計
的
な
相
関
関
係
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

調
査
は
１
９
９
７
、
朗
年
の
２
年

間
、
東
京
都
、
大
阪
府
、
埼
玉
県
、
石

川
県
の
４
都
府
県
で
実
施
。

第
１
子
出
産
直
後
の
女
性
、
そ
れ
ぞ

安
・
最
低
賃
金
の
上
昇
率
は
一
般
企
業

の
賃
上
げ
率
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。

ル
ピ
ア
の
大
幅
下
落
に
よ
り
、
食
料

な
ど
の
生
活
必
需
品
ま
で
大
幅
に
値
上

図

母
乳
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

４
都
府
県
で
許
容
量
の
６
倍

生
殖
医
療
技
術
の
普
及
と
と
も
に
増

え
続
け
て
き
た
四
つ
子
や
五
つ
子
の
出

産
が
一
九
九
六
年
に
大
き
く
減
っ
た
と

れ
各
加
人
を
対
象
に
、
出
産
後
５
日

目
、
卯
日
目
、
１
５
０
日
目
、
３
０
０

日
目
の
母
乳
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度

を
測
定
し
た
。
廃
棄
物
処
理
施
設
と
の

相
関
関
係
を
含
む
体
系
的
な
全
国
調
査

は
初
め
て
。
今
回
は
デ
ー
タ
の
集
ま
っ

た
５
日
目
（
デ
ー
タ
数
船
人
）
、
加
日

目
（
同
姐
人
）
の
濃
度
を
公
表
し
た
。

５
日
目
の
母
乳
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
濃
度
は
脂
肪
１
笹
当
た
り
平
均
で

が
り
し
て
い
る
中
、
労
働
者
は
一
層
苦

し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
そ
う
だ
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
六
）

囮

４
つ
子
５
つ
子
出
産
急
減

減
数
手
術
拡
大
が
影
響
か

Ⅳ
・
４
ピ
コ
醤
（
１
ピ
コ
甥
は
１
兆
分

の
１
勢
）
、
出
産
後
釦
曰
目
の
母
乳
は

平
均
旧
・
２
ピ
コ
磐
だ
っ
た
。
厚
生
省

は
１
日
の
許
容
量
は
体
重
１
キ
ロ
当
た
り

⑱
ピ
コ
吃
ラ
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
換
算

す
る
と
５
日
目
の
母
乳
で
は
約
帥
ピ
コ

響
、
加
日
目
で
約
ｎ
ピ
コ
甥
と
大
き
く

上
回
る
。

廃
棄
物
処
理
施
設
と
の
距
離
で
は
、

埼
玉
、
石
川
、
大
阪
で
５
日
目
、
弧
日

目
の
母
乳
と
も
平
均
値
で
は
廃
棄
物
処

理
施
設
に
距
離
が
近
い
ほ
ど
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
濃
度
が
高
か
っ
た
。
特
に
処

理
施
設
か
ら
１
．
９
キ
ロ
の
埼
玉
県
所
沢

市
で
は
出
産
５
日
目
の
母
乳
で
脂
肪
１

管
当
た
り
平
均
加
・
９
ピ
コ
樛
だ
が
、

処
理
施
設
か
ら
４
キ
ロ
離
れ
た
秩
父
市
周

辺
で
は
平
均
肥
・
５
ピ
コ
僧
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
八
）

い
う
調
査
結
果
を
、
厚
生
省
の
研
究
班

が
ま
と
め
た
。
四
つ
子
は
四
分
の
一
近

く
に
な
っ
た
。
こ
の
技
術
は
、
不
妊
の

‘２
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夫
婦
に
子
供
を
授
け
る
一
方
で
、
母

体
、
胎
児
と
も
に
悪
影
響
が
心
配
さ
れ

る
多
胎
妊
娠
を
招
き
、
何
人
か
の
胎
児

を
母
体
内
で
死
亡
さ
せ
る
減
数
手
術
に

つ
な
が
っ
た
。
日
本
産
婦
人
科
学
会

は
、
多
胎
妊
娠
を
防
ぐ
た
め
、
体
外
受

精
で
母
体
に
戻
す
受
精
卵
は
一
一
一
個
ま
で

に
す
べ
き
だ
、
と
の
見
解
を
出
し
て
い

る
。
調
査
結
果
に
は
、
こ
の
見
解
や
、

減
数
手
術
の
広
が
り
が
影
響
し
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。

「
不
妊
治
療
の
在
り
方
に
関
す
る
研

究
班
」
が
、
厚
生
省
の
人
口
動
態
統
計

の
多
胎
出
産
の
デ
ー
タ
な
ど
を
調
べ
た
。

九
六
年
は
、
双
子
が
一
万
千
九
十
四

組
、
三
つ
子
三
百
二
十
一
組
、
四
つ
子

八
組
、
五
つ
子
一
組
の
出
産
が
あ
っ

た
。
前
年
と
比
べ
る
と
、
双
子
は
五
百

六
十
五
組
増
え
た
が
、
三
つ
子
は
十
六

組
の
減
。
四
つ
子
は
二
十
二
組
も
減

り
、
五
つ
子
も
二
組
少
な
く
な
っ
た
。

か
っ
て
四
つ
子
は
と
て
も
珍
し
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
十
組
に
一
組
の
夫
婦

が
不
妊
に
悩
む
と
い
わ
れ
る
中
、
排
卵

誘
発
剤
の
使
用
増
加
と
体
外
受
精
の
普

及
で
、
多
胎
出
産
は
さ
ほ
ど
珍
し
く
な

く
な
っ
た
。
｜
回
の
排
卵
で
、
卵
子
は

一
個
が
普
通
だ
が
、
排
卵
誘
発
剤
を
む

や
み
に
使
う
と
た
く
さ
ん
の
卵
子
が
排

卵
さ
れ
る
。
体
外
受
精
で
は
、
妊
娠
率

を
上
げ
よ
う
と
、
受
精
卵
を
五
個
も
六

個
も
母
体
に
戻
す
の
は
ざ
ら
だ
っ
た
。

十
個
前
後
と
い
う
例
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
が
多
胎
妊
娠
を
招
い

た
。
こ
こ
二
十
年
を
み
る
と
、
四
つ
子

は
八
五
年
に
十
組
を
超
え
、
九
四
年
に

は
三
十
五
組
に
増
え
た
。
五
つ
子
は
九

三
年
に
は
六
組
。
六
つ
子
が
出
産
さ
れ

た
年
も
あ
る
。

一
方
、
母
体
に
と
っ
て
、
多
胎
妊
娠

は
妊
娠
中
毒
症
な
ど
の
危
険
が
あ
る
。

早
産
や
流
産
の
恐
れ
や
、
生
ま
れ
て
も

未
熟
児
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
た

め
、
母
体
内
で
胎
児
の
何
人
か
を
死
亡

さ
せ
る
減
数
手
術
が
、
水
面
下
で
「
緊

急
避
難
的
」
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。

研
究
班
は
、
九
四
年
か
ら
九
六
年
の

三
年
間
の
減
数
手
術
に
つ
い
て
全
国
約

三
百
の
医
療
機
関
に
ア
ン
ケ
ー
ト
。
四

つ
子
以
上
の
妊
娠
で
こ
の
手
術
が
実
施

さ
れ
た
の
は
、
九
四
年
が
三
十
例
中
十

三
例
（
四
三
％
）
、
九
五
年
は
一
一
一
十
例

中
十
一
例
（
三
七
％
）
な
の
に
対
し
、

九
六
年
は
二
十
七
例
中
二
十
例
（
七
四

％
）
と
高
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
手
術
は
倫
理
面
な
ど

様
々
な
問
題
を
は
ら
む
。
産
婦
人
科
学

会
は
、
多
胎
妊
娠
を
防
ぐ
た
め
、
九
六

【
ロ
ー
マ
９
日
時
事
Ⅱ
Ａ
Ｆ
Ｐ
】

ロ
ー
マ
に
本
部
を
置
く
国
連
食
糧
農
業

機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
と
世
界
食
糧
計
画

（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
は
九
日
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

現
象
の
影
響
で
干
ば
つ
被
害
を
受
け
て

い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
今
年
、
史
上
最

大
規
模
の
食
糧
難
に
陥
る
か
も
し
れ
な

年
二
月
、
体
外
受
精
で
母
体
に
戻
す
受

精
卵
を
三
個
ま
で
と
す
べ
き
だ
と
の
見

解
を
発
表
、
併
せ
て
排
卵
誘
発
剤
も
可

能
な
限
り
の
減
量
を
会
員
に
求
め
た
。

研
究
班
長
の
矢
内
原
巧
・
昭
和
大
学

医
学
部
教
授
は
「
学
会
の
見
解
の
影
響

が
は
っ
き
り
す
る
の
は
九
七
年
以
降
。

き
ち
ん
と
守
ら
れ
て
い
れ
ば
、
体
外
受

精
を
含
め
た
生
殖
医
療
で
四
つ
子
以
上

の
妊
娠
は
非
常
に
ま
れ
に
な
り
、
公
に

認
め
ら
れ
て
い
な
い
減
数
手
術
も
確
実

に
減
る
」
と
話
し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
八
）

函

最悪の恐れ

インドネシア

米350万ﾄﾝ不足

い
と
発
表
し
た
。

コ
メ
の
不
足
量
は
三
百
五
十
万
ト
ン
に

の
ぼ
る
と
推
計
。
経
済
危
機
に
あ
え
ぐ

同
国
に
は
補
う
だ
け
の
輸
入
余
力
は
な

く
、
国
際
的
な
援
助
が
不
可
欠
に
な
る

と
警
告
し
て
い
る
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
と
Ｗ
Ｆ
Ｐ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
調
査
チ
ー
ム
を
送
り
、
干
ば
つ
被

害
、
食
糧
不
足
の
実
情
を
精
査
し
た

が
、
発
表
で
は
①
七
百
五
十
万
人
の
貧

困
層
が
深
刻
な
飢
え
に
陥
る
恐
れ
が
あ

る
②
九
八
年
の
コ
メ
の
生
産
予
測
は
四

千
七
百
五
十
万
少
で
、
昨
年
比
三
・
六

％
、
一
昨
年
比
六
％
以
上
の
減
少
と
な

る
③
コ
メ
の
不
足
量
は
、
二
期
作
目
が

平
年
並
み
の
収
穫
に
な
っ
て
も
三
百
五

十
万
少
に
も
の
ぼ
り
、
通
貨
価
値
が
昨

年
来
七
○
％
も
下
落
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
は
十
分
な
輸
入
資
金
が
な
い
④
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
九
月
ま
で
に
百
五

十
万
少
の
コ
メ
輸
入
を
計
画
し
て
い
る

が
、
不
足
は
補
え
ず
、
国
際
的
支
援
が

必
要
ｌ
と
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
過
去
一
年
間

で
コ
メ
・
食
料
品
の
価
格
は
五
○
％
も

上
が
り
、
貧
困
層
の
生
活
難
は
深
刻
に

な
っ
て
い
る
。

今
後
、
さ
ら
に
値
上
が
り
す
る
の
は

必
至
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
世
界
第
四
位

４１



【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
旧
曰
Ⅱ
佐
野
領
】

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と
米
国
が
農
業
問

題
を
め
ぐ
っ
て
新
た
な
貿
易
摩
擦
に
突

入
し
そ
う
な
雲
行
き
だ
。
米
議
会
農
業

委
員
会
の
議
員
団
が
こ
の
ほ
ど
欧
州
委

員
会
を
訪
れ
、
新
大
西
洋
市
場
（
Ｎ
Ｔ

Ｍ
）
構
想
に
農
業
自
由
化
交
渉
を
含
め

る
よ
う
強
く
圧
力
を
か
け
た
た
め
で
、

日
本
の
コ
メ
自
由
化
を
め
ぐ
る
か
つ
て

の
日
米
対
立
の
様
相
を
見
せ
始
め
て
い

る
。
五
月
の
主
要
国
首
脳
会
議
（
バ
ー

ミ
ン
ガ
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
）
に
お
け
る
米

Ｅ
Ｕ
首
脳
協
議
で
は
、
こ
の
農
業
摩
擦

が
表
面
化
し
そ
う
な
気
配
だ
。

世
界
貿
易
に
お
け
る
農
業
分
野
に
つ

い
て
は
、
今
年
三
月
に
経
済
協
力
開
発

機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
パ
リ
で
農
相
会

合
を
開
き
、
九
三
年
末
に
新
多
角
的
貿

易
交
渉
（
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
）

で
合
意
さ
れ
た
六
年
間
の
経
過
期
間
が

切
れ
る
二
○
○
○
年
を
に
ら
ん
で
、
新

（
二
億
人
）
の
人
ロ
を
誇
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
食
糧
暴
動
の
起
き
る
心
配
も
あ

園
Ｅ
Ｕ
と
米
、
農
業
で
摩
擦

米
議
会
が
自
由
化
圧
力

た
な
自
由
化
交
渉
を
開
始
す
る
動
き
を

み
せ
て
い
る
。

こ
れ
と
時
期
を
あ
わ
せ
て
、
欧
州
委

員
会
は
米
国
に
対
し
て
大
西
洋
を
は
さ

ん
で
工
業
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
自

由
化
を
拡
大
す
る
新
大
西
洋
市
場
を
構

築
す
る
よ
う
求
め
、
同
時
に
Ｅ
Ｕ
に

と
っ
て
長
年
の
懸
案
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
共
通

農
業
政
策
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
に
改
革
案
を
提

出
し
た
。

実
は
、
こ
の
Ｅ
Ｕ
提
案
の
新
大
西
洋

市
場
構
想
に
は
農
業
分
野
や
映
像
ソ
フ

ト
の
自
由
化
が
例
外
扱
い
と
さ
れ
て
い

た
た
め
、
米
議
会
が
「
農
業
を
含
ま
な

い
新
た
な
貿
易
自
由
化
交
渉
は
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
一
と
強
く
反
発
し
た
。
と

り
わ
け
、
Ｅ
Ｕ
共
通
農
業
政
策
の
改
革

案
を
見
て
も
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン

ド
交
渉
で
削
減
対
象
か
ら
逃
れ
た
農
家

へ
の
直
接
補
償
を
増
額
す
る
な
ど
農
業

保
護
色
を
強
め
て
お
り
、
米
国
議
会
は

る
｡

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
十
）

強
く
批
判
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
、
農
業
関
係

の
有
力
議
員
で
つ
く
る
米
議
員
団
が
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
を
訪
問
、
欧
州
委
員
会
の

ブ
リ
タ
ン
副
委
員
長
（
通
商
政
策
担

当
）
や
農
業
担
当
委
員
と
会
談
し
、

「
Ｅ
Ｕ
は
農
産
物
に
対
し
て
米
国
の
二

倍
に
あ
た
る
補
償
予
算
を
出
し
て
い

る
一
と
指
摘
、
農
業
の
自
由
化
を
強
く

求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
欧
州
委
員
会
側
は

共
通
農
業
政
策
の
な
か
で
農
業
の
競
争

促
進
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た

ほ
か
、
発
展
途
上
国
を
支
援
す
る
た
め

バ
ナ
ナ
の
輸
入
価
格
を
高
値
で
維
持
し

て
い
る
な
ど
と
説
明
し
、
理
解
を
求
め

た
。農
業
問
題
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
そ
れ

ぞ
れ
の
内
政
に
深
く
連
結
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
農
業
大
国
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ラ

ク
大
統
領
は
新
大
西
洋
市
場
構
想
に
つ

い
て
「
こ
の
問
題
で
は
欧
州
委
員
会
に

交
渉
権
を
与
え
る
こ
と
に
拒
否
権
を
発

動
す
る
」
と
強
硬
な
姿
勢
を
維
持
し
て

い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
十
四
）

農
業
分
野
の
貿
易
自
由
化
交
渉
は
、

農
産
物
の
輸
出
国
で
あ
る
米
国
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
、
自
国
の
農
業
を
守
る

た
め
保
護
主
義
的
な
農
業
政
策
を
と
る

日
本
や
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
、
鋭
く

対
立
す
る
図
式
で
過
去
の
交
渉
が
進
ん

で
き
た
。
日
本
の
コ
メ
市
場
や
Ｅ
Ｕ
の

穀
物
、
牛
肉
、
乳
製
品
市
場
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
各
国
と
も
農
業
団
体
が

政
治
的
に
強
い
影
響
力
を
持
ち
、
農
業

分
野
の
自
由
化
交
渉
は
外
交
問
題
で
あ

る
と
同
時
に
複
雑
な
内
政
問
題
で
も
あ

る
。Ｅ
Ｕ
で
は
、
気
候
の
温
暖
な
イ
タ
リ

ア
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど
南
欧
の
安
価
な
農

産
物
が
域
内
市
場
を
圧
迫
し
た
り
、
小

規
模
農
家
の
多
い
ド
イ
ツ
と
農
業
の
大

規
模
化
が
進
む
英
国
や
フ
ラ
ン
ス
が
競

争
強
化
で
対
立
し
た
り
と
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
共
通
予
算
の
六

五
％
を
農
業
分
野
に
振
り
分
け
、
保
護

凪

欧州統合
への

最 難題

⑨４
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【
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
Ｂ
日
加
藤
暁

子
】
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首

相
は
四
日
、
毎
日
新
聞
と
の
会
見
で
、

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
政
権
の
政
策
基
盤
で
あ

る
マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
「
ブ
ミ
プ
ト
ラ

政
策
」
を
一
部
見
直
す
方
針
を
明
ら
か

に
し
た
。
同
政
策
の
柱
の
一
つ
で
あ
る

株
式
所
有
制
限
を
見
直
し
、
外
資
系
企

業
に
よ
る
マ
レ
ー
系
企
業
の
株
式
買
い

取
り
枠
を
拡
大
し
て
、
経
営
基
盤
を
強

化
す
る
の
が
狙
い
。
将
来
的
に
は
撤
廃

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
加
年
近
く
続

い
た
マ
レ
ー
人
へ
の
優
遇
政
策
は
大
き

な
曲
が
り
角
に
さ
し
か
か
っ
た
こ
と
に

な
る
。

株
式
所
有
規
制
で
は
、
華
人
や
外
資

系
企
業
は
、
新
規
上
場
に
際
し
原
則
的

に
マ
レ
ー
人
に
株
式
を
最
低
釦
％
優
先

主
義
色
の
強
い
政
策
で
域
内
の
バ
ラ
ン

ス
を
か
ろ
う
じ
て
保
っ
て
い
る
状
態

だ
。さ
ら
に
、
今
後
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど

中
・
東
欧
諸
国
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
に
向
け
た

函

通
貨
危
機
で
外
資
導
入
狙
い

マ
レ
ー
（
自
国
）
人
優
遇
を
見
直
し

中
国
の
李
宏
規
・
国
家
計
画
生
育
委

員
会
副
主
任
（
次
官
）
が
こ
の
ほ
ど
来

日
し
、
「
幻
世
紀
の
中
国
の
人
口
と
家

族
計
画
」
に
つ
い
て
都
内
で
講
演
し
た
。

中
国
の
人
口
は
１
９
９
７
年
末
で
皿

億
４
３
０
０
万
人
に
上
り
、
世
界
人
口

の
躯
％
を
占
め
る
。
今
後
も
年
間
１
３

０
０
万
人
程
度
増
加
す
る
と
予
測
さ

的
に
割
り
当
て
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て

い
る
。マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
は
、
株
式
所
有

規
制
を
た
だ
ち
に
撤
廃
す
る
の
は
時
期

調
整
も
必
要
で
、
統
合
を
進
め
る
欧
州

に
と
っ
て
農
業
問
題
は
も
っ
と
も
難
し

い
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
佐
野
領
）

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
十
四
）

函

ｎ
世
紀
の
人
口
、
家
族
計
画
は

資
源
や
環
境
と
の
調
和
を

れ
、
そ
の
“
人
口
圧
力
〃
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

食
糧
な
ど
地
球
規
模
の
問
題
に
直
結
す

る
。
Ⅲ
世
紀
を
前
に
、
李
氏
は
「
人
口

抑
制
、
省
エ
ネ
、
環
境
保
全
」
が
中
国

の
最
も
重
要
な
課
題
と
指
摘
し
た
。

●
人
ロ
と
家
族
計
画

人
口
規
模
を
合
理
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
人
口
増
加
と
経
済
・
社
会
の
発

尚
早
と
述
べ
な
が
ら
も
、
「
ブ
ミ
（
現

地
）
企
業
だ
け
で
は
（
国
際
）
競
争
に

勝
て
な
い
場
合
は
、
再
考
す
る
こ
と
に

な
る
」
と
述
べ
た
。
具
体
的
に
は
、
マ

レ
ー
人
企
業
の
所
有
す
る
株
式
の
う

ち
、
帥
％
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
、
外

資
に
購
入
し
て
も
ら
う
方
式
を
当
面
採

用
す
る
。

卯
％
ル
ー
ル
撤
廃
に
は
憲
法
の
改
正

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
首
相
の
政
権
基
盤
で
あ
る
与

党
の
統
一
マ
レ
ー
国
民
組
織
（
Ｕ
Ｍ
Ｎ

Ｏ
）
で
協
議
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
首

相
は
「
説
得
で
き
る
一
と
自
信
を
見
せ

た
。

展
、
資
源
開
発
・
環
境
保
護
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
図
り
、
持
続
可
能
な
発
展
を
実

現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
、
人
口
と
開
発
の
問
題
に
対
し
て
取

り
得
る
唯
一
の
正
し
い
選
択
だ
。

●
人
口
の
現
状

家
族
計
画
事
業
の
進
展
に
よ
っ
て
、

人
口
転
換
は
明
ら
か
に
加
速
さ
れ
た
。

合
計
特
殊
出
生
率
二
人
の
女
性
が
生

涯
に
産
む
平
均
子
ど
も
数
）
は
印
年
代

の
５
．
胡
か
ら
卯
年
代
は
（
卵
、
皿
年

を
除
き
）
２
．
０
以
下
。
（
対
人
口
１
０

０
０
人
）
出
生
率
も
印
年
代
の
羽
・
師

ま
た
、
首
相
は
「
す
で
に
資
格
の
あ

る
マ
レ
ー
人
な
ら
職
を
ど
こ
で
も
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
述
べ
、
ブ
ミ

プ
ト
ラ
政
策
の
方
向
転
換
が
で
き
る
環

境
が
整
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
。

ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
は
、
１
９
７
０
年

に
第
２
代
首
相
に
就
任
し
た
ラ
ザ
ク
元

首
相
が
新
経
済
政
策
と
し
て
打
ち
出
し

た
。
多
民
族
国
家
の
マ
レ
ー
シ
ア
で

は
、
裕
福
な
華
人
と
人
口
の
６
割
を
占

め
る
マ
レ
ー
人
の
間
で
、
格
差
が
原
因

の
人
種
間
紛
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
十
四
）

q５



か
ら
別
年
以
降
は
卯
以
下
、
（
出
生
同
）

乳
児
死
亡
率
も
帥
年
代
以
降
、
伽
以
下

と
な
っ
た
。

し
か
し
、
生
産
年
齢
に
達
し
職
を
必

要
と
す
る
人
口
は
毎
年
２
０
０
０
万
人

以
上
に
上
り
、
農
村
の
余
剰
労
働
力
も

既
に
１
億
９
０
０
０
万
人
。
人
口
の
総

数
と
増
加
率
が
大
き
い
こ
と
は
自
然
資

源
や
生
態
環
境
に
大
き
な
圧
力
を
与
え

て
お
り
、
人
口
問
題
を
取
り
巻
く
状
況

は
楽
観
を
許
さ
な
い
。

ま
た
、
高
齢
者
人
口
の
社
会
的
扶
養

の
問
題
が
日
増
し
に
先
鋭
化
し
、
特
に

農
村
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

帥
歳
以
上
の
高
齢
者
は
２
０
０
０
年
に

全
人
口
の
約
皿
％
、
１
億
３
０
０
０
万

人
に
達
し
、
２
０
２
５
年
に
は
出
・
４

％
、
２
億
８
０
０
０
万
人
、
２
０
５
０

年
に
は
全
人
口
の
４
分
の
１
の
４
億
人

へ
と
加
速
す
る
。

中
国
の
高
齢
化
が
先
進
諸
国
と
異
な

る
点
は
、
工
業
化
を
遂
げ
、
豊
か
に
な

る
前
に
そ
れ
が
や
っ
て
来
た
こ
と
。
高

齢
化
対
策
は
、
人
口
の
質
を
高
め
る
こ

と
、
貧
困
人
口
を
貧
困
か
ら
抜
け
出
さ

せ
る
こ
と
と
並
ん
で
、
政
府
の
緊
急
課

題
だ
。●
四
世
紀
の
展
望

目
標
は
２
０
０
０
年
ま
で
の
総
人
口

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
配
日
Ⅱ
時
事
】
国

連
エ
イ
ズ
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｕ
Ｎ
Ａ

ｌ
Ｄ
Ｓ
）
は
二
十
二
日
、
若
年
層
の
間

で
エ
イ
ズ
感
染
が
増
え
て
お
り
、
世
界

で
一
分
間
に
五
人
の
割
合
で
十
’
二
十

四
歳
の
若
者
が
感
染
し
て
い
る
と
発
表

し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
エ
イ
ズ
感
染
者
三

千
万
人
の
う
ち
少
な
く
と
も
三
分
の
一

を
田
億
以
内
に
と
ど
め
、
２
０
１
０
年

は
以
億
以
内
に
抑
え
る
こ
と
。
さ
ら

に
、
人
口
増
を
皿
世
紀
半
ば
に
ゼ
ロ
と

し
、
そ
の
後
は
緩
や
か
に
減
少
さ
せ
た

い
。
ま
た
、
人
口
構
成
の
改
善
に
努

め
、
人
口
と
経
済
、
社
会
、
資
源
、
環

境
と
の
協
調
的
、
継
続
的
発
展
を
促
し

た
い
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
二
十
二
）

皿

若年層で

感染急増

世界で1分間に5人

が
若
年
層
。

世
界
中
で
一
日
七
千
人
の
若
者
が
感

染
し
て
お
り
、
こ
れ
を
年
間
に
直
す
と

二
百
六
十
万
人
、
一
分
当
た
り
で
は
五

人
の
新
規
感
染
者
が
生
ま
れ
て
い
る
計

算
に
な
る
。

地
域
別
に
見
た
若
者
の
毎
年
の
感
染

者
数
は
ア
フ
リ
カ
で
百
七
十
万
人
、
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
は
七
十
万
人
に

達
し
て
い
る
。
感
染
増
の
要
因
と
し
て

は
教
育
不
足
や
、
少
女
に
対
す
る
性
的

お
よ
び
経
済
的
圧
力
や
、
不
十
分
な
健

康
管
理
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
二
十
一
一
一
）

【
ワ
シ
ン
ト
ン
塑
曰
Ⅱ
辻
篤
子
】
米

国
の
環
境
問
題
専
門
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
、
ワ
ー
ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研
究
所
の
レ

ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
所
長
は
二
十
二

日
、
｜
中
国
の
水
不
足
が
深
刻
化
し
つ

つ
あ
る
。
穀
物
生
産
の
低
下
で
中
国
が

囲

「
中
国
の
水
不
足
、
脅
威
」

穀
物
価
糟
高
騰
の
要
因
に

穀
物
を
大
量
に
輸
入
す
る
と
、
世
界
の

穀
物
価
格
が
急
騰
す
る
恐
れ
が
あ
る
一

と
す
る
リ
ポ
ー
ト
を
機
関
誌
に
発
表
し

た
。
同
所
長
は
一
九
九
五
年
、
「
だ
れ

が
中
国
を
養
う
の
か
」
と
題
し
た
著
書

で
、
中
国
の
食
糧
問
題
が
世
界
に
大
き

な
脅
威
に
な
る
と
の
警
告
を
発
し
た
。

最
新
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
水
不

足
が
い
よ
い
よ
顕
在
化
し
始
め
た
と
み

て
い
る
。

所
長
は
、
米
国
家
情
報
会
議
（
Ｎ
Ｉ

Ｃ
）
の
報
告
書
な
ど
を
も
と
に
分
析
し

た
。
中
国
の
家
庭
用
の
水
需
要
が
九
五

年
の
三
百
十
億
少
か
ら
二
○
一
一
一
○
年
に

は
千
三
百
四
十
億
少
、
産
業
用
が
五
百

二
十
億
少
か
ら
二
千
六
百
九
十
億
少
へ

と
急
増
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
結

果
、
農
業
用
水
が
圧
迫
さ
れ
る
。
北
京

近
郊
で
は
か
っ
て
農
業
用
の
取
水
が
禁

止
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

約
六
百
都
市
の
う
ち
半
分
は
水
不
足

状
態
だ
。
北
部
の
穀
倉
地
帯
で
は
地
下

水
の
水
位
が
こ
こ
五
年
、
年
平
均
一
・

五
脈
下
が
っ
て
い
る
。
黄
河
は
八
五
年

`６
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政
府
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
ア
ジ
ア

諸
国
向
け
の
コ
メ
援
助
に
つ
い
て
、
援

助
用
の
コ
メ
や
財
源
を
管
理
す
る
機
関

を
、
既
存
の
公
益
法
人
の
な
か
に
設
け

る
こ
と
を
決
め
た
。
農
水
省
所
管
の
公

益
法
人
を
指
定
す
る
。
行
政
改
革
の
流

れ
の
な
か
で
、
コ
メ
援
助
の
た
め
の
新

た
な
機
関
の
創
設
に
は
理
解
を
得
ら
れ

な
い
と
判
断
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
し
て
は
、
五
十

万
少
規
模
の
コ
メ
援
助
を
実
施
す
る
方

向
で
調
整
し
て
い
る
。

今
後
も
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
大
規
模
な

コ
メ
援
助
を
求
め
ら
れ
る
事
態
を
想
定

か
ら
毎
年
枯
渇
し
、
か
つ
そ
の
期
間
も

長
く
な
っ
た
。
九
七
年
は
海
ま
で
流
れ

が
届
い
た
の
は
五
カ
月
足
ら
ず
だ
っ

た
。
九
六
年
に
は
、
黄
河
の
枯
渇
に

よ
っ
て
、
穀
物
生
産
が
二
百
七
十
万

少
、
九
百
万
人
分
が
減
っ
た
。

ブ
ラ
ウ
ン
所
長
は
「
水
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め
、
中
国
の
経
済
全
体
の
リ

ス
ト
ラ
が
急
務
だ
」
と
強
調
す
る
。
そ

囿圖才
刈
傲
加
鮒
関
既
存
公
益
法
人
内
に

し
、
国
内
の
コ
メ
在
庫
を
長
期
間
貸
し

付
け
る
新
し
い
方
式
を
採
用
す
る
。
貸

し
付
け
方
式
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
単

年
度
の
財
政
負
担
を
軽
く
す
る
の
が
狙

い
。具
体
的
に
は
国
内
の
コ
メ
余
剰
の
一

部
を
援
助
用
に
備
蓄
す
る
と
と
も
に
、

国
際
価
格
よ
り
割
高
な
国
内
の
コ
メ
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
失

の
補
て
ん
資
金
を
一
般
財
政
か
ら
積
み

立
て
る
。
コ
メ
援
助
機
関
は
援
助
備
蓄

や
損
失
の
補
て
ん
資
金
を
管
理
す
る
。

援
助
機
関
の
運
営
コ
ス
ト
を
小
さ
く

す
る
た
め
に
、
コ
メ
の
輸
送
手
段
な
ど

れ
で
も
な
お
、
穀
物
輸
入
の
急
増
は
避

け
ら
れ
そ
う
に
な
く
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
予
測

に
よ
れ
ば
、
二
○
二
五
年
ま
で
に
中
国

の
穀
物
輸
入
必
要
量
は
一
億
七
千
五
百

万
少
に
達
す
る
。
が
、
世
界
の
穀
物
市

場
に
は
そ
れ
を
賄
う
余
裕
は
な
い
。
か

ん
が
い
か
ら
生
産
技
術
ま
で
、
米
中
の

技
術
協
力
が
不
可
欠
と
し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
二
十
一
一
一
）

政
府
は
二
十
三
日
、
経
済
危
機
に
加

え
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
に
伴
う
干
ば
つ

で
食
糧
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
対
し
、
九
八
年
度
中
に
六

十
万
少
前
後
の
コ
メ
支
援
を
行
う
方
針

を
固
め
た
。
二
十
四
日
に
ま
と
め
る
総

合
経
済
対
策
の
ア
ジ
ア
支
援
策
の
柱
と

し
て
盛
り
込
み
、
コ
メ
輸
送
費
な
ど
必

要
な
経
費
を
九
八
年
度
補
正
予
算
に
盛

り
込
む
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
二
十
四
）

に
つ
い
て
の
調
査
や
手
配
は
で
き
る
だ

け
外
部
に
委
託
し
、
援
助
機
関
の
正
規

職
員
は
二
、
三
人
程
度
に
抑
え
る
考
え

だ
。政
府
は
ア
ジ
ア
諸
国
向
け
の
コ
メ
援

助
を
総
合
経
済
対
策
に
盛
り
込
む
者

》えｏ（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
八
・
四
・
二
十
一
一
一
）

ロ隠忍誼

イン陣ｼｱに

コメ60万トン

支援

自
民
、
社
民
、
新
党
さ
き
が
け
の
与

党
三
党
は
二
十
三
日
、
少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
厚
生
省
所
管
の
社
会
福
祉

・
医
療
事
業
団
に
あ
る
長
寿
社
会
福
祉

基
金
の
機
能
を
拡
充
し
、
’
千
二
百
億

円
を
追
加
出
資
し
て
「
長
寿
子
育
て
・

障
害
者
基
金
【
仮
称
）
に
衣
替
え
す
る

方
向
で
調
整
に
入
っ
た
。
自
民
党
税
制

調
査
会
が
子
育
て
減
税
を
見
送
っ
た
の

に
対
し
、
橋
本
竜
太
郎
首
相
が
何
ら
か

の
前
向
き
な
対
応
を
求
め
た
た
め
、
浮

上
し
た
。

合
意
で
き
れ
ば
、
二
十
四
日
の
総
合

経
済
対
策
に
盛
り
込
む
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
八
・
四
・
二
十
四
）

■■訂

少子ｲﾋ対策に

1200億円

｢長寿基金｣の拡充
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銅
な
ど
を
回
収
す
る
一
「
再
生
用
原

料
一
と
し
て
日
本
か
ら
中
国
に
大
量
輸

出
さ
れ
た
廃
電
線
の
一
部
が
、
施
設
の

整
っ
て
い
な
い
断
江
省
の
農
村
部
な
ど

で
「
野
焼
き
」
処
分
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
現
地
を
訪
れ
た
複
数
の
関
係
者
ら

の
証
言
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。
廃
電

線
は
燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
大
量

に
発
生
す
る
と
し
て
、
二
十
七
日
か
ら

ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
始
ま
る
「
有

害
廃
棄
物
の
越
境
移
動
及
び
そ
の
処
分

の
規
制
に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約
」
の

技
術
作
業
部
会
（
Ｔ
Ｗ
Ｇ
）
で
も
、
輸

出
を
規
制
す
べ
き
か
ど
う
か
が
協
議
の

対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
条

約
を
所
管
す
る
通
産
省
、
環
境
庁
と
も

「
中
国
国
内
で
も
適
正
な
再
生
が
行
わ

れ
て
い
る
は
ず
だ
」
と
、
野
焼
き
の
実

態
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。

ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

で
被
覆
さ
れ
た
廃
電
線
は
、
老
朽
化
に

よ
る
交
換
や
工
場
の
解
体
な
ど
で
発
生

す
る
。
被
覆
電
線
回
収
業
者
四
十
五
社

か
ら
な
る
「
電
線
リ
サ
イ
ク
ル
協
議

囲
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
の
恐
れ

曰
本
の
廃
電
線
、
中
国
で
野
焼
き

会
」
（
東
京
都
港
区
）
の
推
計
発
生
量

は
昨
年
で
、
年
間
約
三
十
万
少
。
協
議

会
の
推
計
に
よ
る
と
、
輸
出
量
は
年
間

約
七
万
二
千
少
で
、
中
国
向
け
が
半
分

以
上
と
い
う
・
断
江
省
が
特
に
多
い
ほ

か
、
福
建
省
、
江
蘇
省
、
広
東
省
な
ど

に
も
陸
揚
げ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

中
国
政
府
は
一
九
九
六
年
夏
ご
ろ
か

ら
、
廃
電
線
な
ど
「
再
生
用
原
料
」
と

し
て
輸
入
さ
れ
る
品
目
に
つ
い
て
、
輸

入
業
者
ご
と
に
国
家
環
境
保
護
局
が
施

設
を
検
査
し
た
う
え
で
ラ
イ
セ
ン
ス
を

与
え
る
許
可
制
を
と
り
、
野
焼
き
に
つ

い
て
も
規
制
を
強
め
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、
今
年
三
月
中
旬
、
再
生
事

業
を
視
察
し
た
関
東
地
方
の
電
線
回
収

業
者
は
、
断
江
省
の
農
村
地
帯
で
、
廃

電
線
の
野
焼
き
を
目
撃
し
た
と
い
う
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
畑
の
遊
休
地
を
利

用
し
た
五
百
平
方
腕
ほ
ど
の
敷
地
に
、

廃
電
線
が
一
度
に
十
’
二
十
少
ず
つ
運

び
込
ま
れ
、
昼
間
は
六
’
七
人
が
被
覆

の
樹
脂
を
は
ぐ
作
業
を
し
て
い
た
が
、

細
す
ぎ
た
り
鉄
で
被
覆
さ
れ
た
り
し
て

い
る
も
の
は
仕
分
け
ら
れ
、
夜
の
う
ち

に
野
焼
き
さ
れ
た
と
い
う
。

バ
ー
ゼ
ル
条
約
で
輸
出
を
規
制
す
る

有
害
物
質
の
範
囲
を
よ
り
具
体
化
さ
せ

る
た
め
、
条
約
加
盟
国
の
会
議
で
、
廃

電
線
な
ど
様
々
な
廃
棄
物
を
規
制
品
目

と
対
象
外
品
目
に
分
類
し
直
す
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

通
産
省
環
境
指
導
課
は
「
エ
ジ
プ
ト

や
タ
イ
で
野
焼
き
の
事
例
が
あ
る
と
は

聞
い
て
い
た
が
、
中
国
で
は
、
銅
、
塩

ビ
と
も
に
適
正
に
再
生
利
用
さ
れ
て
お

り
、
野
焼
き
は
さ
れ
て
い
な
い
と
聞
い

少
子
社
会
と
長
寿
社
会
は
別

高
齢
化
は
通
常
、
高
齢
層
の
全
人
口

に
占
め
る
割
合
で
示
さ
れ
る
。
高
齢
化

は
、
高
齢
層
の
生
命
延
長
と
出
生
率
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
高
齢
化
に
は
、

長
寿
化
と
と
も
に
出
生
率
の
増
減
を
も

含
む
も
の
で
あ
る
が
、
長
寿
社
会
に

は
、
少
子
化
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
私

は
、
高
齢
社
会
を
長
寿
社
会
と
読
み
変

函

減
税
財
源
を
少
子
化
対
策
に

人
ロ
減
少
は
慢
性
不
況
の
原
因

て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
環
境

庁
海
洋
環
境
・
廃
棄
物
対
策
室
は
「
野

焼
き
が
行
わ
れ
て
い
る
と
し
た
ら
問
題

だ
と
思
う
が
、
実
態
は
把
握
し
て
い
な

い
」
と
し
て
い
る
。

野
焼
き
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

廃
棄
物
を
野
焼
き
な
ど
の
低
温
で
燃
や

す
と
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
発
生
す

る
。
金
属
を
含
む
破
砕
く
ず
や
廃
電
線

は
、
特
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
大
量
発

生
し
や
す
い
と
さ
れ
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
二
十
六
）

え
る
動
き
に
は
、
賛
成
で
は
な
か
っ

た
。
出
生
率
と
長
寿
化
を
一
括
し
た
高

齢
化
と
い
う
概
念
が
生
ま
れ
た
の
は
、

長
寿
化
と
少
子
化
が
殆
ど
ど
の
先
進
国

で
も
同
時
に
現
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

出
生
率
は
、
女
性
が
一
生
の
間
に
生

む
子
供
の
数
を
合
計
特
殊
出
生
率
で
示

す
。
通
例
、
合
計
特
殊
出
生
率
、
二
・

一
○
が
人
口
維
持
水
準
と
言
わ
れ
て
い

る
。
わ
が
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

割８
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’
九
九
五
年
で
一
・
四
二
で
あ
り
、
こ

れ
に
将
来
見
通
し
を
中
位
、
高
位
、
低

位
に
お
い
て
長
期
推
計
と
し
て
い
る
。

こ
の
際
、
少
子
社
会
と
長
寿
社
会
を
区

別
し
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
考

え
て
み
た
い
。

少
子
社
会
と
高
齢
者
社
会
は
、
い
ず

れ
も
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
も
た
ら

す
が
、
前
者
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
絶

対
減
、
税
収
、
年
金
負
担
者
、
消
費
人

口
の
絶
対
減
を
意
味
す
る
。
後
者
に
は

高
齢
者
、
女
性
の
活
用
な
ど
を
す
る
こ

と
で
、
税
金
等
に
つ
い
て
も
生
産
年
齢

人
口
の
三
分
の
二
程
度
の
負
担
能
力
は

あ
る
と
見
ら
れ
る
。

【表①】
(単位：万人）

『
】
‐
】
【
－
‐
】
『
－
Ｊ

Ｆ１

【表②】
(単位：％）

毎
年
１
兆
円
の
需
要
減

次
に
今
後
の
人
口
動
向
に
つ
い
て
考

え
て
み
る
Ⅱ
以
下
、
表
①
参
照
。
高
齢

人
口
は
、
二
○
一
一
五
年
と
二
○
五
○
年

を
比
較
す
る
と
六
十
六
万
人
の
減
少
で

あ
っ
て
、
出
生
率
の
減
少
が
相
当
期
間

後
は
、
有
効
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
二
○
二
五
年
ま
で
は
高
齢

社
会
で
一
一
○
二
六
年
か
ら
一
一
○
五
○
年

ま
で
は
少
子
社
会
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
ア
メ
リ
カ
の
出
生
率
は
、
二
・
○

’
九
と
な
り
長
寿
化
は
あ
っ
て
も
少
子

化
を
克
服
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
と
ア

メ
リ
カ
の
経
済
は
株
価
を
見
て
も
、
そ

の
差
は
歴
然
で
あ
る
が
、
つ
い
こ
の
間

ま
で
の
］
：
自
四
ｍ
Ｈ
Ｅ
目
ワ
田
・
・
ロ
の

が
夢
の
よ
う
で
あ
る
。
両
国
に
は
、
国

家
思
想
や
経
済
思
想
に
お
い
て
本
質
的

な
差
は
な
く
、
相
違
点
は
、
ア
メ
リ
カ

人
の
ほ
う
が
愛
国
心
が
強
く
、
し
か
も

合
計
特
殊
出
生
率
が
二
・
○
’
九
と
一
・

四
二
の
差
で
あ
る
。

よ
う
や
く
減
税
も
政
治
の
舞
台
に
上

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
現
在
の
少
子
化

と
こ
れ
に
伴
う
人
口
減
少
こ
そ
長
引
く

慢
性
的
な
不
況
の
原
因
で
あ
る
と
考
え

る
と
、
こ
の
際
必
要
な
こ
と
は
、
減
税

を
少
子
化
に
向
け
る
こ
と
だ
と
思
う
。

現
在
の
少
子
化
が
続
け
ば
二
十
一
世
紀

の
年
金
負
担
者
も
税
金
負
担
者
も
激
減

し
、
現
在
作
っ
て
い
る
社
会
資
本
の
修

理
、
整
備
に
さ
え
、
事
欠
く
よ
う
に
な

る
と
思
う
。
従
っ
て
現
在
の
少
子
化
を

緩
和
す
る
こ
と
は
将
来
の
財
政
需
要
を

賄
う
た
め
の
最
も
有
効
な
手
段
で
あ

る
。国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
推
計
に
よ
れ
ば
、
二
○
二
五
年
の
生

産
年
齢
人
口
は
七
千
百
九
十
七
万
人

（
中
位
）
で
、
’
九
九
五
年
に
比
べ
千

五
百
二
十
九
万
人
減
少
す
る
。
生
産
年

齢
人
口
一
人
当
た
り
二
百
万
円
の
所
得

減
と
し
て
三
十
兆
円
の
デ
フ
レ
要
因
が

あ
る
。
こ
の
間
約
三
十
年
あ
る
の
で
毎

年
一
兆
円
ず
つ
需
要
が
減
少
し
て
い

く
。

一
九
九
五
年
の
生
産
年
齢
人
口
八
千

七
百
二
十
六
万
人
は
、
二
○
五
○
年
に

は
五
千
四
百
九
十
万
人
と
約
三
千
二
百

万
人
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
間

に
六
十
四
兆
円
の
デ
フ
レ
要
因
が
あ

る
。結
婚
、
出
産
に
所
得
控
除
を

一
方
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
低
下
の

原
因
は
、
二
十
代
三
十
代
の
未
婚
率
の

上
昇
が
大
き
い
。
そ
れ
を
男
子
の
未
婚

率
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
表
②
の
よ

う
に
な
る
。

も
し
、
’
九
九
五
年
の
未
婚
率
が
一

九
八
○
年
並
み
と
す
れ
ば
、
｜
結
婚
六

百
万
円
か
か
る
と
し
て
十
四
兆
九
千
億

円
の
デ
フ
レ
要
因
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
結
婚
以
外
で
は
子
供
が

生
ま
れ
る
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
、
こ
の
間
約
四
十
万
の
出
生
が
避
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
結
局
四
十

万
人
の
子
供
が
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

も
一
人
当
た
り
二
百
万
円
と
す
れ
ば
約

八
千
億
円
と
な
る
。
従
っ
て
、
少
子
化

対
策
と
し
て
一
一
十
歳
代
か
ら
三
十
歳
代

前
半
ま
で
の
結
婚
に
一
組
あ
た
り
六
百

万
円
の
所
得
控
除
を
認
め
、
同
じ
時
期

の
子
供
の
出
生
一
人
に
つ
き
二
百
万
円

の
所
得
控
除
を
認
め
る
。
さ
ら
に
子
供

出
生
の
場
合
、
母
親
に
二
、
三
年
の
有

給
休
暇
を
与
え
、
労
働
者
と
し
て
の

キ
ャ
リ
ア
を
継
続
さ
せ
、
又
、
保
育
所

問
題
を
な
く
す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

人
口
構
造
そ
の
も
の
に
約
十
六
兆
円
の

デ
フ
レ
要
因
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
時
期
、
緊
縮
財
政
を
唱
え
た

橋
本
政
権
は
、
正
に
天
に
つ
ば
し
た
事

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
少
子

化
対
策
に
税
制
上
の
優
遇
を
与
え
る
こ

と
に
対
し
て
女
性
の
決
定
権
に
国
家
が

影
響
を
与
え
る
と
い
う
批
判
が
あ
る

が
、
か
っ
て
の
輸
出
優
遇
税
制
を
考
え

乳９
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て
み
れ
ば
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
扶
養
控
除
三
十
八
万
円
の
ご

と
き
で
は
、
全
く
根
拠
が
な
い
。
二
百

万
円
と
保
育
費
、
教
育
費
、
介
護
費
を

全
国
の
十
五
歳
未
満
の
子
供
は
一
千

九
百
十
八
万
人
で
、
前
年
よ
り
三
十
三

万
人
減
っ
て
戦
後
最
低
を
更
新
し
、
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
（
二
千
二

十
四
万
人
）
を
下
回
っ
た
ｌ
・
総
務

庁
が
「
こ
ど
も
の
日
」
を
前
に
四
日
付

齢区分別人口の割合と子供人ロ

年
、

囮
悶
脳
鵡
粥
謝
似
拍
車

8０ １
－
－
－
－
－
－
Ｊ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ
－
－
－
ｒ
－
－
－
－
ｌ
Ｌ
０

０
０

判
０６

２

年
齢
区
分
別
人
口
の
割
く
□
・
％

子
供
人
口
，
百
万
人 見
込
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
社
会
評
論
家
伊
部
英
男
）

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
四
・
二
十
七
）

で
発
表
し
た
今
年
四
月
一
日
現
在
の
人

口
推
計
で
、
少
子
・
高
齢
化
に
一
段
と

拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

男
女
別
で
は
男
子
が
九
百
八
十
三
万

人
、
女
子
が
九
百
三
十
六
万
人
と
男
子

が
四
十
七
万
人
多
い
。

総
人
口
に
占
め
る
子
供

の
割
合
は
一
五
・
二
％

で
、
前
年
よ
り
○
・
三
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
、
高
齢
者

の
割
合
は
一
六
・
○
％
と

○
・
六
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

た
。子
供
の
減
少
は
出
生
率

の
低
下
が
原
因
。
子
供
の

数
は
八
二
年
か
ら
十
七
年

間
連
続
で
前
年
を
下
回
っ

て
お
り
、
総
人
口
に
占
め

ろ
割
合
も
七
九
年
か
ら
二
十
年
連
続
で

前
年
を
下
回
っ
た
。

少
子
化
の
進
展
に
よ
り
、
総
人
口
に

占
め
る
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の

生
産
年
齢
人
口
の
割
合
も
六
八
・
八
％

と
前
年
比
○
・
三
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

総
人
口
に
占
め
る
子
供
の
割
合
を
都

道
府
県
別
（
九
七
年
十
月
一
日
現
在
推

計
）
に
み
る
と
、
最
も
高
い
の
は
沖
縄

県
の
二
一
・
○
％
・
東
京
都
は
一
二
・
七

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
Ⅱ
曰
Ⅱ
吉
田
秀
雄
】

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
十
一

日
、
「
現
在
の
世
界
の
平
均
寿
命
六
十

六
歳
は
二
○
二
五
年
ま
で
に
七
十
三
歳

に
延
び
る
」
な
ど
と
予
測
し
た
、
一
九

九
八
年
世
界
保
健
報
告
書
を
発
表
し

た
。報
告
書
に
よ
る
と
、
途
上
国
で
ポ
リ

オ
や
ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
伝
染
病
の
病
気

が
絶
滅
、
あ
る
い
は
激
減
す
る
結
果
、

二
○
二
五
年
ま
で
に
平
均
寿
命
五
十
歳

未
満
の
国
は
な
く
な
る
。
現
在
は
途
上

園
世
界
の
平
均

「
二
○
二
五
年
に
は
門
歳
」

％
で
最
低
だ
っ
た
が
、
全
都
道
府
県
の

中
で
唯
一
前
年
を
上
回
っ
た
。

総
務
庁
に
よ
る
と
、
日
本
の
子
供
の

数
は
九
九
年
四
月
に
は
一
千
八
百
八
十

二
万
人
と
初
め
て
一
千
九
百
万
人
台
を

割
る
見
通
し
。
総
人
口
に
占
め
る
割
合

も
二
○
○
○
年
に
一
四
・
七
％
、
二
○

’
○
年
に
一
四
・
三
％
に
落
ち
込
む
と

み
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
・
五
・
五
）

国
人
口
の
四
人
に
三
人
が
五
十
歳
に
達

せ
ず
死
亡
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
は

年
間
一
千
万
人
い
る
五
歳
未
満
で
死
亡

す
る
子
供
が
半
減
す
る
と
も
予
測
す

る
。反
面
、
問
題
と
な
る
の
が
人
口
構
成

の
老
齢
化
。
単
に
平
均
寿
命
が
延
び
る

だ
け
で
な
く
、
少
子
化
が
進
む
か
ら

だ
。
女
性
一
人
当
た
り
の
子
供
の
数

は
、
一
九
五
五
年
に
五
・
○
人
だ
っ
た

の
が
九
五
年
に
二
・
九
人
に
な
り
、
二

○
一
’
五
年
に
は
二
・
三
人
と
減
少
す

5０

'950年6０７０８０９０９５９６９７９８
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こゆ－す弓ら､お－らむ

農
水
省
は
十
一
日
、
国
産
の
備
蓄
米

四
千
少
（
約
三
千
六
百
万
食
分
）
を
学

校
給
食
用
に
無
料
提
供
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
コ
メ
余
り
で
だ
ぶ
つ
く

る
。
現
在
五
十
八
億
人
の
世
界
人
口
は

八
十
億
人
と
一
・
四
倍
弱
に
増
え
る
と

予
想
さ
れ
る
が
、
う
ち
六
十
五
歳
以
上

の
人
口
は
三
億
九
千
万
人
か
ら
二
倍
以

上
の
八
億
人
に
な
る
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
、
ア
ジ
ア
な
ど
の
途
上
国
の
多
く
で

は
増
加
率
が
三
○
○
％
に
も
達
し
、
報

告
書
は
「
老
齢
化
問
題
は
先
進
国
よ
り

途
上
国
で
よ
り
先
鋭
化
す
る
」
と
予
測

す
る
。

ま
た
、
中
嶋
宏
Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
は

記
者
会
見
で
「
報
告
書
は
楽
観
的
だ

が
、
貧
富
に
よ
る
健
康
状
態
の
ギ
ャ
ッ

プ
の
大
き
さ
、
絶
滅
し
た
と
思
っ
て
い

た
伝
染
病
の
再
発
生
な
ど
問
題
は
依
然

多
い
」
と
述
べ
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
五
・
十
一
）

■麹■

備蓄米4千ﾄﾝを

給食Ｈ１に無鵬供

値引き廃止で支援措置

政
府
米
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
在
庫
を
減

ら
す
と
同
時
に
、
子
供
た
ち
に
コ
メ
の

備
蓄
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

狙
い
だ
。
す
で
に
米
飯
給
食
を
行
っ
て

い
る
小
中
学
校
や
養
護
学
校
な
ど
が
、

米
飯
給
食
の
回
数
を
増
や
す
場
合
に

限
っ
て
対
象
と
し
、
九
月
の
新
学
期
か

ら
交
付
す
る
見
込
み
だ
。

学
校
教
育
の
支
援
や
コ
メ
の
消
費
拡

大
に
役
立
て
る
た
め
、
政
府
は
七
六
年

度
か
ら
、
小
中
学
校
や
養
護
学
校
な
ど

の
米
飯
給
食
向
け
に
コ
メ
の
値
引
き
販

売
を
続
け
、
九
六
年
度
は
、
全
国
約
三

万
二
千
校
に
約
十
万
ノ
を
売
却
し
た
。

し
か
し
、
農
水
省
は
、
昨
年
十
一
月
に

決
定
し
た
「
新
た
な
コ
メ
政
策
」
で
、

財
政
再
建
を
進
め
る
立
場
か
ら
二
○
○

○
年
度
ま
で
に
値
引
き
販
売
を
段
階
的

に
廃
止
す
る
方
針
を
決
め
、
給
食
向
け

に
代
わ
り
の
支
援
措
置
を
と
る
こ
と
に

し
て
い
た
。

四
年
連
続
の
豊
作
な
ど
で
、
昨
年
十

月
末
現
在
の
国
産
米
の
政
府
在
庫
は
、

適
正
水
準
と
い
わ
れ
る
百
五
十
万
少
を

大
幅
に
上
回
る
二
百
六
十
七
万
ト
ン
に
達

し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
五
・
十
二
）

農
水
省
は
麦
作
政
策
の
改
革
案
（
素

案
）
を
ま
と
め
、
皿
日
開
か
れ
た
自
民

党
総
合
農
政
調
査
会
に
報
告
し
た
。
価

格
決
定
を
民
間
流
通
に
ゆ
だ
ね
て
市
場

原
理
を
導
入
し
、
保
護
政
策
を
所
得
補

償
制
度
に
切
り
替
え
る
。
農
家
の
意
欲

を
引
き
出
し
て
品
質
向
上
と
コ
ス
ト
削

減
を
狙
う
が
、
消
費
者
に
と
っ
て
内
外

価
格
差
の
解
消
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か

は
未
知
数
だ
。

国
産
麦
は
、
政
府
が
無
制
限
に
買
い

入
れ
て
い
る
が
、
内
外
価
格
差
は
５
倍

に
達
し
、
輸
入
麦
の
差
益
で
国
産
の
逆

ザ
ャ
を
解
消
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
消

費
者
へ
の
コ
ス
ト
転
嫁
型
の
価
格
支
持

策
は
、
１
９
９
５
年
に
発
効
し
た
Ｗ
Ｔ

Ｏ
農
業
協
定
（
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン

ド
合
意
）
な
ど
世
界
的
な
流
れ
に
反
し

て
い
る
。
製
粉
業
界
か
ら
も
「
輸
入
側

の
希
望
が
全
く
伝
わ
ら
な
い
」
（
大
手

メ
ー
カ
ー
幹
部
）
な
ど
と
不
満
が
強

か
っ
た
。

新
制
度
で
は
、
国
産
麦
の
価
格
は
単

純
計
算
で
３
分
の
１
以
下
に
な
る
。
こ

國臓緋鰍織鯲鮒噸の
た
め
、
当
面
は
輸
入
差
益
を
原
資
と

し
て
手
取
り
収
入
を
補
て
ん
し
、
将
来

的
に
は
補
て
ん
を
ゼ
ロ
に
す
る
。
た
だ

し
、
麦
作
の
コ
ス
ト
削
減
が
進
ま
な
い

ま
ま
生
産
量
が
増
え
る
と
、
補
て
ん
の

た
め
の
負
担
を
賄
い
切
れ
な
く
な
る
構

造
は
変
わ
ら
ず
、
新
た
に
財
政
負
担
を

生
じ
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
。

同
省
は
、
邪
年
産
政
府
買
い
入
れ
価

格
（
生
産
者
麦
価
）
が
決
ま
る
来
月
上

旬
ま
で
に
「
大
綱
」
を
決
定
し
、
２
０

０
０
年
度
を
め
ど
に
順
次
切
り
替
え
る

方
針
だ
。

【
高
橋
秀
郎
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
五
・
十
三
）

農水省

が素案

５Ｊ



未
婚
女
性
の
大
半
は
、
結
婚
願
望
は

あ
る
が
、
結
婚
生
活
と
自
分
の
仕
事
や

趣
味
と
両
立
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
、
な
か
な
か
結
婚
に
踏
み
切
ら

な
い
ｌ
・
毎
日
新
聞
が
２
年
ご
と
に

行
っ
て
い
る
第
型
回
全
国
家
族
計
画
世

論
調
査
の
結
果
が
旧
日
ま
と
ま
っ
た

が
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
阿
藤
誠
副
所
長
が
少
子
化
問
題
に

つ
い
て
明
快
に
解
説
し
て
い
る
。
少
子

未婚女性の結婚観(数字は％品の他､無回答は除く

囲進恋愛６４．８

見合い1０

いずれは結婚する つもりだが

なるべく皐嘔

i蕊iii簿
ない

釦
妬
頸
如
露
如
帽
旭
５
０IliillliliBlliLIil

蕊灘
蕊蒙懲
鯵繩灘鶴

厩

化
の
原
因
は
、
シ
ン
グ
ル
化
・
晩
婚
化

の
進
行
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
妻
と
夫

と
の
関
係
、
家
庭
生
活
の
在
り
方
な
ど

化

化
問
題
の
周
辺

「
夫
は
家
事
に
協
力
を
」
６
割

「
結
婚
、
今
は
ま
だ
」
も
同
程
度

に
も
か
か
わ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
調
査
結
果
の
詳
細
は
、
今

夏
、
専
門
家
に
よ
る
分
析
を
加
え
、
報

告
書
と
し
て
毎
日
新
聞
社
人
口
問
題
調

査
会
か
ら
発
行
さ
れ
る
予
定
だ
。

【
佐
藤
正
伸
、
浜
田
重
幸
、
中
本
輝

雄
、
小
林
雅
喜
、
宮
澤
恵
三

て
い
る
傾
向
は
前
回
卵
年
調
査
と
変
わ

ら
な
い
が
、
「
い
ず
れ
結
婚
す
る
つ
も

り
だ
が
、
今
は
ま
だ
し
た
く
な
い
」
は

６
割
弱
を
占
め
る
。
そ
の
理
由
（
複
数

回
答
）
の
上
位
は
、
①
仕
事
や
勉
強
が

し
た
い
②
ふ
さ
わ
し
い
相
手
が
い
な
い

③
自
由
が
な
く
な
る
④
若
過
ぎ
る
⑤
趣

味
を
楽
し
み
た
い
ｌ
の
順
。
特
に
、

「
自
由
が
な
く
な
る
」
は
加
年
調
査
よ

り
６
．
１
ポ
イ
ン
ト
増
え
た
。

さ
ら
に
、
①
と
③
、
⑤
を
選
ん
だ
人

に
結
婚
と
両
立
し
な
い
理
由
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
「
家
事
に
専
念
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
」
「
子
供
が
で
き
、
子

育
て
に
時
間
を
と
ら
れ
る
か
ら
」
が
合

わ
せ
て
半
数
を
超
え
た
。

結
婚
条
件
の
う
ち
、
既
婚
、
未
婚
、

年
代
を
問
わ
ず
、
学
歴
、
容
姿
、
親
の

財
産
な
ど
よ
り
、
人
柄
を
重
視
し
て
い

る
。

5２



にゅ－すふぉ－らむ

☆未婚者☆☆既婚者☆

１０－－℃轄姻碑字蝿阪●で－－－￣￣’ ●子供の政●

◆妬なたは、何人子供が欲しいと足lいますかｇ
欲しくぱい】１．０（９．４）
１人７．０（５．８）
２人５５．１（54.3)
３人２２．８（24.8）
４人１．４（1.9》
５人以止０．６（0.7】
◆あなたは子供芒産み、育てることはましＬ＄ことだと思
いますか。

楽しし､と山う４５．３
どぢら力､といえばﾂ9§しいと似う36.B
どちら力､といえ1J『楽しいとは忠わ種い１０．７
蕊しいとは似わない５．５

◆ａ〕あなたは、人生老らう１回やりなおすことができ
るとしたら、もう一度いまの夫と始姻しますか゜
する２５．２（24.9）
多分゜する鍋.）（29.4）
多介し鉱ぃ２５．４（30.1）
しない10.4（１２．８）
◆ｂ）＜ａ）で「多分しない」ｒしない」と否えた方正
けに＞その埋由は何ですか、（二つまで）

人の税（税IMI）との､『り、いがうまくいか“いから
２２．３

人が水ＷＩ・子何てにＩ｝を91}し?すぎるから４．０
火力『n分の税（脱、）とう鋲くいかなＷb､ら６．５
火が率蜘・】F打てにuWj的ではｵｴいから24.1
火の収入が砿iAO寄る（以人がｌ;がらない）力､ら１５．６
F1分のしたIrYhJIを曾晄けられないから８.o
r1分のしたい趣味、レジャーが蝿はらｵlないから７．４
ﾔﾋ格が合わないから３８．３
ERUIkが合わないから１７．８
◆ａ）あなたは、あと何人干似が欲しいと瑠いますか｡
(らう>賦し＜ない６６．７（64.2）
(あと）１人1９．５（20.0）
〔蝿と）２人７．１〔８．３）
(あと）３人１．２（１．４）
(あと）４人0.1（0.1）
(あと）５人以上０．１（0.0）
◆ｂ）＜ａ）で「子ＵＩは（ｂう）欲しくない」と答えた
方だけに＞欲しくない主な理由は、次のうちではどれ
ですか。（二つまで）

子映を育てるには紋而Bqなどがかかるから４１．２（38.9）
子lj(の、剛をみるの越体が皮11為から１４．４（１１．１）
子似雀向てるには辿半やしつけ態ど笂箭労が多いから

１２．９（17.0〕
'二1分が鰹くには子似が少ない〃がよいから3.1（４．３）
子供が少ない力か化旙を楽しめるから２．１（1.0）
住宅が狭いから４．８（５．８）
焼宅lコーンはどの文Ｗいで＊ilIが苫しいから８．６（６．５）
環境iU染などでＦＩＩ(のlwl米に不安があるから8.0（６．９）
欲しいだけ05面ん超から４０．３（40.4）

◆ｃ）＜ａ〕で「子供が欲しい」と香えた方正けに＞欺
しＬ､主なｎｍｌ±、次のうちではどれですか。（二つま
で〕

畝ししＶ６:け飯んでいないから２３．８（24.1）
子ＩＩＬが多い牢晦化l亜しい力､ら４９．３（41.9）
生撫が空正したから２．１（１．９）
狐jのγが欲しいから８．６（10.4）
山[のグが航しいから１８．５（22.2）
老裡、.□のよりどころになるから9.0（１０．８）
樫徴、IHI蕨1ＷにOfiりになるから0.7（0.4）
塞黛を鞭いでくれるから０．２（0.1）
子縄が他えないから3.0（２．２）
ｙと知の政が少鉱いと、ｆ似にとってhfよし＜ないから

４１．４（45.3〕

質問と回答

畝字は鮪。短故lin苫はIDO鰯を超す。その他、鰍1,1番は
議席。カッコ内は刺而I、l998OVR鯛寅。

☆対象者全巨lへの質問☆

｜●少干化巳
●桔姻観、親との同居●◆あなたの理想とする子供政は同人ですか。

子供は欲しくないＩ.３（３．１〕
１人４．１（3.6）
２人４５．６（45.2）
３人38.8（40.6）
４人４．９（5.3）
５人以!：１．１（1.3）
◆迅近、日本では干供の政が減って嘗ていますが、あな
たはこのことについてどう思いますか｡
非斌に心q肥22.1（17.0）
少し心配５６．２（62.3）
あまり心配ではね:い１９．６（ＩＢ.Ｏ）
むしろ笹ましい1.0（0.9）
◆子供の政が減っていること（少干化）について、■は
どうすればよいと思いますか。

国lHk掴掩的に出生榊加のだめＩＤ砲痢をすすめるべきであ
る１１．５
ｍは了可て国境CD改衙につとめるべきである６３．２
少ア化で咽ることはぱいから、国は何もする必函感ぱい

0.8
了０k麩逓⑰逓家ないば例々人の阿田なので、IOUが面1厘ｍ
を旧すべきではない23.0
◆少子化に､U辺して、政府あるいは1重1泊体に何に鱒ゴル
てほしいと思うことは同ですか｡（二つまで）

帖蛾ｎＩｒを毎す手Iu)け(狗兇占いパーティーのIﾉﾘl肺など）
１．９

輪蝦のための睡済的支､ﾛ（化隅FQの補助など）１２．３
子育ての雛iﾁWyl支掴(ﾘ｡京下当の充典､111敵一一吋金届Kと）

４３．１
丁Ｕ(の牧両碗の支掴(侭案料の引き下lyUや咽L半金の墹額）

４８．８
仕巾と家座の両立支掴（公立の鰍WT所や商児休勲制亜の
充昶）４０．８
９１性の家耶・向児拳加暹促すための政鯛翻力（半腔孜ｆｙ
など）１１．０
企瑛CDmjfl成行迅正のための政煎舜ﾉ」（労働町Ilu観llfI、
向児休典取而牢のＩｒｉ上など）２０．３
符に毬い（必凹はい）5.0

◆ａ）あなたは、現在必蝿したいと思いますか、思いま
せんか。
舷るぺ＜151＜艀j蛾したい幻1.6
いずれは飴蛾するつ⑤りだが、今はまだし危くない

５９.Ｕ
－･ヨ:砧蛾するつむのは芯い５．６
◆ｂ）＜ａ）で「早く魁蛾したい」「いずれl惑岾蛸する
つもり」と答えた方だけに＞砧蝸仮、鯉との同ojF｣層
について、どう晒Ｉいますか。あなたの岨と泪手の観、
それぞれについて答えて下さい。
＜あなたのBl＞
砧嫉HQI後から－輯に伽③５．４（４．９）
OJjNL戯し'よらくしたら一鞭に伽⑩６．７（8.0》
幌が型つだ⑪、１人になったら他む４２．９（42.8）
－淵にはllZ舐ない２８．４（28.9）
＜ＨＩｒＦの､｣＞

OiU1蛾血晩から一IUEに、(⑥７．７（５．２）
&Di蛾隆しI訳らくし庇ら－Ｗiに(r⑩８．４（９．８）
浬が四一〕たり、］人にJtj:つたら化⑰３９．７（40.0〕
－－帖にはⅡ;懇ない26.1（27.9】
◆ｃ）＜ａ）で「いずれ崎鰯するつもり」と答えた方だ
けに＞なぜ、まだ婚姻したくないのですか｡（二つま
で）

今はltulJや勉組がしたい３８．３（35.1）
命はkgulIsを楽しみにい1９．４（16.1）
tfIIIlがなくなる２９．５（23.4）
軽菰的に余摘が柾＜なる１２．７（0.7）
軸鰯岡金が辿りない８．６（l】.３）
JB過ぎる２６．７〔30.01
ふざわししＶｍｆ力fいない３１．６（36.2）
机、兇弟の此I倒孟みち[けｵＴｌよむくらむくい0.9（】､２）
◆あなたのご両岨の鯵、空調:は幸せそうですか（でした
か）。
幸せ２３．９
多分輯せ５１．９
多分顎世ではない】３．３
幸せではない８．１
◆あなたが賭蛾する時、梱乎の鰹との同屈をどのように
再えますか。
lh帆DBしなしＴですおりj性を亜ぷ１４．５
でされI刺｡U殿し敏いです｡ﾘﾘﾔﾋ雀凹ぶ50.4
1iGuできるﾘﾒIIIZ缶咽ぶ１．１
でされＩJmlil魁できるﾘj住を理ぶOB
どららでもよい３１．１

●週妊・中絶●●結婚旗●
◆ａ）あなた方ご夫婦は二週鉦正したことがありますかｏ
輿従火打している５４．１（鉛.０）
niiに尖行していた九八今はやめている２３．１（21.2）
－－血も災iオレにことがない1６．７（16.0）
◆ｂ）＜ａ〕で「現在実行しているｊと答えた万JR9吋に＞
いつ迅低老始めましたか。
飴BO1iiliから別.４（23.4）
軸斯濁ｕｊから１２．５（１０．０〕
-「｡〔が１人嘘よれてから１４．３（17.8）
-j2供力｢２人喉讃１１てから３１．５（３１．０）
ｆＵ(が３人以l:生よれてから１７．０（16.1）
◆ｃ）以在週妊に使っている方法は主にどれですか。（二
つまで＞
オギ′工(ＫＥ好I祭猷GLi８．４（８．１）
班幽体必睦８．２（８．９〕
lPk交uII鯉法７．４（９．８）
コンドーム（サック）７７．８（77.2）
洗耐法ＬＩ（0.5）
避妊塾（錠剤、ゼリー、フィルム）０．８（0.5）
リング（ＩＵＤ）３．１（３．８）
飲む避妊錨（ピル）１．１（1.3）
不妊千崎（錫はた）４．６（５．３）
不妊手術（火）１．２（１．２）

◆あなたは、これまでに、人丁肝鴎中姓の手術種受けた
ことが必ｂ寵すか。
堂I】たことはkKい７２．０（U０．４）
１【''１１５．３（１５．８）
211Ⅲ５．１（７．７）
３１''１１．８（ＬＵＪ
dＩｌＳｌｕ３（0.6）
５Ｍ０．３〔ｏ･Ｉ）
６１０１１０．２（0.1）
７ＩｄｌｌＯＯ（0.0）
ＢｌＨｉｌＯ」（０．１）
ＤＩＯ11以上０．０（0.0）
◆あなたは、人工虹短中姓についてどう昭lいますかＣ
ＩＦ:ＩＯＤろ２５．４（23.1）
兼ｒＩ:191きで縄ぬる５０．７（61.2）
&御bない９．８（１０．２）

◆あなたが'1,学生のころ、あなたの父娩は次のどのタイ
プでしたか｡
戒頓七千円~ても母U1匹ぜ４８．８
率蜘は町税任せ、子河てに岫圃ﾉJ的２８．８
家取には出力的、子向ては円洩任せ３．０
頭頂も子？\てにも協力的１４．９
◆あな化は姶畑して（するとして）、どのような家虚老
豆みますか。
机と岡畷で、１２１分は､､唖３．６
机と岡廟-で、ｒ1分はｲｲ典１７．８
机と別飼で、ｎ分1J厭戦２０．１
硯と別KWで、［1分体荊助２２．６
鯛とElljkpIで、Ｉｑｌ分はパート３１．７
◆あなたは始蝸して（するとして）、夫に対して次のど
れをＭ御していますか。

家巾も育児も回分[１ｺ,、で午りり、火には仕耶に専念してl承
しい３．７
本VVは自分超'二↑でよいが、ＦＹﾘUは宍に園力してほしい

２８．５
円兜は闘分だけでよいが、＊Ｗは夫に|厨力してほしい

１．８

なりＨｂ育児も犬に燭力し~てほしい57.1
玄取色阿児もすべて夫と半々でやりにい７．３

●キャリア志向●

◆＜現在、働いている方正げに＞あなたは、いつまで仕
牢転嫁けたし､と思いますか②

一生晩けたい２４．８（25.4）
鮒鏑するまで１９．７（23.3）
~j孔IDLがﾉにまれる未で１２．６《13.4）
軸婚、IlIdirでやめ、子IjtがMH壁した後1りびぬきたい

３０．５（27.0）
◆あなたが働いている主な理由は、次のうちではどれで
すか。（二つまで）
小追いを御るため３８．０（38.2）
ＩＪＩ蛾魔金逓ためるだめ１７．５（15.9）
砧蛾柧乎迂探すため1.２（】.⑪
半寅毎脚ろだめ２．４（１．１）
＊jlf種助けるため７．５（7.3）
＊裟廷から仏０（ＬＯ）
雌力遥生かすため１８．９（20.8）
従済的に向立しだいから３２．７（32.6】
生きがいだから10.0（10.5〕
Ｍ金的型野佳lZ(けるため３１.】（32.9）

●同せい●

◆近年、欧米89国では枯姻前I己同せいする若いカップル
が■えていますＣあなたは同せいについてどう随｛いま
すか。
よい２３．６
どちらかといえＭ『よい３７．３
ど場らかといえば麺Iい３０．７
囲い５．８
◆あなたは、これまでに同せいしたことがありますか。
現征同せいしている0.7
以河はあるが、狐任はIITせいしていない８．３
忽ぃ89.0

Ｌ
｛
以
朏
ｕ
ｎ
ｄ
９
１
０
ｈ
Ａ
－
と
』
汗
、
弟

興
韮
口
票
を
預
け
て
答

全
国
の
満
肥
歳
か
、
ｂ
、

月
正
日
か
ら
３
日
王
国
、
｜
層

●親の面倒●

◆あなたは、者Utの■らし老干供（養子・養女種食む）
に餌ろつもりですか｡
価るつらり10.7（]１．４）
価るつしりは窓い５１．５〔51.3）
可えたことがぱい３５．９（36.イ）
◆子供が老父田の面鐘I竃みることを、あなたはどう思い
ますか｡

よし､禰阿(しきたり)だと四う1３．６（１６．２）
了IILとして新たり醜の艇筋起と似う；１８．８（3Ｉ.8）
毯人のだめの施扱（老人ホーム）や制度（GI《金など）が
不胸ばか0つや心を町ない２０．０（21.1）
よい価詞疋と1,1皿わ趣い８．９（９．５）
わからない１２．０（１２．５）

●働く碑由●
」

◆＜現在、工事以外に仕事を持っている方定けに＞あな
たが働いている主なUEFtbは､どれですかａ〈二つまで）
子供の欽向幽遥翻るため２７．６（踊.l）
住宅ローンを越すため１３．３（,0.4）
＊典だから１６．６（１４．８）
脆'｣を生かすため９．０（9.3〕
軽摘的に尚正したいから１４．２（,3.7〕
了0K畳行て曙わってIltIlI1があるから１３．９（15.0）
大の収入が少怠いから２１．２（20.4）
生き力nfbだから１４．１（15.2）
ＩＩＬ公1Ｗ雛野を【畠けるだめ22.0（22.3）

Ｉ
】
色

在
実
行
し
て
い
る
」
が

別
・
１
％
（
船
年
調
査

比
２
．
５
ポ
イ
ン
ト

減
）
と
減
少
傾
向
に
あ

る
反
面
、
「
前
に
実
行

し
て
い
た
が
、
今
は
や

め
て
い
る
」
が
羽
・
１

％
（
１
．
９
ポ
ン
イ
ト

増
）
と
増
加
傾
向
に
あ

る
点
だ
。
中
絶
経
験
者

は
羽
・
１
％
（
２
．
９
ポ

イ
ン
ト
減
）
だ
っ
た
。

避
妊
開
始
時
期
が
「
結

婚
前
」
四
・
４
％
、

「
子
供
が
２
人
生
ま
れ

て
か
ら
」
別
・
５
％
と

高
い
数
値
を
示
し
た
こ

と
は
、
避
妊
の
定
着
と

と
も
に
ま
す
ま
す
計
画

出
産
の
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
「
避
妊
に
失

敗
し
た
ら
子
供
を
産

む
」
ｎ
．
９
％
が
、

「
人
工
妊
娠
中
絶
手
術

を
受
け
る
」
配
・
９
％

を
大
き
く
上
回
っ
た
こ

と
は
、
少
子
化
社
会
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
昨

風，



雨…遜……
（数字は

未
婚
女
性
の
性
に
対
す
る
考
え
方
は

一
段
と
開
放
の
度
を
増
し
た
よ
う
だ
。

４
人
に
３
人
が
同
せ
い
を
肯
定
し
、
婚

外
子
（
法
律
上
婚
姻
関
係
に
な
い
男
女

か
ら
生
ま
れ
る
子
供
）
に
つ
い
て
こ
だ

わ
ら
な
い
人
が
６
割
強
に
上
っ
た
。

同
せ
い
の
肯
定
派
は
、
既
婚
者
と
比

べ
て
別
ポ
イ
ン
ト
余
り
多
く
、
否
定
派

も
帥
ポ
イ
ン
ト
少
な
い
。
否
定
理
由

（
複
数
回
答
）
の
上
位
は
、
「
親
や
親

類
な
ど
家
族
に
よ
い
心
証
を
与
え
な
い

か
ら
」
佃
・
０
％
、
｜
子
供
が
で
き
た

ｊ
２

％
ａ

妊娠した
ことがある

婚
外
子
肯
定
が
６
割

避

故
供
些

蝋
纈

時
、
困
る
か
ら
」
別
．

４
％
、
「
社
会
的
に
認

知
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
」
酊
・
７
％
ｌ
だ
っ
た
。

婚
外
子
に
つ
い
て
は
、
ｎ
代
後
半
の

７
割
強
、
卯
代
の
６
割
強
が
こ
だ
わ
っ

て
い
な
い
。
「
状
況
に
よ
っ
て
は
婚
外

子
を
産
む
」
は
姐
・
４
％
で
、
「
産
ま
な

い
」
が
弘
・
７
％
だ
っ
た
。
産
ま
な
い

理
由
（
同
）
は
、
「
き
ち
ん
と
結
婚
し

て
子
供
を
産
み
た
い
か
ら
」
髄
・
４
％
、

「
経
済
的
に
大
変
だ
か
ら
」
妃
・
２
％
、

「
子
供
が
不
利
益
を
受
け
る
か
ら
」
羽

・
７
％
ｌ
が
上
位
。

こ
う
し
た
意
識
は
、
未
婚
女
性
の
性

9６今回9４9０ 9２1９８８

今
、
子
供
を
持
ち
た
い

と
い
う
潜
在
的
な
気
持

ち
の
表
れ
か
も
し
れ
な

い
。
避
妊
方
法
に
つ
い

て
は
相
変
わ
ら
ず
「
コ

ン
ド
ー
ム
」
が
万
・
８

％
と
圧
倒
的
で
、
そ
の

他
の
避
妊
方
法
に
は
大

き
な
変
化
は
な
か
っ

た
。

鯉
動と意識高

齢
社
会
に
突
入
し
、
親
と
の
同
居

問
題
、
親
の
世
話
な
ど
の
面
で
、
女
性

の
ホ
ン
ネ
が
よ
り
現
実
的
に
表
れ
て
き

た
。結
婚
し
て
ど
う
い
う
家
庭
を
望
む
か

に
つ
い
て
の
質
問
に
、
「
親
と
別
居

行
動
に
も
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
「
性

の性行
答は除く

未婚女性
数字は％、無回

'１

鐘

別
居
希
望
Ｍ
％
、
未
婚
者
に
顕
著

卵、

全体１０代２０代２０代３０代３０代
後半前半後半前半後半

交
渉
が
あ
る
」
は
蛆
・
９
％
で
、
８
年

前
の
帥
年
調
査
と
比
べ
て
ｕ
・
０
ポ
イ

ン
ト
も
増
え
た
。
ま
た
、
性
体
験
者
の

６
割
弱
が
旧
歳
ま
で
に
最
初
の
性
交
渉

を
経
験
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
現
在

避
妊
を
実
行
し
て
い
る
」
は
弱
・
０
％

で
加
年
調
査
よ
り
３
．
２
ポ
イ
ン
ト
低

い
が
、
「
人
工
妊
娠
中
絶
を
認
め
る
」

は
ね
・
１
％
で
朗
年
の
巧
・
２
％
を
上

回
っ
た
。
特
に
、
加
代
後
半
か
ら
釦
代

前
半
の
キ
ャ
リ
ア
女
性
の
６
割
強
が
性

交
渉
を
持
ち
、
避
妊
に
注
意
す
る
割
合

も
高
く
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
８
割
が
認

め
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

し
、
自
分
は
常
勤
の
仕
事
か
パ
ー
ト
で

働
く
」
が
全
体
で
は
別
・
３
％
だ
が
、

未
婚
女
性
で
は
図
・
６
％
に
達
す
る
。

さ
ら
に
、
結
婚
の
際
、
相
手
の
親
と
の

同
居
問
題
に
つ
い
て
も
、
「
同
居
し
な

い
で
す
む
男
性
を
選
ぶ
一
ロ
で
き
れ

5‘



にゅ－すふぉ－らむ

既婚女性と親金銭的、

●親から面倒をみて
もらったことがあるか

定期的に不定期に面倒をみて
みてもらったみてもらったもらったことばない

労力的なかかわり

●親に対して面倒をみた
ことがあるか

面倒をみた不定期に定期的に
ことはないみたみた

ば
」
を
含
む
）
が
未
婚
者
で
“
・
９
％

に
上
る
。

ま
た
、
結
婚
願
望
の
あ
る
未
婚
女
性

の
う
ち
、
結
婚
直
後
か
ら
自
分
の
親
、

あ
る
い
は
相
手
の
親
と
二
緒
に
住

む
」
と
答
え
た
の
は
５
～
７
％
強
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
二
緒
に
は
住
ま
な

い
」
は
２
割
台
だ
っ
た
。
し
か
し
、
既

婚
女
性
の
６
割
強
が
自
分
の
親
か
ら
育

児
の
手
伝
い
や
生
活
費
の
補
助
を
受
け

て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

一
方
、
「
自
分
の
老
後
の
暮
ら
し
を

（数字は％、「親はいなかった」と無回答を除く）

－□＝□
育児の季伝い￣、：二
生活費の補助一一経済的な狙助
柏神的な心の支え■函-拍神的…支え
家事の手伝い団、介感

（祖散回答、上位4位）

子
供
に
頼
る
つ
も
り
は
な
ど
と
答
え
な
い
」
別
・
０
％
、
「
よ
い
慣
習
（
し
き

た
の
は
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
た
。
た
り
）
」
旧
・
６
％
ｌ
の
順
で
、
「
よ

だ
が
、
老
父
母
の
面
倒
を
み
る
こ
と
に
い
慣
習
」
は
的
年
調
査
比
で
２
．
６
ポ

対
し
て
は
、
「
子
供
と
し
て
当
た
り
前
イ
ン
ト
減
、
加
年
比
で
は
４
．
８
ポ
イ

の
義
務
」
犯
・
８
％
、
「
老
人
の
た
め
の
ン
卜
減
っ
た
。

施
設
、
制
度
が
不
備
だ
か
ら
や
む
を
得

亟結婚退職不就労激減し，割切る
未
婚
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
志
向
は
強
ま

る一方だ。「結婚・出産でやめ、る鈎碆剥剛馴麺暖鑪卿紘宅立

灘
一
鑑
蕊
蝿
翻
纈

廻附繩川棚識》ｈ許鍔勢峠川祉晩、》罐》鱗剛剛鯛馴鯏麹祷瀦噂費を
軒
ｌ
釧
１
１
吋
ｌ
小

の
”
結
婚
退
職
不
就
労
型
〃
は
、
８
年
前

の
加
年
調
査
と
比
べ
て
激
減
し
、
、
％
部
、
親
か
ら
援
助
し
て
も
ら
っ
て
い

を
切
っ
た
。

る
」
「
家
計
は
親
に
ま
か
せ
て
一
定
額
を

働
い
て
い
る
理
由
（
複
数
回
答
）
家
に
入
れ
て
い
る
」
は
６
割
を
超
え
屯

は
、
「
小
遣
い
を
得
る
た
め
」
羽
・
０
こ
れ
に
対
し
て
、
結
婚
し
て
い
る
女

錐
鷲
灘
蝉
囹
「
欲
し
く
な
い
」
未
婚

鏥
年
調
査
と
大
き
な
違
い
は
な
か
つ
理
想
と
す
る
子
供
数
の
１
位
は
、
既

允
。
だ
が
、
「
自
分
の
収
入
だ
け
で
生
婚
女
性
の
「
３
人
」
に
対
し
、
未
婚
女

活
し
て
い
る
」
は
妬
・
２
％
で
、
二
性
は
「
２
人
」
で
、
過
去
２
回
の
調
査

「
欲
し
く
な
い
」
未
婚
の
ｎ
％
に
初
め
て
２
ケ
タ

結
果
と
同
じ
だ
っ
た
。
平
均
で
は
既
婚

者
の
場
合
が
２
．
詔
人
、
未
婚
者
は
２
．

朋
人
。
ま
た
、
よ
り
現
実
的
な
指
標
で

性
の
働
く
理
由
（
同
）
は
、
長
引
く
不

況
を
反
映
し
て
か
、
「
子
供
の
教
育
費

を
得
る
た
め
」
「
夫
の
収
入
が
少
な
い

か
ら
」
が
じ
わ
じ
わ
増
え
て
い
る
。
ま

た
、
育
児
休
業
制
度
で
休
暇
を
と
っ
た

の
は
ｕ
・
１
％
に
と
ど
ま
り
、
休
暇
を

と
ら
な
か
っ
た
理
由
（
同
）
の
１
位
は

「
子
育
て
に
専
念
す
る
た
め
、
仕
事
を

や
め
て
し
ま
っ
た
か
ら
」
が
ｕ
・
０
％

だ
っ
た
。 現在働いている未婚女性は

いつまで仕事を続けたいか

５
０
５

０
５

０
３
３
２

２
１

１

(数字は％、その他、無回答は除く

３０．５紹婚・出産でやめ
長した後
たい

たい

子供が成
再び、ざ

一生続け
､８

結婚する まで
1９．７

１５．

出産する
６

まで

1990９４9６今回

5５

ﾛ向臓譲啄::同



あ
る
希
望
子
供
数
（
生
存
子
供
数
十
追

加
子
供
数
）
は
２
．
加
入
で
、
船
年
調

査
の
２
．
躯
人
か
ら
や
や
後
退
し
た
。

未
婚
者
を
対
象
に
し
た
「
何
人
子
供
が

欲
し
い
か
」
の
質
問
に
「
欲
し
く
な

い
」
は
ｎ
．
０
％
と
加
年
の
調
査
開
始

以
来
初
め
て
２
ケ
タ
に
乗
っ
た
。

既
婚
者
の
子
供
が
欲
し
く
な
い
理
由

（
複
数
回
答
）
の
上
位
は
、
「
教
育
費

な
ど
お
金
が
か
か
る
」
虹
・
２
％
、
「
欲

日
本
の
出
生
率
が
、
１
人
の
女
性
平

均
で
子
供
２
人
の
水
準
を
下
回
っ
て
か

ら
、
す
で
に
羽
年
が
た
つ
。
”
１
．
所

シ
ョ
ッ
ク
“
か
ら
で
も
８
年
を
経
過
し

た
。
政
府
は
１
９
９
４
年
に
少
子
化
対

策
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
〃
エ
ン
ゼ
ル
プ

ラ
ン
“
を
策
定
し
、
子
育
て
環
境
の
改

善
を
重
要
な
政
策
課
題
の
ひ
と
つ
に
挙

げ
て
き
た
。

今
回
の
調
査
結
果
は
、
こ
の
”
エ
ン

ゼ
ル
プ
ラ
ン
〃
を
強
く
支
持
す
る
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
再
生
産
年
齢
に

あ
る
女
性
（
旧
～
姐
歳
）
の
５
人
に
４

国
立
社
会
保
障
・
人
ロ
問
題
研
究
所
副
所
長
阿
藤
誠
さ
ん
に
聞
く

男
性
の
家
事
・
育
児
参
加
を

し
い
だ
け
産
ん
だ
か
ら
」
如
・
３
％
、

「
面
倒
を
み
る
の
は
体
が
疲
れ
る
」
Ⅲ、
１

．
４
％
・
一
方
、
未
婚
者
の
配
・
１
％
力

「
子
供
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
は
楽
し

い
」
（
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
を
含
む
）

と
答
え
て
い
る
。
こ
の
「
楽
し
い
」
と

思
っ
て
い
る
未
婚
者
の
う
ち
、
「
少
子

化
が
心
配
」
な
人
は
宿
・
９
％
に
上
っ

た
。

人
は
、
少
子
化
を
「
心
配
」
と
答
え
、

４
人
に
３
人
は
何
ら
か
の
対
策
を
と
る

べ
き
だ
と
答
え
て
い
る
。
そ

の
対
策
の
中
で
強
く
望
ま
れ

て
い
る
の
は
、
教
育
費
の
支

援
、
児
童
手
当
な
ど
の
経
済

的
支
援
、
保
育
・
育
児
休
業

な
ど
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立

支
援
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

”
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
“
が
中
心

的
施
策
と
し
て
挙
げ
た
項
目

そ
の
も
の
で
あ
り
、
”
エ
ン

ゼ
ル
プ
ラ
ン
“
の
推
進
は
、

義
彦

蕊
農 子

育
て
に
最
も
直
接
的
に
か
か
わ
っ
て

い
る
人
々
の
圧
倒
的
願
望
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
”
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
〃
の
推

進
が
あ
れ
ば
、
今
日
の
少
子
化
傾
向
に

歯
止
め
が
か
か
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
問

題
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
そ
れ

は
少
子
化
の
主
な
原
因
が
、
夫
婦
の
子

供
数
の
減
少
で
は
な
く
、
シ
ン
グ
ル
化

・
晩
婚
化
の
急
速
な
進
行
に
あ
る
た
め

で
あ
る
。

昨
年
、
Ⅲ
月
末
、
厚
生
省
の
人
口
問

題
審
議
会
は
、
各
地
域
の
市
民
会
議
、

多
く
の
分
野
の
有
識
者
か
ら
の
意
見
聴

取
を
踏
ま
え
て
、
「
少
子
化
」
報
告
書

を
発
表
し
た
。
こ
の
審
議
会
報
告
書

は
、
少
子
化
の
直
接
的
原
因
で
あ
る
シ

ン
グ
ル
化
の
背
後
に
、
仕
事
と
家
庭
の

え・汀、亦匹

両
立
を
妨
げ
る
固
定
的
な
一
雇
用
慣
行
と

仕
事
優
先
の
企
業
風
土
、
固
定
的
な
男

女
の
役
割
分
業
観
（
夫
は
仕
事
、
妻
は

家
庭
）
が
あ
る
と
分
析
し
た
。
そ
の
上

で
日
本
型
雇
用
慣
行
を
変
革
し
、
男
性

の
家
事
・
育
児
参
加
を
促
し
、
女
性
の

一
層
用
環
境
の
改
善
・
子
育
て
支
援
を
図

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
が
男
女
共

同
参
画
型
社
会
に
転
換
し
て
い
く
こ
と

の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

今
回
の
調
査
に
よ
る
と
、
未
婚
女
性

の
大
多
数
は
、
生
涯
独
身
志
向
を
持
つ

と
い
う
よ
り
も
、
結
婚
生
活
が
自
分
の

仕
事
、
趣
味
、
自
由
と
両
立
し
な
い
と

い
う
懸
念
か
ら
結
婚
を
た
め
ら
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
未
婚
女
性
の
間

で
は
結
婚
後
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
す
る

家
事
・
育
児
へ
の
協
力
期
待
が
大
変
強

い
。
し
か
し
な
が
ら
多
く
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
家
庭
で
は
、
夫
か
ら
の
協
力
は
ほ

と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
の
が
現
実
で
あ

る
。
「
少
子
化
問
題
」
は
、
我
々
に
仕

事
と
家
庭
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
根
本

的
な
見
直
し
を
迫
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
五
・
十
四
）
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こゅ－すふぉ－らむ

毎
日
新
聞
は
焔
～
蛆
歳
の
女
性
３
９

１
０
人
を
対
象
に
全
国
家
族
計
画
世
論

調
査
を
行
っ
た
が
、
少
子
高
齢
社
会
を

背
景
に
、
８
割
近
く
が
少
子
化
を
心
配

し
て
い
た
。
心
配
し
て
い
る
人
は
、
８

年
前
の
１
９
９
０
年
調
査
と
比
べ
て
全

体
で
ｎ
ポ
イ
ン
ト
余
り
も
増
え
た
。
ま

た
、
４
人
に
３
人
が
国
や
自
治
体
に
何

ら
か
の
対
策
を
望
ん
で
お
り
、
具
体
的

な
施
策
と
し
て
、
①
教
育
費
の
支
援
②

子
育
て
の
経
済
的
支
援
③
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
ｌ
を
挙
げ
る
女
性
が
多

か
っ
た
。
女
性
が
結
婚
生
活
に
踏
み
切

る
う
え
で
、
出
産
や
育
児
が
大
き
な
障

害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。

少
子
化
に
つ
い
て
国
に
望
む
対
応
策

は
、
「
子
育
て
環
境
の
改
善
」
聞
・
２
％

が
最
も
多
く
、
「
個
人
の
問
題
な
の

で
、
国
が
直
接
ロ
を
出
す
べ
き
で
は
な

い
」
羽
・
０
％
が
続
く
。
「
国
は
積
極

的
に
出
生
増
加
の
た
め
の
施
策
を
す
す

め
る
べ
き
だ
」
は
ｎ
．
５
％
だ
っ
た
。

国
や
自
治
体
に
望
む
施
策
（
複
数
回

皿函
８
割
が
少
子
化
心
配

国
。
自
治
体
に
具
体
策
望
む

世
界
の
保
健
活
動
に
多
大
な
貢
献
を

し
た
団
体
・
人
物
に
贈
ら
れ
る
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
ヘ
ル
ス
・

フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
メ
ダ
ル
が
ｕ
日
、
ヒ

ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
夫
人

と
日
本
財
団
（
笹
川
陽
平
理
事
長
）
に

答
）
は
「
授
業
料
の
引
き
下
げ
や
奨
学

金
の
増
額
な
ど
教
育
費
の
支
援
」
蛆
．

８
％
、
「
児
童
手
当
の
充
実
、
出
産
一

時
金
な
ど
子
育
て
な
ど
の
面
で
の
経
済

的
支
援
」
姐
・
１
％
、
「
公
立
の
保
育
所

や
育
児
休
業
制
度
の
充
実
な
ど
仕
事
と

家
庭
の
両
立
支
援
一
如
・
８
％
ｌ
が
上

位
だ
っ
た
。

【
宮
澤
恵
三

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
五
・
十
四
）

】函

ＷＨＯが

日本財団など

表彰

平
井
正
夫
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
局
長
）

マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
が
、
水
不
足
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
。
周
辺
の
人
口
を
合
わ
せ
て
約
四
百

四
十
万
人
の
う
ち
、
約
百
八
十
万
人
が

給
水
制
限
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
南
部
の
デ
サ

チ
ェ
ラ
ス
地
区
は
、
水
が
全
く
出
な
い

状
態
が
二
カ
月
近
く
も
続
い
て
い
る
。

毎
日
夕
方
に
な
る
と
、
住
民
は
給
水
車

の
水
を
バ
ケ
ツ
な
ど
で
受
け
、
自
宅
に

持
ち
帰
る
。
給
水
車
の
そ
ば
で
洗
濯
を

始
め
た
り
、
水
浴
び
を
し
た
り
す
る
人

も
い
る
。
一
歳
の
男
の
子
が
い
る
と
い

う
ノ
ー
・
ア
ブ
ド
ラ
さ
ん
（
二
○
）
は

「
子
供
に
は
清
潔
な
服
を
着
せ
た
い
。

ミ
ル
ク
を
つ
く
る
水
に
も
困
る
こ
と
が

あ
る
」
と
話
し
た
。

贈
ら
れ
た
。

ク
リ
ン
ト
ン
夫
人
は
世
界
各
国
で
の

女
性
の
健
康
問
題
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
日
本
財
団
は
１

９
７
５
年
以
来
Ｗ
Ｈ
Ｏ
を
通
じ
、
ハ
ン

厘

マ
レ
ー
シ
ア
水
不
足

森
林
破
壊
も
変
動
誘
因
か

水
不
足
は
、
例
年
よ
り
雨
が
少
な
い

た
め
に
起
き
た
。
例
え
ば
三
月
の
雨
最

は
例
年
に
比
べ
三
割
近
く
も
少
な
か
っ

た
。
そ
の
結
果
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

周
辺
の
四
つ
の
ダ
ム
の
水
位
が
下
が

り
、
水
道
の
給
水
量
が
通
常
の
六
割
に

落
ち
込
ん
で
い
る
。

原
因
は
、
昨
年
か
ら
続
く
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
現
象
の
影
響
に
よ
る
異
常
気
象
だ

と
説
明
さ
れ
て
い
る
ｃ
住
民
は
「
天
災

だ
か
ら
、
雨
を
待
つ
し
か
な
い
」
と
言

い
、
政
府
を
責
め
る
声
は
聞
か
れ
な
い
。

し
か
し
、
水
源
に
な
る
は
ず
の
森
林

の
破
壊
が
進
ん
で
い
る
の
も
事
実
だ
。

マ
レ
ー
シ
ア
を
上
空
か
ら
な
が
め
る

と
、
大
地
が
あ
ち
こ
ち
で
赤
茶
け
た
地

肌
を
さ
ら
し
て
い
る
。
高
速
道
路
や
工

場
の
建
設
な
ど
で
、
森
林
が
切
り
開
か

セ
ン
病
制
圧
、
天
然
痘
撲
滅
、
熱
帯
病

研
究
へ
計
１
億
２
０
０
０
万
が
（
約
１

６
０
億
円
）
を
援
助
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
。

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
支
局
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
五
・
十
五
）
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れ
た
の
だ
。
経
済
成
長
の
た
め
に
自
然

は
大
き
な
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。

森
林
の
破
壊
と
現
象
が
、
異
常
気
象
や

気
象
変
動
の
誘
因
に
な
っ
て
い
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。

政
府
は
航
空
機
か
ら
雨
粒
の
核
に
な

る
粒
子
を
散
布
し
、
人
工
的
に
雨
を
降

ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
皮

肉
な
こ
と
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
内

で
は
雨
が
降
る
の
に
、
水
源
に
な
る
ダ

ム
の
上
流
に
は
降
ら
な
い
。
長
年
破
壊

に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
自
然
が
、
人
間
の

そ
の
場
し
の
ぎ
の
対
策
を
あ
ざ
笑
っ
て

い
る
か
の
よ
う
だ
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
五
・
十
八
）

【
バ
ン
コ
ク
旧
日
Ⅱ
飯
野
克
彦
】
タ

イ
の
大
手
コ
メ
商
社
幹
部
に
よ
る
と
、

タ
イ
米
輸
出
協
会
（
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
）
傘
下

の
コ
メ
商
社
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
コ

メ
輸
出
を
停
止
し
た
。
タ
イ
の
商
業
銀

囲互

ﾀｲ､コメ

輸出停止

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ餅|不足に

行
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
向
け
の
信
用
状

（
Ｌ
／
Ｃ
）
発
行
を
取
り
や
め
た
た

め
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
タ
イ
は

最
大
の
コ
メ
輸
入
先
の
一
つ
だ
け
に
、

国
内
の
食
糧
不
足
に
拍
車
が
か
か
り
そ

う
だ
。Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
傘
下
の
コ
メ
商
社
は
現

在
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
銀
行
が
出
す

Ｌ
／
Ｃ
の
受
け
取
り
は
拒
否
し
て
い

る
。
代
わ
り
に
タ
イ
の
地
場
銀
行
に

Ｌ
／
Ｃ
発
行
を
求
め
て
い
た
が
、
タ
イ

銀
行
協
会
（
Ｔ
Ｂ
Ａ
）
筋
に
よ
れ
ば
、

タ
イ
の
大
手
銀
行
は
十
五
日
以
降
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
向
け
の
Ｌ
／
Ｃ
発
行
を
停
止

し
た
。
Ｔ
Ｂ
Ａ
筋
に
よ
る
と
、
コ
メ
だ

け
で
な
く
砂
糖
の
輸
出
に
も
影
響
し
つ

つ
あ
る
と
い
う
。

タ
イ
の
商
業
銀
行
最
大
手
、
バ
ン
コ

ク
銀
行
（
Ｂ
Ｂ
Ｌ
）
は
十
八
日
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
中
央
銀
行
の
指
示
を
受
け
て

先
週
来
閉
鎖
し
て
い
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
支

店
を
再
開
し
た
。

た
だ
「
実
際
に
は
営
業
停
止
状
態
の

ま
ま
」
（
Ｂ
Ｂ
Ｌ
幹
部
）
で
、
Ｌ
／
Ｃ

発
行
を
再
開
す
る
可
能
性
は
当
分
な
い

と
み
ら
れ
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
八
・
五
・
十
九
）

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
旧
日
Ⅱ
岸
善
樹
】
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
第
二
回
閣

僚
会
議
は
十
八
日
、
主
に
前
回
の
貿
易

自
由
化
交
渉
で
あ
る
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ

ウ
ン
ド
合
意
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、

各
国
が
意
見
を
述
べ
た
。
途
上
国
が
先

進
国
に
対
し
繊
維
な
ど
の
分
野
で
の
一

層
の
市
場
開
放
を
求
め
た
の
に
対
し
、

先
進
国
側
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
運
営
の
透
明
化

を
よ
り
進
め
る
こ
と
や
開
発
に
よ
る
環

境
問
題
へ
の
影
響
な
ど
に
関
心
を
深
め

て
お
り
、
途
上
国
と
先
進
国
の
関
心
の

違
い
や
利
害
対
立
が
目
立
っ
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
は
「
途
上
国
が
ウ
ル
グ

ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
利
益
を
十
分
に
得

て
い
な
い
こ
と
に
失
望
を
感
じ
る
」
と

述
べ
、
特
に
繊
維
の
分
野
で
、
先
進
国

に
よ
る
輸
入
制
限
が
発
動
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
と
強
く
批
判
し
た
。
イ
ン

ド
や
エ
ジ
プ
ト
、
香
港
が
こ
れ
に
同
調

し
た
。一
方
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
「
Ｗ

Ｔ
Ｏ
運
営
の
透
明
性
を
高
め
る
と
と
も

に
、
環
境
保
護
へ
の
取
り
組
み
を
強
化

囮

南
Ⅱ
「
先
進
国
は
市
場
解
放
を
」

北
Ⅱ
「
途
上
国
は
環
境
を
守
れ
」

す
べ
き
だ
」
と
主
張
し
、
米
国
や
カ
ナ

ダ
が
賛
同
し
た
。
環
境
保
護
団
体
な
ど

が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
議
事
録
公
開
や
貿
易
と

環
境
問
題
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
な

ど
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ

る
。こ
れ
に
対
し
途
上
国
側
は
、
こ
れ
が

環
境
保
護
団
体
の
関
与
に
つ
な
が
り
、

開
発
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
こ
と
を
警

戒
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
が
中
心

に
ま
と
め
た
閣
僚
宣
言
案
の
最
初
の
草

稿
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
運
営
に
つ
い
て
「
可

能
な
限
り
最
大
限
の
透
明
性
」
を
確
保

す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、

二
十
日
に
採
択
予
定
の
閣
僚
宣
言
案
で

は
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
活
動
の
透
明
性
を
ど
う

向
上
さ
せ
る
か
を
検
討
す
る
」
と
表
現

が
や
わ
ら
げ
ら
れ
た
。

十
八
日
の
会
議
で
は
四
十
カ
国
が
発

言
し
、
一
カ
国
の
持
ち
時
間
は
約
三

分
。
そ
れ
で
も
十
五
カ
国
が
発
言
待
ち

の
ま
ま
時
間
切
れ
に
な
り
、
二
十
日
の

討
議
に
持
ち
越
し
た
。
言
い
っ
ぱ
な
し

と
も
い
え
る
会
議
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
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する､お－らむこゆ

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
日
Ⅱ
岸
善
樹
】
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
第
二
回
閣

僚
会
議
は
二
十
日
午
後
（
日
本
時
間
同

日
夜
）
、
新
し
い
貿
易
自
由
化
交
渉
の

た
め
の
予
備
交
渉
を
今
年
九
月
に
始
め

る
こ
と
を
内
容
と
す
る
閣
僚
宣
言
を
採

択
し
、
閉
幕
し
た
。
次
の
第
三
回
閣
僚

会
議
は
、
来
年
夏
以
降
に
米
国
で
開
く

こ
と
も
決
め
た
。
こ
れ
で
二
○
○
○
年

ァ
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
副
首
相
兼
貿
易
相

は
「
反
論
の
機
会
を
与
え
る
べ
き
だ
」

と
不
満
を
述
べ
た
。

一
九
四
七
年
の
最
初
の
貿
易
交
渉
の

参
加
国
が
二
十
三
だ
っ
た
の
に
比
べ
、

現
在
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
・
地
域
は
百
三

十
二
に
増
え
、
そ
の
う
ち
八
割
を
途
上

国
が
占
め
る
。
「
も
は
や
日
米
欧
で
議

論
を
引
っ
張
る
の
は
無
理
」
（
日
本
政
府

関
係
者
）
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
五
・
二
十
）

囮

新貿易交渉

へ道筋確定

閣僚会議が閉幕

に
予
定
さ
れ
る
新
貿
易
交
渉
へ
の
道
筋

が
確
定
し
た
。
新
貿
易
交
渉
で
は
、
日

本
の
コ
メ
関
税
化
が
焦
点
の
ひ
と
つ
に

な
る
。

次
回
の
閣
僚
会
議
の
開
催
地
に
は
、

米
国
の
ほ
か
、
香
港
も
有
力
視
さ
れ
て

い
た
。
だ
が
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
が

十
八
日
、
み
ず
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
演
説
し

て
開
催
を
訴
え
た
こ
と
も
あ
り
、
米
国

と
す
る
こ
と
で
各
国
が
合
意
し
た
。
日

本
政
府
関
係
者
は
「
新
貿
易
交
渉
に
、

米
国
が
積
極
的
に
か
か
わ
る
と
い
う
意

思
の
表
れ
」
と
歓
迎
し
て
い
る
。

今
年
九
月
に
始
ま
る
予
備
交
渉
で

は
、
前
回
の
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド

合
意
で
い
っ
そ
う
の
自
由
化
推
進
が
決

ま
っ
て
い
る
農
業
・
サ
ー
ビ
ス
分
野
の

ほ
か
、
複
数
の
分
野
を
一
括
交
渉
す
る

「
ラ
ウ
ン
ド
方
式
」
を
採
用
す
る
か
ど

う
か
な
ど
を
話
し
合
う
。
そ
の
後
の
閣

僚
会
議
で
、
こ
う
し
た
新
貿
易
交
渉
の

対
象
分
野
や
方
式
を
確
定
し
、
二
○
○

○
年
か
ら
の
本
交
渉
に
つ
な
げ
る
。

ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
合
意
で

は
、
日
本
や
韓
国
は
コ
メ
の
関
税
化
を

免
れ
た
。
だ
が
新
貿
易
交
渉
で
は
、
関

税
化
を
求
め
ら
れ
る
の
が
確
実
で
、
こ

れ
を
拒
め
ば
、
最
低
輸
入
量
の
義
務
づ

け
（
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
）
の
大
幅

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い
る
世

帯
数
が
、
子
ど
も
（
十
八
歳
未
満
で
未

婚
者
）
が
い
る
世
帯
数
を
初
め
て
上

回
っ
た
こ
と
が
二
十
四
日
、
厚
生
省
が

ま
と
め
た
九
七
年
の
「
国
民
生
活
基
礎

調
査
」
で
分
か
っ
た
。
八
○
年
ご
ろ
ま

で
は
、
子
ど
も
の
い
る
世
帯
が
高
齢
者

が
い
る
世
帯
の
二
倍
を
超
え
て
い
た
だ

け
に
、
少
子
化
と
高
齢
化
の
進
行
で
世

帯
構
造
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
実
態

が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
親
と
同
居
す
る
世
帯
の
減
少
、

拡
大
が
避
け
ら
れ
な
い
。

園

高
齢
者
い
る
世
帯

「
子
ど
も
」
を
上
回
る

独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
だ
け
の
高
齢
者
世

帯
の
増
加
も
目
立
っ
て
い
る
。

こ
の
調
査
は
昨
年
六
月
、
全
国
約
五

万
五
千
八
百
世
帯
を
対
象
に
家
族
構
成

な
ど
を
聞
き
、
約
四
万
九
千
五
百
世
帯

か
ら
回
答
を
得
た
。

調
査
か
ら
推
計
し
た
全
国
の
世
帯
総

数
は
四
千
四
百
六
十
六
万
九
千
世
帯

で
、
前
年
よ
り
二
・
○
％
増
え
た
。
｜

世
帯
の
平
均
人
数
は
過
去
最
低
だ
っ
た

前
年
の
二
・
八
五
人
か
ら
さ
ら
に
減

り
、
二
・
七
九
人
Ｅ
ば
つ
だ
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
五
・
二
十
｜
）

二
・
七
九
人
に
な
っ
た
。

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

が
い
る
世
帯
は
千
四
百
五
万

千
世
帯
。
前
年
よ
り
三
・
四

％
増
え
、
全
世
帯
に
占
め
る

割
合
は
三
一
・
五
％
に
達
し

た
。
｜
方
、
子
ど
も
が
い
る

世
帯
は
千
三
百
四
十
万
千
世

帯
で
、
前
年
よ
り
三
・
四
％

減
り
、
全
世
帯
に
占
め
る
割

合
は
三
○
・
○
％
に
な
っ

５９

醤
子供のいる世帯

高齢者のいる世帯



世が 七年

以
降
は
三
世
帯
に
一
世
帯
に
満
た
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
｜
世
帯
あ
た
り

だ

見
方
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
向
こ
う

りもいによ のいた

二
十
’
三
十
年
は
自
給
は
維
持
で
き
る

の
割
合
で
子
ど
も
が
い
た
が
、
九
五
年

の
子
ど
も
数
は
過
去
最
低
だ
っ
た
九
六

ろ
う
。

②
最
近
、
米
国
政
府
の
調
査
な
ど
に

り
、
中
国
の
農
業
の
生
産
性
は
想
像

①
人
口
と
所
得
の
急
増
に
伴
い
中
国

飼
料
用
穀
物
の
輸
入
大
国
に
な
り
、

界
の
穀
物
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
と
の

二
・
七
六
人
）
と
ほ
ぼ
同
じ
一
・
七

人
。

高
齢
者
が
い
る
世
帯
を
家
族
構
成
別

見
る
と
、
親
、
子
、
孫
の
三
世
帯
が

る
世
帯
（
三
○
・
二
％
）
が
ま
だ
最

多
い
が
、
近
年
減
少
が
続
い
て
お

、
独
り
暮
ら
し
（
’
七
・
六
％
）
や

。
高
齢
者
の
い
る
世
帯
が
子
ど
も
の

る
世
帯
を
上
回
っ
た
の
は
、
五
三
年

調
査
開
始
以
来
初
め
て
。

七
五
年
に
は
二
世
帯
に
一
世
帯
以
上

函

中
国
、
穀
物
自
給
維
持
に
展
望

技
術
で
生
産
性
向
上
／
需
給
ひ
っ
迫
は
疑
問

夫
婦
の
み
（
二
六
・
｜
％
）
の
世
帯
が

急
増
し
て
い
る
。

ま
た
、
子
ど
も
の
い
る
世
帯
の
家
族

構
成
を
七
五
年
と
比
べ
る
と
、
親
と
子

供
だ
け
の
核
家
族
世
帯
が
六
七
・
四
％

か
ら
七
○
・
五
％
に
増
え
て
い
る
。

独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み
の
高
齢
者

世
帯
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

厚
生
省
は
「
年
を
と
っ
た
親
を
引
き

取
っ
て
同
居
す
る
人
が
減
っ
て
き
た
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
」
（
保
健
社

会
統
計
課
国
民
生
活
基
礎
調
査
室
）
と

分
析
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
八
・
五
・
二
十
五
）

以
上
に
低
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

そ
の
分
、
バ
イ
オ
も
含
め
技
術
導
入
に

よ
る
生
産
性
向
上
の
余
地
は
大
き
く
、

将
来
的
に
大
幅
増
産
で
き
る
。
同
国
人

口
の
予
測
も
従
来
値
の
下
方
修
正
が
出

て
お
り
、
需
要
拡
大
が
緩
や
か
に
な
る

と
期
待
で
き
る
。

③
日
本
の
農
業
戦
略
に
関
し
て
は
、

輸
入
大
国
化
の
見
方
に
誇
張

こ
こ
数
年
間
、
日
本
の
中
国
か
ら
の

農
産
物
輸
入
は
増
え
続
け
て
い
る
。
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
中
国
が
加

盟
す
る
な
ら
、
日
本
に
一
段
の
農
業
市

場
開
放
を
迫
る
諸
国
の
合
唱
に
、
低
コ

ス
ト
の
生
産
国
で
あ
る
同
国
が
加
わ
る

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
方

で
、
中
国
が
人
口
過
剰
の
国
で
あ
り
、

大
規
模
な
人
口
の
増
加
と
所
得
の
急
上

昇
に
よ
り
、
近
い
将
来
肉
食
と
飼
料
需

要
が
拡
大
し
穀
物
を
大
量
輸
入
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
と
い
う
単
純
す
ぎ
る
予

測
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
見
方
を
突
き
合
わ
せ
れ

ば
大
き
く
矛
盾
す
る
。
輸
入
大
国
化
論

に
従
え
ば
、
中
国
は
世
界
の
食
糧
安
全

保
障
に
大
混
乱
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に

な
る
の
だ
が
、
最
近
の
実
証
報
告
に
よ

れ
ば
、
こ
う
し
た
予
測
は
誇
張
さ
れ
過

ぎ
て
い
る
の
で
あ
る
。
控
え
め
に
み
て

も
向
こ
う
二
十
’
三
十
年
は
飼
料
穀
物

の
自
給
は
維
持
で
き
る
。

こ
れ
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る
「
ミ
レ

ニ
ア
ム
（
千
年
）
研
究
所
」
と
い
う
民

間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
今
年
に
入
っ
て
三

「
食
糧
安
全
保
障
」
の
観
点
か
ら
一
定

の
生
産
力
を
保
つ
べ
き
で
あ
る
。

十
人
近
い
世
界
の
専
門
家
を
集
め
て
開

い
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
結
果
で
も
あ

る
。
同
研
究
所
は
現
在
、
中
国
に
つ
い

て
作
成
し
た
長
期
モ
デ
ル
を
点
検
、
評

価
す
る
作
業
を
進
め
て
お
り
、
セ
ミ

ナ
ー
で
は
中
国
の
農
畜
産
物
の
予
測
な

ど
に
つ
い
て
討
議
し
、
評
価
し
た
。
そ

の
内
容
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
中
国

の
輸
入
急
増
説
に
根
拠
が
な
い
こ
と
を

示
し
た
い
。

大
き
な
問
題
は
、
な
ぜ
中
国
の
予
測

と
中
国
以
外
の
国
に
よ
る
予
測
、
そ
れ

に
一
部
の
米
予
測
家
の
間
に
大
差
が
あ系

る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
を
＃

く
た
め
に
、
ま
ず
需
要
面
を
み
る
。
注

目
さ
れ
る
の
は
、
米
国
の
国
勢
調
査
局

が
作
成
し
た
最
近
の
予
測
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
二
○
二
五
年
の
中
国
の

人
口
は
十
四
億
千
万
人
と
し
て
お
り
、

十
年
ほ
ど
前
の
予
測
値
で
あ
る
十
六
億

人
よ
り
も
か
な
り
少
な
い
の
だ
。

二
十
一
世
紀
の
中
国
の
飼
料
需
要
が

ず
っ
と
少
な
く
て
済
む
こ
と
に
な
る
わ

け
で
、
新
し
い
デ
ー
タ
が
中
国
農
業
の

予
測
モ
デ
ル
の
作
成
に
大
き
く
影
響
す

る
こ
と
に
な
る
。

供
給
面
に
つ
い
て
も
従
来
予
測
の
変

更
を
迫
る
数
字
が
あ
る
。
耕
地
と
耕
地

利
用
の
問
題
を
扱
っ
た
米
国
の
国
家
情
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報
会
議
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
が
最
近
の
報
告
の

な
か
で
、
人
工
衛
星
画
像
を
基
に
、
中

国
の
耕
地
面
積
は
従
来
の
統
計
よ
り
も

約
四
○
％
多
い
と
い
う
科
学
的
証
拠
を

提
示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
報
告
は
、
中
国
国
家
統
計
局

（
Ｓ
Ｓ
Ｂ
）
の
調
査
を
下
地
に
、
単
位

面
積
当
た
り
の
農
業
生
産
高
が
公
表
統

計
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
同
国
の
農
業
の
総

生
産
高
の
統
計
が
お
お
む
ね
正
確
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
だ
け
に
、
農
業
の
生

産
性
が
い
か
に
低
い
か
が
読
み
取
れ
る

わ
け
だ
。

中
国
に
つ
い
て
は
誤
解
も
あ
る
。
一

つ
は
、
同
国
の
人
口
密
度
が
高
い
と
い

う
点
だ
。
し
か
し
耕
地
一
鯵
当
た
り
人

口
で
比
較
す
る
と
、
中
国
は
よ
く
比
べ

ら
れ
る
他
の
極
東
諸
国
・
地
域
よ
り
も

英
国
や
ド
イ
ツ
に
近
い
。
こ
の
人
口
密

度
は
中
国
で
約
十
三
人
だ
が
日
本
は
三

十
人
に
達
す
る
。
韓
国
は
二
十
四
人
、

台
湾
は
二
十
三
人
で
あ
る
。
他
方
、
英

国
は
十
人
、
ド
イ
ツ
は
七
人
で
あ
る
。

中
国
の
農
業
拡
大
の
持
続
性
を
み
る

う
え
で
、
土
壌
の
質
と
そ
の
劣
化
度
合

い
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
が
、
長
期
間
の

統
計
を
基
に
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
大

方
の
予
想
と
は
異
な
り
、
土
壌
の
劣
化

水
利
、
バ
イ
オ
な
ど
に
期
待

水
利
の
問
題
も
大
き
い
。
一
般
に
水

の
利
用
は
、
世
界
中
で
農
業
生
産
拡
大

を
制
約
す
る
資
源
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

て
い
る
し
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
大
き

な
研
究
分
野
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
が
、
有
効
な
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
に

は
統
計
が
は
な
は
だ
不
足
し
て
い
る
。

中
国
に
つ
い
て
は
、
水
が
ま
だ
農
業
従

事
者
に
と
っ
て
主
要
な
コ
ス
ト
に
な
っ

て
い
な
い
た
め
、
彼
ら
は
効
率
的
に
水

を
配
分
し
よ
う
と
努
力
す
る
気
に
は
な

ら
な
い
、
と
の
指
摘
も
あ
る
。

三
峡
ダ
ム
の
建
設
計
画
が
注
目
さ
れ

る
な
ど
、
中
国
は
治
水
と
水
の
利
用
に

つ
い
て
壮
大
な
計
画
を
次
々
と
打
ち
出

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同

じ
ぐ
ら
い
重
要
な
の
に
ほ
と
ん
ど
注
目

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
水
を
余

は
比
較
的
軽
微
で
あ
る
。
土
壌
の
質
は

華
北
の
農
地
で
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な

く
、
華
南
で
は
一
六
％
の
農
地
に
む
し

ろ
改
善
が
見
ら
れ
る
。
都
市
化
の
拡
大

に
も
か
か
わ
ら
ず
経
済
開
発
は
実
際
に

は
土
壌
に
よ
い
影
響
を
及
ぼ
す
か
も
し

れ
な
い
の
だ
。
農
業
従
事
者
の
収
入
が

増
え
る
と
農
地
の
手
入
れ
が
良
く
な
る

か
ら
で
あ
る
。

剰
地
域
か
ら
不
足
し
て
い
る
地
域
へ
大

量
に
送
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

中
国
と
外
国
の
水
利
の
専
門
家
は
、

水
資
源
保
護
と
水
を
効
率
的
に
利
用
す

る
技
術
の
導
入
を
本
格
検
討
す
べ
き
で

あ
る
と
の
見
方
で
一
致
し
て
い
る
の

で
、
こ
う
し
た
計
画
も
重
点
的
に
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。

畜
産
に
つ
い
て
も
筆
者
は
悲
観
し
て

は
い
な
い
。
中
国
で
国
民
一
人
当
た
り

の
食
肉
の
消
費
量
が
大
幅
に
増
加
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
同
国
は
将
来
の
飼
料
穀
物
の
需
要

を
ま
か
な
え
る
可
能
性
が
大
き
い
と
考

え
る
。
現
在
の
中
国
の
畜
産
の
生
産
性

が
極
め
て
低
い
の
は
確
か
だ
。
そ
れ
が

将
来
的
に
改
善
し
な
い
と
考
え
れ
ば
、

悲
観
的
な
見
方
に
傾
く
こ
と
に
な
る

が
、
基
本
的
に
は
技
術
面
で
の
対
応
を

通
じ
生
産
性
は
向
上
で
き
る
。
だ
か
ら

か
な
り
先
ま
で
飼
料
作
物
と
畜
産
物
を

自
給
で
き
る
と
予
想
す
る
。

生
産
性
の
低
さ
の
例
を
挙
げ
る
と
、

九
五
年
の
中
国
の
調
査
に
よ
れ
ば
牛
一

頭
か
ら
の
牛
肉
の
生
産
量
は
平
均
十
七

キ
ロ
僧
で
、
米
国
（
百
十
一
一
キ
ロ
鞄
フ
）
、
フ

ラ
ン
ス
（
九
十
一
一
一
キ
ロ
掌
）
を
大
幅
に
下

回
る
。
豚
一
頭
か
ら
の
豚
肉
生
産
量
八

十
八
キ
ロ
樛
（
米
百
一
一
一
十
五
キ
ロ
鞄
フ
）
、
乳

牛
一
頭
か
ら
の
牛
乳
一
・
六
少
（
米
七

・
五
少
）
な
ど
を
み
て
も
、
や
は
り
生

産
性
は
低
い
。

経
済
成
長
に
伴
い
、
中
国
で
の
畜
産

は
自
家
用
か
ら
商
業
飼
育
へ
と
移
行

し
、
動
力
は
牛
・
馬
か
ら
機
械
へ
と
代

替
さ
れ
る
。
管
理
方
法
が
改
善
し
、
輸

送
や
通
信
な
ど
の
面
で
社
会
資
本
の
整

備
が
進
め
ば
、
高
級
飼
料
の
増
加
、
改

良
品
種
の
輸
入
、
技
術
の
普
及
な
ど
と

の
相
乗
効
果
が
顕
著
に
な
る
。
畜
産
物

一
キ
ロ
僧
の
生
産
に
必
要
な
飼
料
の
量
は

減
る
。

中
国
は
過
去
十
年
間
に
め
ざ
ま
し
い

経
済
成
長
を
遂
げ
た
が
、
な
お
発
展
途

上
に
あ
る
。
例
え
ば
、
農
村
で
は
い
ま

だ
に
人
間
と
家
畜
が
動
力
で
、
中
国
の

大
部
分
で
は
今
か
ら
よ
う
や
く
機
械
化

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
技
術
の
導

入
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
養
鶏
と
養
豚

を
除
き
、
畜
産
農
家
は
先
進
国
が
過
去

十
五
年
間
に
開
発
し
た
科
学
技
術
の
成
果

を
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
吉
孟
ヱ
し
て
い
な
い
。

家
畜
と
農
作
物
の
生
産
性
向
上
と
並

ん
で
、
向
こ
う
数
十
年
間
中
国
や
世
界

の
農
業
を
大
き
く
変
え
う
る
の
が
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
中
国
の
農

村
政
策
は
新
し
い
生
産
・
販
売
技
術
の

開
発
・
導
入
を
支
援
し
て
い
る
だ
け
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に
、
先
端
的
な
バ
イ
オ
の
家
畜
飼
育
技

術
と
作
物
生
産
技
術
が
中
国
の
農
業
に

大
き
な
恵
み
と
な
る
。

中
国
で
は
、
大
半
が
労
働
集
約
型
と

は
い
え
、
か
な
り
の
分
野
で
大
規
模
農

業
が
広
が
り
始
め
た
。
養
豚
、
養
鶏
に

つ
い
て
は
、
大
規
模
で
近
代
的
な
生
産

施
設
の
開
発
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

同
国
は
発
展
途
上
国
に
と
っ
て
大
き
な

ネ
ッ
ク
で
あ
る
零
細
な
土
地
所
有
者
と

い
う
低
生
産
性
の
問
題
を
乗
り
越
え
つ

つ
あ
る
と
い
え
る
。

日
本
は
食
糧
の
生
産
力
を
保
て

―
方
、
日
本
は
何
を
す
べ
き
か
。
日

本
は
二
十
一
世
紀
の
食
糧
安
全
保
障
に

備
え
て
、
開
か
れ
た
率
直
な
対
話
を
す

る
こ
と
が
賢
明
で
あ
ろ
う
。
特
に
Ｗ
Ｔ

Ｏ
の
次
期
貿
易
交
渉
が
や
が
て
始
ま
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
日
本
は
一
段
の
農

業
自
由
化
を
迫
ら
れ
、
国
内
生
産
が
脅

か
さ
れ
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
食
糧
安
全
保
障
」
と
い
う
言
葉
が

日
本
で
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
有
事
の
際
の
た
め
の
食
糧
の
備
蓄

と
か
、
主
要
な
日
本
へ
の
食
糧
輸
出
国

が
、
食
糧
を
戦
略
物
資
と
し
て
、
使
用

す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
の
防
衛
手
段

を
連
想
さ
せ
る
。

食
糧
安
保
を
達
成
す
る
方
法
は
、
国

内
生
産
の
水
準
を
あ
る
程
度
維
持
す
る

こ
と
で
あ
る
。
日
本
が
な
ぜ
「
十
分

な
」
水
準
の
農
業
生
産
を
維
持
す
べ
き

な
の
か
に
は
、
多
く
の
理
由
が
あ
る

が
、
と
り
わ
け
有
力
な
の
は
、
国
際
的

な
作
物
不
作
な
ど
の
自
然
災
害
が
及
ぼ

す
影
響
で
あ
る
。
昨
年
台
湾
で
発
生
し

た
ロ
蹄
（
こ
う
て
い
）
疫
の
よ
う
に
家

畜
や
作
物
の
病
気
が
発
生
し
た
場
合
、

当
該
国
・
地
域
が
被
害
の
あ
っ
た
産
品

の
輸
出
を
禁
止
し
、
需
給
が
ひ
っ
迫
す

る
か
ら
で
あ
る
。

中
国
の
場
合
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ

り
作
物
生
産
の
変
動
が
大
き
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
懸
念
材
料
が

あ
る
。
当
面
、
同
国
が
世
界
の
穀
物
市

場
を
大
き
く
揺
る
が
す
こ
と
は
な
さ
そ

う
だ
が
、
日
本
が
貿
易
面
で
中
国
へ
の

依
存
度
を
さ
ら
に
高
め
る
場
合
に
は
、

世
界
の
気
候
変
化
に
備
え
、
一
定
水
準

の
食
糧
生
産
を
維
持
す
る
と
い
う
課
題

に
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

竜
谷
大
学
教
授
Ｊ
・
Ｒ
・
シ
ン
プ
ソ
ン

兜
年
米
国
生
ま
れ
。
経
済
学
博
士
、

フ
ロ
リ
ダ
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
国

際
農
業
経
済
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
八
・
五
・
二
十
七
）

日
本
の
「
女
性
の
働
き
や
す
さ
」
指
の
格
差
な
ど
を
も
と
に
比
較
で
き
た
二

標
は
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
十
三
カ
国
を
集
計
し
た
。

Ｄ
）
に
加
盟
す
る
二
十
九
カ
国
中
十
九

各
国
の
平
均
を
五
○
と
し
た
場
合
、

位
で
、
十
五
年
前
の
十
六
位
か
ら
後
退
日
本
は
八
○
年
に
四
六
・
九
九
だ
っ
た

し
た
こ
と
が
、
こ
の
ほ
ど
、
経
済
企
画
が
、
九
五
年
に
は
四
四
・
○
五
に
落
ち

庁
が
ま
と
め
た
一
九
九
八
年
版
の
新
国
た
。
十
五
年
前
に
比
べ
る
と
、
全
般
的

民
生
活
指
標
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
管
に
ど
の
国
も
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
北

理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
、
男
女
間
欧
諸
国
な
ど
と
比
べ
、
改
善
の
数
値
が

の
賃
金
格
差
な
ど
で
、
他
国
に
大
き
く
小
さ
か
っ
た
日
本
や
韓
国
な
ど
が
取
り

遅
れ
て
い
る
こ
と
が
原
因
。
こ
の
指
標
残
さ
れ
た
形
だ
。

が
高
い
ほ
ど
、
出
生
率
が
高
い
こ
と
も

特
に
、
男
性
の
管
理
職
数
に
対
す
る

わ
か
っ
た
。

女
性
の
比
率
は
、
日
本
で
は
八
’
九
％

指
標
は
、
労
働
力
人
口
に
占
め
る
女
で
、
十
五
年
間
ほ
ぼ
横
ば
い
。
ス

性
の
割
合
や
男
女
間
の
賃
金
、
失
業
率
ウ
ェ
ー
デ
ン
六
四
％
、
米
国
六
七
％
な

ど
よ
り
か

較
位
、
い
の
⑳
、
司
切
の
印
助
の
、
幻
の
幻
の
⑪
ｐ
③
、
印
印
の
な
り
低
い
。

１
１

１
１
１
２
２
１
２
１
１
１
１
２

比
順
値
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
ｒ
、
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

合
計
特

際
年
標
別
閉
凹
卯
沌
弘
和
朋
蛇
Ｍ
Ｍ
哩
師
ね
舶
躯
帥
蛆
閲
岨
蛆
Ⅲ
髄

銅
卿
指
矼
況
弘
弱
弘
馳
卵
矼
弘
則
⑲
⑬
奴
姐
岨
蝿
但
但
必
蝿
但
姐
虹
殊
出
生
率

指
ｊ

ド
（
一
人
の

Ｊ
く

ア

ン
ア
ド

女
性
が
生

殖
早
名
影
一
木
訓
ル
『
ク
リ
ン

や
鮨
一
エ
ラ
カ
ト
ガ
ス
ス
ジ
’
ト
ー
ラ
ダ
コ
ア
ャ
ン
涯
の
間
に

寵
四
国
転
岬
や
刈
二
秒
叶
》
判
一
戸
㈹
二
悔
峠
い
》
》
本
国
列
し
『
産
む
子
ど

の
ス
ノ
フ
ァ
ォ
ヵ
ポ
フ
ィ
ニ
デ
ド
ォ
ス
ペ
ァ
ォ
メ
日
韓
イ
ギ
ス
も
の
数
）

傘
位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

ｒ
順

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
と
の
相
関

函

「
働
き
や
す
さ
」
で

日
本
、
順
位
下
げ
る
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国内の食料供給の試算
（麗水省資料から作成）

農
水
省
は
八
日
、
魚
類
や
小
麦
な
ど

の
食
料
輸
入
が
途
絶
え
、
国
内
生
産
だ

け
に
頼
っ
た
場
合
、
国
民
が
食
生
活
で

関
係
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
女
性
の
働
き

や
す
さ
指
標
が
一
○
ポ
イ
ン
ト
高
い

と
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
○
・
三
五
人

多
い
と
い
う
結
果
が
出
た
。
ま
た
、
国

際
的
に
は
、
男
女
の
賃
金
格
差
が
小
さ

い
ほ
ど
出
生
率
も
高
い
が
、
逆
に
、
日

本
で
は
、
女
性
の
賃
金
が
高
い
都
道
府

県
ほ
ど
、
出
生
率
が
低
下
し
て
い
る
。

出
産
で
い
っ
た
ん
中
断
す
る
と
、
常
勤

四

（
注
）
国
民
１
人
当
た
り
。
熱
量
と
た
ん
ぱ
く
質
は
１

日
当
た
り
で
、
内
訳
は
年
間
○
右
棚
の
カ
ッ
コ

内
は
、
現
状
を
川
と
し
た
塙
合
の
比
率
。
現
状

は
、
兜
年
度
現
在
で
農
地
は
獅
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

l４Ｉｊ

輸
入
途
絶
え
た
ら

「
終
戦
直
後
」
に
逆
戻
り

消
費
し
て
い
る
カ
ロ
リ
ー
二
人
一
日

当
た
り
現
在
二
千
六
百
五
十
一
キ
ロ
．

糟
）
の
ほ
ぼ
半
分
し
か
国
内
の
供
給
で

確
保
で
き
な
い
な
ど
と
し
た
試
算
を
ま

と
め
、
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
問
題

調
査
会
」
（
首
相
の
諮
問
機
関
）
の
食

料
部
会
に
報
告
し
た
。
農
水
省
は
国
内

生
産
を
機
軸
と
し
な
が
ら
、
安
定
し
た

輸
入
と
適
切
な
国
内
備
蓄
の
組
み
合
わ

せ
が
必
要
と
し
、
食
料
の
安
定
供
給
の

た
め
に
農
地
や
農
業
の
担
い
手
の
維
持

・
確
保
な
ど
が
重
要
と
分
析
し
て
い

る
。
試
算
は
、
食
料
安
全
保
障
の
大
切

さ
を
消
費
者
が
認
識
す
る
一
つ
の
手
掛

職
員
と
し
て
再
就
職
し
に
く
く
、
不
利

に
な
る
点
が
響
い
て
い
る
と
い
う
。

担
当
し
た
国
民
生
活
調
査
課
は
、

「
職
業
を
も
つ
既
婚
の
女
性
が
出
産
し

や
す
く
す
る
に
は
、
こ
の
指
標
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
と
わ
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
五
・
二
十
八
）

「
食
料
安
保
」
改
め
て
喚
起

こ
の
試
算
は
、
①
不
作
な
ど
で
国
内

生
産
が
減
少
、
ま
た
は
輸
入
が
減
少
②

穀
物
・
大
豆
が
必
要
量
（
年
約
三
千
二

百
万
少
）
の
約
半
分
し
か
輸
入
で
き
な

い
状
態
が
二
年
続
く
③
国
内
生
産
だ
け

に
頼
る
ｌ
の
三
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て

い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
①
の
ケ
ー
ス
で

は
、
コ
メ
や
小
麦
な
ど
の
備
蓄
の
放
出

に
よ
っ
て
現
在
の
食
生
活
で
得
て
い
る

カ
ロ
リ
ー
は
維
持
で
き
る
と
し
た
。

ま
た
②
の
ケ
ー
ス
で
も
、
二
年
目
は

コ
メ
や
麦
の
増
産
や
畜
産
縮
小
な
ど
で

現
在
の
約
一
割
減
の
二
千
三
百
九
十
キ
ロ

・
掴
が
確
保
で
き
る
と
し
て
い
る
。

③
の
国
内
生
産
だ
け
に
頼
る
ケ
ー
ス

で
は
、
食
料
供
給
は
厳
し
い
局
面
を
迎

え
る
。

水
田
は
す
べ
て
稲
作
に
切
り
替
え
、

畑
に
は
イ
モ
の
作
付
け
を
促
進
し
て
最

小
限
の
畜
産
に
限
定
す
る
な
ど
の
手
を

打
ち
、
現
行
農
地
（
約
四
百
九
十
五
万

鯵
）
が
確
保
さ
れ
て
も
、
国
民
が
得
ら

れ
る
カ
ロ
リ
ー
は
千
七
百
六
十
キ
ロ
．
糟

に
と
ど
ま
る
。
さ
ら
に
、
農
地
が
三
百

九
十
六
万
秒
に
減
少
す
る
な
ど
の
見
通

か
り
に
な
り
そ
う
だ
。

農
水
省
が
八
日
明
ら
か
に
し
た
二
○

二
五
年
の
世
界
の
穀
物
需
給
見
通
し
に

よ
る
と
、
生
産
拡
大
を
悲
観
的
に
み
た

場
合
の
生
産
量
は
九
四
年
の
十
七
億
八

千
万
少
に
比
べ
て
三
八
・
八
％
増
の
二

十
四
億
七
千
万
少
に
な
る
。
し
か
し
発

展
途
上
地
域
で
は
生
産
量
が
消
費
量
を

二
億
八
千
万
少
下
回
り
、
中
南
米
、
ア

フ
リ
カ
、
中
近
東
で
は
一
人
当
た
り
の

消
費
量
が
九
四
年
の
水
準
を
割
り
込

む
。 し
に
基
づ
く
最
悪
の
場
合
は
、
現
状
の

約
半
分
の
千
四
百
四
十
キ
ロ
．
糟
と
な
る

と
し
て
い
る
。

ケ
ー
ス
③
は
、
四
六
年
の
終
戦
直
後

の
水
準
（
千
九
百
三
欲
・
糟
）
も
下

回
っ
て
お
り
、
農
水
省
は
、
こ
の
状
態

で
は
、
政
府
に
よ
る
食
品
の
価
格
統
制

や
配
給
制
が
必
要
と
分
析
し
た
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
六
・
九
）

匪墾雪

途上国の穀物需給

2025年
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収
穫
面
積
当
た
り
の
収
穫
量
の
伸
び

率
は
、
環
境
問
題
な
ど
の
制
約
で
八
一

年
か
ら
九
六
年
ま
で
の
年
平
均
一
・
五

％
を
下
回
る
同
○
・
九
％
に
と
ど
ま
る

と
予
測
。
収
穫
面
積
も
同
○
・
二
％
の

伸
び
に
な
る
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
発
展
途
上
地
域
で
は
生

「
森
を
失
う
こ
と
は
、
イ
ン
デ
ィ
オ

で
な
く
な
る
こ
と
で
す
」

函

地
球
人
の
世
紀
へ

先
住
民
に
学
ぶ
森
林
保
全

産
量
と
消
費
量
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
九
四
年

の
一
億
少
の
不
足
か
ら
二
億
八
千
万
少

の
不
足
に
拡
大
し
、
需
給
ひ
っ
ぱ
く
を

背
景
に
主
要
穀
物
の
国
際
価
格
も
九
四

年
の
四
倍
前
後
に
上
昇
す
る
と
し
て
い

る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
・
六
・
九
）

ア
マ
ゾ
ン
川
の
上
流
、
ブ
ラ
ジ
ル
・

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
で
会
っ
た
先
住
民
の
自

立
運
動
組
織
「
ク
ン
ピ
ー
ル
」
の
事
務

局
長
、
ア
ン
テ
ノ
ー
ル
・
カ
ル
チ
ァ
ナ

さ
ん
は
、
そ
う
い
い
切
っ
た
。

獲
物
の
小
動
物
た
ち
が
す
み
、
果
物

が
実
り
、
焼
き
畑
の
場
と
な
る
森
は
、

先
住
民
に
と
っ
て
生
存
の
糧
だ
。
そ
こ

に
、
よ
そ
か
ら
人
が
は
い
り
込
み
、
熱

帯
林
の
破
壊
が
始
ま
っ
た
。

動
物
が
い
な
く
な
っ
て
狩
猟
が
で
き

ず
、
部
族
の
文
化
が
失
わ
れ
た
。
農
地

が
減
っ
て
自
給
生
活
も
ま
ま
な
ら
な
く

な
っ
た
。
生
活
の
基
盤
を
な
く
し
て
都

会
に
出
た
が
、
仕
事
が
な
い
。

わ
ず
か
な
金
で
森
を
売
り
渡
し
た
先

住
民
の
中
に
、
反
省
の
機
運
が
生
ま
れ

て
き
た
。

ク
ン
ピ
ー
ル
は
、
ロ
ン
ド
ニ
ア
先
住

民
国
家
調
整
委
員
会
の
略
称
だ
。
前
の

役
員
は
商
業
伐
採
を
受
け
入
れ
て
き
た

が
、
こ
と
し
一
月
の
選
挙
で
、
伐
採
反

対
派
が
主
導
権
を
奪
い
返
し
た
。

先
住
民
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
保
護

地
域
を
設
け
て
い
る
。
ア
ン
テ
ノ
ー
ル

さ
ん
は
、
保
護
地
域
で
の
商
業
伐
採
の

一
時
停
止
を
打
ち
出
し
た
。
先
住
民
の

生
活
を
守
る
た
め
に
、
保
護
地
域
を
広

げ
る
必
要
が
あ
る
。

森
の
価
値
を
見
直
す

世
界
の
森
林
の
ざ
っ
と
半
分
、
十
七

億
鯵
が
熱
帯
地
域
に
あ
る
。
国
連
食
糧

農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
一

九
九
五
年
ま
で
の
十
五
年
間
に
日
本
国

土
の
約
五
倍
分
が
失
わ
れ
た
。
ア
マ
ゾ

ン
を
中
心
と
す
る
中
南
米
で
は
、
九
千

万
紗
の
熱
帯
林
が
牧
場
や
農
地
に
変

わ
っ
た
〈
上
図
〉
・

熱
帯
林
の
荒
廃
が
広
が
っ
て
、
改
め

て
森
の
価
値
が
見
直
さ
れ
た
。
先
住
民

や
小
規
模
農
民
に
食
糧
を
与
え
、
仕
事

を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
地
球
全

体
の
財
産
で
あ
る
生
物
の
多
様
性
を
守

り
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
な
ど
、
人
類

生
存
の
か
ぎ
を
握
る
こ
と
が
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

九
二
年
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
森

林
を
永
続
的
に
利
用
す
る
声
明
が
採
択

さ
れ
た
。
森
林
の
減
少
・
劣
化
を
防
ぐ

た
め
、
国
連
は
昨
年
か
ら
、
森
林
条
約

の
締
結
へ
向
け
た
検
討
を
始
め
た
。

だ
が
、
途
上
国
で
は
、
て
っ
と
り
早

い
利
益
を
求
め
て
、
森
林
へ
の
開
発
圧

力
が
強
い
。
先
進
国
が
「
森
を
守
れ
」

と
叫
ぶ
だ
け
で
は
、
森
林
破
壊
を
と
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

伐
採
し
て
木
材
と
し
て
売
っ
た
り
牧

場
に
し
た
り
す
る
よ
り
、
森
を
利
用
し

な
が
ら
守
っ
た
方
が
経
済
的
に
得
で
あ

る
こ
と
を
、
具
体
的
な
事
例
で
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

森
を
守
る
実
践
的
な
手
法
と
し
て
、

有
望
な
試
み
が
芽
生
え
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
ア
マ
ゾ
ン
の
河
口
に
あ
る
マ
ラ

ジ
ョ
島
の
プ
ラ
イ
ヤ
グ
ラ
ン
ジ
村
で

は
、
農
民
た
ち
が
森
林
農
業
（
ア
グ
ロ
フ

オ
レ
ス
ト
リ
ー
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

材
木
に
も
な
る
し
、
実
の
収
穫
も
で

き
る
木
を
植
え
、
そ
の
木
の
下
に
野
菜

な
ど
を
栽
培
す
る
。
地
力
収
奪
的
な
焼

き
畑
を
せ
ず
に
生
活
し
て
い
け
る
の

で
、
森
を
焼
か
な
く
て
す
む
。
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古
代
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

農
民
た
ち
に
森
林
農
業
を
勧
め
て
い

る
の
は
、
国
立
バ
ラ
大
学
（
ベ
レ
ン

市
）
の
社
会
開
発
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

環
境
を
守
り
な
が
ら
、
農
民
の
生
活
向

上
を
は
か
る
ポ
エ
マ
計
画
（
ア
マ
ゾ
ン

貧
困
撲
滅
環
境
計
画
）
を
旗
揚
げ
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
森
林
農
業
を
普
及

さ
せ
て
い
る
。

地
方
を
維
持
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
作
物
か
ら
収
穫
で
き
る
森
林
農
業

は
、
ア
マ
ゾ
ン
で
、
古
く
か
ら
イ
ン

デ
ィ
オ
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
い
わ
れ
る

古
代
農
法
で
あ
る
。

森
を
切
り
開
い
て
、
コ
コ
ヤ
シ
な
ど

一
種
類
の
作
物
を
植
え
る
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
方
式
だ
と
、
生
態
系
の
多
様
性

が
失
わ
れ
て
、
病
害
虫
の
被
害
を
う
け

や
す
く
な
る
。

何
種
類
も
の
作
物
を
混
植
す
る
森
林

農
業
方
式
だ
と
、
一
斉
に
被
害
を
う
け

る
こ
と
が
な
い
。
バ
ナ
ナ
や
樹
木
の
葉

は
肥
料
に
な
る
。
農
薬
や
化
学
肥
料
を

使
わ
な
い
有
機
栽
培
な
の
に
、
安
定
し

た
収
穫
が
期
待
で
き
る
。

パ
ラ
大
学
は
、
先
住
民
の
農
法
に
学

ん
で
、
二
十
僻
四
方
を
一
団
地
と
し
、

そ
こ
に
十
五
種
類
、
約
百
本
の
木
を
植

え
る
モ
デ
ル
を
つ
く
っ
た
。

森
林
農
業
で
活
路
を

森
林
農
業
は
、
ア
マ
ゾ
ン
地
域
へ
の

大
規
模
な
日
本
人
移
住
地
・
ト
メ
ア
ス

で
、
先
進
的
な
農
法
と
し
て
推
奨
さ
れ

て
い
た
。

三
○
年
代
に
導
入
し
た
コ
シ
ョ
ウ
の

植
え
る
樹
木
や
作
物
を
、
そ
の
高
さ

で
分
類
す
る
と
七
層
に
な
る
。
一
層
は

地
面
を
は
う
カ
ボ
チ
ャ
の
ほ
か
、
コ
メ

や
マ
メ
類
を
栽
培
す
る
。
二
層
は
背
の

高
く
な
る
野
菜
、
三
層
は
バ
ナ
ナ
、
四

層
は
カ
カ
オ
や
ア
セ
ロ
ラ
、
五
層
は
レ

モ
ン
や
オ
レ
ン
ジ
、
六
層
は
ヤ
シ
類
、

七
層
に
は
太
く
大
き
な
樹
木
に
育
つ
マ

ン
ゴ
ー
な
ど
を
植
え
る
。

日
光
を
求
め
る
木
は
、
日
陰
を
好
む

作
物
と
の
組
み
合
わ
せ
が
絶
妙
な
の

だ
。
先
住
民
の
ガ
ー
デ
ー
ー
ン
グ
を
見
る

と
、
う
っ
そ
う
と
し
て
い
て
、
自
然
の

森
と
区
別
が
で
き
な
い
と
い
う
。

プ
ラ
イ
ヤ
グ
ラ
ン
ジ
村
で
は
、
か
つ

て
の
コ
コ
ヤ
シ
農
園
が
ど
ん
ど
ん
、
森

林
農
業
用
地
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

ヤ
シ
の
実
の
繊
維
で
つ
く
っ
た
自
動
車

の
内
装
品
を
独
ベ
ン
ツ
社
の
ブ
ラ
ジ
ル

工
場
に
納
め
る
こ
と
で
、
現
金
も
入
る

よ
う
に
な
っ
た
。
村
は
豊
か
に
な
り
、
昨

年
秋
に
は
電
気
を
引
く
こ
と
が
で
き
た
。

厚
生
省
が
十
日
発
表
し
た
九
七
年
人

口
動
態
統
計
（
概
況
）
で
、
昨
年
の
離

婚
件
数
が
過
去
最
高
を
更
新
す
る
一

方
、
若
い
世
代
を
中
心
に
結
婚
件
数
が

減
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
女

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
の
成
功
で
わ

い
た
が
、
七
○
年
代
に
病
害
の
大
発
生

で
全
滅
状
態
と
な
っ
た
。
入
植
者
が
ど

ん
ど
ん
脱
落
す
る
な
か
で
、
再
生
の

き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
は
、
入
植
者

の
坂
口
陞
（
の
ぼ
る
）
さ
ん
が
提
唱
し
た

森
林
農
業
だ
っ
た
。

コ
シ
ョ
ウ
に
代
わ
る
作
物
を
探
し
て

い
た
坂
口
さ
ん
は
、
ア
マ
ゾ
ン
流
域
の

先
住
民
の
集
落
を
泊
ま
り
歩
い
て
、
ヒ

ン
ト
を
得
た
と
い
う
。

先
住
民
の
家
の
周
り
に
は
、
い
ろ
ん

な
果
物
の
木
と
農
作
物
が
雑
然
と
植
え

ら
れ
て
い
た
。
混
植
が
生
態
系
を
豊
か

に
し
、
天
敵
関
係
の
虫
や
鳥
が
い
て
、

病
害
虫
の
大
発
生
が
な
い
。
焼
き
畑
も

十
数
年
に
一
度
と
い
う
長
期
輪
作
体
系

が
守
ら
れ
、
森
は
荒
れ
て
い
な
か
っ
た
。

囮

離
婚
最
高
の
遡
万
組

厚
生
省
Ｗ
年
統
計
結
婚
件
数
は
減
少

性
一
人
が
一
生
に
産
む
子
供
の
数
（
合

計
特
殊
出
生
率
）
が
過
去
最
低
の
一
・

三
九
を
記
録
す
る
中
、
結
婚
の
あ
り
方

は
少
子
化
の
行
方
に
も
影
響
を
与
え
る

だ
け
に
、
同
省
で
も
統
計
結
果
に
注
目

「
巧
ま
ず
し
て
、
持
続
可
能
な
農
業

を
実
践
し
て
き
た
先
住
民
に
、
多
く
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
」
。
坂
口
さ
ん

は
、
そ
う
振
り
返
る
。

ト
メ
ア
ス
の
日
系
入
植
者
の
農
場

は
、
ま
る
で
森
の
よ
う
だ
。
マ
ン
ゴ
ー

な
ど
高
い
木
の
茂
る
下
に
、
カ
カ
オ
な

ど
の
商
品
作
物
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

子
孫
の
た
め
に
木
を
植
え
る
と
い
う
日

本
の
考
え
方
を
引
き
継
ぐ
日
系
人
の
間

に
、
森
林
農
業
は
す
ん
な
り
浸
透
し
た

よ
う
だ
。
い
ま
や
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
入
植

者
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

農
民
に
生
活
の
糧
を
も
た
ら
し
つ

つ
、
森
林
を
守
る
文
化
を
広
げ
る
。
そ

の
た
め
に
、
日
本
の
伝
統
技
術
も
役

立
っ
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
六
・
十
｜
）
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し
て
い
る
。
｜
方
、
死
因
の
第
一
位
は

八
一
年
以
来
十
七
年
連
続
し
て
が
ん

で
、
全
体
の
三
割
を
占
め
た
。

▼
離
婚
九
六
年
に
二
十
万
組
を
突

破
し
た
離
婚
件
数
は
九
七
年
も
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
前
年
比
七
・
六
％
増
の

二
十
二
万
一
一
千
六
百
五
十
組
に
達
し

た
。
人
ロ
千
人
あ
た
り
の
離
婚
率
も
前

年
の
一
・
六
六
を
上
回
る
一
・
七
八
と
週

，
去
最
高
と
な
っ
た
。

離
婚
し
た
夫
婦
を
同
居
期
間
別
に
み

る
と
、
同
居
後
二
十
五
年
以
上
の
カ
ッ

プ
ル
が
前
年
よ
り
一
五
・
一
％
増
え
、

｜
熟
年
離
婚
」
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、

従
来
は
目
立
た
な
か
っ
た
同
居
五
年
以

上
十
年
未
満
の
夫
婦
の
離
婚
も
前
年
よ

り
九
・
○
％
増
え
た
。

同
省
は
「
離
婚
に
対
す
る
抵
抗
感
が

薄
れ
た
こ
と
や
、
女
性
に
経
済
力
が
つ

い
て
『
離
婚
す
る
と
生
活
で
き
な
い
』

と
い
う
妻
が
減
っ
た
こ
と
」
な
ど
が
主

な
要
因
と
み
て
い
る
。

▼
結
婚
結
婚
件
数
は
前
年
を
一
万

九
千
四
百
十
八
組
下
回
る
七
十
七
万
五

千
六
百
六
十
二
組
。
晩
婚
化
の
傾
向
が

顕
著
で
、
初
婚
の
妻
が
二
十
歳
以
上
二

十
五
歳
未
満
の
カ
ッ
プ
ル
は
前
年
よ
り

一
万
七
千
六
百
六
十
九
組
（
同
七
・
八

％
）
減
少
し
た
。

｜
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
供
の

数
を
示
す
合
計
特
殊
出
生
率
が
九
七
年

に
過
去
最
低
の
一
・
三
九
と
な
っ
た
こ

と
は
、
若
い
世
代
が
高
齢
者
世
代
を
支

え
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
公
的
年

金
制
度
や
医
療
保
険
制
度
に
大
き
な
影

響
を
与
え
そ
う
だ
。
若
い
世
代
の
社
会

保
険
料
負
担
は
高
ま
る
一
方
と
な
る
た

め
、
高
齢
者
へ
の
給
付
水
準
の
引
き
下

げ
な
ど
が
改
め
て
焦
点
に
な
る
と
見
ら

五
歳
で
八
九
年
以
降
、
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
の
に
対
し
、
女
性
は
九
一
年
以

降
、
毎
年
○
二
歳
ず
つ
上
昇
し
て
二

十
六
・
六
歳
と
な
っ
た
。

結
婚
件
数
そ
の
も
の
は
へ
九
三
年
以

降
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
が
、

同
省
は
「
結
婚
が
遅
れ
る
と
子
供
の
数

が
減
る
要
因
に
な
る
一
と
見
て
い
る
。

▼
死
因
十
七
年
連
続
で
死
因
の

ト
ッ
プ
を
占
め
た
の
は
が
ん
で
、
全
体

の
三
○
・
一
％
を
占
め
た
。
第
二
位
は

心
疾
患
（
一
五
・
三
％
）
、
第
三
位
は
脳

函
出
生
率
過
去
最
低
で

現
役
世
代
の
負
担
増
大

平
均
初
婚
年
齢
は
男
性
が
二
十
八
・
血
管
疾
患
（
一
五
・
二
％
）
で
、
二
位
な
る
傾
向
が
あ
り
、
最
新
の
見
通
し
で

れ
る
。
人
口
も
減
少
し
、
経
済
成
長
を

阻
害
す
る
要
因
と
な
る
。

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
は
現
在
、
厚

生
省
人
口
問
題
研
究
所
が
九
二
年
に
ま

と
め
た
人
口
推
計
で
保
険
料
率
な
ど
を

計
算
し
て
い
る
。
こ
の
人
口
推
計
で
は

九
七
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・
五

三
と
予
想
し
て
い
た
。
現
実
は
推
計
値

を
○
二
四
下
回
っ
た
こ
と
に
な
る
。

推
計
値
は
常
に
現
実
よ
り
も
楽
観
的
に

と
三
位
が
入
れ
替
わ
っ
た
。
こ
こ
数
年

減
少
傾
向
に
あ
っ
た
第
四
位
の
肺
炎
は

前
年
か
ら
一
一
％
増
え
た
。

年
齢
が
高
い
ほ
ど
、
が
ん
の
割
合
が

多
く
な
り
、
男
性
で
は
六
十
歳
代
で
、

女
性
は
四
十
’
五
十
歳
代
で
ピ
ー
ク

に
。
そ
れ
以
降
の
世
代
は
男
女
と
も
心

疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
肺
炎
の
占
め
る

割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
八
・
六
・
十
一
）

二
○
二
五
年
度
に
月
収
の
一
一
一
四
・
’
一
一
％

（
こ
れ
を
労
使
で
折
半
）
ま
で
上
昇
す

る
と
し
て
い
る
厚
生
年
金
の
保
険
料

も
、
さ
ら
に
上
昇
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

公
的
な
医
療
保
険
制
度
で
も
七
十
歳

以
上
の
高
齢
者
が
使
っ
た
医
療
費
は
大

部
分
を
現
役
世
代
が
負
担
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
少
子
化
は
現
役

世
代
の
負
担
増
と
な
っ
て
跳
ね
返
る
。

人
口
の
減
少
そ
の
も
の
が
日
本
経
済

に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
。
九
七
年
の

人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
で
は
日
本
の

人
口
は
二
○
○
七
年
の
一
億
二
千
七
百

七
十
八
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
減
少
が

加
速
す
る
懸
念
も
消
え
な
い
。

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
の
長
期
予

測
に
よ
る
と
、
二
○
○
五
年
ま
で
の
実

質
経
済
成
長
率
は
年
平
均
で
一
・
一
％

に
と
ど
ま
り
、
二
○
○
六
年
以
降
は
二

十
年
間
に
わ
た
っ
て
ゼ
ロ
成
長
が
続

く
。
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
の

減
少
が
制
約
要
因
と
な
る
た
め
で
、
政

府
は
人
口
問
題
へ
の
対
応
を
真
剣
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
八
・
六
・
十
一
）

’
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一
人
の
女
性
が
一
生
に
う
ち
に
産
む

平
均
の
子
供
の
数
（
合
計
特
殊
出
生

率
）
が
昨
年
、
過
去
最
低
の
一
・
三
九

と
な
っ
た
こ
と
が
十
日
、
厚
生
省
の
九

七
年
人
口
動
態
統
計
（
概
況
）
で
分

か
っ
た
。
二
十
歳
代
の
出
産
数
が
大
幅

に
減
っ
た
の
を
反
映
し
て
お
り
、
出
生

数
も
百
十
九
万
千
六
百
八
十
一
人
と
、

二
年
ぶ
り
に
百
二
十
万
人
を
割
っ
た
。

厚
生
省
は
出
生
率
が
二
○
○
○
年
に

底
を
打
つ
と
み
て
い
る
が
、
少
子
化
傾

向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
、
若

出生数と合計特殊出生率

’
'681

囮
出
生
率
、
最
低
の
一
・
一
一
一
九

一
一
十
歳
代
で
大
幅
減

「合計特殊出生率300

200
ｒ出生数 3９

１９

０
０

旧
万
人

50年 6０ 7０ 8０ 9０９７

九
七
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
二
人

の
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む
子
供
の
数

の
平
均
）
は
一
・
三
九
と
、
統
計
史
上
最

低
記
録
を
さ
ら
に
更
新
し
た
。
十
二
日

に
公
表
さ
れ
た
厚
生
白
書
で
は
少
子
化

問
題
を
全
面
的
に
取
り
上
げ
、
こ
う
し

た
傾
向
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
と
と
も
に
具

体
的
な
対
策
を
提
案
し
て
い
る
。

い
世
代
が
高
齢
者
を
支
え
る
公
的
年
金

な
ど
社
会
保
障
制
度
に
も
深
刻
な
影
響

を
与
え
そ
う
だ
。

合
計
特
殊
出
生
率
は
七
五
年
に
二
・

○
○
を
割
っ
て
以
降
、
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
た
。
う
る
う
年
だ
っ
た
九
六
年

は
一
・
四
三
と
わ
ず
か
に
持
ち
直
し
た

が
、
九
七
年
は
再
び
落
ち
込
み
、
こ
れ

ま
で
最
も
少
な
か
っ
た
九
五
年
の
一
・

四
二
を
下
回
っ
た
。

囮

少
子
化
進
行
で
見
え
る

社
会
の
ゆ
が
み

異
常
と
も
思
え
る
日
本
の
少
子
化
の

進
行
は
、
白
書
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
わ
が
国
が
「
子
供
を
産
み
、
育
て
る

こ
と
に
夢
を
持
て
る
社
会
」
で
は
な
く

な
っ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
つ
ま

り
社
会
全
体
に
大
き
な
ゆ
が
み
や
欠
陥

が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な

い
。
子
供
の
数
を
増
や
そ
う
と
い
う
政

日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
ド
イ

ツ
や
イ
タ
リ
ア
よ
り
は
高
い
が
、
米
国

な
ど
を
下
回
り
、
先
進
国
の
中
で
も
低

い
水
準
。

ま
た
、
人
口
千
人
あ
た
り
の
出
生
率

・
も
過
去
最
低
の
九
・
五
と
な
っ
た
。
晩

婚
化
や
結
婚
後
も
出
産
を
遅
ら
せ
る
傾

向
を
反
映
し
て
、
二
十
歳
以
上
二
十
五

歳
未
満
の
女
性
で
出
産
数
が
昨
年
よ
り

四
・
二
％
減
り
、
一
一
十
五
歳
以
上
三
十

歳
未
満
で
も
一
・
六
％
減
少
。
初
め
て

子
ど
も
を
産
む
年
齢
は
二
十
七
・
七
歳

と
最
も
高
く
な
っ
た
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
八
・
六
・
十
一
）

対
症
療
法
で
は
解
決
困
難

今
後
は
労
働
力
不
足
と
そ
れ
に
よ
る

経
済
成
長
率
の
低
下
、
現
役
世
代
の
社

会
保
障
負
担
の
増
加
な
ど
の
経
済
面
の

影
響
の
ほ
か
、
子
供
の
健
全
育
成
へ
の

影
響
、
過
疎
、
高
齢
化
の
広
範
な
進
行
な

ど
の
マ
イ
ナ
ス
面
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
児
童
手
当
の
よ
う
な
所
得

保
障
を
増
や
す
な
ど
の
方
法
で
出
生
率

の
回
復
を
目
指
す
べ
き
と
い
う
意
見
も

あ
る
。
し
か
し
国
を
挙
げ
て
子
供
の
数

を
増
や
す
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
は

疑
問
を
感
じ
る
。
結
婚
や
出
産
、
育
児

は
き
わ
め
て
個
人
的
な
問
題
で
あ
る
の

に
加
え
て
、
出
生
率
低
下
の
背
景
に
は

策
よ
り
も
、
ま
ず
は
そ
う
し
た
ゆ
が
み

を
是
正
し
、
夢
を
持
て
る
社
会
へ
と
脱

皮
さ
せ
る
こ
と
に
全
力
を
注
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

日
本
の
出
生
率
は
七
○
年
代
に
入
っ

て
減
少
傾
向
を
示
し
始
め
、
特
に
八
○

年
代
半
ば
以
降
は
一
時
の
例
外
を
除
き

急
速
に
低
下
し
て
い
る
。
昨
年
は
初
め

て
一
・
四
○
を
割
り
込
み
、
イ
タ
リ

ア
、
ド
イ
ツ
に
次
ぐ
低
出
生
率
の
国
と

な
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
総
人
口
も
減

り
続
け
、
二
一
○
○
年
に
は
お
よ
そ
四

千
九
百
万
人
に
ま
で
な
る
と
い
う
。
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社
会
全
体
の
ゆ
が
み
が
あ
る
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る
。
対
症
療
法
的
な
施
策
で

は
な
く
、
患
部
を
根
治
し
な
い
限
り
、

効
果
も
上
が
ら
な
い
し
、
健
全
な
社
会

に
は
な
ら
な
い
。
白
書
も
「
出
生
率
回

復
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
す
る
か
ど

う
か
は
最
終
的
に
は
国
民
の
選
択
」
と

し
て
お
り
、
そ
う
し
た
姿
勢
は
評
価
し

た
い
。

若
い
世
代
は
な
ぜ
子
供
を
作
ろ
う
と

し
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
教
育
費

な
ど
子
育
て
に
は
お
金
が
か
か
る
。
保

育
所
が
不
足
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
現

状
か
ら
、
環
境
問
題
な
ど
近
い
将
来
へ

の
不
安
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
考

え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
正
し
い
と
思
わ

れ
る
が
、
や
は
り
最
大
の
原
因
は
結
婚

し
な
い
、
あ
る
い
は
結
婚
を
遅
ら
せ
る

若
い
人
た
ち
、
特
に
女
性
が
増
え
て
い

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

独
身
で
あ
れ
ば
束
縛
さ
れ
ず
に
リ
ッ

チ
な
生
活
を
楽
し
め
る
。
そ
れ
が
結
婚

し
て
専
業
主
婦
に
な
れ
ば
自
由
に
な
る

お
金
は
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
。
仕
事
を

続
け
て
い
こ
う
と
し
て
も
保
育
所
、
特

に
零
歳
児
を
預
か
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ

は
少
な
い
。
産
休
や
育
児
休
暇
を
取
る

こ
と
が
で
き
て
も
復
帰
す
れ
ば
も
と
の

仕
事
に
就
け
る
保
証
は
な
い
。
育
児
に

協
力
的
な
夫
だ
と
し
て
も
、
残
業
続
き

で
実
際
に
は
協
力
で
き
な
い
こ
と
が
多

い
。
勢
い
妻
に
負
担
は
集
中
し
、
核
家

族
化
で
相
談
す
る
人
も
そ
ば
に
は
い
な

い
。子
供
が
学
校
に
入
っ
た
後
を
考
え
れ

ば
、
い
じ
め
や
登
校
拒
否
、
家
庭
内
暴

力
な
ど
の
不
安
も
頭
を
よ
ぎ
る
。
こ
れ

で
は
結
婚
や
出
産
、
育
児
に
価
値
を
見

い
だ
し
、
夢
を
持
て
と
言
わ
れ
て
も
無

理
か
も
し
れ
な
い
。
ま
し
て
や
経
済
的

に
結
婚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

制
約
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
社
会
の

偏
見
も
一
時
代
前
の
も
の
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

ゆ
が
み
是
正
は
全
員
の
責
務

若
い
人
た
ち
が
結
婚
や
出
産
を
積
極

的
に
望
ま
な
い
と
い
う
社
会
は
、
ど
う

見
て
も
不
健
全
で
あ
る
。
社
会
全
体
に

広
く
病
根
が
広
が
っ
て
い
る
と
し
か
思

え
な
い
。
人
口
の
減
少
や
社
会
保
障
の

負
担
増
を
憂
え
た
り
、
児
童
手
当
の
金

額
を
論
じ
る
以
前
に
、
こ
う
し
た
不
健

全
な
社
会
を
改
め
る
努
力
を
す
る
の
が

先
決
で
あ
る
。

戦
後
五
十
年
間
余
り
続
け
ら
れ
て
き

た
経
済
至
上
主
義
、
偏
差
値
重
視
の
受

験
戦
争
、
大
都
市
へ
の
一
局
集
中
。
そ

れ
に
よ
る
家
庭
、
地
域
、
学
校
な
ど
の

機
能
低
下
。
そ
れ
が
少
子
化
の
異
常
な

進
行
と
い
う
形
で
現
れ
て
き
た
と
考
え

る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の

行
政
が
個
人
や
家
庭
、
地
域
と
い
う
社

会
の
基
本
を
成
す
分
野
を
ほ
と
ん
ど
視

野
に
入
れ
て
こ
な
か
っ
た
ツ
ケ
が
回
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

不
健
全
な
社
会
を
矯
正
し
て
い
く
に

は
行
政
の
役
割
も
大
き
い
の
は
当
然
だ

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
済
ま
な
い
。
女
性

は
も
と
よ
り
、
男
性
の
育
児
休
暇
も
ご

く
自
然
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
一
雇
用
形

態
や
労
使
の
意
識
の
改
革
も
必
要
で
あ

る
。
偏
差
値
重
視
の
教
育
を
改
め
る
た

め
に
、
教
育
の
場
、
企
業
の
採
用
方

法
、
個
人
の
考
え
方
の
改
善
も
欠
か
せ

な
い
。
さ
ら
に
は
し
つ
け
を
は
じ
め
と

す
る
親
の
役
割
の
見
直
し
も
不
可
欠
だ

し
、
地
域
の
活
性
化
に
は
地
方
自
治
体

の
責
任
も
求
め
ら
れ
る
。

だ
れ
か
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
国

民
全
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
長
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
広

が
っ
た
社
会
の
ゆ
が
み
は
是
正
さ
れ
な

い
。
そ
の
意
味
で
国
を
挙
げ
て
社
会
の

健
全
化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
八
・
六
・
十
四
）

来
年
の
年
金
制
度
抜
本
改
正
に
向
け

て
議
論
を
続
け
て
い
る
年
金
審
議
会

（
厚
相
の
諮
問
機
関
、
会
長
Ⅱ
京
極
純

一
・
東
大
名
誉
教
授
）
は
十
六
日
、
東

京
都
新
宿
区
の
ペ
ア
ー
レ
新
宿
で
、
公

聴
会
を
開
い
た
。
学
識
経
験
者
三
人
が

意
見
陳
述
し
た
が
、
年
金
制
度
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
る
少
子
化
へ
の
対
策
や

国
民
年
金
の
空
洞
化
を
懸
念
す
る
意
見

が
出
さ
れ
、
制
度
改
正
に
向
け
て
今
秋

に
意
見
書
を
と
り
ま
と
め
る
予
定
の
年

金
審
議
会
の
議
論
の
中
で
も
今
後
、
こ

の
二
つ
の
問
題
は
焦
点
に
浮
上
し
そ
う

だ
。意
見
陳
述
し
た
の
は
、
牛
丸
聡
・
早

稲
田
大
教
授
（
経
済
学
）
▽
大
田
弘
子

・
政
策
研
究
大
学
院
大
助
教
授
（
公
共

経
済
学
）
▽
山
崎
泰
彦
・
上
智
大
教
授

（
社
会
保
障
）
の
三
氏
。

牛
丸
氏
は
少
子
化
問
題
に
つ
い
て

は
、
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
だ
け
に

團囹

少子化に警鐘

制度の見直し

６８
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慎
重
に
行
う
べ
き
だ
が
、
少
子
化
を
阻

止
し
、
反
転
さ
せ
る
た
め
の
方
策
、
諸

手
段
を
検
討
す
る
と
同
時
に
、
少
子
化

・
高
齢
化
が
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
前

提
に
立
っ
て
、
年
金
制
度
の
あ
り
方
を

見
直
す
べ
き
だ
」
と
主
張
。
山
崎
氏
は

團國

食
料
安
保
で
自
給
率
を
目
標
化

”
新
農
基
法
“
会
社
参
入
蟹
祭

（注･単位は100万ﾄﾝ､悲観的ケース）

て法てマ審本しをか
いをい場議法い目ら戦
る検るを力《作農指の後
戸討・迎、り業す脱農
食し新えヤの基新却政

き
ょ
う
十
七

日
、
食
料
、

（
首
相
の
諮

問
機
関
）
は

料
・
農
業
・

農
村
基
本
問

題
調
査
会
」

－
試
算
ｌ

調
査
会
事
務
局
の
農
水
省
は
今
月
八

日
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
試
算
を
食
料
部

会
に
提
出
し
た
。
農
地
が
今
の
ペ
ー
ス

で
減
り
、
食
料
輸
入
が
途
絶
え
た
ら
、

国
内
で
供
給
で
き
る
食
料
の
熱
量
は
、

農
業
合
同
部
会
を
開
き
、
国
内
の
食
料

供
給
力
の
確
保
に
つ
い
て
討
議
す
る
。

新
法
は
国
内
農
業
の
生
産
力
を
確
保
す

る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
農
業
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
に
株
式
会
社
に
農
地
取

得
を
解
禁
す
る
方
向
に
進
み
つ
つ
あ

る
。
調
査
会
は
今
年
八
月
に
答
申
を
出

す
予
定
だ
が
、
株
式
会
社
の
農
地
取
得

に
対
し
て
農
協
が
反
対
す
る
な
ど
難
航

が
予
想
さ
れ
る
。

さ
ら
踏
み
込
み
、
世
代
間
で
扶
養
す
る

観
点
か
ら
、
国
民
年
金
制
度
の
中
に
、

出
産
や
育
児
を
支
援
す
る
た
め
の
新
た

な
給
付
を
設
け
る
べ
き
だ
と
の
考
え
を

明
ら
か
に
し
た
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
六
・
十
七
）

ｌ
発
端
Ｉ

農
業
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
六
一
年

以
降
、
コ
メ
部
分
開
放
を
決
め
た
九
三

年
の
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
（
Ｕ

Ｒ
、
多
角
的
貿
易
交
渉
）
合
意
な
ど
農

業
を
め
ぐ
る
国
際
情
報
は
激
変
し
、
二

○
○
○
年
に
は
ポ
ス
ト
Ｕ
Ｒ
交
渉
が
本

格
化
す
る
。
化
学
肥
料
に
よ
る
土
壌
汚

染
や
砂
漠
化
、
不
安
定
な
気
象
、
人
口

増
な
ど
世
界
規
模
で
農
業
や
食
料
の
懸

念
材
料
は
多
い
。

国
内
で
は
、
終
戦
直
後
に
就
農
し
た

現
在
（
九
六
年
度
で
二
千
六
百
五
十
一

キ
ロ
・
悟
）
の
約
半
分
の
千
四
百
四
十
キ
ロ
．

棺
と
な
り
、
終
戦
直
後
を
も
下
回
る
と

い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
同
時

に
、
二
○
二
五
年
の
世
界
の
食
料
需
給

予
測
を
示
し
、
農
地
拡
大
が
望
め
な
い

な
ど
の
悲
観
的
な
ケ
ー
ス
で
は
、
穀
物

の
国
際
価
格
は
現
在
の
四
倍
に
跳
ね
上

が
る
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

い
ず
れ
も
国
内
の
農
業
生
産
力
を
確

保
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
農
水
省
は
、
農
業
を

行
う
法
人
に
関
連
す
る
様
々
な
規
制
を

緩
和
し
、
経
営
の
多
角
化
や
、
外
食
産

業
な
ど
も
出
資
で
き
る
案
を
示
し
て
い

る
。

１
輪
郭
Ｉ

昨
年
末
の
「
中
期
ま
と
め
」
は
、
①

食
料
の
安
定
供
給
の
た
め
、
国
内
農
業

生
産
を
軸
と
す
る
②
食
料
自
給
率
を
政

策
目
標
に
す
る
③
株
式
会
社
に
農
地
取

得
を
認
め
る
④
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が

行
っ
て
い
る
直
接
所
得
補
償
制
度
を
中

山
問
地
に
導
入
す
る
Ｉ
の
四
点
に
つ
い

て
、
賛
否
両
論
を
併
記
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
議
論
で
、
国
内
生
産
を

基
軸
に
据
え
る
方
向
は
固
ま
っ
た
。
食

料
供
給
力
や
生
産
力
を
保
持
す
る
た

め
、
農
地
と
農
業
後
継
者
の
確
保
が
議

論
の
軸
と
な
る
見
通
し
だ
。

こ
の
た
め
①
自
給
率
は
食
生
活
に
左

右
さ
れ
る
た
め
、
カ
ロ
リ
ー
換
算
し
た

数
値
目
標
と
し
な
い
②
株
式
会
社
の
条

件
付
き
農
地
取
得
を
容
認
し
、
多
様
な

人
が
引
退
の
時
期
を
迎
え
、
農
業
の
先

細
り
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
農
水
省
内

で
も
「
農
家
は
補
助
金
に
慣
れ
、
経
営

感
覚
が
鈍
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

る
。
農
水
省
は
「
食
な
く
し
て
国
は
あ

り
え
な
い
」
（
幹
部
）
と
の
危
機
感
か

ら
、
国
際
競
争
時
代
の
中
で
、
自
立
し

た
産
業
と
し
て
の
国
内
農
業
の
未
来
像

を
描
く
た
め
、
昨
年
四
月
、
農
業
基
本

法
の
見
直
し
作
業
に
着
手
し
た
。

6,

世界計

生産量 消費量

先進国地域

生産量,'消費量 純輸出量

開発途上国地域

生産遇 消費量 純輸出量

1994年 1,782 1,782 843 740 1０４９３９ 1,043 104

2025年 2,473 2,476 Ｌ１ 852 ２８２１Ｌ３４１ 1，６２４２８２



日
本
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
で
、
出

壬
率
が
下
降
し
続
け
て
い
る
。

日
本
で
は
、
女
性
が
一
生
に
産
む
子

と
も
の
平
均
数
が
一
・
三
八
八
人
ま
で

蹴
っ
た
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
い
ま
、
三

歳
の
子
ど
も
た
ち
が
お
年
寄
り
と
呼
ば

￣ ￣ｌ
陣
害
Ｉ

農
水
省
は
新
農
業
基
本
法
を
三
一
十

世
紀
に
向
け
た
農
業
版
ビ
ッ
グ
バ
ン

返
本
改
革
）
の
基
礎
に
す
る
」
（
幹
部
）

針
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
長
期
的
、

る
こ
ろ
に
は
、
人
口
の
三
分
の
一
の

十
五
歳
以
上
に
な
る
こ
と
が
確
実

。 業
者
を
確
保
③
中
山
間
地
へ
直
接
所

補
償
制
を
導
入
、
森
林
も
含
め
た
国

保
全
を
図
る
ｌ
と
な
る
こ
と
が
濃
厚

。
株
式
会
社
の
参
入
は
、
市
場
原
理

導
入
す
る
こ
と
で
農
業
を
活
性
化
す

こ
と
が
狙
い
だ
。
食
料
安
全
保
障
の

え
を
前
面
に
打
ち
出
す
こ
と
に
な

◎

囮

子
育
て
が
楽
し
い
社
会
に

少
子
化
に
ス
ト
ッ
プ

世
界
的
視
点
に
立
ち
、
痛
み
を
伴
う
改

革
も
覚
悟
す
る
必
要
も
出
て
く
る
だ
る

》
っ
。財
政
負
担
に
直
結
す
る
中
山
間
地
へ

の
直
接
所
得
補
償
に
は
、
国
民
的
な
理

解
が
欠
か
せ
な
い
。
「
最
大
の
焦
点
」

と
さ
れ
る
株
式
会
社
の
農
地
取
得
問
題

で
は
、
農
協
団
体
が
強
硬
な
反
対
姿
勢

を
見
せ
、
一
部
の
農
林
関
係
議
員
も
こ

れ
に
同
調
し
て
い
る
。
政
治
を
始
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
圧
力
に
よ
り
、
議
論

が
複
雑
化
す
る
危
う
さ
も
ま
だ
残
っ
て

い
る
と
言
え
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
六
・
十
七
）

厚
生
省
の
有
識
者
調
査
に
よ
る
と
、

こ
の
傾
向
を
「
好
ま
し
い
」
と
み
る
人

は
二
％
、
「
た
い
し
た
問
題
で
は
な

い
」
と
考
え
る
人
が
七
％
、
大
半
が

「
深
刻
な
問
題
」
と
受
け
止
め
て
い
る
。

こ
の
出
生
率
が
続
け
ば
、
西
暦
三
五

○
○
年
に
は
日
本
人
は
一
人
も
い
な
く

な
る
、
と
い
う
計
算
ま
で
あ
る
の
だ
。

た
だ
、
何
を
「
深
刻
」
と
見
る
か
と

な
る
と
、
意
見
は
わ
か
れ
る
「
労
働
力

が
減
る
と
経
済
成
長
率
の
低
下
を
招

く
」
と
少
子
化
の
「
結
果
」
を
憂
え
る

立
場
と
、
少
子
化
を
招
い
た
「
背
景
や

原
因
」
を
深
刻
に
と
ら
え
る
見
方
で
あ

る
。今
年
の
厚
生
白
書
は
、
後
者
の
立
場

か
ら
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
気
づ
い
て
み
れ
ば
、
日
本
は
、
結

婚
や
子
育
て
に
『
夢
』
を
も
て
な
い
社

会
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
」白
書
と
い
え
ば
、
役
所
の
施
策
の
自

己
弁
護
と
い
っ
た
た
ぐ
い
が
少
な
く
な

い
が
、
今
回
は
、
文
部
、
労
働
な
ど
他

省
庁
の
行
政
に
も
踏
み
込
ん
で
問
題
点

を
率
直
に
指
摘
し
て
い
る
ｃ

こ
れ
を
受
け
、
少
子
化
に
関
す
る
閣

僚
会
議
の
設
置
が
検
討
さ
れ
、
文
部
・

厚
生
両
省
実
務
担
当
者
の
協
議
会
も
発

足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

少
子
化
を
幅
広
い
行
政
課
題
と
と
ら

え
る
こ
と
に
、
賛
成
で
あ
る
。

下
降
し
た
出
生
率
が
上
昇
に
転
じ
た

北
欧
の
五
つ
の
国
で
は
、
国
や
自
治
体

の
施
策
が
、
子
育
て
を
大
事
に
す
る
方

向
を
向
い
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
乳
母
車
を
押
し
て
歩
き

や
す
い
よ
う
に
道
路
や
駅
や
バ
ス
が
配

慮
さ
れ
て
い
る
の
で
街
に
子
連
れ
姿
が

目
立
つ
。
「
家
が
狭
い
の
で
」
と
出
産

を
た
め
ら
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な

い
。
住
宅
政
策
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

か
ら
だ
。

「
受
験
競
争
や
い
じ
め
で
苦
労
す
る

だ
け
で
か
わ
い
そ
う
」
「
大
学
ま
で
行

か
せ
る
と
学
費
が
大
変
」
と
い
っ
た
、

日
本
で
よ
く
言
わ
れ
る
理
由
で
子
を
も

た
な
い
人
も
ま
ず
い
な
い
。

保
育
所
や
保
育
マ
マ
制
度
が
普
及

し
、
労
働
時
間
の
短
縮
も
進
ん
で
い
る

の
で
、
子
育
て
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。各
省
庁
や
地
方
自
治
体
は
、
こ
の
よ

う
な
施
策
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
子
育
て
に
夢
を
も
て
る
社
会
」

の
基
盤
を
つ
く
る
道
筋
示
し
て
も
ら
い

た
い
。

経
済
同
友
会
は
こ
の
ほ
ど
、
「
踏
み

出
そ
う
、
少
子
化
対
策
の
第
一
歩
」
と

題
す
る
提
言
を
発
表
し
た
。
「
個
人
の

自
由
な
生
き
方
が
尊
重
さ
れ
、
職
場
、

家
庭
、
地
域
で
男
女
が
連
携
し
、
共
同

し
て
参
画
す
る
社
会
」
「
子
を
産
み
育

て
や
す
い
魅
力
あ
る
社
会
」
を
め
ざ
す

べ
き
だ
と
い
う
。

そ
れ
に
は
、
「
男
は
、
仕
事
第
一
、

女
は
、
仕
事
を
も
っ
て
も
、
ま
ず
、
家

、
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庭
」
と
い
っ
た
、
日
本
の
社
会
で
な
お
向
が
読
み
取
れ
る
。
職
場
に
進
出
す
る
テ
ー
マ
は
、
西
暦
一
一
○
五
○
年
に
到
来
そ
の
た
め
に
は
ゲ
ノ
ム
（
全
遺
伝
情

根
強
い
考
え
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
女
性
が
多
い
先
進
国
ほ
ど
、
女
性
が
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
人
類
百
億
報
）
の
解
析
か
ら
出
発
す
る
新
し
い
植

き
れ
い
ご
と
の
提
言
に
と
ど
め
ず
、
経
涯
に
産
む
子
ど
も
の
数
が
多
い
の
で
あ
人
時
代
」
に
ど
う
対
処
す
る
か
だ
っ
た
。
物
学
の
創
設
と
推
進
を
図
ら
な
け
れ
ば

営
者
は
、
女
性
が
働
き
や
す
く
、
男
女
る
。

中
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
の
若
い
人
な
ら
な
い
。
遺
伝
情
報
を
調
べ
る
ゲ
ノ

と
も
育
児
に
取
り
組
む
ゆ
と
り
が
も
て
一
方
、
日
・
独
・
伊
三
カ
国
で
出
生
や
主
婦
も
含
む
女
性
を
中
心
と
し
、
有
ム
植
物
学
を
発
展
さ
せ
、
遺
伝
子
組
み

る
社
会
や
職
場
づ
く
り
に
努
力
し
て
ほ
率
が
減
り
続
け
て
い
る
主
な
原
因
は
男
識
者
も
含
め
数
十
人
か
ら
率
直
な
意
見
替
え
技
術
な
ど
も
駆
使
し
、
百
億
人
時

女
の
役
割
分
業
の
伝
統
に
あ
る
、
と
多
を
聞
く
た
め
、
一
人
一
一
一
分
限
り
の
言
代
の
食
糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
要
求
に
こ
た

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
く
の
専
門
家
が
み
て
い
る
。

い
っ
ぱ
な
し
の
ス
ピ
ー
チ
を
お
願
い
し
え
、
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
幅
広
い

な
ど
の
統
計
を
つ
き
あ
わ
せ
て
み
る
常
識
を
疑
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。
た
。
そ
れ
を
通
し
て
わ
か
っ
た
の
は
、
植
物
世
界
を
つ
く
り
出
す
必
要
が
あ

と
、
意
外
な
、
そ
し
て
、
興
味
深
い
傾
（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
・
六
・
十
八
）
世
界
人
口
が
遠
か
ら
ず
百
億
人
に
達
す
る
。
し
か
も
、
そ
れ
を
地
球
規
模
で
開

る
と
い
う
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
が
、
発
途
上
国
も
入
れ
て
と
も
に
進
め
て
い

学
校
教
育
の
場
で
全
く
教
え
ら
れ
て
お
こ
う
と
、
世
界
に
提
言
す
る
こ
と
が
学

園
人
類
百
億
人
時
代
に
備
え
て
雄
蝿
懸
鍵
騨
翻
邇
蕊
鮴
窪

に
は
、
植
物
の
光
合
成
能
力
を
質
・
量
現
実
に
立
ち
返
っ
て
み
る
と
、
わ
が
国

渡
辺
格
山
議
員
は
、
三
年
前
に
も
、
同
じ
雑
誌
と
も
に
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
で
は
そ
の
出
発
点
と
な
る
新
し
い
植
物

（
慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
私
の
決
起
宣
言
」
の
れ
が
ひ
い
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
間
学
づ
く
り
が
全
く
遅
れ
て
お
り
、
人
材

自
由
民
主
党
の
梶
山
静
六
衆
院
議
員
中
で
今
回
と
全
く
同
じ
趣
旨
の
提
言
を
題
、
さ
ら
に
は
環
境
問
題
の
解
決
に
資
も
決
定
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
憂

が
、
文
藝
春
秋
六
月
号
に
「
日
本
興
国
さ
れ
た
。

す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
植
慮
さ
れ
る
。
現
在
の
わ
が
国
の
科
学
技

論
一
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
梶
山
議
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
私
が
「
人
類
百
億
物
は
、
光
合
成
に
よ
っ
て
太
陽
エ
ネ
ル
術
推
進
方
策
で
は
、
全
人
類
の
た
め
の

員
は
、
日
本
の
将
来
へ
向
け
て
の
大
目
人
時
代
を
目
前
に
し
て
’
’
一
一
分
間
ス
ギ
ー
を
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、
穀
将
来
目
標
と
い
う
視
点
が
言
葉
だ
け
の

標
と
し
て
長
期
的
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ピ
ー
チ
の
つ
ど
い
」
の
第
一
回
目
（
九
物
や
樹
木
を
人
類
に
提
供
し
て
い
る
。
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
生
物
に
関
す
る

卜
を
設
定
す
る
こ
と
、
特
に
一
一
十
一
世
五
年
一
一
一
月
十
五
日
・
慶
応
義
塾
大
学
一
一
一
ま
た
、
一
一
酸
化
炭
素
を
消
費
し
酵
素
を
科
学
技
術
と
い
う
重
要
課
題
が
事
実
上

紀
の
世
界
的
課
題
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
開
い
て
間
も
な
い
供
給
し
て
環
境
を
整
え
て
く
れ
る
。
植
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
・
な
お
か

・
食
糧
問
題
の
解
決
に
そ
れ
ぞ
れ
二
十
頃
で
あ
り
、
そ
の
提
言
に
接
し
ま
さ
に
物
の
光
合
成
能
力
の
拡
大
と
は
、
分
か
っ
、
現
在
の
大
学
に
は
そ
う
し
た
意
欲

年
間
で
約
二
十
兆
円
、
合
計
で
四
、
五
我
が
意
を
得
た
り
と
い
う
感
じ
が
し
り
や
す
く
言
え
ば
、
こ
れ
ら
植
物
の
持
も
力
も
な
く
、
人
材
養
成
の
要
望
に
全

十
兆
円
を
投
じ
て
、
世
界
平
和
に
貢
献
た
。

つ
可
能
性
を
最
大
限
に
利
用
す
る
こ
と
く
応
え
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
さ
え
あ

し
よ
う
と
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
実
は
梶
「
三
分
間
ス
ピ
ー
チ
の
つ
ど
い
」
の
で
あ
る
。

汀



そ
の
中
に
あ
っ
て
こ
の
問
題
に
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
農
林
水
産

省
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
私
は
二

十
年
近
く
農
水
省
農
林
水
産
技
術
会
議

に
関
係
し
、
ま
た
農
林
水
産
先
端
技
術

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
会
長
兼
研
究
所

長
と
い
う
立
場
も
あ
っ
て
、
農
水
省
の

イ
ネ
の
ゲ
ノ
ム
解
析
の
実
施
を
強
く
勧

め
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
幸
い
に
し

て
、
日
本
中
央
競
馬
会
の
資
金
援
助

と
、
農
水
省
農
業
生
物
資
源
研
究
所
と

同
セ
ン
タ
ー
の
有
機
的
な
連
携
プ
レ
ー

と
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
国
際
的
に
、

特
に
ヒ
ト
の
ゲ
ノ
ム
解
析
が
中
心
の
米

穀
に
衝
撃
を
与
え
る
よ
う
な
第
一
期
の

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

は
画
期
的
な
国
費
の
投
入
を
と
も
な
っ

て
さ
ら
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
最
初
に
イ
ネ
を
取

り
上
げ
た
の
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
食

糧
増
産
の
た
め
と
い
う
目
的
が
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
樹
木
な
ど
も
含

め
た
種
々
の
植
物
ゲ
ノ
ム
の
研
究
を
通

し
て
光
合
成
能
力
を
拡
大
す
る
、
い
わ

ば
国
際
的
な
グ
リ
ー
ン
エ
ナ
ー
ジ
ー
計

画
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
進
め
る
第

一
歩
と
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
。

人
類
百
億
人
時
代
に
備
え
て
、
植
物

を
中
心
と
し
た
生
物
に
関
す
る
科
学
技

術
の
振
興
を
切
に
願
っ
て
い
る
の
は
、

女
性
を
含
め
て
若
い
世
代
で
あ
る
こ
と

を
、
私
は
数
回
の
三
分
間
ス
ピ
ー
チ
の

つ
ど
い
を
通
し
て
痛
切
に
感
じ
た
。
そ

の
推
進
役
は
現
時
点
で
は
農
水
省
し
か

な
い
が
、
よ
り
強
力
に
推
進
す
る
に

新
し
い
農
業
基
本
法
を
検
討
し
て
い

る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
問
題
調

査
会
」
（
首
相
の
諮
問
機
関
）
は
十
七

日
、
食
料
、
農
業
部
会
の
合
同
部
会
を

開
き
、
国
内
の
食
料
供
給
力
の
問
題
を

議
論
し
た
。

そ
の
結
果
、
食
料
は
国
民
の
生
命
、

健
康
維
持
に
欠
か
せ
な
い
た
め
、
食
料

供
給
力
の
確
保
は
国
の
責
務
と
の
認
識

で
一
致
し
た
。
供
給
力
を
確
保
す
る
た

め
、
国
内
農
業
生
産
を
主
力
と
し
、
輸

入
と
備
蓄
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
も

圖圃

食料自給率の

目標化しない

方向で議論へ

は
、
同
省
を
中
核
と
し
た
新
し
い
組
織

づ
く
り
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

◇
◇

専
門
は
分
子
生
物
学
。
著
書
に
「
物

質
文
明
か
ら
生
命
文
明
へ
」
な
ど
皿

歳
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
六
・
十
八
）

合
意
し
た
。
ま
た
、
中
間
ま
と
め
で
、

賛
否
両
論
を
併
記
し
た
食
料
自
給
率
を

政
策
目
標
と
す
る
こ
と
の
是
非
は
、
食

料
部
会
で
今
後
、
詰
め
る
こ
と
に
し

た
。自
給
率
は
、
食
品
を
熱
量
換
算
し
、

ど
の
程
度
の
食
料
が
国
産
で
賄
わ
れ
た

か
の
目
安
に
使
わ
れ
る
。
輸
入
飼
料
が

大
量
に
使
用
さ
れ
た
畜
産
物
は
国
産
品

扱
い
と
な
ら
な
い
た
め
、
率
が
下
が
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
自
給
率
は

食
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
。

こ
の
た
め
、
自
給
率
を
政
策
目
標
と

す
る
と
、
「
消
費
者
の
食
の
選
択
を
制

限
す
る
こ
と
に
な
る
」
な
ど
の
慎
重
論

が
食
料
部
会
内
に
根
強
く
、
数
値
目
標

と
し
な
い
方
向
で
議
論
が
進
む
見
通
し

だ
。（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
六
・
十
八
）

橋
本
龍
太
郎
首
相
は
十
八
日
の
記
者

会
見
で
、
合
計
特
殊
出
生
率
（
一
人
の

女
性
が
一
生
の
問
に
産
む
子
供
の
数
の

平
均
）
が
一
・
三
九
に
ま
で
落
ち
込
ん

で
い
る
「
少
子
化
問
題
」
を
重
要
視
、

近
く
有
識
者
会
議
を
設
置
し
て
少
子
化

の
さ
ら
な
る
進
展
を
阻
止
し
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
具
体
策

を
早
急
に
検
討
す
る
考
え
を
表
明
し

た
。
こ
れ
は
、
少
子
化
対
策
を
、
政
権

の
課
題
と
し
て
掲
げ
て
き
た
行
政
改
革

や
経
済
改
革
な
ど
「
六
つ
の
改
革
」
に

続
く
「
七
つ
目
の
改
革
」
と
し
て
位
置

付
け
た
も
の
で
、
首
相
は
、
具
体
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
政
治
介
入

を
避
け
て
き
た
出
産
・
育
児
の
妨
げ
と

な
る
雇
用
慣
習
の
見
直
し
に
も
積
極
的

に
取
り
組
む
構
え
も
み
せ
た
。

首
相
は
「
結
婚
や
出
産
と
い
っ
た
個

人
的
事
柄
に
政
府
が
立
ち
入
る
べ
き
で

は
な
い
が
、
急
激
な
少
子
化
が
進
め

囮

｢少子化」

７つ目の

改革｣に

西



こゆ－すふお－らむ

外
務
省
は
旧
日
、
１
９
９
７
年
の
政

府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
支
出
実
績

（
暫
定
値
）
を
発
表
し
た
。
師
年
に
比

べ
、
円
ベ
ー
ス
で
は
皿
・
２
％
増
え
た

が
、
円
安
の
影
響
を
受
け
ド
ル
換
算
で

は
０
．
９
％
マ
イ
ナ
ス
の
約
”
億
６
０

０
０
万
㎡
と
な
っ
た
。
支
出
額
で
見
る

と
、
７
年
連
続
世
界
一
を
続
け
た
も
の

の
、
対
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
比
で
は

国
際
目
標
の
０
．
７
％
を
大
幅
に
下
回

る
０
．
躯
％
（
援
助
国
グ
ル
ー
プ
皿
国

中
、
四
位
）
と
振
る
わ
な
か
っ
た
。
円

安
の
進
展
に
加
え
、
肥
年
度
は
Ｏ
Ｄ
Ａ

予
算
が
大
幅
削
減
さ
れ
て
お
り
、
「
額

の
大
き
さ
」
を
誇
っ
て
き
た
日
本
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
に
黄
信
号
が
と
も
っ
て
い
る
。

ば
、
人
口
構
成
が
大
き
く
変
化
し
、
社

会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
」
と
指

摘
、
出
産
や
子
育
て
の
妨
げ
と
な
っ
て

い
る
社
会
的
、
経
済
的
要
因
を
取
り
除

く
こ
と
に
意
欲
を
示
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
首
相
は
具
体
的
対
応

策
と
し
て
、
雇
用
慣
習
の
改
善
、
地
域

正國

円
安
響
き
Ⅲ
％
減

ド
ル
換
算
７
年
連
続
世
界
一
で
も

同
時
に
発
表
さ
れ
た
、
経
済
協
力
開

発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
開
発
援
助
委
員
会

（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
加
盟
則
力
国
の
支
出
順
位

は
、
２
位
フ
ラ
ン
ス
（
約
閉
億
㎡
）
、
３

位
米
国
（
約
仇
億
が
）
、
４
位
ド
イ
ツ

（
約
弱
億
が
）
な
ど
。
米
国
は
師
年
実
績

で
犯
億
が
の
援
助
を
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル

が
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
援
助
対
象
国
か
ら
外
れ

た
た
め
激
減
し
た
。
幻
力
国
全
体
で

は
、
前
年
よ
り
ｕ
・
３
％
減
っ
て
お

り
、
日
本
も
含
め
た
各
国
の
「
援
助
疲

れ
」
が
目
立
っ
て
い
る
。

日
本
の
支
出
内
訳
を
ド
ル
ベ
ー
ス
で

見
る
と
、
有
償
資
金
協
力
（
円
借
款
が

大
部
分
）
が
姐
・
４
％
の
大
幅
減
少
に

な
っ
た
の
を
は
じ
め
、
無
償
資
金
協
力

の
高
齢
者
に
よ
る
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
創
設
な
ど
を
例
示
。
出
産
時
の
経

済
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
「
出
産
特

別
金
」
給
付
の
是
非
な
ど
を
含
め
て
有

識
者
会
議
で
検
討
す
る
方
針
を
示
し

た
。（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
六
・
十
九
）

皿
・
９
減
少
、
技
術
協
力
５
％
減
少

と
、
直
接
、
対
象
国
に
供
与
す
る
「
２

国
間
援
助
」
が
軒
並
み
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
た
。
有
償
協
力
の
落
ち
込
み
が
特

に
大
き
か
っ
た
の
は
、
支
出
そ
の
も
の

の
減
少
に
加
え
、
援
助
国
か
ら
の
返
済

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
。

ま
た
、
多
国
間
援
助
と
な
る
国
際
機

関
向
け
の
拠
出
は
、
世
界
銀
行
な
ど
の

ヨフ本の０，ム

(億ド
１５０

(億円）
1５，０００

１２０

1０．０００
９０

6０

５．０００

3０

０

Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
の
発
表
と
同
時

に
、
先
進
国
か
ら
途
上
国
へ

の
民
間
資
金
の
流
れ
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
と
し
、
「
安
定
的
な

Ｏ
Ｄ
Ａ
資
金
の
意
義
は
高
ま
っ
て
い

る
」
と
強
調
す
る
。
ま
た
、
「
肥
年
か

ら
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
（
財
政
再
建
路
線

に
伴
い
）
落
ち
込
み
、
円
安
効
果
も
加

わ
っ
て
、
さ
ら
に
少
な
く
な
る
」
と
話

し
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
六
・
十
九
）

０

増
資
時
期
と
重
な
っ
た
た

め
、
１
２
７
．
７
％
の
大
幅

鮮
増
と
な
り
、
２
国
間
援
助
の

師
減
少
分
を
補
う
形
と
な
っ

６
た
。

９５
一
方
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
も
う
一

９
つ
の
国
際
比
較
基
準
、
対
Ｇ

艶
Ｎ
Ｐ
比
で
見
る
と
、
デ
ン

３
マ
ー
ク
０
．
Ｗ
％
、
ノ
ル

９

ウ
エ
ー
０
．
節
％
、
オ
ラ
ン

蛇
ダ
０
．
皿
％
、
ス
ウ
エ
ー
デ

別
ン
０
．
市
％
な
ど
と
続
き
、

０
日
本
は
下
か
ら
３
番
目
の
０

９
．
理
％
。
ｎ
年
前
の
実
績
０
．

胡
躯
％
と
比
べ
て
も
落
ち
込
み

閉
が
［
曰
立
っ
て
い
る
。

９１
外
務
省
経
済
協
力
局
は
、

R，



今
年
二
月
の
島
根
県
鹿
島
町
の
集
団

密
航
事
件
で
、
入
管
難
民
法
違
反
で
起

訴
さ
れ
た
中
国
人
五
十
一
人
の
う
ち
妊

娠
中
の
李
雪
梅
被
告
（
二
五
）
Ⅱ
福
建
省

出
身
Ｉ
が
二
人
っ
子
政
策
の
中
国
で

発
展
途
上
国
に
対
す
る
日
本
の
経
済

協
力
の
あ
り
方
を
考
え
る
「
対
外
経
済

協
力
審
議
会
」
（
首
相
の
諮
問
機
関
、

会
長
・
中
根
千
枝
東
大
名
誉
教
授
）
は

十
九
日
、
経
済
協
力
を
環
境
対
策
や
貧

困
問
題
と
い
っ
た
地
球
規
模
の
課
題
に

「
集
中
的
・
重
点
的
に
実
施
す
る
」
こ

と
を
柱
と
す
る
答
申
を
と
り
ま
と
め
、

橋
本
龍
太
郎
首
相
に
提
出
し
た
。
政
府

開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
は
じ
め
と
す
る

國囿

巴人っ子政策

避難の密入国

厩室

環
境
・
貧
困
へ
重
点
的
に
援
助

対
外
経
済
協
力
審
答
申

妊婦が難民申請

は
強
制
中
絶
に
な
る
。
子
供
を
産
む
た

め
に
日
本
に
来
た
」
と
法
務
省
に
難
民

認
定
を
申
請
し
て
い
る
こ
と
が
十
九
日

分
か
っ
た
。

法
務
省
に
よ
る
と
、
日
本
へ
の
密
航

者
が
出
産
を
理
由
に
難
民
申
請
す
る
の

は
初
め
て
。
李
被
告
は
過
去
に
強
制
中

絶
と
出
産
を
経
験
し
て
お
り
、
八
月
末

に
出
産
予
定
。
松
江
地
裁
の
公
判
で
は

刑
法
の
「
緊
急
避
難
」
に
よ
る
無
罪
を

主
張
、
判
決
は
七
月
十
五
日
に
言
い
渡

さ
れ
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
六
・
十
九
）

経
済
援
助
の
「
質
の
転
換
」
を
迫
る
も

の
だ
が
、
援
助
を
受
け
る
途
上
国
の
軍

事
支
出
と
の
関
連
で
不
十
分
さ
が
指
摘

さ
れ
る
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
」
の
見
直
し
に

は
踏
み
込
ん
で
お
ら
ず
、
新
味
に
欠
け

る
内
容
と
な
っ
た
。

答
申
の
特
徴
は
、
日
本
の
財
政
悪
化

や
国
際
情
報
の
変
化
を
踏
ま
え
、
道
路

や
ダ
ム
建
設
を
優
先
し
て
き
た
従
来
の

ス
ー
ド
面
重
視
路
線
」
か
ら
、
民
生

関
連
法
律
の
整
備
、
人
材
の
育
成
と

い
っ
た
「
ソ
フ
ト
面
強
化
路
線
」
へ
の

転
換
を
打
ち
出
し
た
こ
と
。

具
体
的
に
は
、
貧
困
や
環
境
汚
染
と

い
っ
た
、
被
援
助
国
に
と
ど
ま
ら
ず
地

球
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
へ
の
対

応
を
重
視
。
紛
争
や
自
然
災
害
の
後
の

緊
急
を
要
す
る
復
旧
・
復
興
事
業
や
公

害
防
止
対
策
に
、
日
本
が
有
す
る
経
験

や
技
術
、
手
法
を
生
か
し
て
協
力
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。
と
く
に
、
発
展

途
上
国
の
中
に
は
、
民
法
や
商
法
が
十

分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
国
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
日
弁

連
）
や
民
間
の
有
識
者
な
ど
と
の
協
力

を
念
頭
に
法
整
備
の
援
助
を
行
う
よ
う

提
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
社
会
基
盤
整
備
に
つ
い
て

は
、
①
途
上
国
の
需
要
を
的
確
に
把
握

し
て
客
観
的
な
事
後
評
価
を
行
う
②
一

国
だ
け
を
対
象
に
し
た
援
助
計
画
を
策

定
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半

島
メ
コ
ン
川
流
域
な
ど
の
よ
う
に
社
会

・
経
済
基
盤
の
類
似
し
た
地
域
で
は
、

そ
の
地
域
を
一
体
的
に
と
ら
え
た
援
助

計
画
を
策
定
す
る
ｌ
必
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
。

大
量
破
壊
兵
器
、
ミ
サ
イ
ル
の
開
発

・
製
造
、
武
器
の
輸
出
入
な
ど
軍
事
分

野
に
十
分
注
意
を
払
う
な
ど
「
四
原

則
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
大

綱
に
つ
い
て
は
、
毎
年
巨
額
の
軍
事
費

を
支
出
し
て
い
る
中
国
に
対
す
る
援
助

の
見
直
し
を
視
野
に
、
不
十
分
さ
を
指

摘
す
る
声
が
自
民
党
の
一
部
に
根
強

い
。
し
か
し
、
審
議
会
で
は
「
ア
ジ
ア

の
一
員
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
総
合
的

に
判
断
し
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
余
地

を
残
し
て
お
く
方
が
得
策
只
委
員
）
、

「
審
議
会
が
大
綱
を
作
成
し
た
以
上
、

具
体
性
の
な
い
無
責
任
な
改
定
提
言
は

時
期
尚
早
」
（
別
の
委
員
）
と
の
意
見
が

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
答
申
に

「
見
直
し
」
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。

■
Ｏ
Ｄ
Ａ
四
原
則

①
環
境
と
開
発
を
両
立
す
る

②
軍
事
的
用
途
お
よ
び
国
際
紛
争
助
長

へ
の
使
用
を
回
避
す
る

③
軍
事
支
出
、
大
量
破
壊
兵
器
。
ミ
サ

イ
ル
の
開
発
・
製
造
、
武
器
の
輸
出

入
な
ど
の
動
向
に
十
分
注
意
を
払
う

④
民
主
化
の
促
進
、
市
場
指
向
型
経
済

導
入
の
努
力
並
び
に
基
本
的
人
権
お

よ
び
自
由
の
保
障
状
況
に
十
分
注
意

を
払
う

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
六
・
二
十
）

河



こゅ－すふぉ－らむ

都
衛
生
局
は
四
日
、
今
年
８
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
、
母
乳
中
に
含
ま
れ
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

都
内
を
羽
区
で
４
地
区
と
多
摩
地
域

で
２
地
区
に
分
け
て
計
１
２
０
人
を
、

都
内
の
旧
病
産
院
を
通
じ
、
母
親
に
協

力
を
依
頼
し
て
調
査
す
る
。
初
め
て
子

供
を
出
産
し
た
女
性
と
２
番
目
の
子
供

を
産
ん
だ
女
性
を
そ
れ
ぞ
れ
釦
人
ず
つ

選
び
、
出
産
後
知
日
目
の
母
乳
を
印
ｒ

リ
ッ
ト
ル
採
取
し
て
分
析
す
る
。
年
齢

は
い
ず
れ
も
窃
歳
か
ら
釧
歳
ま
で
で
、

調
査
対
象
の
地
域
に
原
則
と
し
て
５
年

以
上
継
続
し
て
住
ん
で
い
る
こ
と
が
条

件
。今
年
の
年
末
ま
で
に
、
調
査
結
果
の

中
間
ま
と
め
を
公
表
し
、
来
年
３
月
ま

で
に
は
最
終
結
果
を
ま
と
め
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
六
・
二
十
）

囲

ダイオキシン

母乳中の

濃度調査

ラ
シ
ッ
ド
団
長
は
作
物
の
現
状
に
つ

い
て
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作
付
け
が
終

わ
り
、
田
植
え
は
八
五
％
完
了
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。
全
般
的
に
順
調
だ
っ
た

と
述
べ
た
。

し
か
し
、
作
柄
は
七
月
か
ら
の
二
カ

月
の
雨
量
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
八
月

末
に
な
る
ま
で
確
実
な
見
通
し
は
出
な

い
と
の
見
方
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
農
業
用
の
た
め
池
の
水
位

が
現
時
点
で
通
常
の
三
分
の
一
と
農
業

用
水
が
少
な
い
こ
と
や
肥
料
不
足
、
暖

冬
の
影
響
に
よ
る
病
害
虫
の
増
大
な
ど

が
不
安
要
因
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。 食
糧
危
機
に
直
面
す
る
北
朝
鮮
で
現

地
調
査
を
行
っ
て
き
た
国
連
食
糧
農
業

機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
と
世
界
食
糧
計
画

（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
の
合
同
調
査
団
の
ア
ブ

ド
ゥ
ル
・
ラ
シ
ッ
ド
団
長
は
十
九
日
、

東
京
都
内
で
記
者
会
見
し
、
最
近
の
北

朝
鮮
の
食
糧
事
情
や
今
年
の
穀
物
生
産

の
見
通
し
に
つ
い
て
語
っ
た
。

図北朝鮮・備蓄 ２カ
月
で
枯
渇
の
恐
れ

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
に
起
因
す
る
記

録
的
干
ば
つ
で
ブ
ラ
ジ
ル
東
北
部
の
食

糧
不
足
が
深
刻
化
。
イ
ン
フ
レ
を
終
息

さ
せ
、
一
時
は
他
を
寄
せ
付
け
な
い
人

気
を
誇
っ
て
き
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
力

そ
の
一
方
で
、
北
朝
鮮
で
は
最
近
、

導
入
さ
れ
た
二
毛
作
の
た
め
大
麦
の
作

付
け
が
昨
年
の
三
万
八
千
紗
か
ら
今
年

は
七
万
鯵
に
増
大
し
た
と
い
う
。

食
糧
事
情
に
つ
い
て
、
ラ
シ
ッ
ド
団

長
は
「
昨
年
よ
り
も
悪
く
、
不
安
定
な

状
況
が
続
く
こ
と
で
今
後
二
カ
月
間
に

備
蓄
が
枯
渇
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の

意
味
で
も
、
今
後
二
カ
月
間
が
決
定
的

に
重
要
だ
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
北
朝
鮮
で
は
昨
年
十
一
月
に

一
人
あ
た
り
一
日
四
百
傅
だ
っ
た
。
食

糧
配
給
が
徐
々
に
減
少
。
地
方
で
は
今

團圖

一
千
万
人
が
食
料
不
足

ブ
ラ
ジ
ル
東
北
部
干
ば
つ

ル
ド
ゾ
大
統
領
（
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
民
主

党
）
の
再
選
計
画
す
ら
揺
る
が
し
か
ね

な
い
情
勢
と
な
っ
て
い
る
。

セ
ア
ラ
州
の
州
都
フ
ォ
ル
タ
レ
ザ
か

ら
国
道
を
南
下
す
る
と
、
道
端
で
食
糧

年
三
月
に
百
篭
が
配
給
さ
れ
て
以
来
、

途
絶
え
て
い
る
。

庶
民
は
、
飢
え
に
備
え
て
少
な
い
配

給
を
取
り
置
い
た
り
、
自
留
地
で
野
菜

を
栽
培
し
た
り
、
国
内
の
親
類
ど
う
し
で

援
助
し
合
っ
た
り
し
て
い
る
と
い
う
。

病
院
で
は
国
際
機
関
な
ど
か
ら
の
援

助
の
薬
品
は
三
○
％
の
患
者
に
ま
わ
る

の
み
で
、
残
り
七
○
％
の
患
者
は
漢
方

薬
に
頼
る
状
況
だ
。
ラ
シ
ッ
ド
団
長
は

「
病
院
で
も
野
菜
の
自
家
栽
培
を
行
っ

て
い
る
。
－
部
で
は
患
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
ず
、
入
院
を
断
る
病
院
も
あ
っ

た
」
と
語
っ
た
。

合
同
調
査
団
は
今
月
二
日
か
ら
十
一

日
間
、
北
朝
鮮
の
穀
倉
地
帯
の
約
九
○

％
に
あ
た
る
地
域
を
視
察
し
て
き
た
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
六
・
二
十
）

庵



二１０

宋
北
部
全
体
で
百
数
十
件
発
生
し
て
い

Ｃ
Ｏ干
ば
つ
対
策
の
遅
れ
で
カ
ル
ド
ゾ
政

催
に
批
判
が
集
中
。
十
月
の
大
統
領
選

小
銭
を
ね
だ
る
農
民
の
姿
を
見
か
け

。
そ
の
一
人
、
フ
ラ
ン
シ
ス
ヵ
。

ウ
ア
ル
テ
さ
ん
（
姐
）
は
「
私
の
畑

は
豆
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
全
滅
し

・
今
日
は
一
日
、
家
族
四
人
で
道
に

っ
て
こ
レ
ア
ル
（
｜
レ
ア
ル
ー
約
○

へ
六
が
）
と
パ
ン
一
塊
が
手
に
入
っ

」
と
窮
状
を
訴
え
る
。

セ
ア
ラ
、
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州
な
ど
東

部
九
州
は
雨
期
に
当
た
る
昨
年
暮
れ

ら
今
月
に
か
け
、
ほ
と
ん
ど
雨
が
降

な
い
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
豆
な
ど
主

穀
物
の
生
産
量
は
、
例
年
（
四
百
五

万
少
）
の
半
分
以
下
と
な
り
そ
う

。
す
で
に
約
一
千
万
人
が
飢
え
に
直

し
て
い
る
。

セ
ア
ラ
州
カ
ー
ー
ン
デ
の
ジ
ョ
ゼ
・
ア

ミ
ル
神
父
は
、
「
自
尊
心
の
高
い
こ

し
の
ご

地
方
の
農
民
が
物
乞
い
に
走
る
一
）
と

体
、
い
か
に
状
況
が
危
機
的
か
を
示

て
い
る
」
と
説
明
す
る
。

空
腹
を
抱
え
る
農
民
の
中
に
は
実
力

便
に
訴
え
る
者
も
出
て
い
る
。
ス
ー

ー
や
食
糧
輸
送
の
ト
ラ
ッ
ク
が
農
民

団
に
襲
わ
れ
る
事
件
が
四
月
以
後
、

で
再
選
を
目
指
す
カ
ル
ド
ゾ
大
統
領
の

支
持
率
は
じ
り
じ
り
下
が
り
、
最
近
の

世
論
調
査
で
は
、
野
党
・
労
働
党
の
ル

イ
ス
・
ル
ラ
氏
に
釦
％
台
前
半
で
並
ば

政
府
は
二
十
一
日
ま
で
に
、
子
育
て

と
仕
事
が
両
立
で
き
る
雇
用
制
度
の
改

革
な
ど
総
合
的
な
少
子
化
対
策
を
検
討

す
る
た
め
、
七
月
中
に
も
有
識
者
会
議

を
発
足
さ
せ
る
方
針
を
固
め
た
。
さ
ら

に
政
府
レ
ベ
ル
で
も
、
厚
生
、
労
働
、

文
部
各
省
の
局
長
級
以
上
に
よ
る
検
討

会
議
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
政
務
次

官
会
議
に
少
子
化
問
題
に
関
す
る
連
絡

会
を
設
け
、
具
体
策
を
検
討
す
る
。

政
府
が
総
合
的
な
少
子
化
対
策
を
検

討
す
る
の
は
、
橋
本
首
相
が
十
八
日
の

記
者
会
見
で
、
「
急
激
な
少
子
化
が
続

け
ば
、
人
口
構
成
は
大
き
く
変
化
し
、

社
会
・
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
」
と
し
、
少
子
化
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
む
意
向
を
表
明
し
た
こ
と
を
受

け
た
も
の
だ
。

有
識
者
会
議
は
首
相
直
属
の
懇
談
会

囚匝

少
子
化
対
策
会
議
、
来
月
に
も

れ
て
し
ま
っ
た
。

（
ブ
ラ
ジ
ル
東
北
部
セ
ア
ラ
州

カ
ニ
ン
デ
で
石
黒
穣
）

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
六
。
二
十
｜
）

と
し
、
子
育
て
に
携
わ
っ
て
い
る
人
や

先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
企

業
の
関
係
者
、
学
者
の
ほ
か
、
関
係
各

省
の
大
臣
が
参
加
す
る
見
通
し
だ
。

具
体
的
に
は
、
育
児
休
業
の
取
得
が

昇
進
や
評
価
に
響
か
な
い
新
し
い
雇
用

ル
ー
ル
の
導
入
や
、
出
産
・
育
児
後
に

中
断
し
て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の

経
済
支
援
が
動
き
出
し
た
。
国
際
通
貨

基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

府
と
金
融
支
援
再
開
で
合
意
、
日
本
の

コ
メ
支
援
も
正
式
に
決
ま
っ
た
。
政
府

が
保
有
す
る
コ
メ
五
十
万
少
を
三
十
年

図

ア
ジ
ア
向
け

コ
メ
支
援
体
制
の
拡
充
を

再
雇
用
や
中
途
採
用
が
可
能
に
な
る
制

度
の
確
立
と
い
っ
た
一
雇
用
慣
習
の
改
善

を
協
議
す
る
。
ま
た
、
①
地
域
の
高
齢

者
を
巻
き
込
ん
だ
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
の
創
設
②
学
校
の
空
き
教
室
を
活

用
し
た
子
育
て
支
援
施
設
の
拡
充
③
育

児
支
援
に
つ
な
が
る
世
代
間
同
居
住
宅

の
建
設
促
進
ｌ
な
ど
も
検
討
テ
ー
マ
と

な
る
。一
方
、
政
務
次
官
会
議
の
少
子
化
対

策
連
絡
会
は
児
童
手
当
の
拡
充
、
子
育

て
減
税
な
ど
予
算
措
置
を
伴
う
具
体
策

を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

・
育
児
後
に
再
雇
用
制
度

・
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
検
討

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
六
・
二
十
二
）

償
還
で
貸
し
付
け
る
ほ
か
、
タ
イ
米
な

ど
十
万
少
の
買
い
付
け
資
金
を
無
償
提

供
す
る
内
容
だ
。
こ
れ
を
機
に
日
本
は

ア
ジ
ア
へ
の
コ
メ
緊
急
支
援
体
制
を
整

え
る
べ
き
だ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
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すあ､お－らむこゆ

象
に
よ
る
干
ば
つ
で
、
今
年
の
コ
メ
不

足
は
三
百
五
十
万
少
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
百
五
十
万
少
は
輸
入
で

賄
え
る
が
、
二
百
万
少
は
各
国
の
支
援

を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
す
で
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
は
急
激
な
通
貨
下
落
で
輸

入
食
料
価
格
が
高
騰
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
も
コ

メ
な
ど
食
料
価
格
の
安
定
の
た
め
に
補

助
金
削
減
の
延
期
を
認
め
た
。
社
会
経

済
の
安
定
に
日
本
の
コ
メ
支
援
が
不
可

欠
に
な
っ
て
い
る
。

問
題
は
、
今
年
の
天
候
次
第
で
他
の

ア
ジ
ア
諸
国
で
も
コ
メ
不
足
が
起
き
か

ね
な
い
こ
と
だ
。
八
○
年
代
か
ら
工
業

化
が
進
ん
だ
ア
ジ
ア
で
は
、
農
地
が
工

場
用
地
に
転
換
さ
れ
る
な
ど
農
業
の
生

産
基
盤
が
弱
く
な
っ
て
い
る
。
八
四
年

に
コ
メ
の
自
給
を
達
成
し
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
も
、
こ
こ
数
年
は
輸
入
国
に
転
落

し
て
い
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
も

農
業
の
事
情
は
似
て
い
る
。
経
済
が
順

調
な
う
ち
は
い
い
が
、
通
貨
が
急
落
す

れ
ば
輸
入
が
細
る
恐
れ
が
あ
る
。
タ
イ

や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
輸
出
国
を
除
け
ば
、

現
在
ア
ジ
ア
で
コ
メ
が
余
っ
て
い
る
国

は
日
本
し
か
な
い
。
不
測
の
事
態
に
対

応
で
き
る
の
は
日
本
だ
け
だ
。

今
回
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
援
を
機
に

政
府
は
、
新
た
な
支
援
シ
ス
テ
ム
を
創

設
し
た
。
国
際
農
業
交
流
・
食
料
支
援

基
金
が
食
糧
庁
か
ら
コ
メ
を
借
り
受
け

備
蓄
し
、
コ
メ
不
足
国
に
貸
し
付
け
る

仕
組
み
だ
。
備
蓄
や
支
援
に
か
か
る
財

政
負
担
は
償
還
期
限
に
応
じ
て
平
準
化

し
、
一
般
会
計
か
ら
補
て
ん
す
る
。

た
だ
、
こ
れ
は
今
回
の
支
援
量
が
多

す
ぎ
、
現
行
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い

た
め
に
作
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
、
対
象
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
け
の
色
彩
が
濃
い
。

コ
メ
の
過
剰
在
庫
を
処
理
し
よ
う
と
い

う
意
図
も
見
え
隠
れ
す
る
。
今
回
の
よ

う
に
突
然
、
コ
メ
不
足
が
起
き
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
ア
ジ
ア
全
体
を
に
ら
ん

だ
支
援
体
制
へ
の
拡
充
が
必
要
だ
。

海
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
に

は
将
来
の
食
料
危
機
に
備
え
、
日
米
欧

の
先
進
国
が
食
料
を
備
蓄
す
べ
き
だ
と

の
声
が
あ
る
。
各
国
が
資
金
を
拠
出
し

て
「
東
ア
ジ
ア
食
料
備
蓄
機
構
」
を
作

る
構
想
も
浮
上
し
て
い
る
。
日
本
は
コ

メ
支
援
を
通
じ
た
国
際
貢
献
を
考
え
る

べ
き
だ
ろ
う
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
八
・
六
・
二
十
九
）

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
６
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
’

一
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
助
会
・
員

く
～
！
ご
入
会
の
お
願
ｌ
い
～
ｌ
く

一
人
口
問
題
は
、
一
一
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
蝋
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

一
い
ま
す
。
一
九
九
七
年
の
世
界
人
口
は
五
八
億
人
、
一
九
九
八
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
る
と
推
計

一
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

一
人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

一
世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
、
人
類
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る

一
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
“
環
境
問
題
“
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な

》
の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

》
ど
は
森
林
破
域
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の

一
産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
・
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

一
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
、
Ⅱ

一
本
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
子
供
が
欲
し
く
な
い
と
い
う
夫
婦
が
ふ
え
て
い
る
地
域
、
こ
の
一
一

一
と
が
も
た
ら
す
高
齢
化
現
象
に
伴
う
労
働
力
不
足
や
福
祉
賛
の
地
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な

一
社
会
・
経
済
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

｝
こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
”
人
口
“
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

一
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
砕
く
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

一
解
決
す
る
方
策
を
さ
ぐ
り
協
調
す
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

一
何
半
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
ざ
ま
の
尊
い
｝
｝
協
力
を
心
か
ら
お

←
願
い
い
た
し
ま
す
。

会員ｉｇＤｌ特蕊
＝

:二m

０
－－つ－－－－つ一つ一つ－つ－つ“っ←－－－－つ－つ－．－－つ←－－‐つつ－つ｡-つ－－テーゲーレっ－つ－つつっ．っ｡・つつっ一つ一つ‐－曲
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２．東南アジア話同等人口・開発雌礎調企報告書
一インド腿l-

ReportontheBasicSurveyofPDpulationand

DevelopmentinSoutheas［AsianCountries
-lndia-‐

昭和58年度

Ｌ中華人氏共和樫|人口家族計画雄礎調査報告杏

BasicSurveyonPopulationandFamilyPlanning

in【ｈｅPeople,sRepublicofChina（英語版）

生育率和生沽水平矢系中日合作凋代研究損告朽

（中国語版）

3．中華人民共和国人口・家族計画鮪二次堆礎調侮搬告普
BaSicSu｢vey(Ⅲ）onPopulationandFhmilyPlanning

inthePeopIe，sRepublicofChina

生育率和生活水平矢系第二次中日合作ilM在研究柵

告朽（中国語版）

昭和59年度

l・アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調森報告苫

一インド同一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDeveIopmentinAsianCountries

-India-（英語版）

４．ネパール王国人口・家族計画基礎調企

BasicSurveyReportonPopulatjonandRImily

PlanningintheKingdomofNepal（英語版）

５．日本の人Ｕ都市化と開発

UrbanizationandDevelopmentinjapan（英諮版）

２．束南アジア諸国等人口・開発些礎調交報告書

一タイ国一

ReporlontheBasicSurveyofPopulationandDeve

lopmentinSoutheastAsianCountTies
-Thailand－

６．バンコクの人ロ都市化と生活環境・福祉調在

一データ綱一

SuweyofUrbanizatiomLivingEnvironmentand

WelfareinBangkok-Data－

（英語版）

３．Ｕ本の人口極換と農村開発

DemographicTransltioninJapanandRuralDeve

lopment（英語版）

7．スライド

日本の都市化と人口（日本語版）

UrbanizationandPopulationinjapan（英語版）

日本的城ilJ化与人口（中国語版）

UrbanisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

４．SuTveyOfFertilityandLivingStandardsinChinese

RuralAreas-Data-Allthehouseholdsoftwo

villageslnjiIinProvincesu｢veyedbyquestionnai｢ｅｓ

（英語版）

失干中国友付的人口生育率勺生活水平的iJM在恨告

一対千古林省両十村近行全戸ilii談凋査的端果一

＝銃ｉｌｔＭ＝（中国語版）

昭和61年度

Ｌアジア諦国の農村人口と農業開発に関する調盗報告iDf

-インドネシア雁ｌ－

ＲｅｐｏｒｌｏｎｔｈｅＳｕｗｅｙｏｆＲｕｒａｌＰｏｐｕｌa[ｉｏｎａｎｄ

Ａｇ｢icultu｢alDevelopmentinAsianCountries
-Indoncsia-（英語版）

５．スライドＨ本の艇業、農村開発と人口

_その軌跡一（日本語版）

Agricultural＆RuralDevelopmentamdPopulation

mJapan（英語版）

日本衣止衣村的友展和人口的推移（中国語版）

PerkembanganPertanianMasyarakatDesaDan

KependudukanDiJepang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀徴を受賞しました｡）

昭和60年度

２．束南アジア諸国等人口・Ｉ洲発基礎調森報告Ｉｌｌ

－インドネシア国一

ReporIontheBasicSurvevolPopulationaJTd

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Indonesia-（英語版）

３．在日留学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に即して－

４．日本の労働力人口と開発

LaborFo｢ceandDevelopmentinJapan（英語版） １．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告書

一タイ国一

ReportontheSurveyofRuTalPopulationand

AgriculturalDevelopmentinAsianCountries

-Thailand-（英語版）

５．人口とＩ)9発関述統計集

DemographicandSocioEconomiclndicatorson

PopulationandDevelopｍｅｎｔ（英語版）
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２．東南アジア諸国等人口・';M発埜礎調森報告懇

一中華人民共和国一

RcportonlheBasicSurveyolPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-China-（架語版）

６．スライド日本の産業開発と人口

~その原動力・liE気一（日本語版）

lndustrialDevelopmentandPopulationin」apa、

ThePrimeMoverEIectricitv-（英語版）ぴ

日本的I堕並没腱勺人ＬＩ

－ｊ〔原助力一奥`(－（中岡語版）

Pembangunanlndustridankependudukandi」epimg

-PenggerakUtama・TenfKaListrik-

（インドネシアiMillM）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調盗lilf究報斜拙：
－タイ倒一

４．日本の人口と家族

PopulationａｎｄｔｈｅＦａｍｉｌｙｉｎＪｆｌｐａｎ（英語版） 7．ネパール刊勤人rI家族iｉｆ画第二次ﾉﾑ礎調iIiさ

ComplemeIItarvBasicSurveyReportonPopulation

andFamilyPIanI1inｇｉｎｔｈｅｋｉｎｇｄｏｍｏｆＮｅｐａｌ５．アジアの人口転換と開発一統計蛎一

DemographicT｢ansitjonandDevelopmentinAsian

Countrles-OverviewandStatisticalTables--

（英語版） 昭和62年度

１．アジア禰国の農村人LIと農難開発に関する綱ifiE報告評

一中華人lE共側圧ｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｌｈｅＳｕｗｅｙｏｆＲ山･alPopulatiolland

AgricuhuralDevelopmentinAsianCountries

-China－－（英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（[|本譜版）

FamiIyandPopuIationin」apan

-AsianExperience-K英語版）

Ｈ本的人川与家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluaTgaJepang（インドネシア語版） ２．４(南アジアi渚匠l等人I」・ljM充基礎ijMlIii報flfilド

ー中華人氏共FⅡ侭l-

ReportontheBasicSurveyofPopu1ationand

Developmen［inSoutl1eastAsi&nCountris

-ChlntI-（英船版）

７．ペルー共和国人口家族計1111i飛礎調査

平成元年度

ｌ・アジア諸国の農村人l」と農業開発に関する調査報告書
一バングラデシュ凹一

ReportontheSurveyofRuralPoI)ulatlonand

AgriculturalDevelopｍｅｎｔ－Barxgiadesh--
（英語版）

３・アジア猪岡からの労働力流''１にIHIする調盃研究報待避
一フィリピンllil--

４．日本の人口と腱業開発

ＰＯＩ)ulationandAgricultul-alDevel０１)ｍｅl】1ｍ」apa、
（英語版）

２．東南アジア猪同等人にl・開発基礎調査報告Ｔｌキ

ーネバール国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DeveIoDmentmSoutheastAsianCountrleg

-Kepal-（英語版）

５．ネパールの人lル開発・環境

ＰＯＩ)ulation‘DevelopmentandEnvlronmentinNepal
（英譜版）

６．スライド

［1イ兎の人にI移動と経済発展（Ｈ本譜版）

TheM1gratoWMovemenIfIndEconomicDevelop
meminJapa【】（英語版）

Ｈ本的人｢I移功与堆済友腔（中厩蔚版）

Per1〕indahanPendudukDanPerkembanganEkonoml
Dijepang（インドネシア碕版）

３・アジア諸国からの労動力流出に関する調益研究報告ill：
‐－マレーンアロー

４．日傘の人口鱗造変動と開発

一高齢化のアジア的視点一

StructuTa］ChangeinPopulationand

-Japan'sExperjenceinAglng-

Developmenl

（英語版） ７．トルコ国人、家族i汁画jk礎調代

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－（日本語版）

AlginginJaI)aｎ－ChallengesandP｢ospectざ－
（英語版）

辺人高齢化社会的日本正ilijI1由挑銭

一追求具生命意Ｘ的老年生涯一（中国語版）

昭和63年度

Ｌアジア諸国の農村人'二】と農業'1M発に関する鋼在報告書

一ネパールlL1--

Repor［ｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏ（RuralPopulationand

AgriculULIraIDevelopmen［inAsianCountries

--Nepal-（英語版）

”



３．アジア諸国からの労働力流出に関する調在研究報告杏

一中華人民共和国一一

Tan［anganMasya｢akaILanjLItusl間Jepang

（インドネシア調販）

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmenlandPopulationin」apan

-TrendsandProspectsjndIel990s-

（英語脳）

６．アジアii胴の腱柴１１１１発－５力'11の比校一

SIralegicMeasuresfo「ｔｈｅＡｇ｢jcuIturfllDcvelopment

-ComparaliveStrudiesonlWeAsnnCoullll1es-

（英識版）

（本作品は、1990年(M)Ｕ本視聴覚毅脊協会主催優秀映

像教材選奨社会牧育部門で優秀賞を愛徹.）
５．スライド

ロ本の地域開発と人口（ロ本譜版）

ReginalDevelopmentandPopulatioｎｉｎｊａｐａｎ

（英語版）

日本的区域升友和人｢Ｉ（中国語版）

PermbangunanDflerahdanPopuIasidijepang

（インドネシア版）

平成２年度

１．アジア謝国の農村人口と艇業１１M発に|ＩＩＪするi1M炎報flri1ト

フィリピン|脳１

Ｒｅｐｏｒｔｏｎｔ１１ｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｒａｌＰopulationand

６．アジアの労働力移動

LaborMigrationinAsia（英語版）

AgricuLItLIralDcvcIopmenlPI1ilippillc

（災ｉｉｌｉ版）

２．ｊｌＬｉ材アジア術[刊等人{小ｌｌＨ発J牒礎iiiM在撒ｆｌｒ誹

一パングラテ曉シュー平成４年度

1．アジア諸国の農村人口と腱業開発に関する調介報涛ｉｌト

ーマレーンア１重l-

ReportontheSurveyofRuralPopulaUonaITd

AgriculturalDevelopmenI－Mal&lvsifl-

（英語版）

ReporI（)ｎlheBasicSurvcyofPoDulfItionandc

DevclopITlenIlnSoutheas【AsianCounlrles

(炎iiHlik）－Bangladegh

３．アジアiilil劃からのりflliM流I{iにＩＩＬＩする洲ｲ制｢光報告ijド

ーーインドネシア同一

２．束南アジア諸国等人口・開発基鮠調在報告香

一一ベトナムｌＪＥ１－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｖｏｆＰCl〕ulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-VietNam-（英語版）

４．日イ兵の人[かＨｌＩ党・環境一アジアの総蟻一

ＰＯＩ)l】laIi〔〕n．DevelopmentandEnvirol1mel1t1n

jal)題、一Asial1Experlcncc--（拠譜版）

５．スライド

［1本の環境・人口・ｌｌＨ発（Ｕ本i擶版）

Environment・Populationtmdl)eveIDpment1n

jaPaII （英語１１１１）

ロ本(]ﾘ坏境・人[ル升友（｢''四鑑版）

Lillgkun餌【１，１ｺendudul（dallPembangunanJepang

（インドネシア絡版）

（本作品は、1991年ｌｌｉＨ本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジアi渚国からの労IjMl力流l{1に関する『凋赫)f死報告ill：

－スリランカ同一

４．アジアの砿業権換と人fl

IndustrialTransitionandPopuIａｔｉｏｎｍＡｓ１ａ

（英語版）

５．スライド

明Ｈに生きる－Ｈ本の産業松換と人1ｺ－

（日本語版）

LivingfbrTomorrow－Industrial

Ｔ｢ansitionandPopulationinJapan-

（英語版）

生活在ﾘﾘl犬一日本的詳並鋳換与人口一

〈中倒語版）

HidupUn[ukl-IariEsok－PeralihanStruktur

IndustriDanPopulasiDiJepang-

（インドネシア繍版）

６．アジアの人1]都市化一統i;1.1l2-

ProsI〕ectｓｏ｛ＵＩ･baniza【ioninABia (英語''１２）

平成３年度

１．アジア諸国の農村人｢lと農業Ⅱ9発に関する調盃報告二i1l：

－スリランカlF1-

ReportoIltheSurvev

AgriculturaIDevelopment

（英語版）

RuralPopuIati〔】nand

--STilanka-

２．東南アジア諸liil等人口・開発催礎綱侮報告書

一フィリピン国一一

ReportonlheBasicSurvev（)fPopulationan〔i

DevelopmentinSoutheastAsianCountr1es

--Plnlippines--（英語ｌｆｎ

平成５年度

ｌアジア諸国の農村人Llと農業開発にＩＭＩする調査報告課

一ベトナム国一
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平成７年度

1．アジア識厩の発展職階UII典雅Ｌ農+111M発↓１１s礎iii１編liI1;!『

’１ドーハキスクン腺１－

RepoTtoI】ｔｈｅＢａｓｋＳｕｒｖｗｏＩ１Ａ輿rjculturE小I､(ｌＲｕ｢al

Developmentl)yProgreg葛ＳｔａＲｅｉ１１ＡｓｉａｎＣ()u1TlJ1cs

-Pakistan-（災譜Ⅲ(）

ReportonlheSurvevofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopmenｔ－ＶｉｅｔＮａｍ－

(英語１Ｍ、

２．東南アジア諸同等人口・開発些礎調炎報告書

一スリランカlIil-

RcportontheBasicSLIrveyofPOpuIationand

DevelopmentinSoutheaBtAsianCounlries

-SriLanka--（英識版）２．アジア瀦!T;の都iIj化と|;M充）,L礎鋼侮雑ltjLilI

-ネパール雁l--

ReporlontheSurvcvofUrbanjza[io'UandDcvel()Ijmcnt

inAsianCount】1cｓ－Ｎｅｎａｌ－（婚荊版）

３．アジア潴国の人１１１１資源|淵発と労lIiil力に関する調査研究

鞭告諜一一フィリピンlZl-

４．アジアからの挑戦一人１１と開発一・

ChallengeandStrategyo（AgiaI1Nations

-PopulalionandSus[ain恩bleDevelopment-

（英語版）

３・アジア論IlIlの人'１}lfri1ljlllH篭と労lIillﾌﾞﾉに側する,iMiilrilr先

報ｌＩｎＩドーインド１７１－－

４．アジアにおける女性のエンハワーメン１．

ＥｍｎｏｗｅＩｍｅｎｔｏ「ＷｏｍｅｎｉｎＡｓｌａ（災ji雛Ｍｌ
５．スライド

女たちの挑戦一女性の地位向上と日本の人口一

（日本譜脆）

WomenandtheirChallengcs－Improvements

intheStatusofWomenthePopulatjollofJalpaJl-

（英語版）

女性的挑11iii－女性地位的提商与Ｕ本的人口一

（中岡iiiiWI）

Tal1tanganKaumWanita

-EYTIansipasiWani[adanPopulasiJepang-
（インドネシア語IilKj

５．スライト

アジアを擁け一女性たち～（引本,iiIi版）

ＡＢｒｉｇｈｔｏｆＧｅ｢lderEqualiIy

-EmpowermentｏｆＷｏｍｅＩ１ｉｎＡｓｉ三一一（ｳﾐiii淵帥

通ili目蝿之路一十日Ⅲ洲女性一一（lI1Ii:１１譜版）

HarpanCerahbagjPcr5amaan-I<aumWanita

AgiaMerambtlhJalan-（インドネシアiﾄﾞﾙ;}f）

平成８年度

1．アジア禰国の発展段階別腱業・農村|＃１発Al;礎i涜森繩i｛「
平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調森報告

諜一インドLlil-

ReportontheBasicSurveyonAgriculturalandRural

DEvt?】Ｃｌ)ｍｅｎｔｂｙＩ〕r､91℃ssStageinA3ianCounlries

-India-（英語版）

11ドーラオス人民民主共flllli1-

Rel)ortonthcBasicSulvevonARricuhuraland

RuralDeveIopmentbvProRressStageinAs1an

Counlries-LaoPeople'sDemoraIicRepublic

（英語腕）

２．アジア,渚[iilの儲I1j化と1}'1発綱ｲﾋ報f1filキー‐‐７′リヒ

ンIn-

Rep【)ＴｌｏｎｔｈｃＳｕｗｅｖｏＩｕ･lwZizflli()Ｉ１ａｎｄｌ)cvelop．

２．アジア諸国の都T1j化と開発調査報告轡一タイl到一

ReportontheSurveyofUrbanizaljonandDevelopmenl

inAsial］Countries-Thailand-（英語版）

mentinA5ianCoulItr】ｅｓ

（災ii刊1Ｍ

Philippine月

３．アジア諸隆|の人間資源開発と労働力に関する調査Ijlf究

報告書一一ベトナム国一

３．アジア謝[1Jの人llIliifilii1;M発と`)j･Ｉ肋力に側するijWfli1f光

報(』｢i1}：一ラオス雁1－ ルアジアの女性労働力参加と繊済発展

-21世紀の繊日il-

WomeITsLaborPar[icipationandEconomicDeveIop‐

mentinAsia-Stmtegytoward21Cen[urv-

（英語版）

`L21illf紅C')人Iル食*IIiiiili略一一アジアとUWfL-

Populatlon（mdFDDdStratcgy（o「２１gXcenIury

-AsiaandWoxld-（英譜版）

５．スライド

２()25年への決|iii「－アジアの人[IjWhllと食料

ChallBI1geandDecisionforLheYcar2025

-PopulationlncK･edDseandF〔)ｏｆｌｎＡｓｉａ－－

（災絡1lb(）

５．スライド

アジアの女性たちはいま……（Ｈ本譜版）

NewHorizonsfo「［hｅＷｏｍｃｎｏｆＡｓｊａ（英語版）

並洲ﾀﾖ女的新1万鰹（中風諾版）

WanitaAsiaKini……（インドネシア語版）
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IiU蒲2025年的央断一iHI洲的人口噛催和糧食一

(中国語版）

TekadUntukTahun2025-Pertambahan

PopulasidanPangandiAsia-(インドネシア語版）1．『国際人ロ開発会鑓行動計画要旨」1995年（和文）

（１）１容：1994年カイロの国際人口開発会議(ICPD)の行

動iif画の要旨=同文許関連の{１１版物としては本lll初｡）

平成９年度
２．「国際人ロ開発鰯員会鱗｣、国際人ロ開発職員会鱗鱗寧

録、1995年（和文）

（内容：1994年カイロで国際人1ｺ開発会議(ICPD)に先

駆けて開催された国会議貝会議である国際人口開発識

且会議の議事録。同会議には117カ国約300名の膣|会議

貝が参力Ⅱした。会議宣言文はICPD総会でも発表された。

また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地域の

腰l会議貝フォーラムが1Ｗ)Niされた｡）

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調森報告

三kヒーラオス人民民主共和腫ｌ－Ｕ三U

Reportoz〕theBasicSurveyonAgriculturaland
RuralDevelopmentbyProg｢ｅｓｓＳｔａｇｅｉｎＡｓｉａｎ

Ｃｏｕｍｒｌｅｓ

－ＬａｏＰeopIe9sDemogralicRepublic-

２．アジアの}|:会1111発と人||Ⅲ1M発

SocialDevelpmenlandHumanDevelopment

1nAsia

３．アジア諸国の人'1M賓源|;Ⅱ発と労働力に関する調在研究

蝿告普一マレーシア国一

４．水をめぐる２１世紀の危機一アジア人口を焦点とし
－￣

し￣

WaterCrisisintheTwentyF1rstCentury

-Pro5pecto「AsianPopulationand

Development-

５．スライド

水は生きている一人口と水資源一

WaterisAlive-Populationand

Wa[erResources--〈英語版）

水珪有生命的一人L1句水臓ｉＭｉ－（中国語服）

AirituHidL1p-PendudukdanSumderＡｉｒ－

（インドネシア譜版）

３．国連人口基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一」1995年（和文）

（内容：現ｲ[の人口分野に対する援助の現状と、資金

の流ｵしを分析。我が国の人口分野への貢献も併１Mh.）

４．ｒ国際人ロ・社会開発麟員会鯛｣、国際人ロ・社会開発

鱗員会蝋(IMPPSD)繊事録、1996年（和文）

（内容：世界社全開発サミット(WSSD)にあわせ、１９９５

年３月にデンマーク・コペンハーゲンでM1催された人

口と社会開発に関する|劃会議ロ会議議事録｡）

５．黒田俊夫署ｒリソース・シリーズ１国運人ロ会臓20年

の軌跡一ブカレストからカイロへ－J、1996年（和文）

〈内容：国連主催の第一回人口会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人口開発会議まですべて

の国連主催の人[I会議に参ilIL、人{]分野における世

界的大家である著者が、その推移を概観し、分析した．）

６．ToshioKu｢oda，ResourceSeries2QFromBucha‐

ｒｅｓｔｔｏＣａｉｒｏ－２０ＹｅａｒｓｏｆＵｎｉｔｅｄＮationsPopula‐

tionConferences-'''’９９ｓ（英文）

（内容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ズ１」の英文版｡）

７．「国際女性・人ロ・開発職員会鯛』、国際女性・人ロ・

開発讃員会鯛(IMPGPD)鯛事録、ｉ996年（和文）
（内容：第４回世界女朧会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、１９９５

年９１１に東京で開１１Mされた国際女性・人口・開発i砿１１

会議(lMPGPD)の議事録。１局I会議には第４回世界女性

会議に対する各国政府代表を中心とする国会譲且が参

ＤＩＩした｡）

8．ＦＡＯ／UNFPAおよびボートン・ズアン、グエン・

ティ・タン箸、『リソース・シリーズ３食料安全保障

と人ロ：資料』、1997年（和文）

（内容：１１上界食料サミットへのfvi術として国迎食料.農

業機関(FAO)が国連人口JM当金との共同研究された、￣人

口端加と土壌劣化」に関する論文の日本語版および、
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11．国連食糧農業機構(FAO）了リソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行動計画、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットのローマ宣言と行動fhmjの

本邦初の翻訳であり．多分野から同文響の日本翻訳の

決定版として高い評価を受けた｡）

1996年５月にマレーシアのクアラルンプールで1111かれ

た、人口と食繊安全保障に関するAFPPD（人口と開

発に関するアジア議貝フォーラム）特別運営委貝会で、

ベトナム例会社会委貝会委貝長グエン・ティ・タン議

貝とマグサイサイ賞受賞者である苫名な農業学者ボー

トン・ズアン博士の共著論文の日本語版の合本。lUT界
食料サミットに|､１けた賓料として作成された｡〉

12．『リソース・シリーズ５FiveYearsfromlCPPD-国

際人ロ開発幾員会鱗から５年一人ロと開発に閲する国

会職員会鐡宜営文」1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人しI開発会議から５年[lを迎え、

この機関に人I｣と開発に関する国際議貝会議、地域議

貝会議の宣訂丈を集成・今後の史なる発展のための賓

料とした｡）

9．『国際食料安全保障・人ロ・開発鍵員会甑』、国際食料

安全保障・人ロ・開発蝋貝会鯛(IMPFSPD)鰻事録、
1997年（和文）

（内容：食料農業機I對(ＦＡＯ)主臘の世界食料サミット

（WFS)にあわせ」ﾘ9ｲﾌﾞil2llllにスイス･ジュネーブで開

雌された国際食料安全保障・人口・開発議貝会議

（lMPFSPD)の議班鎚同会議の成果は、世界食料サミッ

トで公式に配布され、またＷＴＯルジェーロリギ務局長

にも桜井新・会議議長から手渡された｡）

13．’rリソース・シリーズ６PopuIationPolicyinAsia2
1998年（英文）

（内容：当財団が主催する￣人口と開発に関するアジ

ア国会議員会議Ｊで呼びかけをおこない、各国の人'二ｌ

政策を各国政府黄狂者もしくは専門家が記述した.各

国の政策に責任を持つ国会議員が関与している点で、

噸例を見ない」

10．国運人ロ基金ｒ未来のための食料』1997年（和文）

（内容：国連人口離金出版物FoodfortheFutureの

日本語版。人口附加の抑制と食料確保を行うために、

女性の参加が不可欠であることをさまざな具体例から
解きほぐしている。）

曰誌ＡＰＤＡ ■■■■■■

４
月
４
日
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
主
催
「
第
且
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代

～
５
日
表
者
会
議
」
開
催
。
於
汕
イ
ン
ド
国
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
、
国
会
会
議
場
別

館
。
参
加
国
印
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
中
国
、
フ
ィ

ジ
ー
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
、
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ネ

パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
セ
ネ
ガ
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン

カ
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
（
肥
力
国
）
国
際
機
関
岬
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
、
Ｕ
Ｎ
ｌ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
他

４
月
５
日
「
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
運
営
委
員
会
」
開
催
。
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
他
運

営
委
員
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
他
出
席
。
於
叩
イ
ン
ド
国
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
、
国

会
会
議
場
別
館
。

４
月
６
日
日
本
財
団
平
成
ｎ
年
度
助
成
金
交
付
式
に
大
澤
春
美
経
理
課
長
が
出
席
。

４
月
”
日
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
の
経
済
危
機
と
健
康
ｌ
人
間
中
心
の
対

応
ｌ
【
外
務
省
・
厚
生
省
・
国
際
協
力
事
業
団
・
海
外
経
済
協
力
基
金
・

国
際
開
発
高
等
教
育
機
構
主
催
）
に
星
合
千
春
国
際
課
主
任
が
出
席
。

５
月
ｎ
日
「
高
齢
化
す
る
世
界
」
（
２
０
５
０
主
催
）
西
内
正
彦
・
共
同
通
信
編
集
・

論
説
委
員
の
講
演
会
に
星
合
千
春
国
際
課
主
任
が
出
席
。

５
月
胆
曰
イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
マ
ン
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
、
モ
ハ
メ
ド
・
ブ

ズ
ィ
デ
ィ
財
源
・
事
業
開
発
局
長
ら
が
来
日
。
参
議
院
議
員
会
館
議
員

会
議
室
で
小
杉
隆
、
堂
本
暁
子
両
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
・
副
会

長
ら
と
懇
談
。

５
月
Ⅲ
日
「
ト
リ
レ
ン
マ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
閉
」
（
㈱
電
力
中
央
研
究
所
主
催
）
に
楠
本

修
主
任
研
究
員
と
北
畑
晴
代
国
際
課
長
が
出
席
。

５
月
配
日
本
協
会
理
事
会
開
催
。

⑪
平
成
９
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

②
平
成
ｎ
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算

③
役
員
改
選
及
び
人
事

５
月
配
日
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
、
安
藤
博
文
事
務
次

長
が
来
日
。
参
議
院
議
員
会
館
特
別
会
議
室
で
中
山
太
郎
国
際
人
□
問
題

議
員
懇
談
会
会
長
、
桜
井
新
同
会
幹
事
長
ら
国
会
議
［
貝
十
五
名
と
懇
談
。

６
月
皿
日
毎
日
新
聞
社
人
口
問
題
調
査
会
定
例
会
二
シ
橋
・
如
水
会
館
）
に
広
瀬
幻

次
雄
常
務
理
事
が
出
席
。



◇
わ
が
国
の
少
子
化
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
。
子
供
の
減
少

は
ｎ
世
紀
の
国
の
経
済
、
社
会
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
と
い
う
の
で
、
政
府
は
「
大
変
な
事
態
に
な
っ
た
」

（
村
岡
内
閣
官
房
長
官
）
と
慌
て
て
い
る
。

◇
厚
生
省
の
九
七
年
人
口
動
態
統
計
で
は
Ｔ
Ｆ
Ｒ
（
合
計
特

殊
出
生
率
）
が
１
．
羽
に
落
ち
こ
ん
だ
。
過
去
最
低
の
現

象
だ
。
総
理
府
の
ま
と
め
で
も
、
今
年
４
月
現
在
で
囮
歳

未
満
の
子
供
の
数
が
戦
後
初
め
て
開
歳
以
上
の
高
齢
人
口

を
下
回
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
晩
婚
晩
産
傾
向
は
さ
ら
に
進
み
、
離

婚
も
過
去
最
高
だ
。
昨
年
１
年
間
で
犯
万
３
０
０
０
組
、

つ
ま
り
２
分
配
秒
に
１
組
の
夫
婦
が
離
婚
し
て
い
る
。

◇
日
本
の
社
会
は
、
明
ら
か
に
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

少
子
化
は
労
働
力
人
口
を
減
ら
し
、
経
済
成
長
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
る
。
高
齢
化
は
医
療
、
年
金
、
福
祉
面
で
現
役
世

代
に
過
重
な
負
担
増
と
な
る
。

高
齢
者
の
独
り
暮
ら
し
、
過
保
護
に
育
て
た
子
供
と
同

属
で
き
な
い
老
夫
婦
１
．
政
府
踊
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
物
育
児
休
暇
制
度
粉
介
護
制
度
“
な
ど
次
々
と
思
い

や
り
プ
ラ
ン
を
打
ち
出
す
が
、
そ
れ
で
問
題
は
解
決
す
る

の
だ
ろ
う
か
。
ぬ
く
も
り
の
あ
る
「
家
族
」
「
家
庭
」
の

姿
が
い
つ
日
本
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

戦
後
の
経
済
至
上
主
義
の
中
で
育
っ
た
日
本
人
の
”
心
“

ま
で
が
バ
ブ
ル
崩
壊
と
と
も
に
弾
け
て
し
ま
っ
た
と
し
た

ら
、
”
心
の
再
建
策
“
が
大
き
な
課
題
だ
。
（
Ｔ
・
Ｈ
）

表紙の写真説明

ラオスの古都ルワン・パ

バーンは、日本で言えば京

都のような、古い伝統と数

多くの美しい仏教寺院のあ

る街である。メコン川と

カーン川の合流地点に位置

し、古来より、交通の要衝

であり、ラオスの王国もこ

の地を中心に発展した。

ラオスは、不思議なほど

日本と類似した文化を持っ

ている。食文化の面では，

や納豆まである。川海苔を

ルヮン･パバーン(ラオス)の

ボートレース練習風景

主食の“おこわ”や納豆まである。川海苔を

日本の海海苔と同じように食べるなど、初め

て訪れた土地なのに釧食''を通じて、'懐かしさ

さえ感じてしまう。

写真のボートレース（ブン･スァン･ファ）

は、雲南からビルマ領シャン州のタイ族全般

に見られる儀礼で、日本の長崎のペーロン祭

りも同じ起源とされる。水を司る竜神に雨季

の間の降雨に感謝の気持ちを込めたレースと

か。

このボートレースにはルワン・パバーン近

郊の地区からも代表が出場する。このボート

レースが始まるとルワン・パバーンの人達

は、うきうきとして老いも若きも仕事が手に

つかなくなってしまう。

人ロと開発･夏季号く通刊64号〉
1998年７月１日発行く季刊〉

●編集発行

財団法人アジア人口･開発協会
〒160-0022

束京都新宿区新宿１－５－１
コリンズ３ビル３Ｆ

ＴＥＬ(03)3358-2211(大代表）

ＦＡＸ(03)3358-2233

●印刷

文化印刷株式会社
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日本航空

世界の街へご一緒に。
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麓繩蕊ためでずが客
奮溌つど立ち話、

停車中！

繍臘鱗譲搬蝋影グ嚥だけでも､鞠65“の燃料を浪費してしま

その分､ＣＯ醤などの抑制につながります。

できること､エコ･ﾄﾞﾗｲﾌﾞも

蕊蕊蝋蕊患鞠雛ば、

一$Ki繊鋤に

エコ・ドライブのために.○つの心がけ。

いま.地球環境を守るために､それぞれの立場での取り組みが求めら;ｌＴていますｂ

私たち自動車業界も露畷境保全のために｢燃費の改醤｣｢クリーンエネルギー車の開発･普及｣｢リサイクルの促進｣など、

多くの課題に取り組んPでいま説そして､ドライバーのみなさん－人ひとりができること陰エコードラ範ブ。

⑪発進は円滑に:急発進１０回で約170ccの燃料を浪費｡ｅ安定走行を:急加速１０回で約110ccの燃料を浪費｡○身軽な運転を:１，kgの不要芯
荷物をのせて５０kｍ走ると約１５ccの燃料を浪費｡②やさしいアクセル操作を:停車中にエンジンを空ぷかしすると１０回で約ＢＯｃｃの燃料を浪費。
ｅエンジンを切る習慣を:わずか5分間のアイドリングでも約ＳＢＣＣの燃料を浪費｡ｅ適正な空気圧で:空気圧０５kg/cｍｅ減のタイヤで５０kｍ走ると、

それだけで約150ccの燃料を浪費｡⑰計画的なドライブを:無計画に１０分走ると､約350ccの燃料を浪費｡⑬等速走行を:一般道路で40kｍ/h、
高速道路でＢＯＩ<ｍ/h程度の等速走行がエコ･ドライズ※上記の数値は､対象車種2000CC乗用車(AT)の燃費＝117km/､(１０．１５モード)が計算ペース(自工会調べ）
〆

、

一人ひとりにできること｡エコドライズ
、

ノ

顛曰本自動車工業会


